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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本書はＧＡ文庫「織田信奈の野望　３」と、ＧＡ文庫マガジン　Vol.1掲載

「織田信奈の野望　五右衛門の忍者屋敷」を大幅に加筆・修正したものです。
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　時は戦国。

　畿き内ないは、混乱に次ぐ混乱によって荒こう廃はいしていた。京の都に将軍を襲しゆう撃げきして足あし利かが幕府を滅ほろぼした「三み好よし三人衆」率いる三好一党は、将軍という共通の敵を失ってすぐに、同じ三好家の宰さい相しようである松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでと対立。

　四国から畿内にかけて広大な勢力を誇ほこっていた三好一族を真っ二つに割って、畿内一円を巻き込む泥どろ沼ぬまの内ない紛ふんを引き起こしていた。

　松永久秀は出自不明の妖よう将しようで、亡くなった先の主君・三好長なが慶よしの寵ちよう愛あいを受けて破格の出世を遂とげた武将である。権けん威いを無視する奇き矯きような振ふる舞まいが多く、奈な良らの興こう福ふく寺じの僧そう兵へいと戦ったり茶会で客に毒を盛ったりしたため、さまざまな悪評を流されていた。

　当然、三好長慶亡き後、よそ者の久秀に味方する者は三好一族には少なく、戦局は三好三人衆が圧あつ倒とうしていた。だが、久秀もなかなか尻尾しつぽをつかませない。戦場から忽こつ然ぜんと消えては突とつ然ぜん堺さかいの町に姿を現したりと神しん出しゆつ鬼き没ぼつに振る舞い、両者の争いはいつしか畿内を荒廃させていた。

　その日。

　奈良の東とう大だい寺じにおいて、両軍は激げき突とつしていた。

　開戦当初は兵力に勝まさる三人衆側の圧勝だった。この東大寺周辺から松永軍を駆く逐ちくすれば、松永久秀の居城・多た聞もん山やま城じようまではあと少しである。三人衆はもう一歩で、多くの三好一族を暗殺してきたと噂うわさされる松永久秀を追い落とせるはずだった。

　しかしこの日の深夜、妖将・松永久秀は突とつ如じよとして東大寺に攻せめ込み、三人衆の本ほん陣じんを奇き襲しゆうした。本陣は、奈良東大寺の象しよう徴ちようである大だい仏ぶつ殿でんのすぐそばにあった。いくら神仏を恐おそれぬ弾正といえどもまさか大仏殿を戦火にはかけまい、と三人衆は松永久秀という掟おきて破やぶりの妖将を甘く見ていたのだった。

「ぎゃー！　燃える！　大仏殿が燃えてしまうぞう！　なんとかせい清せい海かい！」

「ぐぬぬ弾正め！　まさか大仏殿に火を付けるとは！　長なが逸ゆき、そして弟よ、これはまずい。大仏殿には砦とりでとしての防衛力はないぞ！　なにしろ誰だれも攻め込めぬ聖なるお堂なのだからな」

「兄者。弾正は名うてのキリシタン嫌ぎらいだが、仏ぶつ罰ばつくらいは恐れているものだとばかり」

「いや、きゃつは大和やまとの坊ぼう主ずすべてを敵に回しておる。興福寺の僧兵どもも平気で討うつ。神仏の類たぐいをいっさい恐れておらぬ。むしろ敵視しておる。南なん蛮ばんのデウスも日ノ本の神仏もまるで意に介かいさず焼き払はらえるとは、これはもう化け物ではないのか」

　親分格の三好長逸。三好清海入にゆう道どうと伊い三さ入道の兄弟。三人が逃にげ支じ度たくをするか否いなか揉もめていると、「四人目」の三人衆、影かげの薄うすい岩いわ成なり友とも通みちが駆かけ込んできた。

「援えん軍ぐんの筒つつ井い順じゆん慶けい、この炎ほのおを見て大おお慌あわてで陣じんを払って逃げだしてしまいましたぞ！　すでにわれらは戦場に孤こ立りつしております！」

「なんと？　筒井順慶め！　日ひ和より見みしおって～！　ええい逃げよ逃げよ！　摂せつ津つまで退たい却きやくじゃ！」

「長逸よ、大仏殿を消火しないのか？　このままではわれらまで放ほう火か魔ま扱あつかいされるぞ」

「無理じゃ！　弾正のやつ、なにやら妙な火薬を操って、大仏殿のそこかしこで次々と地じ雷らいを破は裂れつさせておる！」

「あいつは人との合戦などよりも、建物を壊こわしたり爆ばく破はしたり燃やしたりするのが得意だからな……無茶苦茶だ……」

「われらは思えばあやつに乗せられてうっかり将軍家を襲おそい幕府を滅ぼし、こたびは奈良東大寺に陣をしいてまんまと大仏殿を燃やされてしまった。あやつに関われば関わるほど」

「われらまで、稀き代だいの悪人にされてしまう。敵にすればうっとうしいし、味方にしたら仲間を毒殺される。あやつは実に厄やつ介かい者ものだな。わはは」

「笑っている場合ではないぞ清海。三好家はもう天下の人心を失ってボロボロだ……弾正はもともと奇き人じんだったが、主あるじの長慶どのを失ってから、心のどこかが壊れておるとしか思えぬ。三好家と畿内ごと、破は滅めつするつもりではないのか」




　煤すす塗まみれになった三人衆が敗残兵を率い、奈良から摂津へと抜ぬける間道を駆けていると──。

　一体の、振ふり袖そでを着たおかっぱの少女人形が、小川のせせらぎに足を浸つけながら『これは事故、これは事故、ただの手て違ちがい。噓うそだけど』とうつろのようなビードロの眼球をくるくると回転させながら黄色い声で騒さわいでいた。

「……面めん妖ような……弾正の傀儡くづつか！」

「ぶぶぶ不気味だ、兄者……」

「だだだ弾正め。相変わらず武家というよりも忍しのびじゃ！　われらを殺すべく爆ばく弾だんでも背負ってきたか！」

『手紙を届けに来た』

「いいいい岩成。お前、受け取れ！」

「どどどどうしてそれがしが」

「みみみ三好姓せいをやるぞ！　ほんものの三好三人衆になりたくはないか！」

「ううう承うけたまわった！」

『渡わたしたぞ。たしかに渡したぞ。だんじょうはこの手紙は読まぬ。愚おろか者ものからもらった手紙など要いらぬ。だから、やる。きさまらの好きにするがよい。あはははは』

「……去って行った……ふう……」

「まったく、心の臓に悪いわ！　多聞山城は盗とれなんだが、次は守りが手て薄うすな信し貴ぎ山さん城じようを攻めるぞ！　傀儡を使うような面妖なやつをいつまでも放っておけるか！」

「しかし、弾正はこの手紙を読んでいないとはどういうことだ？　たしかに、封ふうがなされたままだが」

　その手紙は、「三好三人衆及および松永久秀」宛あてに書かれた手紙だった。

　差さし出だし人にんの名は書かれていないが、その風流で優ゆう雅がな筆ひつ跡せきに三人衆は見覚えがあった。三人衆が思わず「おっ!?」と声をあげるほどの、あるやんごとなき人物だった。

　その人物は、「美み濃のを手に入れた織お田だ信のぶ奈なが上じよう洛らくし、今いま川がわ義よし元もとを次の将軍にすると言いだしておる」と立腹していた。

　差出人いわく。

　神事を司つかさどるやまと御ご所しよと、世せ俗ぞくを統すべる足利幕府。

　日ノ本はこの二つの権威によって支配されてきた。至急やまと御所と幕府の権威を回復せねばならない。このうちのいずれが壊れても、いよいよ戦乱が深まり、日ノ本はやがて南蛮戦力に吞のまれて国としての体面を失ってしまうであろう。

　ところが織田信奈は、「下げ克こく上じよう」の蝮まむし・斎さい藤とう道どう三ざんの義娘むすめにして大の南蛮びいき。神仏を一切信じず、未来人を名乗るあやしげな家臣を従え、熱あつ田た神じん宮ぐうでは天あま照てらす大おお神みかみに怒ど鳴なりつけ、自分の父親の葬そう儀ぎ場では坊主たちを焼き殺そうとしたといううつけ者。

　かの者は今川義元を傀かい儡らいとして幕府を乗っ取り、やまと御所を害し、公く家げ衆ことごとくを都より追い出していっさいの古き権けん威いを破は壊かいしつくす第六天の魔ま王おうに違ちがいない。

「松永・三好よ、将軍家襲撃の件は許す。われに協力せよ。われは南みなみ近江おうみの六ろつ角かく承しよう禎ていをはじめ、畿内外のさまざまな身分の者たちの中から、織田信奈に抵てい抗こうする同志を密ひそかに集つどっている。この陰いん謀ぼうのすべては他言無用、織田信奈に知られては瓦が解かいするゆえ──だと？」

「さらには武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんを仲ちゆう介かいして、五度目となっている川かわ中なか島じまでの死し闘とうを中断させ、信玄に織田領を攻めさせる、とあるが……武田信玄は川中島で片かた腕うでと頼たのむ妹を戦死させている。意地でも謙信に勝つまで越えち後ご勢ぜいと戦うのではないか？」

「ふむ。畿内外の諸勢力を結集した秘密の反織田家連合か……たしかに弾正とこんな泥沼の戦いをやっているところに織田軍に乗り込まれては、われら三好に勝ち目はない」

「弾正もせっかく誘さそわれたというのに、手紙の封すら切らぬとは焼きが回ったな。ほんとうにさっさと滅ほろびてしまいたいらしい。どうする兄者」

「今のままではたしかに大義名分は織田信奈にあり。われらは今や、弾正に引きずられるがままに都で暴れ奈良で暴れた逆ぎやく賊ぞくだぞ」

「これ以上弾正に付き合っていては、三好家はますます乱れるばかり。このお方に仲介していただいて弾正といったん和わ睦ぼくし、われらは織田勢に備えて態勢を立て直しましょう。都へ乗り込まれたら負けです、岩成です」

　岩成友通がそう勧すすめたが、親分格の三好長逸が「美濃を平定したばかりの織田勢など烏う合ごうの衆しゆう。六角承禎があの堅けん城じよう・観かん音のん寺じ城じように籠ろう城じようすれば、織田軍は近江で二カ月は釘くぎ付づけじゃ。近江を抜けるかどうかもわからぬぞ。そもそも弾正はこの手紙を読まずに捨てた。今さらわれらと和睦するつもりはないということだ」と反対した。

　織田信奈が上洛すれば、松永久秀のような手合いが二人に増えるのも同然だった。二人とも、下克上上等の伝統破壊者である。畿内に既き得とく権益を握にぎっている保守的な勢力は、こぞって反織田家に回るだろう。織田方につくのは、一部の変わり者だけのはずだ。

　松永弾正久秀はその「一部の変わり者」であるかもしれないが、三好・細ほそ川かわ・足利といったあらゆる主筋の権威をないがしろにしてきた久秀が織田家などに心から帰順するはずもない。その上、織田勢はそうやすやすと上洛できるはずもない。今は目の前の敵・弾正の城をひとつでも多く奪うばうべし、と三人衆は結論した。

　清海入道は「だが織田信奈、そして松永弾正にこの企たくらみを──なによりも首しゆ謀ぼう者しやの正体を気取られてはならんな」と手紙を火にくべて、水面下で動きはじめた陰謀の証しよう拠こを消していた。

　三好三人衆は、秘密の反織田家連合に名を連ねたのである。




　　　　※




　美濃大おお垣がき山中の晴せい明めい神社。

　神社と言っても、ほぼ原野が広がるばかりで、無人である。陰おん陽みよう道どうが栄えし時代には人の往来もいくらかはあったというが、陰陽道の衰すい退たいとともに役目を失った日ノ本各地の晴明神社の多くがすでに廃すたれ、この大垣の晴明神社もその存在を忘れ去られていた。

　少女軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが、狐きつね顔の貴公子・前ぜん鬼きと、狼おおかみ耳の少女・後ご鬼きとともに、安あ倍べの晴せい明めい公を祀まつる本ほん殿でんを参拝していた。むろん本殿も草まみれで荒あれ果てているが、その機能はかろうじて失われていない。半兵衛がかざした護ご符ふが次々と気に満ちていく。

「華か美びでなくともよいですが、晴明神社をもう少し小ぎれいに再建したいですね。くすん」

「わが主あるじ。この大垣に満ちる気の量も減りました。都の龍りゆう脈みやくはそうとうに弱っております。ですが、都に怨おん霊りようを封じて溜ため込んでいる結界が自然に消えるまでは、まだ五十年から百年はかかるかもしれませぬな」

「それほどですか」

「織田信奈が次々と世を革新する政策を放ち、あの怨おん念ねんに満ちた魔都を祝福された人間の都へ造つくり変えるためには、この結界の存在が邪じや魔まとなりましょう。天下人の心は常に不安なもの。鬼や怨霊に憑つかれてはまずい」

「ええ。先の天下人・三好長慶さまも、お心がもたれませんでした……」

「いっそ菅すが原わらの道みち真ざねの御ご霊りようを祀る北きた野の天てん満まん宮ぐうを壊すか。今の世でもあいつが怨霊の親玉なのだろう」

　もくもくと油あぶら揚あげを食べながら、後鬼がうなずいた。

「いや後鬼、都に封じられた大きな御霊たちはすでにあらかた浄じよう化かされておる。浄化されておらぬのは、祀られることのなかった小さな怨霊ばかりだ。問題は、都になおも無数の怨霊や鬼どもの気を──過去の呪しゆを閉じ込め続けている結界。都という器そのもののほうだ」

「ならば前鬼。その小物どもをすべて祓はらえばよい」

「祓っても祓っても、結界が都に施ほどこされておる限り、また呪が生じる。乱世の都だ。合戦によっていくらでも死人が出るからな。生者のまま、身内の者たちの死に動どう揺ようし心惑まどわされて妖よう怪かいのごとき存在となる者もおる。堂どう々どう巡めぐりだ。合戦と怨霊の重ね技。陰陽道の総そう帥すいたる土つち御み門かど家すら始末に負えなくなって逃げだしたほどだぞ」

「それは土御門などに任せたのがいけないのだ」

　それゆえに織田信奈さまの武力による乱世の平定、都の治安回復は重要なのですが、怨霊を溜め込み人の心を惑わせる都の結界の問題はわたしたち陰おん陽みよう師じと式神が解決しなければなりません、結界を作ったのは陰陽師なのですから、と半兵衛がうなずいた。

「わが主。これは主にとっても重大な決断を要しますが……ひとつだけ解決方法があります。結界そのものを破壊して、都に淀よどむ気を解放してしまうのです」

「前鬼さん。後鬼さん。それはつまり──」

「主。結界を築く神社仏閣は、都とその周辺に無数にある。やまと御所と貴族どもが、ちと神社仏閣を建てすぎた。安倍晴明が施した結界が過か剰じようになりかえって災いを呼んだのもその人間どもの小心のせいだ。が、あれらをことごとく壊すのはさすがに無理だ。応おう仁にんの乱であらかた焼かれても結界は無事だったのだぞ。いっそ『鬼き門もん』を破るか、前鬼」

「それがよかろう、後鬼。王城守護の鬼門の要に潜せん入にゆうを果たし、結界の急所を破るのだ。これまで誰だれもなしえなかったことではあるが、あの織田信奈ならばあるいは」

「だが前鬼。都の鬼門を破れば、陰陽道の力はほぼ消しよう滅めつする。都に跋ばつ扈こするあらかたの怨おん霊りよう妖よう怪かいどもとともに、私も十二神将も呪のかたちを保てなくなり消え散ってしまうだろう。みな、お前ほど強くはないぞ」

「寂さみしがるな後鬼よ。陰陽道を終わらせるとはそういうことだ。いずれ太極の根源で再会することもあろう」

「さささ寂しがってなどいないっ！」

　後鬼は狼耳をぱたぱたと上下させながら、吠ほえた。

　半兵衛が咳せき込みながら「できるでしょうか」とまるで夫ふう婦ふのように仲の良い式神に問うた。

「わが主。古き秩ちつ序じよの守護者たちは、人の世を切り開くために上洛した織田信奈と必ずや激しく衝しよう突とついたしましょう。これは改革者が通らねばならない試練であり宿命です。その織田家の危機を、われらの手で、陰陽道の時代を終わらせ人の時代への扉とびらを開く好機に変えるのです。機会を、待ちましょう」

「わたしの体力が尽つきる前に機会をつかめればいいのですが……けほ、けほ」

「主。あなたにとっても、この仕事は……織田信奈と相良さがら良よし晴はるには、あらかじめ伝えなくてもよいのですか？」

「はい。前鬼さん。これはわたしたちの仕事です。お二人に余計な負担をかけたくはありませんし、それに……良晴さんはきっと、わたしのために、この仕事を阻そ止ししようとします。良晴さんはそういうお方です。ですがそれでは、信奈さまの未来は切り開けません」

　前鬼は「報むくわれませぬぞ」と静かに目を閉じ、後鬼が「けなげだな」と油揚げをかじり、半兵衛は「いいえ。すべては太極の根源で繫つながっています。わたしは、人々の未来のためにわたしにしかできない仕事を為なすだけです。これでいいんです」と優しく微笑ほほえんでいた──。







　　　巻ノ一　織お田だ信のぶ奈な、上じよう洛らく！







　俺の名は相良さがら良よし晴はる。

　戦国ゲームをこよなく愛する、ごく普ふ通つうの男子高校生。

　最高のお気に入りは一人でじっくり楽しめるＳＬＧ『織田信のぶ長なが公の野望』だが、ネトゲー『織田信長公の野望ＯＮＬＩＮＥ』やアクションゲーム『信長無法』ももちろん好物だ。戦国トレカも集めているし、『週刊・大おお阪さか城じようを造る』も購こう読どくしている。

　ある日、気がついたら俺は戦国時代の合戦場に放り出されていた。

　最初は「これは夢でござる！」と呟つぶやいていた俺だが、戦場の光景があまりにもリアルだったのですぐに「やばい夢じゃなかった現実だ」と気づいて大おお慌あわて。

　しかも、俺を助けてくれた木きの下した藤とう吉きち郎ろうのおっさん（後に天下を統一する太たい閤こう豊とよ富とみ秀ひで吉よし）が流ながれ弾だまにあたって死んじまったためだろうか、俺は藤吉郎のおっさんに代わって戦国の第六天魔ま王おう・織田信長にお仕えするはめに。

　俺を「サル」と呼んでこきつかう魔王・織田信長は──噂うわさ通り、短気ですぐ切れて鉄てつ砲ぽうマニアで暴力的で口が悪くてケチでうつけ者でそして何かあるとすぐに俺を手討ちにしようとする、そんな日本史上最強の暴君だった。

　しかし、ほんものの織田信長にはひとつだけ、俺が戦国ゲームで仕入れた知識と違ちがうところがあった。

　織田信長は、俺と年がほとんど変わらない女の子だったのだ！

　それも、「織田家は飛とび抜ぬけた美男美女ばかり」という歴史設定通りのとびきりの美少女。

　そして、こいつは「信長」ではなく「信奈」と名乗っていた。一文字足りてない！

　お、俺は別に信奈のことなんてほんとうにぜんぜんどうでもいいんだけどな、藤吉郎のおっさんの代わりに俺がこのいけすかない生意気な女に天下を盗とらせてやらなきゃならねえから、仕方なく仕えてやっているだけなんだ！

　ああああんなワガママな暴力娘むすめに、この相良良晴さまが骨ほね抜ぬきになんてされちゃいねーんだからなっ！

　いいいいずれ下げ克こく上じようを起こしてやるから覚かく悟ごしやがれ！

　…………

　と、昨夜までは思っていたのだが。

　今朝、岐ぎ阜ふ城下に急ごしらえしたばかりの俺さまの粗そ末まつな屋や敷しきで目を醒さましたら、なんと俺の隣となりに妹のねねではなく、信奈が南なん蛮ばん風の下着をつけただけのあられもない姿で眠ねむっていたではないか。

「ちょ。の、信奈っ!?　お前、なんでこんなところにいるんだよっ？」

「……ん……？　あんたが『天下一の美少女といちゃいちゃしたい』っていうから、恩賞よ。恩賞。サル、ほんとはわたしといちゃいちゃしたかったんでしょ？　わたしを自分の嫁よめにしたいんでしょ？」

「い、いや、俺は別におおおおお前のことなんてぜんぜんほんとにどうでも……」

　やばい。やばいやばい。

　まだ寝ねぼけているのだろうか、肌はだもあらわな信奈に抱だきつかれてしまった……！

　うおっ、温かい。柔やわらかい。俺としたことが……このままでは……！

「万まん千ち代よが『相良どのと結ばれてはなりません身分違いの零れい点てんです』ってうるさいから、抜け出してくるのに一苦労しちゃった。今いま頃ごろ、わたしの寝ね床どこで寝ているのは影かげ武む者しやよ。ほんものは、こっち」

　つややかな髪かみを下ろした信奈の安心したような笑顔に、俺の日ひ頃ごろ硬こう派はなハート（噓うそだけど）は思わず蕩とろけてしまった。

　う……うおおおおお……ダメだ、さんざん俺を虐しいたげておきながらいきなり予告もなくデレやがって！

　男は、男はそのツンとデレのギャップ攻こう撃げきに弱い生き物なんだああああ～！

「い、いいのか？」

「後こう悔かいはしないわ。実はね、サル。わたしも、ずっとあんたのことを──」

　俺の腕うでの中で…ぽっ…と信奈がすべすべの頰ほおを赤らめて、目を伏ふせた。

　やべえ妙みようにしおらしい信奈はマジかわいい！

　い、い、い、い、い……！

　いただきますっ！！！！




「きゃっ……相良先せん輩ぱい!?　な、何をなされるのですか？　恥はずかしいです……」

　ドゴッ！

　ぐはあっ!?

　いきなり、股こ間かんに容よう赦しやのない膝ひざを入れられたっ!?

　相良良晴は「げははああ」とみっともない悲鳴をあげながら、飛び起きていた。

（あれ……）

　今のは……夢っ!?

　良晴は、やっと目を醒ました。

（俺が抱きしめている女の子は……信奈ではなく、十じゆう兵べ衛えちゃんこと明あけ智ち光みつ秀ひで!?）

「寝ぼけていらしたんですね、相良先輩。びっくりしちゃいました」

　長い髪と広いおでこ。

　そして、その髪に揺ゆれるきんかんの髪かみ飾かざり。

　まさしく彼女こそは涼すずやかな美少女、新参者のかわいい後こう輩はい、明智十兵衛光秀。

　良晴に抱きつかれたことをまんざらでもなさそうに思っているらしく天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で照れ照れだが、そのわりになぜか良晴の股間へ入れた膝の一いち撃げきはあやうく彼の男性としての機能をすべて破は壊かいし尽つくしかねない勢いだった。

　げほげほげほ、悪かった十兵衛ちゃん俺が寝ぼけていた、とまだ悶もん絶ぜつしている良晴が布団の上を這はいつくばりながら謝る。

「兄さま！　後輩の明智さまに無体な真ま似ねをしてはいけませんぞ！」

　ゴンッ！

　背後から、妹・ねねのフライングボディアタックを受けて、さらなるダメージを喰くらう。

「ぐえっ！　ねねまで、何すんだよっ」

「姫ひめさまからの命令ですぞ！　このねねの目の黒いうちは、女の子に手を出してはなりませんぞ！」

「だから寝ぼけていただけだってば！」

「いーや。夢の中ででも、ねね以外の女の子と浮うわ気きしてはならぬのです！」

「横暴だ！　夢を見る自由くらい、よこせ！」

　相良先輩、信奈さまがみなを招集しております。これより岐阜城へ登城いたしましょう。お迎むかえに参りました、と光秀が三つ指をついて深々と良晴にお辞じ儀ぎ。

　礼れい儀ぎ正ただしい子だなあ……俺さまを尊敬していますと公言してはばからない素直な後輩。そうか俺って最近大活かつ躍やくでモテモテすぎて、だからあんなヘンな夢を見てしまったんだなそうに違いない俺の願望充じゆう足そく夢むでなどあるわけがない、と良晴は頷うなずいて立ち上がった。

「わざわざありがとうな十兵衛ちゃん」

「いえ。屋敷が近くですし、先輩のためでしたら！」

「それじゃ行ってくるか。ねね、留守番を頼たのむぜ」

「むー！　明智さまと浮気してはなりませんぞ！」

「それはどうかな…ギャー、痛い痛い痛いっ!?」

　良晴が玄げん関かんへ降りてわらじを履はこうとしたら、突とつ然ぜん足の裏に激痛が走った。

　わらじの中を覗のぞくと──まきびしが入っていた。

「これは、いったい……？」

「兄さま、もしかして五ご右衛え門もんどのが落としていったのでは」

「いや、五右衛門はそんなドジはしないぜ？」

　まるでバレエやってる女の子がライバルに嫌いやがらせで画が鋲びようを入れられたみたいな……と良晴が首をひねった。

「大だい丈じよう夫ぶですか先輩!?　きっと近所の子供の悪戯いたずらでしょう。お気をつけくださいねっ♡」

　十兵衛が「ささ、お早く」と良晴の手を摑つかんで、家の外へと連れだした。

　一いつ瞬しゆん、そのあどけない笑顔がニヤリ、とブラック光秀化したことに、まだ半分夢の中にいる良晴は気づいていなかった。




　土と岐き源げん氏じの由ゆい緒しよ正ただしい血筋に連なる十兵衛光秀は、生き真ま面じ目めそうな凜り々りしい顔立ち。黄色いきんかんの髪飾りが愛らしい。

　明智十兵衛光秀。

　もとは斎さい藤とう道どう三さんの小こ姓しようを務めていたが、道三が美み濃のを追われた際に浪ろう人にんになった。

　その後は在野の剣けん豪ごうとして剣けんの腕を磨みがき、近江おうみの国友村では鉄砲を修行。さらに京の公く家げ衆や足あし利かが将軍家と交わって天下を論じる論客になったり越えち前ぜん朝あさ倉くら家の客将になったりと、まだ少女の面おも影かげを残す年とし頃ごろでありながら文武の修行経験を積んできた。

　その光秀は、足利将軍家が滅ほろんだ際に「急ぎ上洛して今いま川がわ義よし元もとを将軍職に祭り上げ、天下の実権を握にぎる」という奇き策さくを信奈に献けんじた功績を買われ、織田家に奉ほう公こうすることになったのだ。

「憧あこがれの信奈さまに奉公できる日がくるとは夢のようです。これからよろしくお願いしますね、相良先輩！」

　満面の笑みでぎゅーと握あく手しゆされてしまい、良晴は珍めずらしくキョドった。

「お、おう。任せとけや」

「先輩が建てた墨すの俣また一夜城にはじーんと感動しました！　ああ……私も早く、相良先輩のような素晴らしい大功をたてて信奈さまに褒ほめられたいものですっ」

　くうう……俺を尊敬の眼差しで見ているぜ十兵衛ちゃん。いや、この熱い眼差しはもしかして……尊敬を通とおり越こして、これは、恋こいっ!?　こここんな綺き麗れいな子が俺にっ？　超ちようやべえ戦国時代に来てからの俺ってモテすぎてないっ？

　良晴は、天にも昇のぼる心地ここち。

　新入りの十兵衛光秀は、岐阜城へ登る道すがら、良晴に京の情勢をわかりやすく説明してくれた。

「京は山やま城しろの国のほぼ中央に位置する、日ノ本の都です。しかし足利将軍家はすでになく、畿き内ない（関西地方）の支配者だった三み好よし家の頭領・三好長なが慶よしも若くして亡くなりました。側近だった松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでが主の長慶を毒殺したという噂もあります」

「悪名高き松永久秀か。蝮まむしのような狒ひ々ひジジイなのかな、やっぱ」

　直接会ったことはありませんが、たしかに松永弾正は現在の京の混乱を生んだ元げん凶きようたるお方と言えます、と光秀。

「三好長慶の死後、畿内は、三好家の一門衆と松永弾正が分割統治しています。だが松永弾正が当主の長慶を毒殺したという噂ゆえに両者は仲が悪く、三好一党は摂せつ津つ・和泉いずみを、松永弾正は大和やまとを根こん拠きよ地として、互たがいに京の支配権を巡めぐって睨にらみ合っています。共通の敵だった足利将軍を襲しゆう撃げきして明国へ追ったあと、ますます不仲になりました」

　山城が現在の京都府、摂津・和泉が現在の大おお阪さか府ふ、大和は現在の奈な良ら県けん。

　もっとも、戦国ゲームマニアの良晴は現代の都道府県よりも戦国の国割りのほうに詳くわしい。なにしろ、伊い勢せが現代では三重県と呼ばれていることも半分忘れているくらいだ。

「信奈さまはほんとうに幸運です。東では上うえ杉すぎと武たけ田だ、畿内では三好と松永が相争い、まさに今こそ上じよう洛らくする絶好の機会なのです」

　光秀は「これも信奈さまに天のご加護がある証でしょう」とわがことのように得意満面。瞳ひとみを輝かがやかせながら頷いている。

「三好一党は蹴け散ちらせそうだけどさ。松永久秀はちと厄やつ介かいじゃないか？」

「いえいえ相良先輩。実は、松永弾正から信奈さまへの降こう伏ふく状がすでに届いております」

「ええっ!?」

　な、なんて素早い……こりゃうかうかしていられない、と良晴は少しばかり焦あせった。

「松永弾正は悪わる賢がしこいお方ですが、機を見るに敏びんです。自分は主君の三好長慶さまを殺したと皆みなに疑われて途と方ほうに暮れていたが、これからは三好一族と手を切って信奈さまに従う。その証として京を譲ゆずりおとなしく大和に引き上げるので、大和一国を安あん堵どしてほしい──と申し出てきました」

「でもさ。松永久秀は足利将軍家を滅ぼし、主君の三好長慶を毒殺したとも言われ、奈良の大仏を焼いた希き代たいの悪党だろ？　日ノ本史上、これだけ悪いことしてる奴やつも珍しいぜ。ほんとうに信用できるのか？」

「はい。すでに信奈さまは弾正の降伏をお認めになられています」




　二人が岐阜城まで登る必要はなかった。

　岐阜城がそびえる金きん華か山ざんの麓ふもとに、すでに信奈は全軍を集結させていたのだ。

「遅おそいじゃないの。サル、十兵衛！　ぐずぐずしている暇ひまはないわ。これから電でん撃げき的な上洛作戦をはじめるんだから。京まで速そつ攻こうで一直線よ！」

　馬上の信奈は、いつもの茶ちや筅せん髷まげのうつけ姿はさすがにやめて、南なん蛮ばん兜かぶとに赤いビロードのマントを羽織った伊だ達て姿。

　左ひだり腕うでには種子島。

　右みぎ腕うでには、自じ慢まんの鷹たかをとめている。

　良晴は今朝見たばかりの夢の中の信奈のあられもない姿を思いだして、顔を真っ赤に染めてしまう。

「御ぎよ意いです！　信奈さま！」

　なぜか光秀はすでに準備万ばん端たん、放ほう浪ろう中に結成した五十人からなる鉄てつ砲ぽう隊を招集済み。

「ええっ、これから軍議を開くんじゃないのか？　今から京へ上洛するって……おいおい、聞いてないよ！」

「あれ？　道中でお伝えしましたですよ、相良先輩？」

「サル、あんたちょっとたるんでるわよ？　少しは十兵衛を見習いなさいよね」

「ええ……ええええ……あれえ？」

　良晴が首をひねっているうちに、信奈は馬上で右手を掲かかげて、勢いよく飛び出していた。

「全軍、京へ！」

　京への道も、信奈は一騎き駆がけに駈かけはじめる。

　信奈の後に慌あわてて続く武将たちは──。

「我が軍は実力はともかく、見た目の華か美びさは九十点です」

　幼めの姫武将が多い中、自称紅一点のお姉さん武将。

　紅備えの軍兵を率いる信奈のお目付役・丹に羽わ長なが秀ひで。あだ名は万千代。

「あたしは、おなかすいたなあー」

　青と白銀の鮮あざやかな鎧よろいに身を包んだ柴しば田た勝かつ家いえ。あだ名は六りく。

　胸が大きいので特注の鎧をつけているが、この鎧のせいでますます胸がでかく見えてそれはもう最高だ──とは、侍さむらい大将から部将へ出世したばかりの新参者、相良良晴の談。

　この二人が織田家の二大家老。信奈にとってはお姉さん役。

　まあ、勝家は胸の大きさ以外はぜんぜん姉らしくないが……。

　そしてその後ろに。

「……良晴。ちゃんと前を向く」

「うわ。うわうわうわ。こらっ暴れるなっ！」

　何の準備もできないまま大おお慌あわてで馬に乗った良晴は、馬上から振ふり落とされそうになっていた。

　その良晴をど派手な朱しゆ槍やりでつんつん突つついているかぶき者の女の子が、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。

　信奈の小姓で、犬のように信奈に懐なついている。

　普ふ段だんは無口でおとなしいが、怒おこると怖こわい。

　さらに、明智光秀とたぬ耳眼鏡めがねの松まつ平だいら元もと康やすが、今川義元を乗せた輿こしの左右に侍はべっている。

「おーほほほほ！　ついに、ついにわが念願の今川幕府を開く時が来たのですわ！　元康さん、頼みましたわよ！」

　輿の中から顔を覗かせている今川義元は豪ごう華か絢けん爛らんな十じゆう二に単ひとえをまとい、カン高い笑い声を立てて琵び琶わ湖この眺ながめを満まん喫きつしている。

「このお方は、ご自分の立場をわきまえておられないのでは……」

「義元さまのお言葉は、せっせと聞き流してください～」

　いぶかしがる織田家家臣団の視線から懸けん命めいに今川義元をフォローしているのが、たぬ耳と眼鏡が目印の松平元康、あだ名は竹たけ千ち代よ。

　信奈の幼なじみ。三み河かわの大名の家に生まれるが最近まで今川義元の家来だった。

　義元が信奈に降くだったので、三河でちゃっかり独立。信奈と同盟を結び、晴れて妹分となった。

　たぬきを始祖と崇あがめる松平家だけに、なにやら腹黒い雰ふん囲い気きがないではないが、信奈のことは「吉きち姉さま」と慕したっている。

　このほか、「西にし美み濃の三人衆」の暑苦しい筋肉親父おやじトリオに、舌足らずのちびっ子忍者・蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんが率いる荒あらくれロリコン男どもの川かわ並なみ衆しゆう、子馬に乗ってしずしずと進む「一ノ谷の兜かぶと」をかぶった幼き天才軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛え。

　そして、高こう齢れいゆえに駕か籠ごに乗ってはいるが、天下盗とりの夢を義娘むすめの信奈に託たくした〝美濃の蝮〟こと斎さい藤とう道どう三さん。

　そうそうたる人材が、織田軍上洛のために一堂に会していた。

　みゃあみゃあと名古屋弁で進軍する華か麗れいな軍装の尾お張わり兵へい。

　新たに加わった無骨な美濃兵。

　隣りん国ごく三河から馳はせ参さんじた、信奈の妹分・松平元康の援えん軍ぐん。

　その総勢は四万もの大軍となっていた。

　東海地方から上洛するルートは、二つ。

　ひとつは、清きよ洲すから伊い勢せ・南みなみ近江おうみを通る東とう海かい道どう。

　もうひとつが、岐ぎ阜ふから北近江を経て、南近江で東海道と合流する東山道。

　信奈は東山道を進んだ。

　途と中ちゆう、北近江で同盟軍である浅あざ井い長なが政まさの一万と合流するためである。

　だが実は、婚こん姻いん同盟を強く望んだ長政に「信奈の妹」と称しようして送り込んだお市いち姫ひめの正体は、信奈の弟、勘かん十じゆう郎ろう信のぶ澄すみなのである。

　織田家筆頭家老の柴田勝家は「もしもお市姫の正体が男だとバレてたら一大事。ここで長政と会うのは危険です」と信奈を止めたが、いざ黒と緑に塗ぬり分けた当とう世せい具ぐ足そくに身を包んだ長政が街道に現れるとこれまでのいきさつはどこへやら、馬上から降りて信奈を「義あ姉ね上うえ」と呼びながら頭を下げるその姿は実に恭うやうやしい。

　その上、長政が誇ほこる女とみまがうばかりの美び貌ぼうにとって唯ゆい一いつの汚お点てんとなっていた眉み間けんのケンも取れて、別人のように優しげな表情になっているではないか。

「義姉上、この長政とともに参りましょう──天下へ」

　これには、信奈のほうが気味悪がった。

　良晴を呼んでひそひそと耳打ち。

「ねえサル。もしかして長政って……男が好きなのかしら？」

「ま……まさか……」

「だって、いかにも夫ふう婦ふ円えん満まんって感じの顔してるわよ？」

「独身娘でモテないお前に、夫婦円満とかそーゆーのわかるのかよ？」

「う、うるさいわね」

「でも、確かにキャラが変わってる気がするな……まさか信澄と……ゴクリ」

「だから、長政が使ってるお香こうは伽きや羅らじゃないってば……あーあー、気になってきちゃった。考えないことにしようっと」

「弟の貞てい操そうがいろんな意味で危機なんだぜ。考えてやれよ」

「やーだー」




　　　　※




　実は浅井長政が人変わりしたのには、このような理由があった。

　時間を遡さかのぼり、お市御ご寮りよう人にんが嫁とついできた翌日の北近江。

　浅井長政の居城、小お谷だに城じよう。

　琵琶湖を睥へい睨げいできる山城で、標高は約五百メートル。かつ、南北の幅はばが一キロメートルという壮そう大だいな巨城であった。

　この小谷城は、長政の祖父・浅井亮すけ政まさが築城した。亮政は浅井氏を一代で北近江の戦国大名の地位にまでのし上げた、下げ克こく上じようの雄ゆう。

　だが亮政の息子むすこ──二代目の久ひさ政まさは戦いくさに弱く、南近江の六ろつ角かく承しよう禎ていとの合戦にたびたび敗れ、ついには六角家に従属することとなり、おのが妻と嫡ちやく子しの猿さる夜や叉しや丸まる（長政）を人質として六角承禎へと差し出すことになってしまった。

　これも戦国の世の定めであろう。

　だが、猿夜叉丸こと長政は父親の久政とは似ても似つかぬ勇ゆう敢かんな若武者で、戦上手じようずだった。

　しかも、女とみまがう美少年ぶり。

　家臣たちからの人望も厚い。

　人質となっていた長政はある夜、脱だつ出しゆつを決断。密かに小谷城へ帰城し、自らに心を寄せる浅井家家臣団とともに惰だ弱じやくな父・久政を強引に隠いん居きよさせ、六角家からの独立を堂々と宣言した。

　もちろん、浅井家に造反された六角承禎の怒いかりはただごとではなく、すぐに全軍で北近江へと進軍してきた。

　しかし待ち構えていた長政は数で倍する六角軍を見事に打ち破り、「尾張の織田信奈、近江の浅井長政」と並ならび称される若き戦国大名として一いち躍やく名をはせることとなったのだ。

　なお、父・久政は家か督とくを長政に譲ったとはいえ、その後もあれこれと長政のまつりごとに口を挟はさんでいる。長政の親孝行は有名で、仲なか違たがいしているわけではない。家臣団は「何かと口うるさい大おお殿とのはこのまま琵琶湖に浮うかぶ竹ちく生ぶ島しまへ幽ゆう閉へいし続けていたほうがよろしいかと」と勧すすめたが、長政は「わが父であるぞ」と首を縦に振らず、いったん竹生島に流した父を独立後すぐに小谷城へと迎むかえている。

　その、浅井長政。

　先刻、もう一人の新興勢力である織田信奈をおのが嫁よめとして尾張を浅井家に組み入れれば天下統一も夢ではないとあれこれ策さく謀ぼうを図ったが、ついには織田信奈と家臣団にその野望を阻はばまれた。

　信奈が提案した「織田家の姫を長政が妻に迎えて両家の対等な婚姻同盟を結ぶ」という落としどころに、長政は渋しぶ々しぶ納得。

　しかし、長政の胸中にあかあかと燃える野望の炎ほのおは、まだ消えてはいなかった。

　織田信奈は自分と似た野心家だが、どこかお人好しで、人間に対して甘いところがある。冷れい徹てつ峻しゆん厳げんな戦国大名を演じてはいるが、根はお姫さまなのだ。人質になった経験がないためかもしれない。

　ならば──すでに独力で美濃を併へい吞どんして強大となった織田家に意地でも対たい抗こうするよりは、しばらく良き同盟相手を演じてみせ、いずれ自分を信しん頼らいし信奈が隙すきを見せた時にすかさず襲おそいかかる──。

　裏切りは戦国の世の常。そのような奇き策さくも、ないでもない。

　もっとも、かような裏切りを実行すれば世間に対する信義というものを失う。

　今、小谷城の山頂にこしらえた自分専用の湯船につかり夜の琵琶湖を眺めている浅井長政は、「いずれ信奈を裏切るか、赤心から忠実な弟分となるか」で心を揺ゆらしていた。

　考え事をする時、長政はいつもこの山頂の露ろ天てん風ぶ呂ろに長湯する。

　ここならば、誰だれからも見られない。

　大がかりな普ふ請しんを行い温泉の湯を山頂まで引き上げる仕組みを作らせるのに一苦労したが、六角家の人質時代から長政は常に孤こ独どくを好んだ。

　父の久政は、越えち前ぜん・朝あさ倉くら家との同盟にこだわっている。

　祖父の亮政の代から、浅井家は朝倉家の支し援えんをたびたび受けてきた。この旧恩に勝まさるものはなく、織田信奈などは田舎いなかの出来星大名にすぎない。そもそも織田家などは越前の劔つるぎ神じん社じやの神官にすぎなかった家ではないか。朝倉家とは格が違ちがいすぎる。久政はそう言う。

　だが若い長政にしてみれば、老大国の越前朝倉家はすでにその盛りを過ぎていて、いずれは若々しい新興勢力に滅ほろぼされる運命だとしか思えなかった。

　故に、織田家との同盟にはどうしても婚姻が必要だった。それも織田家から妻を（人質として）迎えるという浅井家有利の形でなければ、父の久政が納得しなかったのだ。

（しかし考えてみれば織田家には信奈どの以外、姫はいなかったはず。ならば、あのお市姫とは何者なのであろうか）

　昨夜、織田家からこっそり輿こし入いれしてきたお市姫。

　確かに、高貴な育ちであることは一目でわかる。

　高価な着物を着ているから、というだけではない。清せい楚そで可か憐れんな身のこなし、優ゆう雅がな歩き方、すべてがいちいち洗練されていた。

　しかも顔立ちも信奈にそっくりでまるで雛ひな人にん形ぎようのように美しく、信奈の妹と言われれば確かにそうとも思えるのだが、ひとつ妙みようなことがあった。

　しゃべらないのである。

　新しん婚こんの初しよ夜やの儀ぎ式しき、その間じゅう、お市姫は部屋の隅すみに隠かくれてがたがたと震ふるえるばかりで一言もしゃべらなかった。

　どうやらおぼこい生き娘むすめなのであろう……と長政は気の毒に思い、「女たらしだのなんだのとあれこれ噂うわさされていますが、私はゆえあって女人を断たっています。織田家の姫ひめ君ぎみに対して無む体たいなことはいたしませんのでご心配なく」と優しく声をかけておいた。

　実は長政は、女を抱だけない。

　今まで、野望のためにたらしこんだ女たちを抱いたこともない。

　抱いて下さいと迫せまられるよりは、怯おびえてもらっているほうが、都合がよかった。

　だが、それにしてもまったく声を発しないのは異常である。

　今日、父久政と家臣団の前にお市姫が初めて顔を見せた時にも、しゃべっているのは姫の隣となりに侍はべっている忍しのびの娘だけであった。

　しかもこの忍び、かみかみで、何を言っているのか途中からさっぱりわからなくなった。

（あんなかみかみの忍びにしゃべらせねばならぬほど、お市どのは話が苦手なのであろうか）

　妙に、お市姫のことが気にかかる。

　女などは野望のための道具にすぎぬと思っていたが、なぜ──。

　その時。

　ぱちゃ……。

　背後に、水に濡ぬれた足音が。

　この山頂にそびえる檜ひのき造づくりの露天風呂には、誰も入れてはならない。入った者は問答無用で斬きり捨てると宣言してあった。実際、これまで二度、入浴中に「せなを流しまする」と入ってきた家臣を長政は斬った。実際に斬ることで、もはや家臣の誰もが決してこの場には近寄らなくなった。

　だとすれば、この乱入者は家臣ではなく、敵方の暗殺者？

　宿敵・六角承禎に雇やとわれた甲こう賀がの乱らつ波ぱか、それともまさかお市姫に従っていたあの女忍びなのか？

　油断であった。

　お市姫の無言が妙に気がかりで、心ここにあらずといったふぬけになっていた。

　長政は素早く立ち上がり、湯船から身を翻ひるがえすように跳とんだ。

　跳びながら手につかんだ刀を鞘さやから抜ぬいて、暗殺者の影かげめがけて斬り下ろそうとした。

「うわあああ！　待ってくれえ！　ぼくだ、お市御寮人だあ！」

　長政は、斬り下げる寸前で刀を止めた。

　蒼あおい月光の下に浮かび上がったその影の正体は、乱破ではなかった。

　一糸まとわぬ姿で「やあ温泉がある」とのんびり入浴しに来た、新参者。

　自じ称しよう・お市御ご寮りよう人にん。

　が、その声は──いや、声以前に、その瘦やせてはいるが筋肉質の硬かたそうな身体からだは。

「お……おとこ……っ!?」

　思わず、裏返ったような高い声で叫さけんでいた。

「はっはっは。ばれてしまっては、仕方がない。実はお市姫ひめなんて妹はいないんだ。ぼくの本名は津つ田だ勘十郎信澄。姉上の妹ではなく、弟！　いやぁ、昨夜ゆうべは怖こわかった。なにしろぼくは呆あきれるほどに美しい。黙だまってさえいれば、よもや男だとはわかるまい。興奮したきみに押おし倒たおされたらどうしようかと……最悪の場合、〝戦国に衆しゆう道どうはつきもの。いっそ男でも構わぬ〟と言い出される恐おそれも」

　腰こしに手を当て、脳天気にふんぞりかえってしゃべり続けていた勘十郎信澄、はたと気づいた。

　目の前にいる、浅井長政。

　あれ。

　これは……。

　この柔やわらかな肌はだ、くびれた腰、そして膨ふくらんだ乳ち房ぶさ。これは、むくつけき野や郎ろうではない。

「ややっ？　き、きみは……その身体は……お……お……おんなあああああっ……!?!?!?」

「み……見るなあっ!!」

　斬るか、斬るまいか。

　刀を、落とした。

　長政は空いた手で自分の胸とへその下を隠すと、真っ赤に照れて再び湯船に飛び込んでいた。

　そう。

　猿夜叉丸こと、浅井長政。

　その、自分の入浴姿を見た家臣を問答無用で斬り捨てねばならないほどの秘ひ事じとは。

「も、もはや隠し通せまい……そ、そう。わ、私は実は浅井家の姫なのだ！　織田信奈め、我が秘事を見破ってまさか男に女装させて送り込むとは……」

「な、なんだって？」

「……負けた。織田信奈……とうてい私が勝てる相手ではなかった」

「あ～。いや、姉上はただ……」

「この浅井長政。今度こそ、信奈どのに心から降参つかまつる」

　肌を殿との方がたに見せることを恥はじて湯船につかったままではあるが、長政は三つ指をついて信澄に頭を下げた。

「……だが勘十郎信澄、いつまでそのむさい身体を私に見せつけるつもりだ！　だ……だんだん形が変わってきているではないか!?　隠せ、隠さぬか！」

「やや、しまった。つい、長政どのの柔やわ肌はだに興奮してしまい……」

「ききき貴様、斬られたいのかっ！」

「これでいいかな～？」

「ひっ？　どうして湯船に入ってくるのだっ？　近づくな、近づくな。うわ、うわああっ！」

　長政は頰ほおを真っ赤に染めて叫ぶが、信澄は名うてのアホだった。湯に入る以外に己おのれの（ある意味）たくましすぎる身体を隠す方法を思いつかなかったらしい。

「さささ触さわるな！　よらば斬る！」

　長政がお湯鉄でつ砲ぽうを構えて、ばしゃばしゃとお湯攻こう撃げき。

　信澄はまだいろいろな意味で驚おどろきっぱなしらしく、鼻血を流しはじめた。

「いや～、驚いた。ぼくとためをはる女顔の美少年だと思ってはいたが、まさかきみが女の子だったとは」

「いいい今すぐその嫌いやらしい鼻血を止めねば、斬るぞ！」

「長政どの。どうしてわざわざ男のふりをしているんだい？　大名家の男子は生き延びるのが難しい乱世だ。女だてらに家か督とくを継ついだ姫大名などめずらしくもないだろうに……うちの姉上とか」

　信澄が、真顔になった。

「姫と偽いつわって輿入れしたとはいえ、すでにぼくらは夫ふう婦ふ。理由を、聞いておきたい」

　長政も、答えねばならない、と覚かく悟ごを決めた。

「知っているだろう。私は幼き頃ころより、六角承禎の人質として観かん音のん寺じ城じように住まわされていた」

「ああ。話だけは聞いているけど……竹千代こと松平元康くんと似た境きよう遇ぐうだねえ。あの子も幼い頃は誘ゆう拐かいされて織田家に売られてきたり、今川の人質になったりといろいろ苦労を」

「……今川義元は姫大名ではないか。だが六角承禎は男で、しかも……その、年頃の娘むすめのみならず年とし端はもいかぬ幼い娘も大好物という、ゆがみきった好色漢だ」

「なんと」

「ゆえに、わが母はこの猿夜叉丸を守るために、私をあえて男子として育てたのだ。だが私が成長すると、六角承禎もわが正体を見破った。私は、奴やつに寝ね込こみを何度か襲おそわれそうになった。わが剣で承禎を斬るのは容易たやすいが、斬れば母を巻き込んでしまう。操みさおを守るために逃にげるのがせいいっぱいだった」

　なんて悪い男だ、と信澄がめずらしく眉まゆをつりあげる。

「こんな美少女にそんな無体な真ま似ねを……成せい敗ばいしなくちゃあ」

「び、美少女とか、言うなっ！」

「やあどうしてだい。美しいものは美しい、ぼくは自分に正直でねえ」

　お湯鉄砲を浴びせて黙らせた。

「ともかく承禎の好色な陰いん謀ぼうに窮きゆうした私は自らを守るためにこの美び貌ぼうを利用して六角家の女どもを次々とたらしこみ、観音寺城から脱だつ出しゆつして小谷城へと舞い戻もどったのだ」

　長政が、薄うすい唇くちびるをかみながらつぶやいた。

「けほけほ。そして浅井家の家督を継いだのかい。でも、どうしてそのときに晴れて女だと名乗らなかったのかな？」

「……父に反対されたのだ。ゆえに、私は女を捨てた。女としての幸せを、諦あきらめたのだ」
















「久政どのに？」

「父はかたくなな方で、当世流は行やりの姫大名などは認めぬとおっしゃった。だが、父には私以外に子はいない。自分を隠いん居きよさせて家督を奪うばうのであれば、このまま男として生きよと。女に戻りたいのであれば、私には浅井家は継がせぬ、朝倉家か六角家から養子を取ると……女と家督、どちらかを選べと迫られた」

　それは絵に描かいたようなバカ殿とのだなあ、と信澄があきれたように言った。

「長引く戦国の世でいつも人手不足の武家に、男も女もないじゃないか～」

「いにしえの時代は、武家の統領とは男が務める仕事であったと父は信じているのだ」

「そうなのかい？　いったい、いつのいにしえだい？」

「おおかた、やまと御ご所しよの初代姫ひ巫み女こさまが神の世を統治し、その弟君が剣けんをもって人の世を統すべていたという遥はるかに遠き神話の時代であろう」

「古すぎるなあ……」

「父に強制されたように言ってしまったが、私自身が決めたことだ。あの忌いま々いましい六角承禎のおかげで私はすっかり男おとこ嫌ぎらいになってしまったし……それに男を騙かたることには利点もあったゆえ、私は男として生きることに決めたのだ」

「利点？」

「幸い、私は男装すれば絶世の美男子に見える。女は皆みな、美男子に弱い。たいていの女の心は、奪える。観音寺城から脱出する際にも六角から独立する際にも、この美貌が役に立った」

　それじゃあ、利用するだけ利用して女を捨てると噂うわさが立っていたのは……と、信澄。

「この通り、私は女を抱だけぬ。抱けぬ代わりにあれこれと生殺しのようにもてあそぶ無体な真似もしたくない。ゆえに、思おもいつめた女から『抱いて下さい』とかたくなに迫せまられた時には無言で立ち去る他なかったのだ」

「なあんだ。そうだったのか、ははははは」

　脳天気に笑う信澄の横顔。

　頼たよりないようにも見えるが、自分の苦しい身の上話をさらりとした笑顔でぜんぶ受け入れてしまうあたり、意外とこの男は大人物なのかもしれない、と長政は思った。

「男を演じる最大の利点は、同じく天下統一を目指す織田信奈との同盟が可能になるということだった。父は織田方から姫をとる婚こん姻いん同盟でなければ認めぬと言うし、織田家には姫はいないと聞いていたし。もっとも、信奈どのは騙だませなかったが」

「ということは、男女が入れ替かわっているとはいえぼくときみは男と女。しかも尾お張わりと近江おうみを代表する美男美女というわけだ。いやこれは実にお似合いの夫婦だねえ」

「か、肩かたを抱いてくるなっ！　き、き、斬きるぞっ!!」

　信澄は、あっさりと手を引っ込めた。

　こやつ女の扱あつかいがうまいのではないか……と思うと、なぜか長政はかっとなってくる。

「やあこれは失敬。しかし、猿夜叉丸くん」

「そ、その名前はやめろっ！　男のふりをさせるために母がわざとつけた名前だ！　ぜんぜん、かわいくないっ」

　信澄が、さわやかに微笑ほほえんだ。

「せっかくこれほど美しい姫ひめ君ぎみに生まれながら、ずっと男のふりをしているなんてあまりにももったいない話じゃないか。少なくとも、ぼくはいやだ」

「……仕方がないではないか。夢の、ためだ」

「夢？」

　長政は、顔を伏ふせて、絞しぼり出すような声でつぶやいた。

　私は、二度と人質になど、なりたくない。

　六角承禎の影かげに怯おびえる夜など、もうご免めんだ。

　父に浅井家を任せておけば、再び六角に臣従させられる。そうなれば──。

　ゆえに私には、家督が必要だった。

　もっと、強くなりたい。

　天下に、浅井家の家か紋もん──〝三みつ盛もり亀きつ甲こう〟の旗を、ひるがえしたい。

　怯えて眠ねむる夜など、二度と──。

「だから、そのためには……」

「捨てる必要はないさ」

「え？」

「今のはサルくんの口くち癖ぐせだがね、ははは」

「サルくん？」

　信澄が、にこやかにうなずいた。

　湿しめっぽいところなど、このちょっとゆるい貴公子にはまったくなかった。

「よし決めた。ぼくときみが二人きりでいる時は、女の子に戻りたまえ。ぼくはきみをお市姫と呼ぼう。ぼくのことは勘十郎でも信澄でも尾張の貴公子でも『ういろう大臣』でも、適当に呼んでくれたまえ」

　長政を苦しめていた悪夢の影は、瞬しゆん時じに吹ふき飛ばされていた。

　こんな。

　こんなことで、わが苦く悩のうが消えるはずが。

　私が、捨て去ってきたと思っていた、娘として生きる夢を、取り戻せるはずが。

　こんな男一人の出現で。

　ばかげている。

（女は美少年に弱い……）

　長政は、やはり自分も女だったのだ、そう気づいて、唇をかんでみた。

　が、敗北感などはなかった。

　長政は、聡さとい。

　そして、自分の気持ちを認めることに対しては、信奈よりもずっと素す直なおだった。

　この未知の感情の正体が淡あわい初はつ恋こいなのだと気づくまで、時間はかからなかった。

　が、上じよう洛らく軍に参加した長政は敢あえて、自分が人変わりするに至ったそのような子し細さいを信奈たちには話さなかった。

　──はずかしくて、とても話せなかったのだ。




　　　　※




　浅井長政が、松平元康と同じく信しん頼らいのおける同盟者となったことは間ま違ちがいない。

　これで、上洛軍は五万を超こえる大軍にふくれあがった。

　京への道を阻はばむ勢力は、南近江の六角承禎ただ一人。

　この六角家は、佐さ々さ木き源げん氏じの流れを汲くむ名門守護大名。

　六角承禎は三み好よし一党と軍事同盟を結んでおり、信奈に徹てつ底てい抗こう戦せんする構えだった。

　しかも新興の浅井家とは、三代にわたる因いん縁ねんがある仇きゆう敵てきである。

　浅井長政にさんざん打ち破られてその勢力は衰おとろえたとはいえ、壮そう大だいな石造りの曲くる輪わを山々に配置した難なん攻こう不ふ落らくの観音寺城がある限りこれを討うち滅ぼすことは不可能。

　観音寺城の手て強ごわさを知る長政は、軍議の席で献けん策さくした。

「義あ姉ね上うえ。六角の兵はさして強くないですが、観音寺城はかの稲いな葉ば山やま城じようにも匹ひつ敵てきする難城。いったん野の陣じんを構築し、支城をひとつずつ気長に落としていくのが上策かと思います」

　だが、五万の兵力を擁ようした信奈の上洛軍は、電光石火。

　それに、信奈の最大の武器は、「速度」である。

「長政！　美み濃のに稲葉山城という名の城はもうないわ。岐ぎ阜ふ城じよう、よ！　全軍、進めぇっ！」

　長政があっけにとられる中、信奈の手勢がいっせいに進軍する。

　観音寺城という要よう塞さいを頼たのみにする六角側の将兵たちは、よもや、いきなり織田勢が全軍で攻せめかかってくるとは予想もしていなかった。

　しかも五万の兵が数千ずつの単位に分かれ、それぞれの軍団が一糸乱れぬ統制ぶりを発揮して複数の支城を同時に攻こう略りやくしていくとは。

　戦国の常識では、どこの大名家でも大将をいただく軍団は強いが、逆に大将不在の軍団は統率力を欠いて弱体化するものである。つまり、大将自らが全軍を率いての一点突とつ破ぱ、が兵法の常識。

　大将なき副軍団はせいぜい、別働隊としての役目を果たすくらいである。

　だが、信奈にはそんな常識は通じない。

　自軍を複数の軍団に分割し、同時多方面作戦を展開したのだ。

「長政。織田家には、わたしの代わりに大将を任せられる武将が少なくとも五人はいるわ。六（柴田勝家）。万千代（丹羽長秀）。今は伊い勢せにいるけど、左さ近こん（滝たき川がわ一かず益ます）。新たに加わった十兵衛（明智光秀）。そして、他の四人にくらべるとぜんぜん格落ちするけれども、サルよ！」

　信奈は、言い放った。

　大将が五人いれば、支城の攻略速度も五倍。

　六角が防備を固める前に、すべての支城を陥かん落らくさせてしまえば勝ちよ。

「……目から、鱗うろこが落ちるようです」

　長政は（とてもこの私が及およぶところではない）と戦せん慄りつした。

　そして、信奈は言葉通りにたった一日で、観音寺城の周辺を守る十八の城をことごとく落としてしまった。

　もっとも水みず際ぎわだった活かつ躍やくを見せたのは、新参者の明智十兵衛光秀。

　光秀は土と岐き源氏の血を引く高貴な家いえ柄がらゆえか、誰だれもがはっとする端たん整せいな美貌の持ち主。

　おでこが広いという一点を除けば、武将というよりも貴族の姫君にふさわしい。

　だが、いざ鉄てつ砲ぽうを構えると、正確無比な射しや撃げきの腕うでを見せる。

　さらには新兵器の鉄砲隊五十名を駆く使しし、次々と支城を落としていった。

「ご注意ください。当たると死にますよ」

　光秀に狙ねらわれた敵将は、「そんな遠くからこの城へ弾たまが届くはずが」「あんなお嬢じよう様さまに、種たね子が島しまが撃うてるわけがない」と高笑いしているところを、一撃で肩を撃ち貫ぬかれて倒たおれていく。

「今のは挨あい拶さつ代わり。次は、お命を頂ちよう戴だいします」

　この涼すずやかな一言で敵将もその兵も恐おそれをなし続々と開城していく。

　古式ゆかしい京風の姫武将でありながら、いざ戦いくさとなれば南なん蛮ばんの新兵器を見事に使いこなすその器の大きさに信奈はいよいよ「さすがは蝮まむしの小こ姓しようだっただけのことはあるわね」とご満まん悦えつ。

　支城をことごとく陥落させた翌日、六角承禎がこもっていたはずの観音寺城は無人の状態と化していた。

　六角承禎は信奈軍の勢いに恐れをなし、甲こう賀がの忍しのびの里へと逐ちく電でんしてしまったのである。

　源みなもとの頼より朝とも以来の名門・六角家は、事実上滅めつ亡ぼうした。

　浅井長政は、浅井家三代の宿敵にして自分の操みさおまで散らそうと狙っていたあの憎につくき六角承禎がたった一夜で信奈の前に敗れ去ったことを知り、「時代は変わった」と鳥とり肌はだを立てて感動し、かつ明智光秀率いる鉄砲隊の火力と轟ごう音おんのすさまじさを目まの当たりにしてあっけにとられた。




　　　　※




　信奈が率いる派手な軍勢は、ついに京の都へと入った。

　岐阜を出発してから二は十つ日かあまりという、神速での上洛だった。

　松永久秀は信奈に京を明けわたし、信奈軍から逃げるように大和へ退去。三好一党は「六角承禎が一日で滅ぼされた」と聞いて恐れをなして摂津へと兵を退いている。

　最初は、

「織田の姫さまは、えらい気が短いお人らしいわ」

「大だい丈じよう夫ぶかいな」

「木き曾そ義よし仲なかみたいな乱暴者やったらどないしよ」

「蝮の道三まで連れてきはったで」

　と信奈を恐れていた京の民は、しかし、かぶき者と数す寄き者ものとそして南蛮かぶれが集まった織田軍のど派手な軍装に、まず心を奪うばわれた。

　前田犬千代などは、頭に虎とらをかぶった上、三さん間げん半柄まなかえ（六・四メートル）の長大な朱しゆ槍やりを構えている。

　しかも、武将のみならず足軽に至るまで、めいめいが自分なりのセンスで派手にかぶいていた。

　ちなみに尾張兵はみんな弱いが、そろって派手好みであった。

　だが、派手なのは軍装だけではない。

　信奈が京の町じゅうに布告した政策の中身も、派手だった。

「わたしが来たからには、兵の乱暴狼ろう藉ぜきは許さないわ！　民たみに乱暴した兵はその場で打ち首！　町に火を付けたものも打ち首！　銭と米を民から取り立てることも厳禁よ！」

　戦国のはじまり以来、この日ノ本に、これほど厳格で、これほど民の味方をしてくれる軍勢があったろうか。

　実際、織田軍の兵たちは派手にかぶいてはいるが、いっさい乱暴を働かなかった。そんなことをしたら即そく座ざに信奈が種子島で自分を撃ってくると、みな骨身にしみて理解しているのだ。

　信奈はんは、わいら民の味方や──。

　これでやっと、この京にも平和が来る──。

　応おう仁にんの乱以来、なんと百年にもわたってこの京の都に暮らす民は絶え間ない戦と略りやく奪だつに苦しめられてきたのだ。

　大だい歓かん声せいの中、信奈は南なん蛮ばん兜かぶとにビロードの赤マントという日本人離ばなれした最新モードの軍装で行軍し、陽気に手を振ふって応えた。

「なんちゅう愛らしい姫さまや」

「うち、ほれてもうた」

「織田家は美男美女ばかりいうのは、ほんまやったねえ」

　浅井長政も松平元康も、「これは夢ではなかろうか」「京の地を踏ふめるなんて、たぬきに化かされているようです～」とお互たがいに顔を見合わせるばかりだった。

　駕か籠ごの中で揺ゆられる道三ですら、馬上の信奈を歓かん呼この声で迎むかえる京の町衆の姿を覗のぞきながら「まことであろうか」とおのが眼めを疑った。京の人間はみな、長い戦乱と陰いん謀ぼうに巻き込まれてきたために、そうたやすくは他国の武将などを信じないはずなのだ。だが、彼らはみな、この戦乱の魔ま都と・京をものともせずに颯さつ爽そうと現れた織田信奈を京の、いや日ノ本の救世主のごとく伏ふし拝おがみ、あるいは涙なみだを流して迎えていた。

　天てん下か布ふ武ぶ。

　天下を、武によって平定する。

　美濃を盗とった信奈の宣言を、だれもが「口だけだ」「たかが二国を治めるにすぎない織田家に上洛など不可能」「行けば、四方から袋ふくろだたきにされるだけ」と笑っていた。

　だが、今、信奈は己おのれの保身も損得も考えることなく、しゃにむに全軍を率いて京へと入り、そしていつ果てるとも知れない戦乱が続いていた京に平和をもたらしたのだ。

　これは歴史通りの現実なんだ、夢なんかじゃねえ、と胸を張って信奈の晴れ姿を見つめている武将は、相良良晴ただ一人であった。




　京の都をパレードした信奈は、九く条じようの東とう寺じに入った。

　日ノ本の神事を司つかさどる由ゆい緒しよ正ただしい「やまと御所」から今川義元への将軍宣せん下げを取り付けるには、日数を要する。

　なにぶん、つい先日までは名ばかりとはいえ足あし利かが将軍が幕府を開いていたのだ。

　上座に座った信奈は、「この時代の京ってどんな町なんだ」と首をひねっている良晴に最低限の常識を講こう釈しやくしてくれた。

「やまと御所には、神代よりみゃくみゃくと続く姫巫女さまがおわすのよ。姫巫女さまは御所にて神事を司り、実際に武家と折せつ衝しようするのは姫巫女さまに仕える貴族たち、つまり公く家げの面々なの」

「へえ。やまと御所ねえ……俺が知ってる歴史の設定と、微び妙みように違ちがうな……」

「平安王朝の昔は公家が現世の政治を司っていたけど、その後、公家が使役していた武士が台頭して実権を握にぎったの」

「アウトソーシングのしすぎだな」

「わたしは、公家が苦手なのよね。あいつらは昔から武士を利用し、自分たちは血の一いつ滴てきも流さずに権けん威いを保持してきた連中よ。だいいちあのお歯は黒ぐろを見るだけで虫むし酸ずが走っちゃう」

　上座に座った信奈は、「そういうこと。わかった、サル？」と言い終えると、足をだらしなく畳たたみの上に投げ出した。

「やまと御所の姫巫女……邪や馬ま台たい国こくの卑ひ弥み呼こ……似ている。関係あるのかな……」

「なにブツブツ言ってるの？」

　そこに、京一番の料理人・坪つぼ内うち石せき斎さいが最高級の料理を献けん上じようしてきた。

　だが……。もぐもぐ、と一口食べてみて、

「京料理ってまずいわね。味が薄うすくて、何を食べてるのかわかんない」

　と、顔をしかめる信奈。

「もっとみそを使いなさいよ、みそを！」

　と石斎を[image: しか]しかりつけ、「これだから尾お張わりの田舎者は……」と聞こえよがしの陰かげ口ぐちをつぶやかれてしまった。

　だが織田家家臣団一同も、「薄うす味あじはまずい…」「公家じゃあるまいし。みそで塩分をとらないと体力が持ちません。三十点」「八丁みそこそは日ノ本一の調味料ですっ！」といっせいに信奈に同調。

　その点、「久々にみそ味以外の飯が食えるぜ！　やっぱ食は関西にあり！」と良晴だけは大喜び。

　そこに、道三が腰こしの痛みも忘れて駆かけ込んできた。

　信奈の義父、斎藤道三は、人生最大の窮きゆう地ちに追い込まれていた。

　かつては京の油売りだった身から美み濃の一国の主にまで下げ克こく上じようを果たした〝美濃の蝮〟。

　その道三が扇子せんすをぱちぱちと開いたり閉じたりしながらひいひいぜえぜえと息を切らし、「助けてくれ、信奈どの」と情けない声をあげている。

「どうしたの、蝮？」

　道三の背後から、いっせいに数え切れない人数の老ろう婆ばたちが押しかけてきて道三を囲い込む。

「お久しぶりですのう、庄しよう九く郎ろうどの！」

「庄九郎さま！　あな、うらめしや～！」

「庄九郎～！　ここで会ったが百年目ぢゃ～！」

「ひぃいい」

「「「庄九郎？」」」

　悪あつ鬼きの形相で道三を責める老婆たちが、口々に信奈へ訴うつたえた。

「この人は今は斎藤道三などといばっておりますがのう」

「今までにも西にし村むら勘かん九く郎ろう、長なが井い新しん九く郎ろうなどと次々お名前を改めておられますがのう」

「こやつが京で商いを営んでおりました時代の本名は、松まつ波なみ庄九郎！」

「その当時はこのような皺しわだらけの狒ひ々ひジジイではなく、水もしたたる美男子でしたわいな」

　おおおお、と道三が扇子で顔を覆おおって悲鳴をあげた。

「たたた頼たのむ。むむむ娘むすめの前で、そそそそれ以上は言わんでくれ！」

　が、修しゆ羅らと化した老婆軍団の陳ちん情じようは止まらない。

「あの頃ころ、わしらはまだまだ甘い娘っ子でしたわ」

「『この庄九郎、いずれ美濃から京に上ってそなたを迎えに来るから、三千貫かん文もんほど貸してくれい』などとわしらを口く説どいてまんまと軍資金を調達し──」

「そのまま二度と京へ戻もどってこなかった庄九郎どのの悪党っぷり、わしらのようなおなごの及およぶところではございませんわ」

「これこの通り、こやつに騙だまされた女商人の数は、片手ではとても足りぬわい」

「返せ～、金を返せ～」

「若さを返せ～」

「ひいいいいい！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏！」

　蝮あんた……と頰ほおを膨ふくらませる信奈。

「じゅ、十兵衛。これ。そちはワシの小こ姓しようではないか。助けてたもれ」

　なんと道三さまがかようなお方だったとは。わが旧主とはいえ女人に対してあまりに不実。斬きりましょう、とそっけない光秀。

「ぬおおおお。許してくれえええ！　この通りじゃ！」

　若き日の斎藤道三の黒歴史が、今。

「ほうっておきましょう、十兵衛」

「そうですね信奈さま」

「うおおおおお～！　どなたか、助けてたもれ～！　おお、相良どの！　人たらしの小こ僧ぞう！　そなたならワシの苦境に同情してくれるじゃろう!?」

　だが、信奈たち女の子軍団がじろり、といっせいに良晴をにらんできた。特に信奈。あんたも蝮まむしと同じ穴のむじななのっ？　と鋭するどい視線で詰きつ問もんしてくる。

　おそろしくなった良晴は「すまねえ、爺じいさん」と一声つぶやくと、震ふるえながら顔を伏せた。

　裏切りものおお～と道三が悲鳴をあげながら、金貸しババア軍団の波に吞のまれていく……。

「いやはやモテすぎるのも考えものだな。この俺も最近モテてモテて仕方がない。こりゃ少し用心しねえと……そうだな、ここはひとつ女の子に恨うらまれない綺き麗れいな別れ方を勉強すっか！」

　何をバカなことを言ってるのかしら、と信奈があきれ顔がおで良晴を眺ながめていた。




　　　　※




　翌日から、各武将は三好の残党が居残っている畿き内ないを平定するべく四方八方に散った。

　京の中心部に位置する「やまと御所」の警備役を仰おおせつかった良晴も、ゆっくり信奈とケンカしている暇ひまなどない。

　やまと御所の公家には武力こそないが、伝統と格式そして何よりも御所にこの国の神事を統すべる姫巫女さまを擁ようしているという一事をもって、いまだに武家に対して官位役職を与あたえるという権威を持っていた。

　足利将軍家も、やまと御所から「征せい夷い大たい将しよう軍ぐん」の位を授かることではじめて幕府（世せ俗ぞくの世界を司る政府）を開くことができたのだ。

　とはいえ、「応仁の乱」以来繰くり返される戦乱によって京の都は荒あれ果て、由ゆい緒しよあるやまと御所も今は壁かべが無残に崩くずれ落ち、京童が庭の中を物もの珍めずらしげに覗き見しにやってくるという有様だった。

　京を荒らしていた松永弾正はやけにあっさり大和やまとへと帰国したが、もう一方の三好一党はいまだ摂せつ津つに拠きよ点てんを構えて信奈に抵てい抗こうしている。

　このような不安定な情勢なので、御所の警備は重大な職務といえた。

「俺も勝家と一いつ緒しよに摂津へ攻せめ込みたかったぜ……それにしても遅おそいなあ」

　いっぱしの当世具足を着込んで御所のお堀ほりの周囲を巡じゆん回かいしながら、良晴が思わずこぼした。

　何が遅いって、今川義元への将軍宣下である。

　本国である尾張美濃を留守にしたまま、あまりのんびりしていられない。

　御所との交こう渉しようを任された明智光秀が、なかなか本丸──関かん白ぱくとの面会に辿たどり着けないという。

　かんじんの関白が、京にいないのだそうだ。

「とはいえ、十兵衛ちゃん以外に公家衆とつきあえる教養人は織田家にはいないしな。のんびり待つか」

　新参者の光秀は、これまでずっと「新入り」の立場だった良晴にとってもなかなか愛らしい後こう輩はい。

　育ちのいい光秀は清せい楚そで生き真ま面じ目めで凜り々りしくて、信奈のような乱暴なところもない。

　ちょっとばかり、おでこが広いところが気になるくらいか。

　だがそれも、お利口な女の子らしく見えて、美点といえば美点だ。

　相良先せん輩ぱい、と慕したってこられるたびに、ふらり、と心の中の何かが揺れる。

（いかんいかん。俺には信奈が……って、お、俺はいったい何を言っているんだあっ？　ののの信奈なんてぜんぜんほんとにどうでもいい上に、俺の主君じゃねーかよっ！　主君と家臣が結ばれるなんてのはこの戦国の世では御ご法はつ度と……！　いやっあいつがたとえ俺の同どう僚りようでも絶対に信奈とだけはそんな関係にはなりっこねーけどなっ！）

　ぶんぶんぶん。

　陣じん笠がさをかぶった頭を激しく振ふっているうちに、ぐらり、とよろめいた。

　石いし畳だたみの道の上に、へたりこんでしまう。

「あれが尾張のおサルさんやぁ」

「自分で暴れて自分で倒たおれとる」

「しゃあないわ。サルやもんね」

　御所を覗のぞきに来ていた京童たちが、いっせいに囃はやし立ててくる。

「こらこら。ここには超ちようやんごとなきお方がおられるんだ。覗くな覗くな」

「サルがなんか言うとるわ」

「おお、俺はサルだ！　悪ガキはこの爪つめでひっかいちまうぞ、うっきー！」

　京童たちがいっせいに「わっ」と散る。

　だが、一人だけ、ぽつん……と良晴の隣に立っている幼い女の子がいた。

　髪かみは禿かむろ。

　白と赤が対照的な巫み女こ装しよう束ぞく。

　まつげが長い。瞳ひとみが大きくて人形のような綺麗な顔立ちをしているが、表情は乏とぼしかった。

「……」

「うん？　なんだい、お嬢じようちゃん？」

　くいくい。

　袖そでを引かれた。

「……」

　女の子は、崩れた御ご所しよの壁の隙すき間まをじっと見ている。

「御所のお庭を見物したいのか？　すっかり落らく魄はくしちまってるが、ここにはとーってもえらい、やんごとなきお方が暮らしているんだ。見つかったら怒おこられちまうぞ」

「……」

「うっ。なんとなく、中を見せてあげないといけない気がするぜ……俺って子供に弱いよなあ」

　美濃に戻ったら、妹のねねに京みやげをたくさんやらなきゃ。やっぱ、ここは定番の八つ橋か？　でも八つ橋って硬かたいのと軟やわらかい生タイプの二種類があるけど、どっちが本家の八つ橋なんだろう？

　そういえばこの子も、ねねと同じくらいの年だなあ。

　妹の顔を思い出した良晴は、女の子の手を引いて「わかった。別に俺の庭じゃないんだけど、特別にちょっとだけ見せてやるよ」とうなずいて立ち上がる。

「……」

　壁の前に連れてきてあげたが、少し高い位置に開いている壁の裂さけ目めまでは視線が届かない。

「……」

　言葉はないが……。

　良晴は、なんとなく「高い高いして」と言われた気になった。

「わかったわかった。ちょっと待ってろ」

　女の子を抱だき上げて、壁の裂け目から御所の庭を見せてあげた。

「……あ……」

「ん？　なんだ？」

「……」

「俺の顔に何かついてる？　いいから、庭を見ろよ」

　こっくり。

　女の子が、うなずいた。

　さして広くもない庭の中に、一本の巨きよ大だいな杉すぎの木が屹きつ立りつしていた。

　太い幹に注し連め縄なわが施ほどこされている。

　見上げると、とんでもなく高い。

（待てよ。御所にご神しん木ぼくなんてあったか？　ご神木ってのは神社にあるもんじゃないのか？　やっぱり、俺の世界の御所とはちょっとばかり違ちがうのかな……）

　そして、枝葉に白い凧たこがひとつ、引っかかっていた。

「……」

「ああ……もしかして、あれを取ろうとしていたのか？」

「……」

　そう、と言われた気がした。

「よし、俺が取ってやろう。でも、勝手に御所に入ってもいいのかな……え、問題ない？」

　なぜか、アイコンタクトによる意い思し疎そ通つうが成立している。

「……」

「わ、わかったよ。こんなところを信奈にでも見つかったら大目玉だ、今度だけだぜ？」

「……」

　はげしく喜んでいる……ような気がする。

　無表情は変わらないのに、なぜ？

「うーむ不思議だ。なぜこの子の考えていることがわかるような気がするのだろうか。はっ？　もしかして、この子はわが相良家の遠いご先祖さまなのではなかろうか？　いやでも相良家って確か九州の大名だったよな？」

「……」

　ぜんぜん違う、と言われた気がする。

「よし。こう見えてもサルと呼ばれるだけあって、木登りは得意だ。待ってろ」

「……」

　女の子はうなずかないが、良晴は「おしゃべりなねねとは正反対だが、無口な幼女ってのもアリだな」と少しばかりほっこりした気持ちになって、女の子の体を庭の芝しば生ふの上へそっと置いてあげた。

　身軽になった良晴は、自分も御所の庭へ入り、するすると大木を登っていく。

「ひぃひぃ、ぜぇぜぇ。け、けっこう高いじゃねーか……やべえ、下を見たら目め眩まいに襲おそわれそうだ」

　やっと頂上まで登り着いて、凧を手につかんだ。

　その時……。

　ふわり。

　突とつ風ぷうが、吹いた。

「あっ……あれ────っ!?」

　良晴の体は、凧をつかんだまま、宙を舞まっていた。

「ちょ。高い。落ちたら。やべえ。ちょっとおおおっ!?」

　こんなところでいきなり人生終しゆう了りよう──？

　ああ……「サルも木から落ちる」ということわざは、この俺自身の運命を予言していたのか……!?

　ずどん。

　走そう馬ま燈とうが浮かぶ暇もなく、良晴は尻しりから庭へと落ちていた。

　どうにか後頭部に片手を回して受け身を取ろうとしたが、凧を手放すまいと片手を塞ふさいだままだったので渾こん身しんの受け身作戦も不完全。

「いだああああああ！　あちこちの骨がぼきぼきに折れたああああああ!!」

　槍やりや矢なら避よけられるが、大地は避けられなかった。

　悶もだえて転がっている良晴のもとに。

　ととと……。

　さっきの女の子が、駆かけ寄よってきた。

　そして、小さな掌を良晴の傷口へとかざす。

　首筋……おなか……むね……手に、太ふと股ももに……。

　すると…。

「……あ、あれ？　痛いのが、消えた？　骨も……つながってる？」

「……」

「え？　もう治った、って……？　ど、どういうことだよ？」

「……」

　こくり、と良晴へ向けてうなずいてみせると同時に。

　ちょろっ……。

　女の子は、凧を受け取ると、庭の奥のほうへとどんどん走っていく。

「ああっ？　こらちょっと待って!?」

　慌あわてて良晴も立ち上がって追いかけようとしたが、ふと「げっ。ここは御所の敷しき地ち内じゃねーか」と気づく。

　建物の奥から「何者じゃ」と騒さわぎ立てる声がした。

「やべー、とりあえず逃にげるぜっ！」

　しかし飛び込んだ壁かべの裂け目が、具足を着込んだ良晴にはちと狭せまかった。壁の裂け目に胴どう体たいが挟はさまり、そのまま身動きが取れなくなってしまった。

「ひええ。出られねえっ!?」

　戻もどってきた京童たちがわいわい騒ぎ立てはじめた。

「やっぱりサルや」

「自分で隙間に入って、つっかえて出られへんのや」

「柿かきでも盗ぬすもうとしとったんちゃう？」

　くっ。こんな屈くつ辱じよく的てきな姿を信奈に見られたら、たっぷり一カ月は笑いのネタにされちまうぜ……！

「そうはさせるかあ！　ぬおおおお！」

　気合いと根性で、ぼむっ！　とおのが体を壁の裂け目から引っ張り出した良晴。

　だが。

　気合いを入れすぎて、崩くずれかけていた壁をさらに崩してしまった。

　がらがらがら。

　現代で言えば、東京のど真ん中にある皇居の壁を思いっきり破は壊かいとか、そんな感じ。

「ぎゃ─────!?　俺はなんてことを───っ!?」

　その上。

　勢い余って前へつんのめり、牛ぎつ車しやから降りてきたばかりのやんごとなき公く家げの顔面へとヘッドバットを炸さく裂れつさせてしまうというおまけつき。

「ひいい。今日の俺は厄やく日びかっ？　十三日の金曜日かっ？」

「痛いでおじゃる！　そのほうっ！　麻ま呂ろを御所のおん前で襲うとは、いったい何者でおじゃるかっ！」

　のっぺりとした白い顔を鼻血で染めながら、良晴に倒された不運な公家がお歯黒を塗ぬった歯をむき出して手足を振り回した。

　公家男は三十歳くらい。平安貴族風の服装といいお歯黒といい白しろ塗ぬりの顔に眉まゆを描かいている化け粧しようといい、どこから見ても公家。しかもかなり身分が高い男らしかった。

「麻呂を、藤ふじ原わら家の氏うじの長ちよう者じやにして関白、近この衛え前さき久ひさと知っての狼ろう藉ぜきでおじゃるかっ！」

　麻呂こと近衛前久はカン高い声で叫さけびながら、お付きの者たちに命じて良晴を取り押さえさせる。

「蛆うじの蝶ちよう蛇じや？　なんだよそれ？　鵺ぬえの親しん戚せきか」

「そち、多分まちごうておる！　麻呂は尊き公家衆の中でもいちばん偉えらいのでおじゃる！　すなわち、日ノ本一の名家、藤原家の嫡ちやく流りゆうたる五ご摂せつ家けの頂点に立つ者を、藤原家の氏の長者と呼ぶのでおじゃる！」

　ふうん、と良晴。取り押さえられてはいるが、前久ごときにびびる神経の持ち主ではない。

「しかも麻呂は関白ぞ、関白！」

「へええ。なんか知らんけど偉そうだな」

「むほー！　もっと恐おそれおののくでおじゃる！」

「関白とか言われても、藤とう吉きち郎ろう秀吉のおっさんしか思いうかばねえしなあ」

「トウキチなどという下品な名前の公家はおらぬでおじゃるわ！」

「藤吉郎のおっさんは公家出身じゃねーよ。足軽百ひやく姓しようのせがれだ」

「だまらっしゃい！　百姓が関白になぞ、なれるわけがないでおじゃる！　ええい面つら憎にくきそちにはこの麻呂じきじきに罰ばつを喰くらわせてやろうぞ！」

　何をするつもりなんだろう……とのんびり見物していたら、近衛前久、鞠まりを取り出してきていきなり「とりゃあでおじゃる！」と華か麗れいなるオーバーヘッドキックを敢かん行こう。

　良晴の顔面めがけて激しい勢いで鞠をぶちあててきた。

　ごぼんっ！！！

　凄すさまじい衝しよう撃げき波はが、良晴の顔面をへこませた！

　ぶはっ、と鼻血が飛び散った。

　この麻呂は……この素早い身のこなし、この鞠を蹴ける足の速さと切れ……ただ者じゃねえ！

「いってええええっ!?　何しやがるこの麻呂野や郎ろう！　麻呂のくせに必殺技とか使うなよ！」

「おーほほほほ。近衛家秘伝の大回転蹴け鞠まりの大技、とくと味わったでおじゃるか？　まだまだ攻こう撃げきははじまったばかりでおじゃる」

「この麻呂……公家のくせに、やたらに好戦的だな……」

　関白、近衛前久。

　一見ひ弱そうな白塗りお歯黒の麻呂ではあるが、実は脱ぬいだら凄すごい瘦やせマッチョ。

　公家なのに趣しゆ味みは乗馬に鷹たか狩がりに種子島の鉄てつ砲ぽう撃うちと、やたらと活動的かつ好戦的だった。

　その最終目的は言うまでもなく、落ちぶれはてた「やまと御所」の公家衆、いやもっとはっきり言えば藤原家を再興し、大名武将たちを操って自ら権力を握にぎることである。

「尾お張わりのうつけごときに負けた今川なんぞの幕府など認めぬでおじゃる！　考えてもみよ。足利幕府があれほど堕だ落らくしきっておったがゆえに、京の都は戦火に包まれ、麻呂の荘しよう園えんは悪党どもに奪うばわれ、御所はこのように荒あれ果てたでおじゃる！　もはや乱暴な武家どもに日ノ本の統治は任せぬでおじゃる、この関白たる麻呂自らが姫巫女さまのもとで新たな政治をはじめるでおじゃる！」

　厄やつ介かいなのが出てきたなあ……と良晴は思った。

「というわけで、不ふ埒らちな賊ぞくに麻呂が誇ほこる蹴鞠の技をさらに堪たん能のうさせてやるでおじゃる！」

「待て待て！　俺は織田家の部将だぜ！　信奈に命じられて御所の警備に当たっているだけだ！」

「だまりゃ！　噓うそを言うなでおじゃるーっ！　なんでそのような者が御所の壁を壊こわすでおじゃるかーっ！」

「〝墨すの俣また一いち夜や城じようの相良良晴〟と名乗れば、あんたでもわかるんじゃないかっ？」

　ほほほぅ。

　前久が、奇き怪かいな笑い声を立てた。

「ほ、ほ、ほ。ならばそちがあの有名な〝サル〟なのじゃな。尾張のうつけめ、このようなどこのサルの骨とも知れぬ身分卑いやしき者を畏おそれ多くもかしこくも御所によこすとは、しょせんは田舎者じゃの。サルの大将はしょせんサルじゃ。その穢けがらわしき姿を見せるでない、御所が汚けがれるであろう！」

　良晴の素性を知った前久は、さらに居い丈たけ高だかにいばり散らしてくる。

　平成生まれの良晴、これにはかちんと来た。

「いくら戦国時代の公家とはいえ、いばりすぎだぜ！　つーか、信奈までサル扱あつかいするんじゃねーよ！　誰だれが荒れた御所を復旧させようとしてると思ってんだ！」

「そのような仕事は公家に仕える武家として当然の務め、感謝する必要などないでおじゃる」

「こ、この寄生虫め……！」

　一発殴なぐってやるぜこの麻呂野郎！　と歯ぎしりしながら拳こぶしを固めた。

「おお、その汚きたない手で麻呂に触さわるでない。穢れを、穢れを移されるでおじゃる」

「て……てんめえええええ～！」

「ほほう。麻呂に手をあげるでおじゃるか？　そのようなことをすれば、織田家はたちまち朝敵でおじゃる」

「……うっ!?」

「ほれ、ほれ。どうした、振ふりあげた拳で高貴な麻呂を殴ってみぃ。そちと麻呂とでは天と地ほど身分が違ちがうと気づいたでおじゃるか？　ほうれほうれ這はいつくばって許しを乞こうでおじゃる。身の程を知らぬサルが、ほ、ほ、ほ」

　素す浪ろう人にんならともかく、今の良晴は信奈の部将。

　畏れ多くも関白を殴れるはずがなかった。

「ち、ちきしょう……！」

　ここは、腸はらわたが煮にえ返るほど悔くやしいが頭を下げておくしかねえ……！

　良晴は屈辱に耐たえ、前久に「申し訳ねえ」と頭を下げた。

「ほ、ほ、ほ。その反はん抗こう的てきな目つき、そのサルじみた雅みやびから程遠い口調。ちっとも反省していないようでおじゃる。やはり麻呂のきついお仕置きが必要でおじゃるな」

　迫せまり来た！

　麻呂の繰くり出す大回転シュート、二発目が……！

「この身の穢れになるが仕方なし。今度は、麻呂の履くつで直接蹴るでおじゃる！　そのこざかしげな歯を粉々に折ってやるでおじゃるわ！」

　なんだって!?

　だが、逆らえば信奈の立場が……！

　良晴は歯を食いしばって、覚かく悟ごを決めた。

「ほーほっほっほっ！　己おのれの卑しき身分と立場、思い知るでおじゃる！」

「ち、ちくしょう……！」

　その時だった。

「そのサルはわたしの飼いザルよ、勝手なことしてくれちゃ困るわね！」

　颯さつ爽そうと、馬で駆かけてきた。

　信奈だった。

　南なん蛮ばん兜かぶとを頭にかぶり、背中からは紅あかいビロードのマントをはためかせていた。

　信奈は明智光秀と身近な小こ姓しよう衆だけを連れて、今川義元を乗せた輿こしを連れながら御所の周囲をパレードしていたのだ。

「そちが織田信奈でおじゃるか！　この行軍は、さっさと今川義元に将軍宣下せねば御所を襲おそうという恫どう喝かつでおじゃるな！」

「サル、何なのこの麻呂は？　御所を襲うだのなんだの、いったい何を言っているのかしら」

「この麻呂、やたらと好戦的なんだ。しかしこれでも関白・近衛前久らしい」

「ああそう。関白。じゃ、実際に武家へ官位を出しているのは、こいつじゃないの」

　しれっとした目つきで、信奈が馬上から近衛前久を見下ろす。

「ぬぬぬ。麻呂を捕つかまえて〝こいつ〟とは何でおじゃるか。下郎！　馬から下りるでおじゃる！」

　前久が騒さわぐが、信奈は激げき怒どしているようだった。

「近衛！　真にこの国の戦乱を憂うれうのであれば、わたしに協力するのが筋でしょう。さっさと今川義元を将軍になさい！」

「な、なんたる雑言、許せぬでおじゃる！」

「それを、姫巫女さまの権けん威いをかさにきてわたしの家来をいじめるだなんて……聞けば、南蛮の宣教師どもを京から追放したというし。それで京の町ってこんなに古くさいのね。公家のやり方は昔から変わらないわね」

　だまりゃああ！　と蹴鞠攻こう撃げきをしかけようとした前久の顔に、ばっ！　と信奈の馬が砂をかけた。

「あら、ごめんあそばせ。尾張の馬って品がないの。ほほほ」

「げほげほげほ！　お、お、織田信奈！　この高貴な麻呂を侮ぶ辱じよくした罪、許さぬでおじゃる！　絶対に、今川幕府など認めぬでおじゃるっ！」

　良晴が「もうそれくらいに」と信奈を止めるが、良晴の鼻から血が一筋たれているのを目にした信奈は「飼いザルに対する無礼は、わたしへの無礼だわ！　このお歯黒を誅ちゆうしないとわたしの気がすまないのっ」とますますヒートアップ。

　最後は明智光秀が「これ以上御所の御前で騒がれますと……」と近衛前久と信奈の間に入り、一いつ触しよく即そく発はつとなっていた両者を分けた。




　　　　※




「ええい、話が違う！　一戦もせずにあの難なん攻こう不ふ落らくの観音寺城が落ちるとは！　これでは畿き内ないの守りを固める時間などなかった！」

　三好一党の畿内における根こん拠きよ地ち・摂せつ津つの芥あくた川がわ山やま城じよう。

　無人の野を行くが如ごとき織田家の猛将・柴田勝家と西美濃三人衆の怒ど濤とうの進軍を眺ながめる三好三人衆は「今の織田軍は旭きよく日じつ昇しよう天てんの勢い。まともにぶつかっても勝てぬ」「ぐぬぬ。まさかあの弾正がおとなしく大和やまとに退去するとは」「摂津の国人どもめ、織田方に寝ね返がえりまくりおって。負け戦いくさこそ武士の花道であるというのに」「勝しよう龍りゆう寺じ城じようをたった一日で落とされて申し訳ありません。岩いわ成なりです」と今や青息吐と息いきだった。

　あの気位の高い六角承禎が、稲葉山城と並ぶ巨城・観音寺城を捨ててほうほうのていで織田軍から逃にげ去った理由が、わかった気がする。

「われこそは織田家一の勇将、柴田勝家！　三好三人衆、どこまで逃げ続けるつもりだ！　尋じん常じようにあたしと勝負しろ！」

　柴田軍は、迷うことなく城下へと迫せまってくる。

「清せい海かい。伊い三さ。そしてニセ三人衆。いかがする」

「なにぶん六角の崩くずれ方が予想外すぎた。これでは籠ろう城じようもできん。堺さかいからいったん四国へ逃げよう」

「ちっ。例のお方の反織田家連合策とやらに乗せられたか。結局は、絵に描かいた餅もちだったではないか！」

「いえいえ。この見えない秘密連合はいわば遅ち効こう性せいの毒。いずれじわじわと搦からめ手で織田信奈を追い詰つめていくはず。それに──織田家に降こう伏ふくした松永弾正が、すぐに蠍さそりの猛もう毒どくを織田家にまき散らしてくれるはずですよ。岩成です」

「そうだな。それにしても三好家の内部崩ほう壊かいを知っているくせに、元げん凶きようである弾正を許すとは織田信奈も甘い」

「ふん。さんざん弾正に煮にえ湯を飲まされたわれら三好一党がその弾正に期待するとは情けないが、織田信奈め。厄やつ介かいな味方に振ふり回されて屋台骨を折られるがいい」

「人間不信で自じ暴ぼう自じ棄きになっている弾正は、この企たくらみに加わらず勝手に動いている。織田信奈も、弾正こそがまことの爆ばく弾だんであることによもや気づくまい」

　織田軍上じよう洛らくから一週間を経ずして、三好三人衆は本国・阿あ波わへと逃とう走そうしたのであった。
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「信じられないわ。岐ぎ阜ふを出しゆつ立たつする際に、御所から内ない諾だくを得ていたはずなのに。近衛前久のせいで将軍宣下の儀ぎが中断されちゃったじゃない！」

　その夜、九条の東寺に戻もどった信奈は、京最高の料理人・坪内石斎に命じてむりやりに作らせたコテコテのみそ料理を頰ほお張ばりながら愚ぐ痴ちをこぼした。

　ちなみに石斎は料理を出す際、「なんやこのみそ臭くさい食い物は……最高級の食材がことごとくみそ漬づけに……わての腕うでが……誇りが……」と男泣きに泣いていた。

　信奈の傍かたわらには竹中半兵衛。晴せい明めい神じん社じやで護ご符ふを作り置きする仕事を終えて戻ってきた。

　そして、動物代表の良晴。

　さらに、偉そうに高笑いしている今川義元。

「わたくしも待ちかねましたわ。信奈さん？　いつになったらわたくし将軍になれますの？」

「うっさいわね。あんたは清きよ水みず寺でらの舞ぶ台たいの上で寝ねてろって言ったでしょ。なんでここにいるのよ？」

「あんな高いところでは眠ねむれませんわ！　落ちたら確実に往生してしまうではないですの！」

「ああそう。で、何か妙みよう案あんはないの？　自分のことでしょ？」

「そういうのは、家来が考えることですわ。元康さん、元康さーん？」

「竹千代ならいないわよ。あんた少しは自分で考えなさいよ」

「あいたたた……わたくし、難しいことを考えると頭が……現実のまつりごとについて頭を悩なやませるなんて、風流ではありませんわ」

　あんた長生きするわね、と焼きみそをご飯に載のせてぱくぱく食べながら信奈。

「……うまい！　この焼きみそ飯は最高だわ！　石斎に、褒ほう美びをあげなくちゃ」

　きぃまたしてもみそ三ざん昧まいの日々に戻ってる、と良晴が箸はしを投げた。

「結局、名古屋めししか喰くってないじゃないか。俺はイヤだ！　せっかく京まで来てるんだから、讃岐さぬきうどんくらい喰わせろ！」

「バカねサル。讃岐は京じゃないでしょ」

「みそ煮に込こみうどんじゃなくて、普ふ通つうのだしのうどんが食べたいんだよ、俺は！」

「だし……って何よ？」

「だしも知らないのか？　これだから尾張人は」

「とにかく、だしはどうでもいいの。問題は煮ても焼いても食えない近衛前久よ。義元の将軍宣下以外にも、わたしは畿内にいるうちにいろいろとやらないといけないことがあるのに。あの武たけ田だ信しん玄げんがいつまでも黙だまっているわけないもの、これは時間との戦いなの。だいいち──」

　信奈が唇くちびるをとがらせながら、言った。

　京の都は、なんだかわたし苦手だわ。

「どことなく気持ちが悪いっていうか……うまく言えないんだけど、力を吸い取られていくような感覚っていうか……この町には、何か怖こわいものが潜ひそんでいるような気がするわ」

「お前らしくないな。なんて非合理な言いぐさだ」

「仕方ないじゃない、南蛮流の合理主義者であるわたしだってカンくらい働くのよ」

「信奈さまは、武家の頭領ですから。古来、この京の都に本ほん拠きよを置いた武家は様々な災いを受けてきているんです。京で公家風のまつりごとを行った平へい家けは滅ほろびましたし、その平家を京から追い滅ぼした木曾義仲と源義よし経つねは共とも倒だおれに。ご存じの通り、関東から動かなかった源頼朝が最後の勝者となり鎌かま倉くらに幕府を開きました……後に京の室むろ町まちに幕府を開いた足利家も、三代将軍義よし満みつ公の急死によってがたがたになり、今年ついに滅びました」

　小食なのだろう。ちんまりと正座してもふもふと生八つ橋をかじっていた竹中半兵衛が、おずおずと口を開いた。

「京に入った武家に、災いが降りかかる？　それこそ不合理ね」

　半兵衛の本職は、陰おん陽みよう師じ。

　半兵衛は茶の湯や公家文化、寺社などに詳くわしい光秀とはまったく別の方面で、京の案内役を務められる──おおっぴらには語られぬ、京の裏の姿について。ただし、怨おん霊りようを『実在』するものとして語ることははばかった。信奈はそのようなものの実在を信じないし、あまり踏みこむと半兵衛の「仕事」に気づかれるかもしれなかったからだ。

「この平安京は、もともと怨霊から御ご所しよを守るために建造された、怨霊封ふうじの都です──京は巨きよ大だいな龍りゆう脈みやくに連なり、さらに申し分のない四神相応の地となっている上、さまざまな怨霊封じの技法を凝こらして御所を霊れい的てきに守護しています。特に、鬼き門もんとなる丑うし寅とらの方角にあたる比ひ叡えい山ざんには天てん台だい密みつ教きようの本山・延えん暦りやく寺じがあります。この延暦寺が、京を怨霊から守り続けていたと言ってもいいです。でも……」

「でも、なにかしら半兵衛」

「ご存じの通り、今からちょうど四百年の昔──姫巫女の座を退位させられて出家された崇す徳とくの上かみ巫み女こさまが〝保ほう元げんの乱〟なる政争に敗れて讃岐へ流された際、『我願わくは日本国の大だい魔ま王おうとならん』と誓ちかわれ、この日ノ本の国とやまと御所とに呪のろいをかけられました。怨おん念ねんのあまり天てん狗ぐと化した崇徳さまは自らの舌をかみ切った血で呪じゆ詛その言葉を書かれたといいます」

　おそろしい話ですわ……と義元ががくがく震ふるえて涙なみだを目に浮うかべた。

　思わず横にいた良晴の腕にすがりつこうとして、信奈にパチキを入れられる。

「その呪詛の言葉というのが、『皇を取って民たみとなし、民を皇となさん』というもので、自分を讃岐へ流したやまと御所の貴族たちから権力を奪うばい、民を王にしてやるという宣言でした。実際に崇徳さま亡きあと、御所も藤原家も急激に没ぼつ落らくして武士である平家に政権を奪われてしまいました」

「偶ぐう然ぜんじゃないの？」

「ところが、厄やつ介かいな平家を追い落とそうとして御所が源氏を担かつぎ上げた結果、今度は平家を倒たおした源氏が鎌倉に幕府を開いてしまいます。この国で初めて、貴族出身でない武家が政治を司つかさどることになっちゃったんです。御所側は慌あわてて鎌倉幕府に反はん撃げきしますが、『承じよう久きゆうの乱』に敗れてついに時の姫巫女さまが島流しにされてしまうという最悪の結末を迎むかえました。これで御所の権威は完全に失しつ墜ついし、人々は崇徳さまの怨霊の祟たたりだと恐おそれたわけです。

　その後も、崇徳さま没ぼつ後ごおよそ百年ごとに京には大乱が起きています。

　没後約百年目に、元げん寇こう──元の大船団が日ノ本を征せい服ふくしようと押し寄せてきました。

　没後約二百年目には、御所が二つに割れてしまった南北朝の争乱。

　没後約三百年目──今からちょうど百年前に、戦国の世の幕開けとなってしまった応仁の乱。

　そして今年は、崇徳さま没後四百年という最悪に不ふ吉きつな年にあたるわけです。

　御所が京の治安を回復なされた信奈さまに怯おびえているのは、崇徳さまの祟りを為なしに来たのではないか……と多くの公く家げ衆が恐れているからです」

「ふん。ずいぶん迷信深い連中ね。だいいち今年はまだ何も起きていないじゃない。足利幕府は滅ぼされちゃったけど、御所にとってはむしろおめでたい話でしょ？」

　あーあーてばさきが食べたいわねとぐちりながらみそ汁しるをすする信奈に、半兵衛が笑顔で応えた。

「はい。わたしも、そう思います。おそらく信奈さまがそこの義元さまと行われた『桶おけ狭はざ間まの合戦』が、この国にかけられた呪いを解く最初の一いち撃げきになったのではないかと思います」

　ぱっ、と笑顔になった義元が、おーほほほほとふんぞり返って高笑い。

「あらあらまあまあ。わたくしがこの身を犠ぎ牲せいにして崇徳さまの呪いを解いたと、そう仰おつしやるのね半兵衛さん？」

「い、いえ違ちがいます……この国の戦乱が終わらないのは、崇徳さまの時代から人々の価値観がまったく変わらぬためです。とくにいにしえからの都の京では、新しき文化や考えを取り入れません。自分たち京の住人は四百年もの間、崇徳さまに呪のろわれている……戦乱が続くのも呪いのせいで、人間の力ではどうしようもない……かたくなにそう信じています」

「なるほどね」と信奈。

「この半兵衛が思うに、まずそのような人々の心を変えていかなければ、この戦乱の世は治まりません。武家が京に足を踏ふみ入れるたびに乱が広がり誰だれも天下に平安をもたらせないのは、京の人々の心ゆえです。武家の統領といえど、この京に住んでしまえば崇徳さまの呪いという『空気』に感染してしまう。そこに、信奈さまがあらわれました。強大かつ伝統を誇ほこる今川家を、新興の織田家の姫さまが奇き跡せき的に倒した──信奈さまこそはもしかしたら、京と日ノ本から崇徳さまの呪いを取り去ってくれるお方かもしれない。人々が信奈さまに熱ねつ狂きようしているのはそのような新しい変革の時代が来たことを予感しているからでしょう」

　長々と語った半兵衛は「ふぅ、疲つかれました～」と息をついて、茶を口にした。

　信奈は真しん剣けんな表情で半兵衛の話に聞き入っていたが、何か気がかりなことに思い当たったらしく、眉まゆをひそめていた。

「なるほどね。呪いなんて非合理なものをわたしはぜんぜん信じてないけれど、みんなが呪いを信じている限り、その呪いはほんとうに『ある』のと同じ──木曾義仲。源義経。足利尊たか氏うじ。最近では、三好長慶。天下平定を望んで上じよう洛らくした武家衆が誰も志を全まつとうできず、かえって戦乱を広げてしまう理由も、それで説明できそうね。崇徳さまの呪いとやらによれば、武家とは結局〝京に祟るための存在〟ということになってしまうのだから」

「御ぎよ意い」

　サルあんたはどう思う？　と信奈が不意に良晴に問いかけてきた。

「あんたは未来人なんでしょ。京の人心を一新し、崇徳さま四百年の呪いとやらを吹ふき飛ばす妙案があるんじゃない？」

　そんなの平成生まれの俺にわかるわけねーよ！　と良晴は思った。

「さ、さあ……今はともあれ、義元の将軍宣下だ。まずは十兵衛ちゃんが前久をうまく懐かい柔じゆうしてくれることを祈いのろうぜ」

　我ながら、力不足な言葉だな、とは思う。

「何が、十兵衛ちゃん、よ。ほんっとに女好きなんだから」

　信奈は少しだけ不満げに、頰ほおを膨ふくらませていた。




　まもなく、続々と任務を終えた武将たちが報告に舞まい戻ってきた。

「摂せつ津つはほぼ平定いたしましたっ！　落とした諸城はとりあえず西美濃三人衆に任せております。三好一党は海路で四国へ敗走！　当分、畿内には出てこられませんよっ」

　わずか数日で摂津を平定だなんて、あたしってば凄すごい！　と得意満面の柴田勝家。

　ああ、麗うるわしの姫さまからどんなお褒ほめの言葉をいただけるか……とワクテカしている。

「六。あんた、なんで三好の連中に逃にげられてんのよ。四国くんだりまで追いかけていけないでしょ？　畿内にいる間に捕つかまえなきゃダメじゃない。これからは、ただ戦いくさで勝てばいいってものじゃないのよ。はい。割れ茶ちや碗わんをあげるわ」

「ひ、姫さまぁああぁっ!?　うあああっ!?」

　続いて、丹羽長秀。

「まずは傷んだやまと御所の修復にかかっています。先の足利義よし輝てる将軍がおられた二に条じよう御ご所しよは完全に焼け落ちてしまっており、再建には多少の日数を要するかと」

「デアルカ。万千代、ご苦労」

　長秀らしい、地味だが着実な仕事ぶりだった。

「荒あれていた大通りの整備は、数日のうちに。さすがはいにしえの古都、唐から国くに様式を取り入れた碁ご盤ばんの目のように整然と敷しかれた道は美しいものです──あれだけ道みち幅はばが広ければ、軍団や物資の往来も容易です」

「いずれ岐ぎ阜ふから京へ連なる街道も整備しなくちゃいけないわね。関所もとっぱらわなきゃ」

「御意」

　お次は、犬千代と五右衛門。ただし五右衛門は部屋のどこかに隠かくれている。

「……泥どろ棒ぼうは全員ひっとらえた。盗とう賊ぞく稼か業ぎように詳しい五右衛門のおかげ」

「偉えらいわね犬千代。ういろうをあげるわ」

「……はむ、はむ」

「舌足らずの乱らつ波ぱはどこなの。出てきなさいよ」

「──拙せつ者しや、天てん井じよう裏うらにて十分でござる。にん、にん。よいでちゅか。ちのびとは、やみにまぢれてやみにぷちょるもにょ──」

「こっちが十分じゃないのよ！　っていうか何を言ってるのかわかんない！　まあいいわ、次！」

　げそっとやつれた浅井長政が、「道三どのに騙だまされたと訴うつたえ出てきた女人全員に、利子を付けて金子を返しました……しかし、なぜこの私が自腹で支し払はらいまで」と息も絶え絶えに報告。

「デアルカ。蝮まむしがどうやって一いつ介かいの油売りから国持ち大名にまで出世できたのか、謎なぞの一いつ端たんが解けてすっきりしたわ。京の金貨し女たちから口八丁手八丁で資金を巻き上げただなんて。あんな狒ひ々ひジジイのくせして、若い頃ころはいったいどれだけ美形だったのかしら」

　金きん子すを使い果たした長政が青い顔で呻うめいた。

「義あ姉ね上うえ。な、なぜ私が道三どのの身代わりに。ああ……朝から夜まで金を返せと迫せまる歳老いた鬼き女じよの群れに囲まれて、おぞましい、おぞましい」

　すげぇやつれぶりだ。地じ獄ごくを見てきたようだな……と良晴。

「ふふっ。持って生まれた美び貌ぼうを駆く使しし、女を利用してのし上がる。蝮はあんたが手本にしていた師し匠しようでしょ？　師匠の不始末は弟子が清算しなきゃ」

「いえ。この猿夜叉丸も今や愛する妻を持つ身。これまでの不ふ埒らちな生き方を深く反省し、女たらしの世よ渡わたりなどはきっぱり捨てましたゆえ、このお役目だけはなにとぞひらにご容よう赦しや……」

　愛する妻、だって。やっぱり長政って勘十郎に惚ほれてめろめろなのかしら、なんだか胸がわくわくするわねえと信奈が頰を紅潮させながら良晴に耳打ちした。

　なんでわくわくするんだよ？　俺は尻しりがむずがゆくなって背筋がぞっとするぜと良晴。

　信澄をお市姫に仕立て上げることを勧すすめた半兵衛だけは、浅井長政が女だとすでに見破っていたらしく、くすくすと笑いをかみ殺している。が、長政が隠す秘事、敢あえて暴あばき立てようとは思わない。

「ま、勘十郎も女装好きだったし、収まるところに収まったんじゃない？　さて、肝かん心じんの十兵衛だけど……」

　そう。

　今川義元への将軍宣下を御所から取り付ける──。

　さすれば義元を擁ようする信奈が、「天下人」として御所から認められるということになる。将軍を擁すれば、逆らう大名は切り取り放題だ。信奈の天下布武の野望に大義名分が与あたえられるのだ。

　その最大の仕事を任されたのが、新入りの明智光秀。

　揃そろいも揃って田舎者の織田家家臣団にあって、光秀は京の公家衆や堺の商人衆に顔がきく、唯ゆい一いつの「都会派」。

　ところが、頭のきんかん飾かざりをふるふると震ふるわせながら戻ってきた光秀は「申し訳ありません」と信奈の前に平へい伏ふくして青ざめていた。

「関白近衛前久どののお怒いかりはいまだ冷めず、将軍宣下に厳しい条件を突つきつけられました」

「あのお歯黒が？　ほっんとにうざいわね。サル、あんたのせいよ」

「なんで俺のせいなんだよっ？」

「あんたがお歯黒とケンカするからでしょっ」

「お前が火に油を注いだんだろうが」

　いえすべてはこの十兵衛の責任です、と光秀。

「将軍宣下の権利を持つ公家衆が、今川傀かい儡らい将軍を担いで自ら実権を握にぎろうとする姫ひめを邪じや魔まするのは道理です。二十五点。して光秀どの、将軍宣下のための条件とはいかに」

　いつも温厚な長秀がそつなくフォロー。

　光秀が、近衛の出してきた条件を述べた。

「今月のうちに、銭十二万貫かん文もんを御所に納めよ、と──まさしく、無理難題かと」

「たっ、たいへんだあああっ！　って、どのあたりが無理なんだい？　なんちゃって……」

　勝家がしょーもない冗じよう談だんで場を和なごませようとしたが大おお滑すべり。信奈にじろりと睨にらまれて再び涙なみだ目めに。

「……いや、あたし、ほんとにぜんぜんわかんないんですけど……誰か説明を……うあ、うあうあ……」

「とほうもない大金を要求されたということです、勝家どの」

「なるほど。待てよ？　あたしの俸ほう禄ろくが月百貫文だから、一年で千二百貫文。ということは、あたしの俸禄を十年タダにすれば調達できるよなっ!?　やった、解決したあっ！」

　違います十二万貫文とは勝家どのの俸禄百年分です、と光秀がさらりと答えた。

　現代で言えば、一流企き業ぎようの取とり締しまり役やくが稼かせぐ報ほう酬しゆうの百年分といったところ。

「ひゃ……百年分っ!?　そっそんな金、織田家の蔵にあるわけないよっ!?　そうだ、あたしたち家臣全員が十年タダ働きをすればなんとか……とにかく十年に分けて分割で支払って……」

「ですから今月のうちに耳を揃えて支払え、さもなくば将軍宣下は永遠にない、と前久どのは仰おおせです」と光秀。

　一同が「今月って、あと一週間しかないよっ」「とんでもない話です」「……厚かましい」と大おお騒さわぎになった。

「そう簡単には天下布武の事業をはじめられないってわけね……わたしの父上が昔、御所に四千貫文を奉ほうじて戦国の大名たちを驚おどろかせたことがあったけど。いくらなんでも十二万貫文なんて法外だわ。一万貫文が限度よ」

「〝貴人、恩を知らず〟って言うしなあ」

　信奈と良晴が顔を見合わせているところへ──。

　さらに、一同を驚かせる使者が。

　昔の女たちに迫られ、泡を食って美み濃のへ舞い戻もどっていた道三からの早馬だった。

　北信濃しなのの川かわ中なか島じまで五度目の合戦を繰くり広げていたはずの、越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんと甲か斐いの武田信玄。

　上杉謙信は軍神・毘び沙しや門もん天てんの化身と恐おそれられる無敗の戦国最強武将。まさしく戦のために生まれてきた天才といえる。

　武田信玄もまた、風林火山の軍旗で知られ、忠誠無比の家臣団を使いこなし、最強騎き馬ば隊を率いる無む双そうの名将だった。

　この両者は川中島を巡めぐって何度も激げき突とつしていた。互たがいに、宿命の好敵手である相手に出会ってさえいなければ、歴史のいずれかの段階で早々と上洛を果たして天下を平定していたであろうことは疑いない。果断な謙信はすでに過去二度も上洛し、先の将軍・足利義輝から畿内の統治を期待されていたほどだったのだ。地の利がなく、かつ用心深い信玄にはまだ上洛経験がないが、武田騎馬軍団こそ日ノ本最強と称しようし、天下への野心を隠かくそうとしない。

　ともあれ、次の天下人は戦国最強の名を競い合う二人の名将、謙信と信玄のうちのどちらかであると、日ノ本中の民は固く信じていた。

　しかし信奈が幸運だったことに、この二人は領国の国境を接しており、しかも決して相あい容いれない好敵手であり、かつ犬けん猿えんの仲だった。

　信奈が美濃稲葉山城を攻こう略りやくしていたその頃ころ、両軍はすでに伝説となった「第四回川中島の合戦」を戦い、無数の死傷者を出して痛み分けしていたのである。

　今回の信奈の上じよう洛らく強きよう攻こうは、上杉と武田が川中島で当面、泥どろ沼ぬまの死し闘とうを繰り広げるであろうという予測のもとに行われている。

　その両者が、なぜか電でん撃げき的てきに和わ睦ぼくし、川中島から撤てつ兵ぺいしたのだという。

　斎藤道三は「武田信玄は、織田家に騙だまされた、上洛を果たすならば当然わが武田であるはずが先を越こされたと信奈どのの抜ぬけ駆がけとも言える上洛強攻に立腹しているという。今、両陣じん営えいを探っておる」と慎しん重ちように書き記していた。

　まだ、武田と上杉が打だ倒とう織田家の兵を挙げたという事実はない。

　しかし妙みようだった。武田と上杉は死力を尽つくした前回の合戦で信じがたいような多数の犠ぎ牲せいを払はらっている。両りよう雄ゆう並び立たず。信玄と謙信の関係はもはや相手を倒たおさなければ一歩も先へ進めぬ段階まで来ており、そう容易に和睦できるはずがない……。それが信奈の読みだったのだ。

　まず警けい戒かいしなければならないのは武田信玄だ。武田信玄は領土欲のために戦う。野心を隠さない。その信玄が、隣りん国ごくである尾お張わりと美濃をがら空きにしたまま畿内に大軍を連れて駐ちゆう屯とんしている織田家をこのまま黙だまって見過ごせるかどうか。

　一方、上杉謙信は大義のない戦はしない。常に「悪を懲こらしめ正義を実現する」ために戦う義将だ。だがその上杉謙信が、信奈が担かつぎ上げた今川義元を正当な将軍と認めるかどうかは、微び妙みようだった。古き秩序を尊重し筋道を通そうとする謙信は、認めない可能性のほうが高い。なにしろ先の将軍・足利義輝と昵じつ懇こんの仲だったのだ。つまり、上杉謙信の上洛も、信奈は警戒しなければならなくなった。

　早すぎるわ、と信奈が小声で漏もらした。

「三カ月はにらみ合っていると思っていたのに。おかしいわね……以前から上洛したがっていた信玄はともかく、信濃を侵しん略りやくし続けている信玄の悪行を許さじと目の敵かたきにしている、あの上杉謙信が……」

　計算が狂くるってきたわ、と信奈。

「情勢は十三点というところです。いかがいたしましょう、姫」

「いくら蝮が留守番をしてくれていると言っても、兵力が足りないわ。恐おそるべきは、信玄が手足のごとく動かす赤備えの武田騎馬軍団。織田・松平・浅井の全軍で当たっても、勝つのは難しいわね。信玄が上洛軍を興おこす気になる前に美濃の守りを固めないと」

　たたたたいへんです～信玄さんが上洛するとなれば、うちの三み河かわは思いっきり騎馬軍団の通り道です～と松平元康がたぬ耳を震わせる。

「いずれにせよ、これ以上本国を空にはしておけないわね。三好掃そう討とうが一段落した京は十兵衛に任せるわ」

　慧けい眼がんなれどさすがに光秀どのお一人だけではちと人手が足りません、と長秀。

　光秀は新参者でもとは一介の浪ろう人にん、五十人の鉄てつ砲ぽう隊こそ引き連れているが、まだ自分の家臣団と言える部下を持っていないのだ。

「そうね。十兵衛の下に、犬千代をつけておく。サルの軍団も全員京へ残す。わたしたちは全軍で岐阜城へと帰き還かんしましょう。竹千代と長政も、急ぎそれぞれの居城へ」

「「「御意！！！」」」

　即そく断だん即そつ決けつ。信奈は、決断も早ければ行動も早い。

　信玄が次の手を打つよりも先に、京から織田勢を引き上げることとした。

　いっせいに家臣団がそれぞれの陣じんへと散っていく。

「あ、あの信玄さんが上洛……？　わ、わたくしも逃げますわ！」と慌あわてる今川義元の十じゆう二に単ひとえを踏ふんづけて、「あんたは将軍候補でしょ、清水寺に居残りなさい！」と信奈が一いつ喝かつ。

「あ～れ～。わたくし、将軍職よりも命が大事ですわ～！　あの信玄さんにへっぽこ尾張兵なんかが勝てるわけありませんわ～！　気高く高貴なこのわたくしですら、武田騎馬軍団の強さはどうしようもないので同盟を守って信玄さんの顔色をひたすらうかがい続けていたというのに～！」

　前から疑問だったんだけど、義元っていったいどのあたりが海道一の弓取りなんだよ、と良晴が突つっ込んだ。

　東国の二大英えい傑けつ、武田・北ほう条じようとの「三国同盟」が義元さまの力の源でしたから……と半兵衛。

「なるほどな。だがまだ武田と開戦すると決まったわけじゃねえ。武田信玄は用心深い性格だ、今すぐ全軍で引き返して防備を固めれば動かねえはず！」

「あ。ちょっと待ちなさい」

　良晴だけが、信奈に呼び止められた。

「サル。近衛が突きつけた将軍宣下の条件、諦あきらめたわけじゃないわ。あんたは、堺へ行くのよ」

「俺が？」

「わたしも一いつ緒しよに行くわ」







　　　巻ノ二　堺さかい、黄金の自由都市







　堺の町は、摂せつ津つ国と和泉いずみ国、河かわ内ち国のちょうど境目に位置するために「堺」と呼ばれる。

　堺の支配者は、武家ではなく、「会え合ごう衆しゆう」と呼ばれる豪ごう商しようたちだった。

　十年前に畿き内ないを初めて訪れた宣教師フランシスコ・ザビエルも堺の豪商日ひ比び屋やの邸てい宅たくに宿しゆく泊はくしたし、後に堺を訪れたある宣教師は「海水に満たされた堀ほりに覆おおわれた堺は、かのヴェネツィアの如ごとき自由貿易都市である」と書簡に残している。

　武家同士が相争う戦国乱世において、堺は貴重な中立地帯だったのだ。

　その堺の平和と自治権を実現している「力」とは、そう、経済力──銭ぜにの力である。

　海上交易で栄えている堺こそは、マルコ・ポーロが描えがいた通りの「黄おう金ごんの都市」だった。

　すでに世界は、大航海時代を迎むかえていた。

　堺は、日にち明みん貿易、琉りゆう球きゆう貿易、シャムやジャカルタとの東南アジア貿易、ポルトガルやイスパニアを相手にした南なん蛮ばん貿易の畿内における一大拠きよ点てんとなっていた。

　さらに、堺では鉄砲鍛か冶じ集団による新兵器・種たね子が島しまの量産にも成功している。日ノ本に鉄砲が持ち込まれてからまだ歳月がさほど経っていないことを考えれば、この国の職人たちの能力の高さは宣教師たちにとっても信じがたいほどであった。

　とにかく、堺には、日ノ本中──いや、世界中から集まった銭がある！

「というわけで、堺で十二万貫文を稼かせごうと思うの！　一いつ攫かく千せん金きんよ！」

「そこで、お忍しのびで堺に乗り込んだってわけか？　危ないだろうが、信のぶ奈な」

「あら、わたしは信奈じゃないわ。わたしの名前は〝吉きち〟よ。尾お張わりのういろう問屋の一人ひとり娘むすめ。そしてあんたは、丁稚でつちのサル」

　そう。

　家臣団を引き連れて京から美み濃のへと引き返した信奈は、実は影かげ武む者しや。

　近この衛えが課した無理難題、その刻限までにはあと一週間ある。

　義よし元もとへの将軍宣下がなされなければ、上洛した意味はなくなる。それどころか全国の戦国大名に妬ねたまれ反感を買っただけに終わってしまう。

　信奈は将軍宣下をまだあきらめてはいなかった。

　だから今、信奈は鮮あざやかな振ふり袖そでを着て尾張から堺見物に来た町娘〝吉〟の姿に変装し、無刀で堺の町を歩いていた。

　お供は、「あんたは京でも戦いくさでも役に立たないでしょ」という理由で連れてこられた良よし晴はる一人。

　しかも、五ご右衛え門もんも半はん兵べ衛えも犬いぬ千ち代よも、京に留守番役として止とどめてきた。

　無用心だなーと良晴はあきれていた。

　日ひ頃ごろの姫大名の顔を忘れ、町娘になりきっている信奈の無む垢くなはしゃぎぶりを眺ながめていると「こういうのも、たまにはいいもんだな」なんて思ってしまって心がほんのりぽかぽかしてくるのがどうにも納得できない。

　しかも堺の大通りは人でごったがえしていて、手を繫つないでいないとはぐれてしまいそうだった。

　だから、堺に入ってから良晴はあっちへふらふら、こっちへふらふらしている信奈の手をぎゅっと握りっぱなし。

（くっ、信奈のくせになんて柔やわらかくて温かい手なんだ……じゃなくって！　仮にも天下人にリーチをかけているご身分で堺見物なんて、いいのかよ？　正体がバレたらやばくねえか？）

　冷や汗あせと脂あぶら汗あせを交こう互ごに流す良晴を尻しり目めに、信奈は露ろ店てんの前に立ち止まって歓かん声せいを上げた。

「サル、見て！　この丸いお菓か子しは何かしら？　十年前に来た時には、見なかったわ」

「あれは、たこ焼きだ。お菓子じゃない。むしろ大おお阪さか人の主食だ。関西に来た以上、たこ焼きとお好み焼きは避さけて通れない食い物だぜ。でもこの時代にたこ焼きってあったっけ!?」

「ふうん。たこを焼いてるの？　たこってあんなに丸かったかしら？　でもたこ焼きに塗ぬっている黒い汁しるの正体はわかるわ。八丁みそを塗っているのね！」

「あれはソースだよ！　どんだけみそ好きなんだよ！」

「総そう酢す？　すっぱそうね」

「っていうか、この時代にソースまであったのか……さすがは国際都市・堺」

「わたし、たこ焼き食べたいわ！」

「はいはい。ちょっと待ってろ」

　なんで俺がおごらなきゃならねーんだと不平を言いながら、良晴はたこ焼き六個入りを二人分買った。

　道ばたの縁台に並んで座って、茶をすすりながら信奈と二人、あつあつのたこ焼きを仲良く食す。

　勝かつ家いえが見たら泣いて激げき怒どしそうな光景である。

「はふはふ。熱いわね、たこ焼きって。食べられないわ」

「さすがは姫ひめだ。ふーふー吹ふいて冷ましてから口に入れればいいだろ」

「なんでわたしがそんな面めん倒どうなことしなきゃならないのよ。あんまりふーふーしたらめまいがするじゃない。あんたがふーふーしなさいよ」

「俺はたこ焼きを食い慣れてる庶しよ民みんだから、ふーふーしなくても食えるんだ」

「バカね。わたしのたこ焼きをふーふーしろって言ってるのよ！」

「ええっ……なんで俺が？」

「あんた、わたしの丁稚でしょ。飼いザルでしょ」

　肩かたを寄せてきて、上うわ目め遣づかいで微笑ほほえまれてしまった。

　町娘の吉になりきっているせいか、周囲に家臣たちの目が光っていないせいか、信奈がいつもよりうんとなれなれしい。

　なんというか、ストレートに、かわいかった。

　あの、いつぞやの夢に出てきた「やけに愛らしい俺さまの理想の信奈」と同じ破は壊かい力を誇ほこる笑顔だ……。

　くらっ……。

（いかんいかん。信奈相手に何を俺はどぎまぎと戸と惑まどっているんだ）

　そんな緊きん張ちようしきっている良晴をからかうように、信奈はへへへーと笑ってますます上じよう機き嫌げんに。

「ほら。早くふーふーしなさいよ」

「お、おう……ぶー、ぶー！」

「って、わたしのたこ焼きにつばをかけないでよ！　なにやってんのよ！」

「しまった、なぜか信奈……いや、吉お嬢じよう様さまごときに妙みように緊張して……きぃ悔くやしい」

「もったいないわね。尾張のういろう問屋ってあまり稼かせぎがないのよ。あむっ」

「って、食べるのかよっ!?」

「もぐもぐ……うん。なかなかいけるじゃない。甘辛くて、不思議な味ね」

　なんか、信奈の様子がいつもと違ちがうな……と良晴は思った。

　茶ちや筅せん髷まげと虎とら皮がわでかぶいていないから、というだけではない。

　ぴりぴりしていないというか、安心しきっているというか、顔つきまでが柔らかい。

（もしかしたら、今の年相応の女の子らしい信奈こそが、織お田だ家の姫大名という肩かた書がきを下ろした、ほんとうの信奈の素す顔がおなのかもしれないな）

　だとしたら、ちくしょう、ほんのちょっぴりだけども、もしかしたら素の信奈ってめちゃめちゃかわいいじゃねーか……と感じてしまう自分が恥はずかしい。

「ん？　なに？」

「い、いや別に……しかし吉お嬢様、これからどうするんだよ。堺にツテがあるのか？」

「十年前に父上に連れられて一度来たことがあるの。でも、あの時とは町の様子が変わっちゃってるわね。賭と場ばに入ってチンチロリンで勝負、ってのはどう？」

「無計画だなあ。ああいうのはイカサマなんだぜ。勝てるわけねーだろ……うっかりボロ勝ちしちまったら、それこそ海に沈しずめられちまう」

「じゃあ、コイコイとか！」

「同じだ。ってか、お姫様がなんでバクチに詳くわしいんだよ……」

「あっ、サル！　見て見て、あれは何？」

　笑顔ではしゃぐ信奈が指さした先には、往来の真ん中を占せん拠きよしてのっし、のっしと進む一頭の巨きよ大だいな動物が。その姿形に、良晴は見覚えがあった。

「ぱおん！」

「あれは象じゃねーか！　やけに小さいからインド象かな……？」

「象？」

「ほら、背中にエリマキをつけた南蛮商人が乗ってるだろ。南蛮船で連れてきたんだろうな」

「ふうん。南蛮の動物なのね。どうしてあんなにおちんちんが長いのかしら？」

　ぶはっ！

　良晴は思わず飲みかけのお茶を噴ふいて、信奈の顔にかけてしまった。

「あああああれは鼻だ！　おち……じゃねえっ！」

「何すんのよ、ばっちいわね！　動物の話でしょっ、なに興奮してるの変態じゃないの？」

「おおおお年とし頃ごろのお嬢様が口にする言葉じゃねえだろ、ですよ！　だいたい、顔の真ん中からそんなもんが伸のびてる動物なんていねえよ！　あ、こら、俺の上着の袖で顔を拭ふくなっ」

「だーって。鼻があんなに長い動物なんてありえない。仮にあれが鼻だとして、何のために鼻を伸ばしてるのよ？　なんとなく？　気分で？　かっこいいと思ったからぁ？」

　わたしって合理主義者なの。鼻があんなに長くても意味ないわよ、でもおちんちんが長いといろいろ便利そうでしょ、たとえば厠かわやに行きたいときとか……と物知り顔の信奈。

「野生の動物は厠に行かないだろ！　あの鼻で遠くにある餌えさを採って口に運ぶんだよ。他にも水浴びに使ったり、いろいろと便利なんだ」

「へえ、なるほどね。あんたさすがにサルの国の王子だけあって、異国の動物に詳しいわね」

　俺はやっと王子に昇しよう格かくされたのか、それともサルから人間にクラスチェンジできる日がまた遠ざかっただけなのか？　と良晴は思った。

「あ、あっちの動物はなに？」

「あれは、ラクダだな。砂さ漠ばくの生き物だ」

「背中にこぶがあるわね。かわいそうに、病気なのかしら……」

「違う。砂漠の動物であるラクダは、あのこぶの中に栄養をためてるんだ。アジア大陸の大砂漠ってのは鳥取砂さ丘きゆうの何百倍もの広さを誇るとんでもない代しろ物ものなんだが、ラクダは飲まず食わずでもそんな大砂漠を何日も歩くことができる」

「へえ。あんた、ほんとに動物に詳しいのね。ちょっと感心しちゃうわ」

「いや別に。俺の時代では、世界中の動物が動物園に勢せい揃ぞろいしていたからな」

「動物は動物を知る、ってところね」

　この女いつか見てろ、と思いつつも、（信奈と二人きりで町をそぞろ歩くなんて、もしかして初めてなんじゃねーか……）と気づくとなぜか良晴の頰ほおが赤らんでくる。

　なにしろ、桶おけ狭はざ間まから美濃盗とり、そして上じよう洛らくまで、互たがいに忙いそがしく、めまぐるしすぎた。

　天下太平の世が実現したら、こうして二人でゆっくりできる時間も増えるだろうか……。

　身分の違いゆえに、結けつ婚こんすることは絶対に許されない、とはいえ……。

　ああ、ちくしょう、そうだとも。

　これくらいは、認めてやってもいい。

　やっぱり……信奈はかわいい……！

　い、い、今は、ういろう問屋の吉お嬢様なんだし……！

　か、か、肩ぐらい抱だいたって……！

「ん。なに？　わたしの顔に、何かついてる？」

「おうっ!?　えーと……あ、あ、青のりが、ほっぺたに」

「ほんと？　どこ？　このへん？」

「違う。左じゃない。右の頰」

「自分じゃ見えないもの。取ってよサル」

「俺が？」

「ほら。さっさとするの」

「あ、ああ……」

　良晴は震ふるえながら、信奈の頰に指で触ふれた。

　ぷに。

　……柔らかくて、すべすべだった。

「サル。青のり、取れた？」

「あ、ああ……」

「他についてない？　お嬢様が青のりを顔につけてちゃみっともないでしょ、ちゃんと確認しなさいよ」

「お、おう……」

　思わず、「吉お嬢様ああっ！」と目を怒いからせながらがばっと抱だきしめ、そのまま茶屋の奥へと二人で隠かくれてしまいたくなる衝しよう動どうがむらむらと。

（今は勝家も長なが秀ひでさんもいないし……誰だれにもとがめられることは……いや信奈本人が怒るだろうけど、〝刺し客かくから身を隠すためです〟とか適当な理由をつければ……）

　やばい！

（って、俺は何を考えているんだ！　相手は信奈だぜ！　くっ、女日ひ照どりが続くせいだ！　どこかに俺の眼鏡めがねにかなう美少女は……）

　いた！

　長い黒くろ髪かみを後ろで束ねた目元涼すずやかな美少女剣けん士しがひとり、長ちよう刀とうを腰こしに差した姿でつかつかとこちらへ向かってまっしぐらにやってくるではないか。

「おお。まさか、俺に一ひと目め惚ぼれ……？」

「何をしているのです信奈さま、相良さがら先せん輩ぱい。勝手にお忍しのびの旅に出られては困ります！」

　明あけ智ち光みつ秀ひでだった。

　髪かみ留どめのきんかんを見れば気がつきそうなものを……と良晴はちょっと肩を落としたが、しかし自分を「先輩」と慕したってくれるかわいい後こう輩はい、かつ清せい楚そで凜りんとしたサムライの美少女であることは間ま違ちがいない。

「よう、十じゆう兵べ衛えちゃん！　俺たちはこの堺で十二万貫かん文もんを稼ぐために潜せん入にゆうしてるんだ。一いつ緒しよにひと仕事するか？」

「なるほど、そうでしたか。そういうことでしたら私も参加しましょう」

「ちなみにこの青のりを頰にくっつけてるわがままな姫は、尾お張わりのういろう問屋の一人娘・吉。俺は丁稚でつちのサルって設定な」

「わかりました。では、私は用心棒の剣けん豪ごう・十兵衛ということにいたしましょう」

　ちょっと十兵衛、あんたは京の留守居役でしょう、と信奈がいかにもつまらなそうに口をとがらせた。

「せっかくサルと二人きり……」

「はて。何か仰おおせられましたか、信奈さま」

「えっ……い、いやいやいや、なんでもないのっ！　きんかん。そこまで言うのならあんたにもひと仕事してもらうわ！」

　何なりと、と露ろ店てん前の縁台に正座していちいち生き真ま面じ目めにうなずく光秀。

「十兵衛にいい考えはない？　この黄おう金ごんの町・堺でなら、一いつ攫かく千せん金きんの機会もあると思うの」

「それでしたら吉お嬢様、この堺の黄金を簡単に手に入れる方法がございます」

　こほんと咳せき払ばらいしてから、光秀が切り出した。

「なによ」

「京に残したわが手勢だけで十分。堺の町を包囲し、火をかけましょう。堺には金で雇やとわれた傭よう兵へいどもがおりますが、火を見ればびっくりして蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ去ります。で、焼けた堺を軍事占せん領りようしてそのまま直ちよつ轄かつ領りようとして支配してしまえば、堺の富はすべて吉お嬢様のものに」

　大真面目な顔して、十兵衛ちゃんって意外とえぐいな……と良晴は震えた。

「ダメよ。何を言い出すのよ十兵衛、燃やしちゃったら意味ないでしょ？」

「しかし将軍宣下の刻限まで日数がありません」

「ダメって言ってるでしょ。見なさい、この町の空気を。堺は世界の港へとつながる、黄金の町なのよ！　戦乱続きで暗くよどんでいる京とは、雰ふん囲い気きがぜんぜん違うじゃない」

　信奈が思いきり手を広げて、四方を見み渡わたす。

　南なん蛮ばん人じんだけではない。その往来は、かぶき者を含ふくめて完全に多た国こく籍せき。いや、ほとんど無国籍と言ってもいい。

　その上、南蛮貿易がもたらす巨きよ利りを誰もが享きよう受じゆしており、中立地帯ゆえにこの堺の堀ほりの内側では長らく戦いくさもなく、まさに空前の好景気。

　種子島を担かついだ傭兵たちの姿もあるが、商家に銭ぜにで雇われた彼らも「この堺に攻せめてくる勢力はおるまい」と安心しきっている。

　徳とく川がわ幕府の鎖さ国こく政策によって日本が世界から孤こ立りつしてしまうことで歴史から消しよう滅めつしてしまった、自由な開かれた国際交易都市の姿だった。

「京が、よどんでいる？　そ、そうでしょうか……？」

　伝統を重んじる光秀が、首をかしげる。

「わかんないの？　ちゃんと見なさいよ。道行く人たちはみんな南蛮風に着き飾かざって今を謳おう歌かしているし、港には南蛮船や琉りゆう球きゆう船がたくさん停てい泊はくしているじゃない。この町を炎ほのおで包んだりしたら遠路はるばるやってきた象やラクダが困るし、南蛮商人たちだって黄金の町を焼いたわたしのことを悪く書くわ。それじゃ、世界に打って出る時に損でしょ？　それにね、この堺はわたしにとって、大切な思い出の町なの！」

「思い出、ですか」

「──そう。わたしが初はつ恋こいの人と一緒に歩いた、思い出の町……」

　げほげほげほっ！

　良晴が、たこ焼きを喉のどにつまらせて、うめいた。

「吉お嬢じよう様さま。相良先輩が著いちじるしく驚おどろかれているようですが」

「くくく。どうしたの、サル？　何をそんなに慌あわててるのかしらね～」

「げほ、ごほげほがほげほっ!?」

　信奈の……初恋……？

　こいつの初恋の相手は、俺じゃなかったのかっ？

　い、いや、別に信奈が誰に惚ほれようがぜんぜんほんとにどうでもいいんだけど、そうか、それで今日はあんなに機き嫌げんが良くてかわいかったのか……ときめいて損したぜ！

　きぃい、どうしてこんなにもショックなんだ、俺としたことが──？

　暴れる良晴の脇わきで、光秀と信奈がひそひそ話。

「その初恋のお方とは、どのようななれそめで」

「十年前に堺に来たときに父上と三人で堺見物をした思い出だってことはサルには内ない緒しよよ」

「十年前？　その時にはまだ、信奈さまは六つか七つでは」

「まあね。初恋っていうよりは、憧あこがれのお兄さんって感じかしら。でも、その人ももう死んじゃったけどね……」

「そうでしたか……何やら驚いて暴れている先輩にも教えてさしあげたほうが」

「ほっときましょう。最近、サルってばちょっとくらい手て柄がらを立てたからって増長してるのよ。わたしの縁えん談だんを潰つぶしたりぃ♪　良いからかいの種が出来たわ、くくく」

「はあ。そうおっしゃるのでしたら、私も先輩をからかいますが。こう見えてもこの光秀、〝人をおちょくる七十二の方法〟を心得ております。その手のことは得意でして」

「ふうん……あんたってほんとに何でもできるのね、十兵衛。いいわ！　サルは最近、増長してるもの。思う存分、からかってちょうだい」

「御ぎよ意い」

　光秀の口元がニヤリと邪じや悪あくにゆがんだことに、妙みように上じよう機き嫌げんな信奈は気づかない。

「なんだよ、何を二人でこそこそ話してるんだよっ？　お、お、俺はただ、たこ焼きが喉に詰まって呻うめいていただけなんだからなっ！」

「ふふっ。なんでもないの。ちょっと手でも洗ってこようかしら」

　信奈がにこにこと笑いながら、席を外した。

　すかさず、光秀が「ニヤリニヤリ」と黒い笑みを浮うかべながら、良晴の隣となりに座り直す。

　良晴も、光秀の豹ひよう変へんに気づいていない。

　てっきり、「二人きりですね先輩！」などと笑顔で話しかけて腕うででもつかんでくれるんじゃないか……などとエロ妄もう想そうに浸ひたっている。

　ああ……耳元に、十兵衛ちゃんが唇くちびるを寄せてきてくれた！

「ななななんだい十兵衛ちゃん？　もしかして、さんざん信奈にいじめられている俺を慰なぐさめてくれるのかい？　どきどきどき」

「……だまれです。サル人間」

　ぼそり。

　……

　空耳、だよな？

　今の黒い言葉……まさか、あの生真面目で素直で純じゆん朴ぼくな十兵衛ちゃんが……まさか、な。

「信奈さまから、サル人間をさんざんからかえ、と命令されました。というわけで、今日からは相良先輩あらため、サル人間と呼ばせていただきます。ちなみにサル人間とはいえ一応は先輩なので、丁てい寧ねいな口調でからかわせていただきます」

　ええええええええっ？

「ちょ。十兵衛ちゃんっ？　いいんだよ、生真面目にあいつのバカ命令に従わなくても」

「うるさいですねサル人間。私に気安く触さわらないでください」

　ぺしっ。

　思わず手をつかもうとして、思い切りはたきおとされてしまった。

「私は土と岐き源氏の血をひく高貴な生まれ。世が世なれば私が道どう三さんさまの後を継ついで美み濃のの国主になっていてもちっとも不思議ではなかったのです。京や堺で顔が利くのもこの高貴な土岐源氏の血筋ゆえです。お前のような未来からやってきたとぬかす謎なぞのサル人間に親しい口をきかれる覚えはないです」

　ええ……ええええええっ？

　じゅ……十兵衛ちゃんのイメージが、イメージがああああ……!?

　女の子って……女の子って、こんなにも怖こわい生き物だったのかあっ？

「ちょ。まさか……まさか、十兵衛ちゃんって裏表のある性格っ？」

「いーえ。目上の人間には礼れい儀ぎ正ただしく、サル人間には礼儀を尽つくす必要がないというだけのことです。だいいち、お前は邪じや魔ま者もの」

「じゃ、邪魔者っ？」

「わかってないのですか？」

　ぺちっ、と容よう赦しやないデコピン攻こう撃げきを喰くらった。

「いてえな。何がだよっ」
















「サル人間。お前がしゃしゃりでてこなければ、信奈さまのおそばにいつも侍はべるのはこの十兵衛光秀だったはず。正しよう徳とく寺じではじめて信奈さまにお会いして以来、私はあのお方のためにわが生しよう涯がいを捧ささげると心に決めたのです！　それゆえ、私は尾張から動けぬ信奈さまにかわって見聞を広めるべく京や越えち前ぜんや堺などを旅してまわりました。その隙すきに、わけ知り顔のサル人間、お前がお前が」

「痛い痛い！　俺だって信奈のためにがんばってきたじゃねーか、何がいけねーんだよっ？」

「織田家に来てわかりました。お前ばかり信奈さまにひいきされてると！　だいいち、お前があの今いま川がわ義元を助命したと聞いてますっ！」

「あ、ああ。そうだけど、なにか」

「信奈さまに桶狭間で負けて歴史的使命を終えた今川義元など、さっさと首を取っておけばよかったんです！　あんな無む駄だ飯めし食いを手元に残したばかりに、こんな面めん倒どうなことに！　だいいち源氏の血を引く将軍候補なんて、他にもたくさんいます！　別にこの十兵衛でもよかったわけです！」

「いや。よくねーだろ、いろいろと……」

「私は足あし利かが義よし輝てる公の妹君、義よし昭あきさまを将軍に擁よう立りつするつもりだったのです！　あのお方は義元と似たようなわがまま姫ひめですがまだまだ年とし端はのいかぬお子さま、操あやつり人形にするには最適だったのに」

「……意外と考えることがえぐいな、十兵衛ちゃん……」

「何を悠ゆう長ちようなことを。信奈さまの夢、天下布武を実現するという崇すう高こうなる目的のためなら、多少の犠ぎ牲せいはやむを得ないです。天下を盗とった暁あかつきには豪ごう華かなお寺を日ノ本各地に建てていっぱい供く養ようすればいいのですぅ」

「まあ、生真面目っちゃ生真面目なんだろうが……なにか、間ま違ちがってるような……」

「三千万人くらいの犠牲は、この光秀すでに覚かく悟ごしているです」

「もはや〝多少〟じゃねえよっ！」

「うるさいですねサル人間。お前が義元などを助命したばかりにあれこれと計算が狂くるったため、私は『わらわは京に残って将軍になるのじゃー』とだだをこねる義昭さまを無理矢理明みん行きの船に押し込めるのに一苦労させられ……その上、いまだに将軍宣下を得られぬこの状じよう況きように！」

　まあ確かに、義元が死ななかったせいで歴史がだいぶ狂ったみたいだけど……と良晴。仮に今川義元と足利義昭が京で遭そう遇ぐうすれば、どちらが将軍になるかで大おお揉もめに揉める。しかも、義昭までもが義元そっくりのわがままな性格とくれば……下へ手たをすれば京を灰かい燼じんに帰した「応おう仁にんの乱」の二にの舞まい。

　そう考えると良晴、だんだん立場がなくなってきた。

「その上、関かん白ぱく近衛前さき久ひさどのまで怒おこらせて。いったいどうしてくれるですか！」

「あれは、名門を鼻にかけて人をバカにするあいつが悪いんだろうが。俺は悪くねえぞ！」

「ふんっ。人さまのことをバカにするのはいけませんが、サル人間ならバカにしてもいいんですぅ～」

　つーん、と光秀がそっぽを向いた。

　高貴、端たん整せい、ノーブル。

　そんな言葉を人間の美少女に変へん換かんしたらまさにこんな感じかな……と思わされる光秀の美しすぎる横顔。

　身分だの格式だの出自だのをいっさい気にしない現代っ子の良晴でも、思わず「お、おぜうさま」とひれ伏ふしたくなってしまう。

　それだけに良晴は腹立たしい。

　特に、賢かしこそうな広いおでこ。

　パチキだ。パチキを入れてくださいです、と俺を誘さそっている！

　きぃい！　と光秀の広いおでこにパチキを入れようと良晴が襲おそいかかるが、さらりとかわされてしまった。

「ああそうそう。私がお前をサル人間と呼んでることを信奈さまに告げ口したら、お前に押おし倒たおされて胸をいっぱい触られたと言い立ててやりますから」

「うわあ黒いぜ、黒すぎるぜその発言は！」

「この十兵衛が習得した〝人をおちょくる七十二の方法〟その十七。〝痴ち漢かんえん罪でおちょくるの法〟です」

「それは、おちょくってるんじゃねえ。罪もない男を破は滅めつさせる悪あく魔まのわざだ！」

「お前がもし破滅したら、悪気はなかったですぅ、と泣いてあげます」

「寺を建ててごまかす気かっ!?」

「はぁ？　サル人間ごときに寺なんてもったいないです。腐くさった卒そ塔と婆ばで十分です」

「ぐっ……ショックだ……こんなに裏表がある女の子を目まの当たりにすると、ショックだ……」

　こっちの世界に来てから俺ってモテモテだよなと調子に乗っていたせいか、すっかり涙目の良晴。

　もしかして裏しかなくて表がない、ある意味正直者の信奈って、とってもいい子？

「ん？　何してるの？　ケンカ？」

　何も知らない町まち娘むすめ姿の信奈が、今度はいか焼きを手に持って戻もどってきた。

「これも美お味いしそうよ。はむっ……はい。食べかけでよければ、サルにも一口あげる」

「……そんな気分になれねえ……しくしくしく」

「うあああああん！」

「何よ、どうしたのよ？　二人とも、なんで泣いてるの？」

「そうだそうだ。俺はともかく十兵衛、お前がなぜ泣くっ？」

「うあああああん！　お嬢じよう様さまぁ！　お嬢様がいないすきに、相良先せん輩ぱいに押し倒されて胸をいっぱい触られてしまいましたぁ！」

「げえーっ!?　俺はまだ何も告げ口してねえのにい！」

　どっかーん!!

　信奈の頭から火山が噴火した……ように、良晴の目には映った。

　ざまあみろです……これが〝人をおちょくる七十二の方法〟、その三十五〝約束を守るふりして守らないの法〟です、と信奈の背後で光秀がニヤリと笑っている。

「さささサルっ……！　あんた、もしかしてほんとうにサルだったのっ？　な、なによ、なんなのよ、どうしてわたしに隠かくれて十兵衛の胸なんか揉んでるのよっ!?　むきいいいっ！」

　信奈、大だい激げき怒ど。

　町娘に扮ふんしていなければ、即そく座ざに日本刀で良晴の首を落としていたに違ちがいない。

　だが、残念ながら、今の信奈は丸まる腰ごし。

　とりあえず良晴の体を蹴けり飛ばして、側頭部を容赦なくがんがんと踏ふみつける。

「信じられない、先輩に従順な十兵衛につけこんでそんないやらしいことをするなんて！　この、女好き！　変態！　浮うわ気き者っ！」

「い、いや俺はだな……ああ、言っても信じてもらえないに違いない！　しかも十兵衛の言い分は信しん頼らい性せいありだ、日ひ頃ごろの俺の言動に鑑かんがみて！　ちくしょう日頃の信用って大事だったんだなあ！」

「というわけで十兵衛。いか焼きはあんたにあげる」

「御ぎよ意いです！　……信奈さまと間接接せつ吻ぷん……ニヤリ」

「さーて。これからこのエロザルに、どんなお仕置きをしようかしらね」

「相良先輩は乙女おとめの敵だったです！　無条件で斬きり捨てましょう！」

「待て！　信奈、十兵衛は噓うそをついている！　こいつはお前の前と俺の前ではぜんぜん性格が変わる二重人格！　俺は十兵衛の胸なんか揉んでねえ！　どうせ命を賭かけて揉みに行くのなら、勝家ぐらいでかくないとダメだっ」

「なんですってえ！」

　さらに頭を蹴りまくられてしまった。

「ああっ、口が滑すべったあ！　でも本当なんだ、俺を信じてくれえ！」

「信じられないです……よくもこんな噓を……相良先輩は鬼き畜ちくです、うあああああん」

「んー……でも十兵衛を疑うわけじゃないけど、命を賭とすくらいなら六りくの牛みたいなおっぱいを狙ねらうというサルの血の叫さけびにも、なんともいえず得体の知れない信しん憑ぴよう性せいがあるわね……」

　信奈は、思案顔。

「信奈、聞いてくれ、これは痴漢えん罪というやつだ！　俺の世界のサラリーマン親父おやじたちが、どれだけギャルやＯＬどもに痴漢えん罪をかぶせられて人生破滅してるか……つまり、この事件には証しよう拠こがねえ！　お前は証拠もなしに人を裁くような非合理な奴やつだったのかっ？」

「うあああん。あんな辱はずかしめを受けたあげく、噓つき呼ばわりされるなんてぇ。十兵衛はもう、織田家に奉公するのが怖いですぅ。相良先輩とは同じ職場にいられないですぅ」

　信奈は、さらに思案顔。

「……そうね。証拠がない以上、どこまで行っても真相は藪やぶの中……かといって、わたしの〝サルが憎にくい！〟という個人的な感情で十兵衛に与くみするのは、主君としては不公平」

　結論を思いついたらしい。

「世が世なれば、一いつ騎き打うちで勝ったほうが正しいって決めちゃう手もあるんだけどぉ。それじゃサルが絶対負ける上に確実に死んじゃうわけだし。ここは、平等を期して仕事で勝負させることにしたわ」

「「仕事で、勝負？」」

　ああもう。この町には信奈の初はつ恋こいの人がいるかもしれないし、十兵衛ちゃんはドス黒い正体を現したし、しかも信奈は俺が後こう輩はいにいやらしい真ま似ねをする変態だと思い込んでいる。

　俺、実はぜんぜんモテてなかったのか……。もう現代に帰りてえ。

　良晴は泣いた。

　そんな三人の前に、ゆらり、と大おお柄がらな町人風の男が姿を現した。

「ふうむ、どこかで見覚えがある、ええ笑顔や。もしやあんた、織田信のぶ秀ひでどののおひぃさまとちゃいますかな？」

　年の頃ころは、働き盛りの壮そう年ねんというところ。

　髪かみは半ば白いものが交じっているが、衰おとろえを知らぬ屈くつ強きような肉体の持ち主だった。

　岩のような大きな顔は、頑がん固こ一いつ徹てつという言葉がぴったりの苦み走った男のもの。

　南なん蛮ばん渡と来らいの片かた眼鏡めがねをかけている。

　背は高く、肩かた幅はばは広く、決して肥満なわけではないがたっぷりと厚みもあった。

（日本人つーより、ドイツ人の将軍みたいだな）

　と良晴は思った。

「ええ、そうよ。おじさん、誰だれだったかしら？」

　信奈に見つめられた商人が、破は顔がん一いつ笑しよう。

「おひぃさまが覚えておられぬのも無理はありゃしまへん。十年前、信秀どのが堺に来られた時にはまだそれがし、三十をいくらか過ぎたばかりのぺえぺえの若造でしたわ。それがし、堺会合衆の一人、今いま井い宗そう久きゆうという者」

「今井宗久？　ああ、いつもわたしが種子島を買ってる納な屋やの主人ね！」

「ああっ、思い出した！　『織田信のぶ長なが公の野望』の隠れたレギュラーキャラ！　季節の変わり目になると大名のもとに茶器を売りに来るおっさんだ！」

「ちょ。なんであんたが思い出すのよ、サルっ？」

　今井宗久が、豪ごう快かいに笑った。

「ふははは！　このあんさんは、おもろいお方でんな」

「おわっ。笑い声がでけえおっさんだな」

「確かにそれがし、あきんどであると同時に茶ちや人じんでもおます。ま、それがしの茶の湯は商売のためにたしなんどる程度ですがな」

　今井宗久どの。以前茶会でお見かけしたことがあります、と光秀が律りち儀ぎに頭を下げた。

　光秀は、堺の会合衆が顔を出す茶会にも何度か参加しているらしい。

「どうでっしゃろ。おひぃさまがこないな往来にいつまでもおるのは物ぶつ騒そうですわ。堺に逗とう留りゆうされる間、それがしの屋や敷しきにお泊とまりいただくわけには？」

　十兵衛も来ちゃったし、まあいいかしら……と信奈がうなずいた。

「わたしたちは重大な仕事で来ているの。宗久、乗ってくれるかしら」

「ほう。今や、今川公く方ぼうを擁よう立りつしようとしとる天下人のおひぃさまや。でかい話でっしゃろな」

「ええ。今月中に十二万貫かん文もんを稼かせがなきゃいけないの」

「それは、桁けたが違いますな」

「ただし、今回のわたしは尾お張わりのういろう問屋の一人ひとり娘むすめ・吉として堺を見物しているだけよ。この仕事、サルと十兵衛に競きそわせるわ。そして負けたほうは、岐ぎ阜ふ城じようの厨ちゆう房ぼう係がかりに左さ遷せん！」

　な……なんですとー、と良晴と十兵衛が顔を見合わせた。

「そう。どちらの言い分が正しいか、この勝負で白黒つけるってわけ。これこそが平等公正な神明裁判ってやつよ。ふふふっ」




　　　　※




　今井宗久の屋敷を仮の宿と決めた信奈一行は、さっそく客人用の部屋を借りた。

「ようお越こし下さった、おひぃさま」

「デアルカ。松まつ永なが弾だん正じようはわたしに降参して大和やまとへ引っ込んだわ。三み好よし一党は六に敗れて四国へ逃とう走そう。宗久、あんたもわたしの味方につく？」

「それはもう。織田家はお父上の代から今井の鉄てつ砲ぽうをごひいきにしていただいとる上得意様」

「そう言いながら、織田家以外にも種子島を売りさばいているそうじゃない、宗久。まったく食えないおっさんね」

「商あきないちゅうのは、そういうもんですわ。高う売れるのでしたら、どこにでも売りますがな」

　信奈はふんと不敵に笑って庭園を眺ながめながら、宗久が点たてた茶を一いつ服ぷく。

「どうでっしゃろ。粗そ茶ちやにございますが」

「デアルカ」

「というわけで、どうぞ、納屋名物のたこ焼きをおひとつ」

　納屋とは、今井宗久が開いている店の屋号である。

　いまや浪速なにわ名物となったたこ焼きは、わが納屋の独どく占せん物ぶつでございますわ、と宗久。

「ほんとに美味しいわね。サル、十兵衛、あんたたちもどう？」

　だが、負けたら厨房係などと言われた良晴と光秀は、それどころではない。

「信奈さま。厨房係左遷の話は、なにとぞ……勝敗ははじめから見えております。いくらこの十兵衛の胸を揉もんだ変態とはいえ、さらし者にされて恥はじをかくサル人間、いえ、相良先輩がおかわいそうです」

「なあ信奈。この噓つきデコ娘がどうなろうが俺は知ったこっちゃないが、お前こんな無む体たいな人事ばかりやってるとそのうち謀む反ほんされるぜ？」

「だめだめ。織田家は実力主義。身分は問わないけど、そのぶん出世競争が激しいの。どっちもがんばりなさいね」

　いちいち家臣を追い詰つめたがるのは、信奈の悪い癖くせである。

　良晴は「信奈の初恋の人が、この堺に……いったいどんな男なんだ、きぃい」とテンパってるし、その上、光秀との手て柄がら争いまで課せられてしまって焦り顔。

　その光秀も、

（この十兵衛光秀ともあろうものがサル人間と競わねばならないとは心外です。ですが、この勝負に勝てばサル人間は左遷。信奈さまの寵ちよう愛あいを独占できます！）

　と早くも切れ長の目を血走らせている。

　今井宗久は、しかし、こんな空気の中でも泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。

「そうそう。本日は、客人がきとります。お引きあわせいたしましょうか」

「誰なの？」

「天てん王のう寺じ屋やの、津つ田だ宗そう及ぎゆう。この納屋の今井宗久と並ぶ豪ごう商しようですわ」

「名前も似てるな、おっさん」

「まことに。商売敵ですわ」




　天王寺屋の当主、津田宗及。

　豪快な今井宗久とは対照的な、線が細い青白い男だった。

「手前が津田宗及にございます。明智さまとはかねてより昵じつ懇こんにさせていただいております」

「デアルカ」

　信奈は、上品ぶった津田宗及とはどことなく馬が合わないらしい。

　良晴も（商人って感じがしねえなあ……）と胸むな騒さわぎを覚えている。

　津田宗及と知ち己きの光秀だけが、「お久しぶりです」と上じよう機き嫌げんで、急ぎ十二万貫文が必要な件、自分と良晴が手柄を競い合っていて負けたほうが厨房係に左遷される件を、ぺらぺらと話してしまった。

　おいおい全部しゃべっちゃっていいのかよ……と良晴は冷や汗あせもの。

「なるほど……ご事情のほど、了りよう解かいいたしました」

「津田どの、妙みよう案あんはありますか？」

「堺は三十六人の会合衆が治めている町。それぞれから三千三百貫文ほどを矢銭として納めさせれば、ほぼ十二万貫文近くになりましょう」

　信奈が、口を開いた。

「あんたたち堺の商人が、そんな大金をタダであっさり払はらうわけないでしょ？」

「御ぎよ意い。そこで、十二万貫文の値打ちのあるものをわれらに売っていただきます」

「なるほどね。でも、何を売ればいいのかしら？」

「新たな名物です」

「名物っていうと、茶器？　そんな高価な茶器は持っていないわよ」

「いえ、料理です。納屋さんの〝たこ焼き〟に匹ひつ敵てきする堺の名物料理を開発していただき、会合衆のみなさまに売り込んでいただくのです。納屋さんの〝たこ焼き〟とは異なり、どの店でも売れる名物料理──これぞ納屋さんのたこ焼き商売に押されている会合衆のみなさまがほしがっている商品です」

　三日後に会合衆の集まりがあります。その時に、お二人が開発した名物を売り込めばよろしいでしょう、と津田宗及が淡たん々たんと述べた。

「ただし……納屋さんにご承知いただければ、の話ですが。なにしろ、堺の名物料理といえば納屋のたこ焼きが独占状態。巨きよ額がくの利を得られております」

「それがしは異い存ぞんおまへんで。名物料理も、自由な競争があってこそ栄えるちゅうもんや」

　今井宗久が、さらりと受け流す。

「名案だけど……十兵衛とサルに、そんな料理の心得なんてあるかしら……」

「ただし、名物は新たに二つも要いりますまい。三十六人の投票で過半数をとったほうだけを買い取らせていただきます」

「厳しいわね」

　津田宗及は、「それで織田家のお二方の決着もつきましょう」と涼すずしい顔。

「なお、いずれも買うに値あたいする名物でなければ、白票を投じてもよしとします。どちらも過半数に達せねば、このお話はそれまでです──この条件ならば、売れそうもない商品をつかまされる恐おそれはなし。銭ぜにを惜おしむ会合衆の面々も納得するでしょう」

　商人は儲もうからんものには銭を出しませんからな、と今井宗久がうなずいた。

　信奈たちにとっては少々厳しい条件だが、今は津田宗及の提案に乗るしかない。

「承知したわ。十兵衛！　サル！　聞いたでしょう、今すぐ名物料理を考案するのよ！」

「御意です。サル人間……いえいえ相良先せん輩ぱいには負けません。この十兵衛、浪ろう々ろうの身であったゆえに自じ炊すい料理も得意なのです」

「ちょっと待ってくれ！　俺は料理なんてぜんぜんできねえぜ！　別の勝負にしてくれ！」

「ダメよサル。もう決まったことなの」

「ちょっとおおおおおっ!?」

　津田宗及は帰り際に「おなつかしや明智さま、今宵こよいからは我が邸てい宅たくにぜひ」と光秀を誘さそった。

　光秀は「でもサル人間が信奈さまにいやらしい真ま似ねをしないよう見張らないと……」とためらいながらも、宗及の厚意を断り切れない。「夜には戻もどります」と言い残して津田宗及についていった。




　光秀が津田宗及の邸宅へ出かけた後、信奈と良晴はにらみ合った。

　今井宗久は、相変わらずたこ焼きを満まん喫きつしている。

「ふふっ。どうするの、サルぅ～？　十兵衛はなんでもできる切れ者なんだから。このままじゃあんた、ボロ負けして厨房送りよ」

「戦いくさならともかく料理勝負なんて、女の子の十兵衛が有利に決まってるじゃねえか。どうあっても俺を厨房係に追いやるつもりだな！」

「ふーんだ。堺に来てからあんたは急に悶もだえたりしてるし、十兵衛も京の警護を放り出したりと様子が妙みようだし、はっぱをかけてあげてるだけよ。だいいちあんたって、ぎりぎりまで追い詰められないとがんばらない男じゃない？　いいかげん、わたしの性格に慣れなさいよ」

「俺はともかく、十兵衛みたいな生き真ま面じ目めな奴やつにそーゆー追い込みは逆効果だぜ……思い詰めて何をしでかすか」

「そうかしら？」

「そ、それに、俺が悶えてるのはそもそもお前のせいだ」

「なんでよ？」

「いや、だから、えっと……」

　しまった。

　この堺に初はつ恋こいの人がいるかも……信奈の前にいきなり現れたらどうしよう……浅あざ井い長なが政まさとの結けつ婚こんを嫌いやがっていたのも、実はその男のためで、俺に気があるわけじゃなかったなんて……そんなことをつらつら考えてしまうと、良晴の胸は張はり裂さけそうになってしまう。

　だが、そんな恥はずかしい事実を認めるわけにはいかないし、まして信奈本人に知られたくない。知られれば、それをネタにどれだけバカにされるか。

「な、なんでもねえよ……」

　そんなふうに戸と惑まどう良晴を見ているうちに、信奈はいよいよ調子に乗ってくる。

「ああそう。ま、どうでもいいけど。あーあー、わたしの初恋のあの人とばったり出くわさないかなー」

「きぃい！　誰だれなんだよ、その初恋の男って！　そもそも人間なのかっ？　鵺ぬえとか狒ひ々ひじゃねえのかっ？」

「人間に決まってるじゃない、失敬ね！　あんたとは月とすっぽん、天と地くらい差がある美形なんだから！」

「俺の世界で言うところの、イケメンか……きぃ、しょせん信奈も男の顔に弱いのか！　たかが顔の皮一枚のことで……むかつく！」

「ちょっと、ほんとに失敬よ。わたしが男の顔だけに夢中になるわけ、ないじゃない！　あの人は見た目もかっこよかったけど、ほんとうにすばらしいのは中身よ、中身。高こう邁まいな理想……使命のためなら死をもいとわぬ勇気……人々の身分など眼中になく、誰に対しても平等に溢あふれる慈じ愛あい……まさしく、理想の殿との方がただったわ♡」

　信奈は、もうしばらく良晴を嫉しつ妬とさせておきたいらしい。

　かれこれ十年前、わたしがようじょだった頃の思い出だけど、とは言ってあげない。

「ふん。顔がよければ、中身も美しく見えてしまうものなのさ。あーあー、さっさと京に帰って半兵衛ちゃんとお茶すっかなー」

「むっ。何よ、半兵衛ちゃんって」

「半兵衛ちゃんは誰かさんと違ちがって罵ば詈り雑ぞう言ごんなんか浴びせてこないし、誰にでも優しいからな」

「むきい！　なによそれ。だいたいあんた、ねねをどうして連れてこなかったのよ？　京に来たら思いきり女遊びするつもりだったんでしょっ」

「はあ？　ねねを置いてきたのは、戦に巻き込むと危ないからだよ！　こんなにあっさり京に入れるとは思ってなかったんだ」

「ああそう。つまりは、わたしの大戦略を信じてなかったってわけね。きっと上じよう洛らくに失敗するに違いないと……ふーん」

「そんなこと言ってねーだろ！」

「ふんっ！　どうかしら！　いい？　十兵衛との勝負に負けたら、あんたみたいな〝妖よう怪かい乳揉みザル〟なんてほんとに厨房係に左さ遷せんしちゃうんだから！」

「おう、左遷しやがれ！　俺が勝ったらその時は覚えてろ！」

　部屋の隅すみで茶を一服していた宗久が、ぼそりとつぶやいた。

「夫ふう婦ふゲンカは猫ねこも喰くわぬと申します。お二人さん仲がよろしおまんな」

　すぅー、はぁー。

　良晴と信奈が同時に息を吸って、そして、

「「夫婦じゃないっ！」」




　　　　※




　この時。

　津田宗及の屋や敷しきでは、光秀が「実は一つ、さるお方から依頼されている秘密の仕事を請うけ負おってほしいのです。この仕事を片付けてくださったら、会合衆に手を回して相良さまとの名物勝負に勝たせてさしあげましょう」ともちかけられ、とある裏の仕事の依い頼らいを受けていた。

「ふふん。持つべきものは友ですね。おまかせあれ！」

　絶対にサル人間に負けられないと焦あせっている光秀、何も考えずにこくりとうなずいている。

　利口者だが、ひとたび主命を受けると他のことは何も見えなくなるらしく、津田宗及がいかに黒い話を提案しているかまでは気づけない。

「なに、簡単な仕事ですよ。だが手前が直接手をつけると、何かと面めん倒どう。あなたさまが独断でなさったことにしてください」

「わかりました。明日、ただちに仕事を済ませて参ります」

　たしかにこのお方の人を疑うたがうことを知らない素す直なおさとまっすぐさを利用すれば容易に織田家を分裂させられる、と津田宗及は確信していた。







　　　巻ノ三　南なん蛮ばん寺じの邂かい逅こう







　翌日。

「五ご右衛え門もんたちは京で留守番だし、十じゆう兵べ衛えちゃんは裏表ある性格だった上にいまや厨ちゆう房ぼう係がかりをかけたライバルだし……正直言って、戦国時代の町に一人きりはさすがに心細いぜ」

　ねねを連れてくればよかったなーとぼやきながら、丁稚でつち姿の良よし晴はるは堺さかいの町を歩いていた。

　信のぶ奈なと今いま井い屋や敷しきで顔をつきあわせているとひたすらケンカばかりだし、愛らしい乙女おとめのような表情で「初恋の人」の話をされると腹がむかむかしてくるし、腹いせに信奈の部屋に夜よ這ばいをかけようとすると信奈の隣となりの布団で寝ねている十兵衛に種たね子が島しまを突つきつけられるし。

　ここは堺の町を散歩しながら、作戦を練るとするか。

（十兵衛との名物勝負か……「究極のメニュー[image: vs]至高のメニュー」って奴やつだな。とはいえ、俺は自炊経験すらないし……）

　イチかバチか、堺をうろついて新メニューのネタを探すか。

　そう決めて今井屋敷を飛び出したまではよかったが、なにぶん戦国時代にはケータイやスマートフォンがあるわけではない。一人では、右も左もわからない。

　でたらめに歩くうちに、戦国日本の建物とは思えない石造りの教会の前まで辿たどり着いていた。

　建物の最上部には、十じゆう字じ架かが飾かざられている。

「これは……南蛮寺ってやつか」

　ものめずらしさに、つい扉とびらを開いて中を覗のぞき込んでいた。

「おお、これは！」

　まさに、教会。

　祭さい壇だんがあり、十字架があり、キリスト像にマリア像。

　十数名の信者や見学者がめいめい西洋風の椅い子すに座って、祭壇に立つ修道女の説話に耳を傾けていた。

　その聖書を朗読している若い修道女は、流りゆう暢ちような日本語を話してはいたが、着ている衣服は良晴がＲＰＧでよく見慣れていたシスターの服装そのものだったし、しかも、

「西洋人のシスターだ！」

　金色に光る髪かみに、真っ白い肌はだ、そして碧あおい目。

　透すき通るような柔やわらかな声、少女の幼さを残しつつもまぶしいばかりの美び貌ぼう。

　あまつさえ、これほど清せい楚そで可か憐れんな少女の細い身体からだには、良晴が思わず目を疑うような巨きよ乳にゆうが──人じん智ちを超こえた超乳が与あたえられているではないか！

（おおおおおおおっ？　に、日本人の女の子では絶対に有り得ない奇き跡せきのプロポーションっ！　この愛らしい童顔に、この破は壊かい的てきバスト！　まるで……まるでポリゴンで作られた３Ｄゲームキャラのようだ！）

　この美しい女の子は……エルフだ！

　エルフが、戦国時代の日本に実在した！

　ふらふら～。

　かわいい女の子を見ると、良晴はつい近寄っていってしまう。

「きっ……貴様、誰だ？　我われらの集会所に、勝手に入ってくるな！　危険だ！」

　信者なのか見学者なのかはわからないが、片眼に眼帯をした幼い女の子が良晴の前を通せんぼ。髪の毛はどういうわけか金髪。全身は、黒ずくめ。漆しつ黒こくの南蛮合羽カツパを身にまとい、首から銀色の十字架を下げているが、なぜかその十字架が逆さまになっている。腰には鎖くさりをじゃらじゃら付け、足には革ブーツ。とんでもない南蛮かぶれの子供だが、ちんまりとした刀を腰こしに下げているところを見ると、これでも武家の娘むすめらしい。

「こら。入ってくるな。我らは今、〝黙もく示し録ろくのびぃすと〟について教わっているところ……」

　ぎりぎりと歯ぎしりしながら、眼帯娘が良晴の目の前に手をかざし、

〝えろいむえっさいむ、えろいむえっさいむ〟

　と、あやしげな悪あく魔ま召しよう喚かんの呪じゆ文もんを唱えてくる。

　聖なる教会でエロイムエッサイムもねえだろう、と良晴は思った。

「いや、俺は……君の敵とかじゃなくて……えーと、困ったな」

「……こっ……これ以上、我が結界に踏ふみ込むでない！　死にたいか！」

「聞けよチビガキ。俺は尾お張わりから来た織お田だ家の部将、相良さがら良晴。久々に西洋人を見たのでつい入ってきただけで、別に他意はない」

「せ……聖せい妖よう陣じん？　なんだそれは、いかなる悪魔を召喚する〝ぺんたぐらむ〟か？」

　この眼帯した子、いったい何を言っているのかさっぱりわからない……と良晴は首を傾かしげた。

「ククク……面白い。どうしても我と決着をつけたくば、この梵ぼん天てん丸まるの必殺奥おう義ぎを味わっていくがよい！　喰らえ、〝十二使徒再ボンテンマルモカクア臨魔界全殺リタイスゴイソード〟!!!!」

「おいこらチビガキ、刀を抜ぬくんじゃねえ！」

「ふふ。梵天丸ちゃん。イエスさまのお話を聞きに来てくださったお方を、そのように拒こばんではいけませんよ。それに、ここは教会です。抜ばつ刀とうしては、いけません」

　エルフとみまがう美少女シスターが、聖母のような笑顔を浮うかべて眼帯娘──梵天丸の動きをやんわりと封ふうじた。

「フッ。フロイスがそう言うのなら、この梵天丸も子供ではない。決着をつけるのは後日としよう」

「子供だろーが、お前。俺のへそまでしか背が届いてないぞ」

　良晴が突っ込こむ。

「子供ではない！　我こそはこの日ノ本の転てん覆ぷくをはかる破壊の大だい魔ま王おう、〝黙示録のびぃすと〟こと梵天丸なるぞ！」

「はあ、日ノ本転覆だあ？　ずいぶん悪いガキだな。お尻しりぺんぺんだな」

「こらー、我を抱だきかかえるでない！　放せ放さぬか！」

　他の信者たちが、くすくすと笑いをこらえて二人を見守っている。

「梵天丸ちゃんは、イエスさまの教えよりもその……〝よはねの黙示録〟という恐おそろしい物語がお気に入りのようで、黙示録のびぃすとに夢中なんですよ」

　祭壇から降りてきた若き修道女、フロイス。

　一歩歩くごとに、修道服に覆おおわれた胸が、ゆやゆやん、と揺ゆれて良晴の視線を釘くぎ付づけにする。

（こ、これは……いったい何カップあるんだ……じ……ＧとかＩとか、決してそんなちゃちなバストじゃねえぜ！　こんな幼い顔の子に、どうしてこんな神のバストが……くそっ、俺の心眼をもってしてもサイズは計測不能だ！）

「ええと、ヨシハルさん？　わたしはこの堺南蛮寺の司祭を務めさせていただいています、ドミヌス会宣教師のルイズ・フロイスと申します。先年、ポルトガルから参りました。よろしくお願いします」

「あ、ああ！　よろしく！」

「くくく……注意しろフロイス。この男はフロイスの乳ばかりを見ている。きっと悪魔に魂たましいを乗っ取られているに違いない」

　良晴に抱きかかえられた梵天丸が、ニタリと白い歯を見せて微笑ほほえんだ。

　きぃい、なんてかわいくねえガキだ！　と良晴は思った。

「まあ。そ、それはその……ええと、む、胸が不自然に大きくてすみません……」

　そうなんです。ジパングに来てからというもの、皆みなさんから「まるで牛みたいだ」「牛の神様を信じてるのかね」「乳が溜たまっておるのかな、どれわしがしぼってやろう」と奇き異いの目で見られ続けて、くすんくすん、とフロイスが涙なみだぐむ。

「わあわあ。違うんだ、フロイスちゃん！　これは男の本能みたいなもので……くそっ黙だまってろチビガキ！　尻叩たたきだ！」

　ぱちんぱちん。

「痛い痛い！　くっ、我を辱はずかしめるな！　だ……だめだ……封ふう印いんしていたびぃすとが……覚かく醒せいしてしまうっ……！　やめろおおお！」

「どういう設定なんだよ、いったい……」

　フロイスが涙を拭ふいて、立ち直った。

「ともあれ、ヨシハルさんは何か悩なやみ事ごとがありそうなご様子。〝迷える子羊さんよ、求めよ、さらば与あたえられん〟と申します。ここで出会ったのも、主のお導きでしょう」

「確かに、そうかもしれねえ」

「わたしでよければ、お悩みをうかがいましょう」

「聞いてくれるか？　ありがてえ」

「えー。〝よはねの黙示録〟を朗読してからじゃなきゃ、我はイヤだー！」

「はいはい。それでは、先に黙示録を読みますね、梵天丸ちゃん」

　戦国時代の南蛮寺で「ヨハネの黙示録」ってのも妙みような取り合わせだな……と良晴は思った。

　とりあえず空いていた椅子に座り、膝ひざの上に梵天丸を拘束したままフロイスの朗読に耳を傾かたむける。




《ヨハネの黙示録、第十三章──わたしはまた、一いつ匹ぴきの獣けものが海から上って来るのを見た。それには角が十本、頭が七つあり、それらの角には十の冠かんむりがあって、頭には神を汚けがす名がついていた……》




　おおこわ。おっかねえことやなあ、と信者たちが震ふるえ上がる。

　フロイスちゃんの天使のような美声と文章の内容がぜんぜん合ってねえ……と良晴。

「きたー！　びぃすと、きた───！　くくく、いつ聞いても〝獣〟が登場するこの場面は我の脳のう髄ずいをしびれさせる……！」

　梵天丸ただ一人が、良晴の膝の上でじたばたと暴れてはしゃいでいる。

　フロイスは「あはは……子供はこういうの、好きですから」と苦笑いを浮かべながら、朗読を続けた。





《わたしはまた、ほかの獣が地から上って来るのを見た。それには小羊のような角が二つあって、龍りゆうのように物を言った。

　そして、先の獣の持つすべての権力をその前で働かせた。また、地と地に住む人々に、致ち命めい的てきな傷がいやされた先の獣を拝ませた。

　また、大いなるしるしを行って、人々の前で火を天から地に降らせることさえした。

　さらに、先の獣の前で行うのを許されたしるしで、地に住む人々を惑まどわし、かつ、つるぎの傷を受けてもなお生きている先の獣の像を造ることを、地に住む人々に命じた。

　それから、その獣の像に息を吹ふき込んで、その獣の像が物を言うことさえできるようにし、また、その獣の像を拝まない者をみな殺させた》






「二匹ひき目、きた─────！　やれ、やってしまえー！　いいぞ、びぃすと！　天から来たりし炎ほのおですべてを焼き尽つくせ、燃やし尽くせ！　この悪徳に満ちた日ノ本を滅めつ亡ぼうさせてしまうのだー！」

「おいおいチビガキ。お前、そうとう心を病やんでるぞ」

「特別に教えてやろう、我が好敵手の相良よ。最初に登場する〝獣〟とは、我のことだククク。次に出てくる二匹目は、我の家来、小こ十じゆう郎ろうのことを予言しておるのだ！」

「誰だれだよ小十郎って！　聖書に出てくる預言者が、そんな日本ローカルな予言するかよ！」

「おお、いつ聞いてもぞくぞくするな。口を開いてしゃべる我が銅像を小十郎に作らせ、我を拝まぬ領民はいずれ皆みな殺ごろしよ。く、く、く」

「ふふ。あと少しですから、ヨシハルさん」




《また、小さき者にも、大いなる者にも、富める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴ど隷れいにも、すべての人々に、その右の手あるいは額に刻印を押させ、この刻印のない者はみな、物を買うことも売ることもできないようにした》



















「刻印きた────！　我われを拝め、我にひれ伏ふせ！」

「おいおい……おや？　このくだり……俺もどこかで、聞いたことがあるな……」





《この刻印は、その獣の名、または、その名の数字のことである。

　ここに、知ち恵えが必要である。思し慮りよのある者は、獣の数字を解くがよい。その数字とは、人間をさすものである。そして、その数字は六百六十六である》






「六・六・六、来た─────────！！！！！！」

「俺の膝の上で暴れるんじゃねえ！　痛い痛い、どこを蹴けってるんだこのチビガキ！」

「くうう、しびれるううう～！　わかるか、相良。我こそがこの獣、びぃすとよ」

「なんでだよ？　頭に六六六の紋もん章しようでもあるのか？」

「我が眼帯を、みよ」

　梵天丸が指さす先を、覗のぞき込んでみた。

　片眼につけた眼帯に、よく見ると、６・６・６と刻印してあった。

「お前は、アホだ」

　ぽかっ。

「こらっ、殴なぐるな！　我を殴るでない！　衝しよう撃げきで我の中に眠ねむるびぃすとが目覚めたらどうするのだ！　びぃすとが恐ろしくないのか、うぬは！」

「くすくす。今日はここまでにしておきましょうね、梵天丸ちゃん」

　フロイスが聖書を閉じ、信者たちが「いやぁ、『あぽかりぷす』はいつ聞いてもおっかないでぇ」「坊ぼう主ず寺でらの地じ獄ごく巡めぐりより南なん蛮ばん寺じの黙もく示し録ろくのほうが迫はく力りよくあるわぁ」「堪たん能のうした、堪能した」とうなずきながら帰って行く。

　帰り際、皆みなが米や野菜などを置いていくのは、日本を訪れたフロイスが無給で奉ほう仕ししているためなのだろう。

「それでは皆さん、また明日あしたよろしくお願いします」




　残ったのは、フロイスと良晴、そして梵天丸。

「お前も帰れよ！　いつまで俺の膝の上に乗ってるんだ！」

「断る！　フロイスとうぬを二人きりにすれば、フロイスの乳が危ないからな！　我が隻せき眼がんは人の心の真実を見み抜ぬく力を宿しておる。そのいやらしい目を見ればうぬの魂こん胆たんなど簡単にわかるのだ、ククク」

「いや、だから、それは男としての本能であって……不ふ可か抗こう力りよくつーか……困ったなぁ～」

「あのう、ヨシハルさん？　ご相談とは、梵天丸ちゃんに聞かせると困ることでしょうか？」

「いや。別に構わないけどな。たぶん」

　良晴は、ここでフロイスに正式に自じ己こ紹しよう介かい。

「俺は相良良晴。尾お張わりの織田家に仕える部将だ。現実離れした話だけど、ヨーロッパから来たフロイスちゃんになら理解してもらえるかもしれねえ。実は俺、未来の日本から来たんだ」

「まあ、未来から、ですか」

「ああ。この時代から約四百年先の未来だ」

　おおかわいそうに。相良はいい歳をして御お伽とぎ草ぞう子しの読み過ぎだククク。と膝の上で梵天丸がバカにしたような笑い声を立てたので、とりあえずお尻しりを叩たたいておいた。

「叩くな！　叩くなあ！」

「〝黙示録の獣〟を名乗るよりはマシだろーが！　だいいち俺の話は事実だ」

「ヨシハルさんは未来から、どのようにしてこの戦国のジパングへ？」

「それが、自分でもよくわからないんだ。気がついたら飛ばされていた」

「それはさぞかしご苦労なさっていることでしょう。きっと、ヨシハルさんは神デウスさまに選ばれたのだと思います。何らかの重大な使命があるのではないでしょうか」

　一応自分ではそういう設定にしてるけど、ほんとのところは「神かみ隠かくし」にでも遭あっただけかもなあ……と自信なげに良晴がうなずいた。

　だが、純じゆん真しん無む垢くなフロイスちゃんに笑顔でそう言われると、そうかもしれねえ！　と元気がわいてくる。

「フロイスちゃんはポルトガルの生まれなんだよな。どうして日本へ？」

「ヨシハルさんは、ポルトガルをご存じですか？」

「悪い。実は、イスパニアと区別がつかない……ヨーロッパ大陸の一番西にある国だろ？　闘とう牛ぎゆうが流は行やってて……あと、とにかくイスパニアと並んで大航海時代の主役だよな！　蒸じよう気き船せんもないこの時代にこの日本まではるばる海を越こえてくるなんて、すげーぜ！」

　ジョウキセンはわかりませんが、闘牛は流行っています。ヨシハルさんはポルトガルにお詳くわしいのですね、とフロイスが微笑ほほえんだ。

「わたしはご覧の通り、ドミヌス会の修道女です。ドミヌス会は、伝統あるカトリックの修道会組そ織しきです。無む償しよう無む給きゆうで、海を越えて世界中の人々に主の教えを広めるために活動しています」

　フロイスが日ノ本に来たのはこの我──〝黙示録のびぃすと〟を探すためなのだククク、と梵天丸。

「ジパングはマルコ・ポーロが書き残して下さったとおり、世界でいちばん美しい国です。わたしがジパングでの活動を志したのは、わが師フランシスコ・ザビエルさまから〝ヤオヨロズの神々の国〟ジパングが誇ほこる自然の美しさ、そしてヨーロッパの騎き士しよりもはるかに騎士的だという〝サムライ〟について手紙で聞かされてきたからです」

　嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かがやかせながら、フロイスは語る。

「しかし日本での布教活動は大変だろう。寺社勢力が強いからな……特に由ゆい緒しよある京の都は」

「はい。先日ようやく先のショーグンさま、アシカガ公より京での布教活動を許可していただいたのですが、そのショーグンさまはミヨシ・マツナガさまの軍勢によってジパングを追われてしまいました。その後、わたしはカンパクさまの命により京での活動を禁じられたため、今はこの堺におります」

「苦労してるなあ」

「いえ。なにごとも、神のご意志です。わたしはとりわけ罪深い人間なので……」

「フロイスちゃんのどこが罪深いんだよ？」

　フロイスはかあっと頰ほおを赤らめて、良晴から視線をそらすようにうつむいた。

「その……胸のあたりが……大きな罪だと、よく言われます。男を惑まどわせると……ヨーロッパでは、胸の大きな女性は悪魔の使いだとされています」

「なんてこった！　許せねえ！　おっぱいがでかくて、なにがいかんのですか！」

「……で、でも。じ、ジパングの仏の教えでも、似たような扱あつかいなんです。僧そう侶りよの皆みなさんは、わたしの胸を見ると目をつぶって〝いかん、心を乱される〟〝天てん魔まじゃ。天魔の使いじゃ〟と恐おそれるのです」

　フロイスちゃんも生まれてくる時代を間ま違ちがったのだな……と良晴は思った。

　むくむくと芽生える、仲間意識。

「君は罪人じゃない！　むしろ勝ち組！　俺が暮らしていた未来の世界では、巨きよ乳にゆうすなわち正義だった！　中には貧乳マニアもいたけれど、日本人男性の８割は巨乳大好きだったぜ！」

「……そ、そうなのですか？」

「ああ間違いない、断言する！　この時代の人間の美意識のほうが間違ってるんだ！　豊かなおっぱいは母性の象しよう徴ちようにして女の子の最大の武器じゃねーか！　大きな胸がエロすぎてなにがいかんのですか！　おっぱいと七つの海は、男のロマン！　俺なんかフロイスちゃんの胸が揺ゆれるさまを見ただけで天国に昇のぼる気分だぜ！　だから気にするな！　むしろいばれ！」

「い、いばるんですか？」

「そうとも！　堂々と、文字通り胸を張っていればいいんだ！」

　そんなことを言われたのは生まれて初めてです……とフロイスが戸惑いながら良晴の顔を上うわ目め遣づかいにちらりと見つめてきた。

「ヨシハルさんってほんとうに変わった人ですね。ふふ」

「なるほど、梵天丸は覚えた。『我は未来から来た』と言ってしまえば、どんな俺様設定でもアリになるわけか。ククク」

「うるせーぞチビガキ。俺のは、設定じゃねえ！」

　そこから、人生相談となった。

「未来から過去に来られたヨシハルさんには悩なやみが多いと思いますが」

　フロイスの包み込むような笑顔を前に、良晴は思わず「実はさ……いきなり戦国時代に来てしまって家に帰る方法もわからねーし、母さんや学校の友達にも会えないし、もしかして一生このままみんなと再会できねーのかな？　とふと考えこんじまうとなにかこう、泣きたくなって息苦しくなることも……」とフロイスに弱音を吐はきそうになった。

　しかし、良晴は自分の意志で信奈に仕えると決めて以来、そのような弱音は絶対に吐かないと決めていた。命がけで海を渡って異国へやってきたフロイスに対して、異世界へ来てしまったことの不安や望郷の念を訴うつたえるというのも、男として恥だ、と思った。

　だからいつもの陽気な笑顔で、答えていた。

「いや。過去に来たことはぜんぜん悩んでないよ。むしろ戦国ゲームマニアだったから、超ちようラッキー、みたいな？」

「げぇむまにあ？　らっきぃ？　難しい単語がまだまだジパングにはありますね」

「イギリス語だよ」

「そうでしたか！　でも、ほんとうに悩まないのですか？」

「フロイスちゃんも言ったろ。たぶん俺がこの時代に来たことには何か意味があるんだ。っていうか、俺自身が自分でそう決めた。だから、その件に関しては悩まない」

　アホだな、と梵天丸が一言もらし、フロイスは「ヨシハルさんは立派な方です」と感心したように声をあげた。

「元の未来の世界へ帰りたくはなりませんか？」

「まあ、帰りたくなることもあるけど、帰る方法がわからないからな。考えてもしょうがないよ。それより、今は信奈に天下を盗とらせることに夢中だ」

「オダさま、ですね。尾張より美み濃の、美濃より京へ──オダさまの急激な勢力膨ぼう張ちようには、京や堺のひとびとも驚おどろいています。少し前までは、イマガワさまの上じよう洛らく軍に踏ふみつぶされて終わりだろう、と誰だれもがささやいていましたから」

　もしかしてヨシハルさんのお力があったからでしょうか、とフロイス。

　そう言われるとおなかがくすぐったくなって、謙けん遜そんしたくなる。

「いや……ここまで来られたのは、信奈自身の力だ。まあ、すぐに暴走して第だい六ろく天てん魔ま王おうフラグを立てようとする信奈を止める役にはなってるかな……」

「時として過激になりがちな権力者の暴走を止める。家臣として、正しいことです」

　相良お前ぜんぜん悩んでないじゃないか、と梵天丸。

「こいつはフロイスと二人きりでいちゃいちゃしゃべりたいだけだぞ。女たらしだ。心眼を開いている我われにはわかる」

「うるせえ！　その言葉は半分当たってるが、半分は外れている！　悩みは、ある！」

「ヨシハルさんの悩みとは？」

　はずかしいし屈くつ辱じよく的てきだが、素直じゃない良晴もフロイスの柔やわらかな天使の微笑を前にすると正直になってしまう。

「……なんというか……その。堺に来てから、ちょっと気になることが……」

「なんでしょう。他言いたしませんから、お話し下さい」

「ええと。そ、その、俺は別にその女のことなんてぜんぜんどうでもいいんだけどさ。一いつ緒しよに堺見物に来た女の子が、〝この町はわたしと初恋の人の思い出の地〟って言いだして……それから、妙みように気になっていらいらするんだ。あいつ、俺のこと痴ち漢かん扱あつかいするしさ……とにかくいちいち初恋初恋ってうるせーんで、ついケンカしちまって」

　はいはいごちそうさま。さっさとカエレ！　と梵天丸。

「嫉しつ妬とですね。主の教えには、人間が背負っている七つの大罪というものがあります。傲ごう慢まん。嫉妬。憤ふん怒ぬ。怠たい惰だ。強ごう欲よく。暴食。色しき欲よく。この七つです。嫉妬の感情は、苦しいものです」

「しししし嫉妬じゃねーよ！　ただその、もしかしてあいつ俺のこと好きなんじゃねーか、なんて勘かん違ちがいしていたものだから、自分のバカさかげんがイヤになっちまうっていうか、自己嫌けん悪おっていうか、ああー！」

「く、く、く……〝七つの大罪〟……かっこいい……かっこいい響ひびきの言葉ではないか！　やはりでうすの教えはいまいちばん熱い、おしゃれの最さい先せん端たん」

　嫉妬に苦しんでいる時は、ひとりぼっちであれこれ妄もう想そうすることをせずに、相手とよく話し合ってみることが大切ですよ、とフロイスが優しく諭さとした。

「嫉妬という感情が心の中にいちど生まれると、勝手にどんどん増ぞう幅ふくされていきますよね。それが大きな罪を犯す危険につながるんです。そもそもその初恋の相手とは誰なのでしょう。象さんかもしれませんよ？」

「いや。イケメンに違ちがいない、そう言っていたし。いったい堺でどんなことをしていたのか……二人の関係はどこまで進んで……きぃ！」

「いけめんというのはどなたか存じませんが、そのお方の初恋とはいつの頃ころの話なのでしょうか。最近ですか、それともずっと昔の話でしょうか？」

「……」

　フロイスに優しく励はげまされているうちに、良晴はふと気づいた。

「──しまったちくしょう！　そういえば、あいつは堺に来たのは十年ぶりだって言っていた！　ってことは、初恋の人とデートしたのも十年前！　信奈がまだこの梵天丸みたいなチビガキだった時代の話じゃねーか！」

「ふふ。ヨシハルさんはノブナさまに担かつがれたんですね」

「あっしまった、〝信奈〟って言っちまった！　やべえ、今のあいつは尾張のういろう問屋の娘むすめ・吉きち──」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。迷える子羊の懺ざん悔げや相談事は、決して他言しません」

「相良お前、家来のくせに自分の主君に惚ほれてるのか。ククク、まさに神をも恐れぬだいそれた所しよ行ぎようだな。これぞ究極の下げ克こく上じよう！」

「ほ、惚れてなんかねーよっ！」

　この梵天丸があちこちでしゃべり散らさないだろうな……と良晴は少し心配になった。

　が、信奈が自分をからかっていたことだけはわかった。さも現在進行形の恋こいみたいに話していたが、幼い頃の淡あわい初恋の思い出ではないか。

「あの女……俺をさんざんおちょくりやがって！　いちど、白黒はっきりつけてやらねーとな」

「怒おこってはいけませんよ。たぶん、ヨシハルさんにヤキモチをやいてもらいたかったのではないでしょうか」

「あいつはそんなかわいい女じゃねーんだよ。フロイスちゃんとは正反対」

「でも、あなたはノブナさまに忠節を尽つくしておられるのでしょう？」

「それはさ。織田信長、いや織田信奈といえばこの乱れに乱れた戦国の世を平定する、そんな大きな使命を持って生まれてきたよーな奴やつだからさ。あいつは自分でもそう信じているしな。だからひいてはこの国の民たみのためさ、うん……べべべ別に信奈に惚れてるわけじゃねーんだからな！　むしろフロイスちゃんのような優しくて胸が大きい子が俺の理想像だ！」

　わわわたしは神と結けつ婚こんした身ですから……とフロイスが照れて目をそらす。

「そもそもわたしは異国人です。髪かみの色も瞳の色も、ジパングの人とは違いますし……ジパングの女性はみな美しいですし……特に、薄うすい胸のあたり。ですから、この国の殿との方がたがわたしなんかに恋するはずが……」

　ああ、なんてことだ。これほど美しい容姿と大きな胸を持った奇き跡せきの少女が、極東の島国まで来ていながらさんざん自分を卑ひ下げして「神と結婚」などと。

　神なんかと結婚されたら、永遠にそのふくよかな胸に触さわれないではないか。

　もったいない！

　かわいい女の子すべての味方を自任する良晴は許せなかった。

「フロイスちゃん、バカを言うんじゃないっ！」

「ひぃ？」

「未来の日本人はなあ、みんなゲームやアニメで金きん髪ぱつ美少女に慣れてるんだよっ！　むしろ憧あこがれっ！　なにしろ『◎ードス◎戦記』の昔から、地球上でいちばん美しい種族は金髪のエルフと定められているんだ！」

「……す、すみません。言葉が難しくて……あにめ……？」

「俺の同級生だったコギャル女連中なんか、ばんばん茶ちや髪ぱつや金髪に染めちまって、目にはカラーコンタクト入れて瞳ひとみの色まで変えちまってるんだぜ。純和風の黒くろ髪かみ黒瞳も捨てがたい美しさを誇ってるんだから、あれはあれでちと残念だけどな。まあ、髪や目の色なんて別になんでもいいってこった！　自分が気に入ってりゃー、それでいいんだよ！」

「未来では女の子が、自分の髪や瞳の色を自分で変えてしまうのですか？」

「そうだとも！　むしろ胸が小さいことを悩む女の子がいっぱいいて、豊ほう胸きよう手術をしてわざわざ胸をでかくする子もいるぜ！」

「ホーキョーシュジュツ……それは、いかなる魔ま法ほうなのでしょうか？」

「フロイス。妄想だ妄想」

「うるせーチビガキ、妄想じゃねえ！　事実だ！」

「ヨシハルさんの未来の話は、驚かされることばかりです」

　でも、おかげでわたしも少し自信が持てそうです……とフロイスが微笑ほほえんだ。

　ああやっぱり天使の微笑だ……と良晴はゴー・トゥー・ヘブン気分。

「未来にはハーフの子も多いしな。モデルやアイドルの業界じゃ、ひっぱりだこ」

「ヨシハルさん。はーふとは、何でしょう？」

「日本人と外国人の両親から生まれてきた子のことさ。国際結婚ってやつだな。未来の日本には大勢いる」

「待て相良。お前のその話はほんとうなのか？」

　膝ひざの上の梵天丸が、めずらしく「きりり」と表情をこわばらせて良晴をじっと睨にらんできた。

「なんだよ、チビガキ」

「噓うそならば叩たたき斬きる」

「俺は噓はつかねえよ。なに、むっとしてんだよ」

　フロイスが、緊きん張ちようしている梵天丸の頭をそっと撫なでた。

「……この梵天丸は、父上の実の子ではない。母はは者じやが、南なん蛮ばんの商人と密通した際にできた子だ。この黄金こがね色の髪を見ればだれもがわかる公然の秘密。ゆえに母者は密通の証しである我を忌いみ嫌きらい、父上との間にもうけた子である弟ばかりをかわいがっている」

「……そうか」

　このチビガキも、いろいろ苦労してるんだな……と良晴は気づいた。

「しかしなチビガキ。戦国の世では、母と子のいさかいなんてよくある話だぜ。お前だけじゃねえ」

「よくあるだと？　勝手なことを言うな」

「聞け。ここだけの話、他言無用だぜ──信奈だって、母親に愛されていない。信奈の母親は、弟の勘かん十じゆう郎ろうに跡あと目めを継つがせたがっていた。勘十郎が何度も信奈の謀む反ほんを企たくらんだのは、たぶん、母親の後押しがあったからだと思う」

「……む。それは、我の家とまるきり同じではないか。しかしなぜだ？」

「信奈が先進的すぎて、何を言っているのかわからないからだろうな。うつけと呼ばれていたのも、信奈がバカだからじゃない。考え方が新しすぎて、周囲が理解できないだけなんだ。しかし未来から来た俺にはどっちが正しいかどっちが新しいかなんて簡単にわかる。この戦国の世は、あいつがいなければ変わらない。変えられない。信奈は保守的な人間のそぶりをして母に愛されることよりも、天下のために、民のためにうつけと笑われながらも戦う道を選せん択たくしたんだ。あいつの目的は日本の平定じゃねえ。この国を、南蛮諸国と対等につきあえる国際的な貿易大国にすることだ。百年先、三百年先までを考えているんだ」

　そんな大きな理想をお持ちなんですね、ノブナさまは、とフロイスが感かん嘆たんした。

「ヨーロッパにも、そのような高こう邁まいな理想を掲かかげた君主はなかなかいません。わたしも、ぜひノブナさまにお会いしたいです」

　梵天丸が、「織田信奈は強い奴だ。梵天丸も、かくありたい」とつぶやいた。

「相良。我のようなものも、未来では人気者か」

「おう。保証するぜ。お前は眼帯してる上に南蛮好き、しかも黒くろ魔ま術じゆつかぶれ。無む駄だにキャラが立ってるからな。〝邪じや気き眼がん〟っつーか」

　梵天丸の隻せき眼がんが、きらり、と輝かがやいた。

　ぶるっ……と小さな身体からだを震ふるわせる。

「……邪気眼……!?　いかなる意味の言葉だ、相良」

「俺も言葉の意味はよくわからないけど、確か、眼帯しているほうの目におそろしい魔ま力りよくが宿っていると言い張っている奴が語源だったかな……とにかくお前みたいに妙な〝俺様設定〟をいろいろ作ってる奴のことを未来のアキバではそう呼ぶ」

「邪気眼……ククク、それはもしかしたら我のことかもしれぬ！」

「また始まったぜ」

「いやこれは間ま違ちがいない！　なぜなら、我も魔眼の持ち主だからだ！」

「マジかよ？」

「ゆえに魔眼であるほうの左目を常にこの眼帯で封ふう印いんしておるのだ、これを取ると恐おそろしいことが起こるからな……ククク」

　と梵天丸ちゃんが言い張っているだけで、ほんとうは魔眼なんかじゃないんですよ、とフロイスが注ちゆう釈しやく。

「眼帯を取って見せてあげましょう、梵天丸ちゃん」

「だ、だが、取ると恐ろしいことが……相良が怖こわがる。この梵天丸を、恐れるようになる……」

「大丈夫。ヨシハルさんは、怖がらないですよ。未来から来た人ですから」

「いいから見せろよ。６・６・６の眼帯の下はどうなってんだ？」

「あっ、こら」

　良晴が梵天丸の眼帯を外してみると。

　眼帯をしていない右目の瞳は茶色。

　そして眼帯をしていた左目は──形状的にも機能的にも別状はなかった。

　ただし、瞳の色がワインレッド──赤かった。

「う、う。見るな！　呪のろわれた魔眼だぞ！」

　恥はじと屈くつ辱じよくに震ふるえる梵天丸。

　しかし、良晴は「おおおーこれはみごとなオッド・アイだ！」と歓かん声せいを上げた。

「お……おっどあい？」

「瞳の色が左右で違うキャラ設定のことを、オッド・アイと言うんだ。コンタクト入れずにこうなってる本物のオッド・アイは希少価値があるんだぜ！　俺もはじめて見た！　感動した！」

「そ、そうか？」

「梵天丸お前、ほんとに完かん璧ぺきだな。完璧な邪気眼キャラだぜ！」

「……気持ち悪くないのか、相良」

「なんで？」

「この瞳を見ると、母親が南蛮人などと密通したから子が祟たたられたのだ……とみなが囁ささやくのだ。我われの味方をしてくれるのは、お供の小十郎たち限られた者だけだ」

　もとはといえば、この瞳を隠かくすために梵天丸ちゃんはいろいろと自分にまつわるお話を作らなければいけなかったんです……とフロイス。

「呆あきれるくらい迷信深い連中だな。これは遺伝的なもので、祟りなんかじゃねーよ」

「ほんとうか？」

「当たり前だ！　つーか、むしろいばれ！　お前は武士なんだから、それを武器にしろ！　そのオッド・アイで戦場に立てば、迷信深い敵さんは勝手にびびって逃にげ散ちるぜ！」

「おお！　それだ、相良！」

　梵天丸が、ぽん、と小さな手を叩いた。

「その手は使えるぞ！　ククク、我が魔眼……いや、我が邪気眼の力で、いずれ奥おう州しゆうの覇は者しやとなってみせる！」

「まあ。梵天丸ちゃんのこんな嬉うれしそうな笑顔は、初めてです……ヨシハルさんはほんとうに変わったお方です……」

　いつも不ふ機き嫌げんそうだった梵天丸の表情が突とつ如じよとして晴れやかになっていくのを見て感動したフロイスが涙なみだぐみながら、「この眼帯の封印を解く時が来たようだ……」とニヒルにつぶやく梵天丸の頭をわさわさと撫でた。

　が、良晴は、何かがひっかかっていた。

　ん？

「待てよ。おいチビガキ。〝奥州の覇者〟って……お前、このあたりの侍さむらいじゃないのか？」

「違ちがう。奥州から遊学に来ているのだ。そして梵天丸とは幼少時にいただいたあだ名。我が真名は──伊だ達て政まさ宗むね！」

「げえっ!?」

　そういえば、伊達政宗の父親がポルトガル人だったとか、実は隻眼じゃなくてオッド・アイだったという珍ちん説せつを聞いたことがある。いわゆる「トンデモ学説」にすぎないと思っていたが……そうだった！　政宗に侍はべっているお供の名前は、片かた倉くら小十郎！

「いずれ〝独どく眼がん竜りゆう政宗〟という通り名を名乗る予定だったが、相良のおかげでもっといい通り名を閃ひらめいたのだ！」

「いや。ちょっと待て」

「我こそは奥州の覇者、〝邪気眼竜政宗〟─────!!」

「おいおいおいおい！」

「フ……フハハハハ！　この邪気眼を武器に、奥州を撫で切りにしてくれるわっ！　そして我は〝黙もく示し録ろくのびぃすと〟と化して南蛮船団を味方に付け、この国に滅ほろびを──」

「って、そこに戻もどってるじゃねえか、話が！　お前は今まで何を聞いていたんだっ？」

「フハハハハ！　そうと決まれば今すぐ奥州に戻って家か督とくを継つがねばなるまい！　そして、天下を──！」

　大変だ……！

　とんでもない野心家、日本史上に燦さん然ぜんと輝く元祖中ちゆう二に病びよう、晩年にはマジで南蛮の国と同盟して江え戸ど幕ばく府ふを滅ぼそうと画策していたというあの伊達政宗──！

（俺は、俺はそんな面めん倒どうくさい伊達政宗に、妙みような自信と妄もう想そうを与あたえてしまったのかっ？　オッド・アイで奥州制せい覇はだと？　マジで効き目がありそうで、歴史が大きく狂くるいそうだ！　っていうか、ちょっとばかり生まれてくるのが早くねえか？）

　良晴が思わず頭を抱かかえているすきに、膝の上から飛び降りた梵天丸は、黒合羽カツパを翻ひるがえらせて南蛮寺から走り去っていった。

「この国を変えるのはどちらの魔ま王おうか！　第六天魔王の織田信奈が先か、あるいは〝黙示録のびぃすと〟たるこの邪気眼竜政宗が先か！　フロイス、相良、次に会う時は我は天下人ぞ！」

　そんな物ぶつ騒そうな捨て台詞ぜりふとともに。




「……俺って、もしかしたら大変な真ま似ねをしでかしたのかも……はぁ」

「いえ。ヨシハルさんは、とても良いことをなされました。わたしも、もう大きすぎる胸を恥はじたりせずがんばろうと思います」

「ああ。俺も信奈の与よ太た話ばなしなんて気にするのはやめたやめた！　って、しまった！　俺は十兵衛と厨ちゆう房ぼう係がかりをかけた勝負をしている最中だったんだ！」

「勝負、ですか？」

「すっかり忘れていた！　くっ……仕事の勝負よりも信奈の初はつ恋こい話のほうが気になって仕方なかったんじゃないぜ！　ぜんぜんほんとうにどうでもいいんだからな！」

「いったいどのような勝負なのでしょうか」

　フロイスが尋たずねるのと、南蛮寺の扉とびらが乱暴に開かれて種子島や日本刀を担いだ傭よう兵へい連中が建物の中へと押し入ってくるのとがほぼ同時だった。

「やいやいやい！　あかんで、あかんで～！」

「南なん蛮ばん夷い狄てきのパードレさんは、堺から出ていってもらうことになったで～！」

「この南蛮寺は壊こわすで！」

「はよ立ち退かんと、パードレさんはがれきの下した敷じきやで！」

　なんだよお前ら？　とフロイスを庇かばって前へ出て行く良晴。

　関西弁の傭兵たちを雇やとっているらしい人物が、その良晴の前へずいっ……と歩み出た。

　頭に揺ゆれる、その髪かみ飾かざりのきんかんは……。

「って、お前は──十兵衛？」

「む。サル人間、お前もさっそく南蛮寺を壊しに来ていたとは！　あなどれぬ奴やつ！」

「って、なんで南蛮寺を壊さなきゃいけねえんだよ？　公く家げがうるさい京と違って、堺での布教は自由なんだろ？」

「ふん。この南蛮寺を壊せば、例の名物勝負に勝てるからに決まっているです。南蛮寺には恨うらみはないですが、天下布武のための尊い犠ぎ牲せいになってもらいます」

「おわっ、もしかして裏工作ってやつかっ!?」

「それ以上のことは、この傭兵どもの前では口外できません──というわけで皆みなの衆、よろしく頼たのみます」

　合がつ点てん承しよう知ち！

　気勢を上げる傭兵の中には、坊ぼう主ず姿の男も交じっている。

　京に続いて、またしても。悲しげに眉まゆをひそめたフロイスが「神よ……この者たちに罪はないのです」とつぶやきながらロザリオを握にぎりしめる。

　良晴、光みつ秀ひでに喰くってかかった。

「いくら勝負のためとはいえ、こんな無茶をやらかすんじゃねー！　落ち着け十兵衛！」

「勝負も大事ですが、信奈さまの主命を達成することはもっと大事です。それともサル人間先せん輩ぱいは、堺の会え合ごう衆しゆうが買い取ってくれそうな名物料理を開発したのですか？」

「ぐ……今は、まだ……だ、だが、なんとかして考えつく！」

「やっぱり、できてないんですね。ほうら、サル知ぢ恵えなどあてにはできないです」

　傭兵の中に、なぜか猫ねこを抱だいた坊主の姿が多い。

　そんな中、光秀の背後に立っている大将格の坊主は虚こ無む僧そうふうの編あみ笠がさで顔を隠しているが、その手に握った大ぶりの種子島は埃ほこりと小さな傷だらけで、戦場でずいぶん使いこなしてきているように見える。

　おおかた、光秀は津つ田だ宗そう及ぎゆうにでもそそのかされたんだろう……うかつ者め、と良晴は察した。

「サル人間先輩。私もこのような乱暴な真似は不本意ですが、事態は切せつ迫ぱくしています。将軍宣下の件が通らねば、今回の上じよう洛らくはただ敵を増やしただけの結果に終わります。他に良い知恵が出ないのであれば、黙だまってお見過ごしやがれです」

　光秀はバカがつくくらいに生き真ま面じ目めな性格だが、どうも一つのことに夢中になると周囲が見えなくなるらしい。

「ダメだ、十兵衛！　信奈は南なん蛮ばんびいきなんだぜ！　怒おこられるぞ！」

「それくらいは覚かく悟ごの上です。すべての責任はこの十兵衛が負います」

「うわああ、だめだヘンに真面目な奴は損得勘かん定じようでは説得できねえ！」

「パードレどの、申し訳ないがこれもお役目のためです。お命までは奪うばわぬとこの十兵衛が保証いたしますから、ただちに堺から退去してください」

　じりじり……と傭兵たちが無防備なフロイスに迫せまってくる。

　フロイスは、ふるふる……と恐きよう怖ふに肩かたを震わせながらも、しかし、

「いいえ。わたしは去りません」

　胸を張り、毅き然ぜんとした口調で、光秀の提案を蹴けった。

「な、なんですと？」

「ヨシハルさんから、ご主君ノブナさまのお話を伺うかがいました。ノブナさまは戦乱が続くジパングをひとつに平定して、ポルトガルやイスパニアとも対等につきあえる立派で強い国にしたいのだと──そのためなら、たとえ母に愛されずともよい、とノブナさまはご決意し、ご自分の歩むべき道を選んだのだと」

「さ、サル人間、他国人になんという適当な話をするですか！」

「ジパングにもこのような立派な女王さまがおられたのか、とわたしは興味を抱きました。ぜひとも一度、ノブナさまに会ってみたいのです。ジパングの民たみのために、いずれこのジパングのクイーンとなられるであろうノブナさまに直接お伝えしたいことがあるのです。ですから、畿き内ないでの最後の拠きよ点てんであるこの堺からは、決して立ち退のきません──」

　さらに。

　一度は帰ったはずの信者や見物客たちが、騒さわぎを聞いて引き返してきた。

　とりわけ……。

「フロイスさまに手出しはゆるさんでー！」

「そうやそうや!!」

　毎日無む償しようで学問を教わっている子供たちがフロイスの周囲をぐるりと囲み、舌足らずな声で口々にフロイスを庇かばう。

　う……う。子供たちの怒いかりに燃える瞳ひとみを見ていると、なんだか十兵衛のほうが悪者っぽく思えてきました……と光秀が後ろめたそうにつぶやいた。

「そもそも、堺はイタリアのヴェネツィアのごとき自由都市と聞きます。敵味方であろうとも、この堺においては決して争うことを許されない、と」

「う、う。このパードレ……で、でかい胸です……見ているだけでむしょうに負けた気になって肩かた身みが狭せまくなるのはなぜですかっ？」

　そうだフロイスちゃん。日本の女の子にはその大きなバストは効くぜ、と良晴。

　は、はあ……そうなんでしょうか？　とフロイスが首を傾かしげた。

「十兵衛！　お前だって信奈が正しよう徳とく寺じで〝世界〟について語った時に、自分は理解できる、と名乗りを上げていただろうが！　忘れたのか？」

「だ、だって。せ、世界の前に、まずこの国を統一しないと……」

「そうじゃねーだろ！　南蛮寺をちまちま壊して回って、フロイスちゃんのような純真な女の子をいじめて、それで世界に堂々と名乗りを上げられると思ってるのか？」

「ううう～、うるさい！　だってだってサル人間に負けて厨房係に左さ遷せんされたら、切腹ものの赤あかっ恥ぱじじゃないですか！」

「後世の歴史書に残るぜ、明あけ智ち光秀は主君の織田信奈の意に逆らってキリシタンを弾だん圧あつしたバカ武将だった……と」

「あーあー聞こえないー！　うるさいうるさいうるさーい！」

「うわあ、だだっ子になってしまった!?」

「うるさいうるさいうるさ────いっ!!　ふーっ、ふ───っ！　がるるっ！」

「じゅ、十兵衛っ？　どうどう！」

「がぶがぶ！」

「かむな、かみつくなあ！」

　いざ自分の論理が破は綻たんするとキレて猛もう獣じゆうに……こりゃあ言葉で説得するのは無理だな、と良晴は思った。

　そうだ。

　生真面目な女の子とは……すなわち、騙だまされやすい子！

　どうせ津田宗及だって十兵衛を騙してるに決まってる。

　かくなる上は、騙し返してやろう。

「聞けよ十兵衛！　堺の会合衆には、キリシタンがやたらに多いんだ。ここでお前が南蛮寺を潰つぶしたら、会合衆の半数は信奈の敵に回るぜ！」

「ええっ？　そうなのですかっ？」

「津田宗及のようなキリシタン嫌ぎらいの商人もそりゃあいるさ！　しかし堺は南蛮貿易で稼かせいでるんだ、ひいきの者のほうが多いに決まってる！」

「む。一理あります」

「しかもそいつらは貿易で有利な立場に立つために、こぞってキリシタンになってるんだぜ！」

「なんですって!?　そ、それは知りませんでした！　南蛮寺を潰すのはやめにしますっ！」

　たったの五秒で、騙された。

　キリシタンになられた商人さんは堺に数名しかおりませんが……とフロイスが真実を漏もらしそうになったが、「しっ」と良晴がフロイスの唇くちびるに指で蓋ふたをする。

「あ、あ、危なかったです！　もう少しで津田宗及どのに乗せられて、たいへんなことに……！　これからはこの南蛮寺を守り通さねば、です！」

「いやあ、マジで？　ありがてえ！　十兵衛ちゃんって、やっぱりほんとうはいい子なんだなあ」

　というか、外面はこざかしい陰いん謀ぼうを企たくらみたがる利口者だけど、実は素直すぎるアホの子なのかもな……と良晴は思った。

　あっさり津田宗及の名前を出してるし。

　もうちょっと人の言葉を疑うことを覚えないと、この先苦労しそうだ。

「ここここらサル人間！　馴なれ馴れしく〝ちゃん〟づけしないでくださいっ！　気持ち悪いじゃないですかっ！」

「なんで？　ははあ。つまり十兵衛ちゃんはツンデレなんだな」

「……ツンデレ？」

「ツンデレとは好きな男に対してツンツンしてしまう困った性格の子って意味な。なるほど十兵衛ちゃんは俺に気があるんだ……そうか、そうか……！」

「はあ？　アホなことを言うな、です！　私はとことんよい子で、お前だけをとことん嫌きらっているだーけーでーすっ！」

　良晴の態度にキレかかってるのか、だんだん、丁てい寧ねい口調が崩くずれて来ている。

「ほらほら。ツンデレだ！　俺はやっぱりモテモテだったんだ！　自信が復活したぜ！」

「なななな何を言うですか？　これ以上気持ち悪い言葉を口走ったら斬きりますですよ！」

　ちょっと待ってくれや、と傭兵たちが騒ぎ出した。

「話が違ちがうがな、明智の旦だん那な」

「この邪じや悪あくな南蛮寺を打ち壊せないのなら、パードレだけでもかどわかしていかんとな」

「南蛮人とはいえ、この美び貌ぼう。高く売れるで」

「……ひっ？」

　虚無僧姿の大将格は無言のまま立っているが、下したっ端ぱたちはとたんに下品な舌なめずりをはじめてフロイスの身体からだへと手を伸のばそうとした。

「ヨ、ヨシハルさん……！」

「任せとけフロイスちゃん……って、しまった俺は丸まる腰ごしだった！　〝丁稚でつちのサル〟って設定だったんだあ！」

「斬られたくなきゃあ、すっこんでろ坊主！」

「下郎ども、待てです！」

　ばぎゅ──────ん!!

　豪ごう快かいに種子島をぶっ放してフロイスを守ったのは、誰だれあろう、明智光秀。

「パードレにはいっさい手を出すなと最初から言ってあります！　聖職にある女性に対してその下げ卑びた態度、この十兵衛光秀が許さないです！」

　ばーん、ばーん！

　十兵衛の早はや撃うちの技に、傭よう兵へいたちは「ひいい」「この子、案外おっかねえがな！」「大将、黙ってねえで助けてくれやあ」と喚わめきながら蜘く蛛もの子を散らすように南蛮寺を後にした。

　この事態をつまらなそうに傍ぼう観かんしていた大将格の虚無僧風の男も、

「ふん……」

　と鼻先で軽く笑うと、そのまま踵きびすを返して南蛮寺から出て行ってしまった。

　誰だか知らないが、あいつだけは別格だった……あいつが種子島をかまえていたらやばかったな……と良晴は胸をなで下ろす。

「ありがとうございます、アケチさま。この胸を乱暴者たちに触さわられていたら、わたしは神を裏切ってしまうところでした」

「ぱ、パードレ。お前がそんなでかい胸を張って揺ゆらすからよくないのです」

「やっぱり十兵衛ちゃんって根はいい子だよな。俺に対してだけ悪人になるの、やめてくれねえかな」

「う、うるさいですっ！　お前はサルの亜あ種しゆだから、よい子ぶらなくてもいいのです！」

　でも、結局勝負はふりだしに戻もどった。これからどうする……と良晴がふとつぶやき、「しまった。これでは会合衆を買収してもらう件はチャラです！」と光秀が顔をしかめてうめいた。

「さてはサル人間、私を騙しましたね！」

「あっさり騙されるお前が悪いんだ。それに、いくら勝負でも悪わる巧だくみはいけねえぜ」

「でもでも。二人の料理がどちらも買い取られなかったら、どうするつもりですか！」

「……とにかく切せつ磋さ琢たく磨まして、究極の料理を考案しようぜ」

「名物料理で勝負と言われてもこの十兵衛、料理の腕うでは確かですが……創作料理は苦手です。名案が思い浮うかばないです……」

「俺もなんだ……味付けが濃こければ喜ぶ尾お張わりの連中と違って、堺の会合衆は美食家揃ぞろいに違いない。このままじゃ共とも倒だおれだぜ」

「わわわ。厨ちゆう房ぼうでサル人間と一いつ緒しよに飯めし炊たき……いやです、ぜったいにいやですっ！」

　そんな二人に、フロイスがおずおずと献けん策さくをしてくれた。

「あのう……たこ焼き勝負はどうでしょうか」

「「たこ焼きで？？？」」

　はい。

　フロイスは、説明する。

　たこ焼きは、今井宗そう久きゆうさまが数年前に発売された和わ洋よう折せつ衷ちゆうのおやつ料理。

　茶会で食される麩ふの焼きに似たジパング独自の粉もの料理ですが、洋風のソースを塗ぬって完成させるという南なん蛮ばん風ふうなところが堺の人たちに大評判で、しかもだんご形なので持ち運びも簡単という利点があります。

「イマイさまの『納な屋や』がたこ焼き人気でどんどん大きくなったのを見た商人の皆みなさんは、イマイさまに対たい抗こうできる新しい料理をあれこれ作りました。いか焼き、ベタ焼き、鉄板焼きなどです。でも、手軽に食べられるたこ焼きの人気にはかなわないようです」

「この十兵衛には理解しがたいです。あのソースというやつがなんともくどくて、下品な味だと思いますが」

「十兵衛。言うなよ。関西人の前で、その台詞せりふ、言うなよ」

「む。なぜですか」

「皆さん、たこ焼きと異なる料理で対抗しようとして失敗してきたのです。でも……たこ焼きの改良型なら。新しい味のたこ焼き、ならば成功の可能性があると思います」

「ニューバージョンのたこ焼きか！　しかも納屋のたこ焼きより美味なら、巨きよ利りを生む商品になること請うけ合いだぜ！」

「みんな飛びついて権利を買ってくれそうです！」

「でもよ。本家本元、元祖たこ焼きを売っている今井宗久のおっさんが認めるかな？　たこ焼きの独どく占せん権けんを事実上放ほう棄きすることになるんだ、稼ぎが大おお幅はばに減るわけだぜ？」

「……そうですね。そこが最大の問題ですね……わたし、気がつきませんでした……」

　フロイスが、困ったように眉まゆをひそめた。

「申し訳ありません。やはり、今の話は取り消させていただきます」

「いえ、ちっとも問題ないです。今井宗久がしのごの抜ぬかせば、斬ればいいです」

「斬っちゃダメだっての、十兵衛！」

「このお利口者の十兵衛光秀、常に最短距きよ離りで問題を解決するのが身上ですから」

「お前、ちょっとは他人の立場も考えろよ。もしも道の上をカモの親子が横断していたら？」

「当然そのまま迷わず直進し、カモさんは捕とらえて鴨かも鍋なべにして食べます。一石二鳥です」

「少しは迂う回かいすることも学ぼうぜ……」

「あはは……」

　フロイスが、苦笑した。

「でもでも、今井宗久どのが容易にたこ焼きの販はん売ばい権けんを商売敵に開放するとは考えにくいです。そもそも、今井どのはあんな奇き妙みよう奇き天て烈れつな料理をどうやって考案したですか？　半球をかたどった鉄板にたねを注いで焼くだなんて」

「おっ十兵衛ちゃんも疑問に思っていたのか。やっぱりこの時代の料理の常識を無視してるよな、あれ！　だいたい、たこ焼きの源流って『ラジオ焼き』だぜ。ラジオ焼きが発明されるためには、まずラジオが発明されなきゃならねーはずだ」

「羅ら塩じお焼き、ですか？」

「まーた妙なサル語を」

「播はり磨まの明石あかし焼やきとラジオ焼きが大おお阪さかで合体して、たこ焼きに進化したはずなんだ」

　他言無用ですが、イマイさまを説得するための参考になるかもしれません──とフロイスが、今井宗久とたこ焼きの関係をそっと教えてくれた。

「キリシタン商人のコニシ・ジョウチンさまから伺うかがった話です。イマイさまはまだ丁稚でつち働きをしていた若かりし頃、堺と奈な良らを往復している途と上じようでお腹をすかせて行き倒だおれになりかけました。合戦と冷害による不作続きで、貧しい庶しよ民みんや丁稚はとても米の飯が買えなかったのです」

「米がだぶついて余っていた未来人には耳が痛いぜ」

「ところがイマイさまは、あやういところを妙な旅人に助けてもらったそうです。驚おどろくほど美お味いしい新味料理『たこ焼き』を馳ち走そうになり、乱世の民たみを救うためにこの書を活用せよと『粉こな物もの食しよつ鑑かん』なる書物を授かったそうです」

「粉物？」

「食鑑、ですか？」

「それは天下にただ一冊しかない希少本で、安価で大量に作ることのできる、しかも美味しくて栄養豊富な新味料理の製法が細々と記されていたといいます。『たこ焼き』や『そーす』の製法を、イマイさまはこの書から学んだのです。その旅人は、新味料理を売り出して救民のためにに活用せよ、それでそなたも豪ごう商しようになれるだろう、しかし私し利り私し欲よくに走り民を飢うえさせればたちどころにそなたは滅ほろびるであろうと言い残して、姿を消したのだそうです」

　ううむ。こういう乱世には時々ある怪かい異い話ばなしだ。それほどの書を手に入れながら、新興宗教を作らずにひたすらたこ焼き商人として銭ぜにを稼かせいでいるあたりが今井宗久らしいな、と良晴は思った。

「ワタシがこの話を知っているのは、たこ焼きで財を成したイマイさまから『粉物食鑑』に記されている別の新味料理の製法を買い取ったコニシさまに、こっそり打ち明けられたからです。コニシさまは、あの書は南なん蛮ばんの料理本を翻ほん訳やくしたものではないかと思われていたそうです。ですが、南蛮にはたこ焼きは存在しません。たこは悪あく魔まの魚と恐れられていますから」

「だよな。その旅人は、もしかして未来人だったのかなあ？」

「今となっては、わかりません。ですがヨシハルさんが未来から来られたということは、その可能性もありますね。乱世で飢える民たちを見かねて、救民のためにイマイどのに料理書を託たくされたのかもしれません」

「よくわかったです！　その本を今井家から盗ぬすみ出せば、新味料理を簡単に作れるです！」

「い、いけませんよアケチさま！　泥どろ棒ぼうは身を滅ぼしますよ！」

「で、小こ西にしジョウチンは今井のおっさんから新味料理の製法を購こう入にゆうして、儲もうかったのか？」

「それが……コニシさまは『お好み焼き』という料理を買われたのですが、生き地じと一いつ緒しよに焼くべきキャベツがジパングではなかなか手に入らず、仕方なくニラやシュンギクなどを代用したところこれが不評で、たこ焼きの足下にも及およばず大赤字だったそうです」

「なるほど。たこ焼きは基本的に粉とたこだけで作れるからな。っていうか、キャベツがないならネギ焼きにすればいいのに」

「今井どのは、食材が揃そろわないお好み焼きは客にうけないとわかっていて小西どのに売ったですね。さすが豪商、あくどいです」

「商あきないの世界は厳しいんやで、十兵衛ちゃん」

　ともあれ、新味のたこ焼きを開発するという一点に、ようやく勝機が見えてきた。

　だが、巨きよ額がくの儲けを失うことになる今井宗久に、いかなる見返りを準備できるのか……。




　　　　※




　その日の夜──。

　今井宗久の屋や敷しき。

　信奈と光秀が眠ねむりについてから、良晴は宗久の茶室に一人で乗り込んでいた。

　岩のような巨顔の持ち主である今井宗久、武家を前にしても堂々としている。

　茶を一いつ服ぷく、我が流りゆうでいただきながら良晴は「うまい」と一声つぶやいた。

　正座は苦手なので、あぐらをかいたままだ。

「豪ごう快かいな飲みっぷりでんな。武家さんにしておくのは、もったいない」

　宗久はこの町人なんだか武家なんだかはっきりしない良晴を気に入っているらしかった。

　が、それと商売の話とは、別である。

　良晴も、そこは覚かく悟ごしてきた。

「織田のおひぃさまもそうですな。十年前に堺でお会いした時にはまだ幼い禿かむろ頭あたまの子供でしたが、当時は誰もが恐おそれて近寄らなかった南蛮のパードレにやたらとなついとった。パードレ相手に、次々と質しつ問もん責ぜめや。それも、〝世界は平べったいのか丸いのか〟とか〝どうして南蛮船は重いのに沈しずまないのか〟とか奇天烈な質問ばかり。かわったお子や、将来の大器やもしれん、と目をつけさせていただいた次第」

　目をしばたたかせながら、宗久が思い出話を語った。商いには厳しいおっさんだが、信奈を心の底から気に入っていることは間ま違ちがいない、と良晴は思った。

「あいつ、昔から宣教師好きなんだな……」

　もしかして十年前に堺でデートした初はつ恋こいの相手って、宣教師だったのかな……と気づいた。

「その宣教師は、まだ日本にいるのか？　十年ぶりに、会わせてやりたいな」

「あのパードレはんは、残念ながらとうに亡くなってしまいましたわ」

「……そうか……」

「して、あんさんの商売話とは？」

「おう、そうだった」

　良晴が、姿勢を正す。

「あさっての〝名物勝負〟だが、会合衆は並なみ大たい抵ていの料理じゃ銭を出してくれねえと思う。まして俺は料理の素人しろうとだし、十兵衛だってどこまでやれるか保証がねえ」

「そうでっしゃろうな。津田宗及、何を企たくらんでいるのやら」

　どうやらうかつものの光秀に南蛮寺を壊こわさせるためにこの勝負を持ちかけたらしい、と良晴は言いかけたが、やめておいた。すでに終わった話である。

「宗久のおっさん。一つだけ、どちらかの名物が確実に〝売れる〟方策がある。たこ焼き、だ」

「たこ焼きは、わが納屋の専売特許」

　良晴は「織田家のため、ひいては乱世の民を救うためさ」と笑ってみせた。

「ふむ。さすが未来人。たこ焼きの秘密をすでにつかんどるんですな」

「納屋のたこ焼きの味をまるまる盗ぬすむわけじゃねえ。俺と十兵衛が、新味のたこ焼きを開発する。たこ焼きを納屋に独占されている会合衆は、喉のどから手が出るほどたこ焼きの販はん売ばい権けんが欲しい。美う味まいほうをこぞって買いつける。これで信奈は十二万貫かん文もんを調達できるというわけだ」

　名案だが、おっさんにとっては大きな痛手だ。

　織田家の天下盗とりは、あんたが「新味たこ焼き」を黙もく認にんしてくれるかどうか、にかかっている──。

　今井宗久は、「なるほど。津田宗及の真の目もく論ろ見みは多分、そこでんな」とつぶやいた。

　買い手がつかねば白票を投じられる、厳しい勝負──。

　競きそい合う料理人は、互たがいに素人。

　しかも、勝負はあさってに迫せまっている。

　会合衆が絶対確実にほしがる唯ゆい一いつの名物料理といえば、納屋が独占しているたこ焼きしかない。

　誰が知ち恵えを絞しぼっても、他の結論は出てこないというわけだった。

「さすがや、津田宗及。ようも知恵が回るわ」

「どうだ？　認めてくれるか、新味たこ焼き」

「相良はん。その件、簡単にはうなずけぬ」

「聞いてくれ。織田家が天下を盗れるかどうかは、この堺での名物勝負にかかっている。いずれ信奈が天下を盗れば、おっさんは信奈に天下を盗らせた大恩人ってわけだ！」

「つまり……おひぃさまにそれがし自身と身代を先行投資せえ、ちゅうことですな？　そのために、納屋名物であるたこ焼きを名物勝負に使わせろと」

　今井宗久が、ふうむ、と腕を組んで思案をはじめた。

「そういうことだ。どうだ？」

「仮におひぃさまが天下を盗れねば、それがしは投資損」

「俺は未来から来た男だ。槍やりも馬も鉄てつ砲ぽうもダメだが、千里眼だけが俺の武器でね」

「そないな、あほな話を信じろ、と？」

「その俺が信奈に天下を盗らせる！　千里眼の俺が、信奈が天下盗りの道を誤らないように、あいつをこれからも守る！　俺は、そのためにこの世界に来たんだ！」

　……説得力のかけらもない、与よ太た話ばなしだった。

　だが、目を輝かがやかせてまくしたてる良晴の「熱さ」はどうだ。

　これが、若さ、ちゅうもんか……。

　今井宗久は、まぶしいものを見たかのように、目をしばたたいた。

「もしもあんさんの話が駄だ法ぼ螺らならば、今井の家はたこ焼き商売の独占権を失うばかりでなく、織田家とともに破は滅めつですな」

　宗久が、渋しぶい茶をすすりながら不敵に笑った。

「しかし仮にあんさんがほんまに未来から来たお人やったら、今井の家はこの堺で一番の大おお商人あきんどにのしあがれますな」

「堺で一番、じゃねえ。信奈の目標は、世界を股またにかけた海外交易だ。世界史の大だい転てん換かん点てんである、この大航海時代に自分も参加したいんだ。あいつの目は、狭せまい土地を身内で奪うばい合っている今の日本なんか見てねえ。海だよ。広い海だけを、見ている」

「それは、まことに」

　宗久が、大きくうなずいた。

　宗久もまた、信奈に一目置いている男なのだ。

　今が男盛り働き盛りの今井宗久は、堺の豪ごう商しようとはいえ余よ所そ者ものであり、新参者だった。

　無一文同然の境きよう遇ぐうから己おのれの才覚だけで、ここまで来た。

　だが宗久は、ただ銭が欲しいわけではなかった。

　確かに、喰くうものにもことかいた若い頃ころは、銭をひたすらに欲ほつしていた。

　だが身代がある程度まで大きくなると、「人は銭を持つだけでは満たされぬ」と思い始めた。

　銭は、ただの銭にすぎない。銭じたいには価値などない。いくら積みあげても、有意義に使わなければ何の意味もないのだ。

　それに、しょせん商人はいくら銭を積んでも商人である。公く家げのような高貴な身分になれるわけではない。

　ならばこの銭の力を天下の英えい雄ゆうのために役立て、後世に今井の名を残したい。

　商人が──商人が握にぎる銭こそが新たな時代を動かす力を持っているのだと、天下に証明したい。

　いわば、そのような酔すい狂きような野望を抱いだいていた。

「考えてみれば、そもそも『粉物食鑑』は救民のために授かった書や。天下統一を目指すおひぃさまにわが身代を賭かけるべき時が来たのやもしれまへんな。それがしが『粉物食鑑』を授かったのはこの日のためやったのかも」

　ありがてえ！　と良晴は思わず宗久の手をいただいて拝んでいた。

「信奈が天下を盗ればおっさんは日本一、いや、世界一の商人だって目指せるぜ！」

「相良はんは、ちと調子が良すぎるお人でんな。だが、そういうお人、嫌きらいやおまへんで」

　宗久が、改まって姿勢を正し、述べた。

　新味たこ焼き開発の件、黙だまって見み逃のがしましょう。

　納屋の身代は揺ゆらぐことになるが、おひぃさまが天下人になるまでは耐たえてみせます。

「ありがてえ！　これで、俺が勝つにしても十兵衛が勝つにしても、将軍宣下の件は為なったも同然だぜ！　あとは、十兵衛に勝てる最強のたこ焼きを開発するだけだ！」

　が、今井宗久は、首を横に振ふる。

「あらかじめ言うときますが……商人の戦いはあんさんが考えている以上に厳しいもんでっせ、相良はん。それがし、これより織田家のおひぃさまに肩かた入いれすると決めましたが、それはすなわち、今までよりさらに多くの銭ぜにが必要になるということ。銭のためでしたら、それがしは背後からあんさんをブスリと刺さすやもしれまへんで。用心するこっちゃ」

　まったく顔も言葉もいかついおっさんだぜ、と良晴は思った。







　　　巻ノ四　良よし晴はる[image: vs]光みつ秀ひで、名物対決！







　名物勝負の当日。

　三十六人の堺さかいの会え合ごう衆しゆうが、開あ口ぐち神社の境けい内だいに集合した。

「大名の織お田ださまが名物料理を披ひ露ろうやて？」

「商あきないの道は厳しいで。果たしてお武家さんに名物が作れるものやろうか」

「お手並み拝見といきまひょか」

　境内には、二軒けんの屋台が建てられていた。

　いずれも、「新味たこ焼き」と書かれたのぼりを立てている。

　今いま井い宗そう久きゆうと津つ田だ宗そう及ぎゆうが、登場。

「それがしは、相良さがら良晴はんの新味たこ焼きを推おさせてもらいますわ」

「手前は旧知の明あけ智ち光秀さまを」

　おお、たこ焼き勝負とは……納な屋やはんが独どく占せんしてきた堺名物のたこ焼き……その新味を売る権利をわれら全員で買い取れるとなればこれは銭を惜おしんでいる場合ではない、と会合衆がどよめく。

　ここまでは、わが身を捨てる覚悟の今井宗久の思おも惑わく通りにことが進んだ。

　しかし津田宗及が、さらなる一手。

「納屋さん。ちょうど、会合衆の代表が引退なされたばかり。次の代表候補は手前と納屋さんの二人──だが、いずれが代表を継つぐかはまだ決まっておりません」

「そういえばそうでんな、天てん王のう寺じ屋やはん」

「互いのごひいきを後押しするついでです。この名物勝負に賭けませんか。明智さまが勝てば手前が、相良さまが勝てばあなたが新代表ということで」

「ふうむ。その勝負乗った」

「よろしいのですか。相良さまは料理経験がほとんどないとうかがいますが──ひるがえって明智さまは勝算ありのご様子」

「よろしおま」

　やべえぞ、今井宗久のおっさんが妙みようなバクチに乗りやがった！

　頭にはちまきを締しめ、料理人らしい割かつ烹ぽう着ぎを着て屋台に立つ良晴が、ぶるっ……と武む者しや震ぶるい。

「相良氏うじ、ほんとうに大だい丈じよう夫ぶでござるか？」

「結局、これだという料理は開発できていません。心配です」

　良晴の左右には、京から応おう援えんに駆かけつけてきた五ご右衛え門もんと半はん兵べ衛え。二人とも、良晴にならって割烹着を着ている。

「しかしお前ら、京を留守にしてていいのか？」

「この勝負が終わったら、ただちに京の守備に戻もどるでござる」

「はいっ。良晴さんが厨ちゆう房ぼう係がかりに左さ遷せんされるかどうかの瀬せ戸と際ぎわ、これは戦いくさです」

　うー、と半兵衛が目をいからせて千枚通しを振り上げる。

　千枚通し──キリみたいな形をしているが、たこ焼きをひっくりかえすための調理道具。

　いざとなればこの千枚通しで明智氏のツボを刺せば暗殺できるでごじゃるよ、と五右衛門がぶっそうな台詞せりふをつぶやく。

「攻こう撃げきはなしな、五右衛門。料理人は、味で勝負やで」

「ほんとに大丈夫でござるか？」

「あーはっはっはっ！　あきらめるです相良先せん輩ぱい！　私のほうは京と堺のツテを使って、至高の食材を調達してきました！」

　すぐ隣となりの屋台では、これまた割烹着姿の光秀がおでこを光らせながら大いばり。

「前まえ田だどの。まずは鉄板を薪まきでよく温めておくです」

「……承知」

　前田犬いぬ千ち代よも料理人姿で馳はせ参さんじ、こちらは光秀の下働き。

　どうして犬千代だけ光秀側……と少し不満顔。

「がんばりなさいねー。負けたらその恰かつ好こうのまま岐ぎ阜ふ城じようの厨房へ直行よー」

　お座ざ敷しき席せきには、今井宗久と一いつ緒しよに茶をすする町まち娘むすめ・吉きちの姿が。

　気楽なもんだぜ、と良晴は毒を吐はきたくなった。

　信のぶ奈なは片手に、紙でつくったメガホンのようなものを持って、大声をはりあげはじめる。

『この、尾お張わりのういろう問屋の跡あと取とり娘・吉が勝負の様子を実じつ況きようしてあげるわ！　解説役は、納屋の今井宗久よ！』

『お料理も、ちょっと工夫でこの美う味まさ。今井宗久でおま』

　この時代に「実況」なんて言葉があったんだろうか……と良晴は首をひねった。

『勝負のお題は、たこ焼き！　制限時間は半刻！　ついでに堺の新代表まで決まっちゃう天下の大勝負よ！　はじめっ！』

「ほう。てきぱきと、うまい実況やわ」

「声もよう通っとる」

「えらく、めんこい子やのう」

「うちの看板娘に雇やといたいわあ」

　ぱちぱちぱち。

　会合衆一同が信奈に拍はく手しゆ。

『どーも、どーも』

　いい気分になった信奈、四方に笑顔で愛あい嬌きようを振りまきだした。

「けっ。人をこんな過か酷こくな勝負に追い込んでおいて、えらく楽しそうだなおい。きぃ悔くやしい」

「すみません良晴さん。鉄板を予熱で温めていませんでした！」

「半兵衛ちゃん、予熱ってなんだい？」

「お料理の際には、あらかじめ鉄板を温めておかないと……光秀さんの陣じん営えいでは、すでに予熱を終えています！」

「そうなのか。やべえ、出で遅おくれたぜ。残り時間が減っていく！」

「七輪の薪に火をつけましょう……うんせ、うんせ」

「げっ、薪がしけってる。これじゃなかなか火がつかないぞ」

「拙せつ者しやに任せるでござる！」

　五右衛門が鼻息荒あらく、鉄板の下──七輪めがけて炸さく裂れつ弾だんをぶん投げる。

　ぼむっ！！！！！

　大だい爆ばく発はつ。

　良晴の屋台はゴゴゴゴと崩ほう壊かい。

　半兵衛たち三人は、崩壊した屋台の下した敷じきになってしまった。

「こらっ五右衛門っ！　屋台を破は壊かいしてどーすんだよっ!?」

「にゃああ～。火力の調整をしくじったでござる、面目ない」

「けほけほ。まだです、まだ終わっていません！　鉄板は無事ですっ！」

『おーっと、サル陣営がいきなりの内ない紛ふんですっ！　自じ爆ばくですっ！　さっそく主従の信しん頼らい関係に深刻なヒビが入っているもようです！』

『相良はん陣営は気合いが空回りや。戦場ではえらく強そうな面々やが……ほんまに、たこ焼き焼けますんやろか』

　信奈がお座敷の上にお行ぎよう儀ぎ悪く立ち上がって、嬉うれしそうに実況。

　良晴陣営の崩壊を横目に、光秀は犬千代を「ああするです」「こうするです」と顎あごでこき使って順調にたこ焼きの調理を進めていく。

「予熱はじゅうぶん。いよいよ至高の食材を投入していきます！　ほら丁稚でつち、きりきり動くです！」

「……むっ。犬千代は、丁稚じゃない」

「早くするです！　まずはかの斎さい藤とう道どう三さんさまが若き頃に売り歩いたことで有名な、大おお山やま崎ざき八はち幡まん宮ぐう直送の最高級えごま油！」

　料理は味だけやない、見せ物でもあるんや！

　堺の人々の嗜し好こうを調査してきた光秀、一枚の銭を取り出すと、ひしゃくに入れたえごま油を一滴もこぼさずにその銭の小さな穴へと流し込んでみせる。

　会合衆が、どっと沸わいた。

『おおっと、これは大技！　蝮まむしの道三がかつて得意技にしていた、永えい楽らく一いち文もん銭せんへの油通し！　若き蝮はこの大道芸で一いち躍やく、京の人気者になったと言います！』

『ほほう。さすが、道三さまのお小こ姓しようでんな。芸も達者や』

『種たね子が島しまから茶の湯、油売りまでまさに八はち面めん六ろつ臂ぴの多才多芸！　明智十じゆう兵べ衛え光秀が、屋台に押しつぶされて見苦しく暴れているサルを大きく引き離はなしました！』

　ああ。褒ほめられてます。信奈さまに褒められてます。

　光秀はいよいよ調子に乗って、ぼーっと立っている犬千代の髪かみをぎゅっと引っ張る。

「ほら丁稚、じゅうじゅうの鉄板へ粉を投入です！　早く早く！」

「……了りよう解かい」

　勝負に熱中する光秀、犬千代の顔色をうかがう暇ひまもない。

　まあ、もともと表情がない犬千代なのだが。

「粉に使用した小麦は、薫かおり高く腰こしの強い讃岐さぬき産！　さらに、昆こん布ぶと鰹かつおから煮に出だした絶品のだしを入れているです！」

　たこ焼きに、だし……やと！　その手があったんか！　わしら関西人の好みを熟知しとる！　と会合衆が唸うなる。

「そして隠かくし味あじに、京の塩しお田た十じゆう蔵ぞうさん家ちの元気なにわとりから採れた新しん鮮せんな卵をとろーり、ほんの少量です！」

　ついにきよった、生産者の顔が見える食材や───!!　これは安心やー!!　とさらに沸き立つ会合衆。

「さらに、具材には──明石あかし直送のぷりぷりのたこを生きたままぶつ切りにしてどぼどぼ入れるです！　色と香かおりづけに、最高級のてんぷらから採れた天かす、新鮮な紅しょうが！　とどめに京が生んだ至高の食材、今が旬しゆんの九く条じようねぎを惜しみなく投入です！」

　やりよった……！　納屋はんのたこ焼きをはるかに凌りよう駕がする至高のたこ焼きやで……！

　もはや勝負あった！

「ほら早くたこの足をきざむです！　さっさと入れないと、たこ焼きが焦こげちゃいます！」

「……思ったより、手て強ごわい……襲おそいかかられた」

「早く早く！」

　出で刃ば包ぼう丁ちようをかざした犬千代の顔に「喰くわれてなるものか」と張りついたたこを引きはがしながら、十兵衛がすぱすぱとたこの足を刻んで矢や継つぎ早ばやに投入。そのコントロールは正確無比、一個のたこ焼きごとに、きっちり中央にたこの身を放り込む。

『おおっと、たことの格かく闘とうです！　格闘しながら、刻んだたこを確実にたこ焼きへと投入！　これは見事です！』

『それがしは、天かすと紅しょうがをたこ焼きに入れたことに驚おどろきですな。なるほど……これまで考えもしなんだ味付けや』

『南なん蛮ばんから渡と来らいしたばかりの天かすを使うなんて、ハイカラよね！』

「なんちゅう香こうばしい香りや……！」

「はよう喰いたい！」

「買こうた！　明智屋の至高たこ焼き、買うた！」

　会合衆の大半が、目を血走らせて口をすぼめ、光秀を応援する。

　良晴は、追い詰つめられた！

　倒とう壊かいした屋台をつっかえ棒でどうにか建て直し、やっと七輪に点火したばかり。

「くっ……至高の食材ばかり揃そろえやがって。予算とか考えてねーな、あいつ」

「こちらの食材は近場で揃えた安い品ばかりです、良晴さん」

「うみゅう。忍しのびは粗そ食しよくでござる……美味を追求するのはむずかちい……」

「とにかく、焼かないことには戦いにならねえ！　たねを焼くぜ！」

「まだ予熱が足りてませんよ、良晴さん。焦げちゃいます」

「そんな時は油だ、どば～っと大量に油を注ぐんだ！」

「乱暴でござるな。だが、油っこくすると腹持ちはよくなりなちゅな」

　五右衛門が、鉄板の上にどっと油をぶちまけた。

　たこ焼きを入れる穴にぷかりと油が溜たまりそうな勢い。

『ちょっと……サルのたこ焼き、油が多すぎ。あれって不ま味ずそうじゃない？』

『そうでんな』

　しかも、良晴の屋台ではうまく火加減が調節できていない。

　火が強すぎて、あっという間にたこ焼きが固まってきた。

「やべえっ！　まだ、たこも入れ終えてねえのに！　裏返せ、裏返せ！」

「はわわ。千枚通し、尖とがっていて怖こわいです……くすん、くすん」

「危ないから半兵衛ちゃんはやらなくていい！　五右衛門、お前は右から。俺は左からひっくり返すぜ」

「了解でござる！」

「うおりゃああああああ！」

「ぬおおお、でござるっ！」

『おおーっと！　サルと乱らつ破ぱが猛もう然ぜんと千枚通しを回転させはじめましたっ！　しかしどうやら時すでに遅おそし、たこ焼きがこんがりと堅かた焼やけしていますっ！』

『むう。今から焼き直すにも、残り時間がおまへんな』

　いかに泰たい然ぜん自じ若じやく・今井宗久とはいえ、顔色がだんだん青くなってきた。

「あああ。ぶきっちょな手つきや、たこ焼きがぐちゃぐちゃやがな」

「あかん焦げとる！」

「思いきり焦げとる、硬かたくなってしもとる」

「あれでは、たこ焼き独特のやわらかくてふんわりとした食感が、台無しや」

　会合衆も良晴の素人しろうと料理に、落らく胆たんの色を隠せない。

「これでは硬すぎるでござる、相良氏！　すっかり焦げてまちゅっ」

「し、仕方がねえ！　ここは、水をかけてふやけさせ……」

　半兵衛が「はわわ。そんなことをしたら調理に失敗したのがバレて大減点されちゃいます」と半泣き顔で良晴を制止。

「ななな何か別の方法はないですか、良晴さん!?」

「やれやれ。自じ慢まんの千里眼も料理道には通じないでござるな、ちゃがらうぢ」

　千里眼──。

　追い詰められた良晴の脳裏に、ぴん、と閃ひらめいた一つの記き憶おく。

　たこ焼きといえば、大おお阪さか風ふうのもちもちしたやわらか～いものばかりと思っていたが……。

　そうだった。

　俺の時代には、もう一つのトレンドとも言える新味たこ焼きが存在した！

「──油だ！　油を大量にかけるんだ！」

「また油でござるか？」

「良晴さん。油が多すぎます」

「いいんだ！　ここまで焼いちまったものはしょうがねえ。いっそ『揚あげたこ焼き』に仕上げてやらあ！　っていうか、もうそれしか方法がねえ！」

　揚げたこ焼き!?

　半兵衛も五右衛門も、そして会合衆も首を傾かしげる。

『あ・げ・た・こ・や・き！　さあ、窮きゆう地ちに追い込まれたサルがまたしても謎なぞのサル語を披露いたしました！　揚げたこ焼きとは、いかなるサル料理なのでありましょうかっ！』

『あないなけったいなもん、食えるんでっしゃろか？』

　ふん。はったりに決まってます、と余よ裕ゆうの光秀。

　良晴たちの大おお騒さわぎにも呼吸を乱されることなく、千枚通しでくりくりときれいにたこ焼きを裏返していく。

「……おもしろそう。犬千代も手伝う」

「ダメです！　この作業は手先の繊せん細さいさが要求されるですっ！　十兵衛が一人でやりますっ」

「……むう。一個くらい、やらせて」

「名物勝負はもはやこの十兵衛の圧勝ですが、最後の仕上げにしくじったら万が一ということもあります！　『サルも木から落ちる』ということわざを知ってますですかっ！　ぜーったいに、ダメですからねっ！」

「……むう……」

　犬千代が、残念そうに立ちすくむ中──。

「よーし！　これぐらい焦がせばもういいだろう！　油もたっぷり乗ってるぜ！」

　まずは、得体の知れない相良屋の揚げたこ焼きが、完成した。

　会合衆一同が、「こないなもんを喰わされるんか……」とげんなり。

　表面は、ほとんどカリカリ。

　爪つま楊よう枝じをさすのも苦労するぐらいに硬く焼き上がっている。

　作り損ぞこないの失敗たこ焼きにしか見えない。

（売れ残りのたこ焼きを鉄板の上に置きっぱなしにするとあないな風に硬くなるわな）（あかん。あんなもん商品にならん）とささやく声も。

　だが良晴はそんな硬いたこ焼きの上にソースを大量にぶっかけ、さらに最後の最後に取り出した秘密兵器──。

「よ、良晴さん。このお汁しるはいったい何ですか？　白くて、もこもこねばねばしていて、臭くさいです……くすん、くすん」

「半兵衛ちゃん半兵衛ちゃん。ヘンなものを連想するからやめてくれよ！　これは俺様が徹てつ夜やで作ったマヨネーズという調味料だ」

「真ま夜よ姉ねい酢ず……ですか？」

「素人料理なんで卵黄と油に酢を混ぜただけのお手軽調味料だが、これを揚げたこ焼きに載のせると、実にいけるんだ！」

　ちょ。さらに油を？　油が多すぎるでござる……と五右衛門がジト目で良晴を睨にらむ。

「こんな油っこいものを食べたら、拙せつ者しや、肥ふとってちまうでござる。にんぢゃにとってかるちゃをいぢちゅることがどれほどじゅーよーかー……」

「いいからいいから。さあ、会合衆のみんな！　未来のたこ焼きを喰ってみやがれい！」

　どーん！

　嫌いやがる会合衆の前に、揚げたこ焼きマヨネーズ添ぞえを一皿ずつ提供していく良晴組。

「料理は見た目や素材の銘めい柄がらじゃねえ！　美う味まいかどうか！　それが大事なんだっ！」

「……わたしもこれを食べるわけえ？　いやねえ……なんなのよこれ、黒くて硬くて……しかも、白いヘンなねばねばがぶっかけられてる……」

「おひぃさま、とりあえず喰うてみまひょ」

　最後の仕上げに入っている光秀以外の全員が、イヤそう～な顔をしながら、揚げたこ焼きマヨネーズつきを、ぱくり。

　……

　……

　しばしの沈ちん黙もく。

（やべえ!?　もしかして戦国時代の人間の口には合わない味だったかっ!?　マヨネーズが酸っぱすぎっ!?　揚げたこ焼きが硬すぎっ!?）

　これで俺は……岐阜城の厨ちゆう房ぼう係がかり─────!?

　一いつ瞬しゆん「終わったああああ」と絶望して崩くずれ落ちる良晴。

　最初に口を開いたのは、今井宗久だった。

「……相良はん……！」

　ぶわっ、と宗久の目から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれる。

「なんちゅう……なんちゅうもんを、喰わせてくれはったんや……！」

　あの今井宗久が、滂ぼう沱だの涙を！

　これは尋じん常じような怒いかりようではない！

「うわあああ！　おっさん、もしかして激げき怒どしてるっ？　泣くほど後こう悔かいしてるっ？　悪い、悪かったっ！　会合衆の代表を賭かけた勝負になるなんて考えてなかったんだ────!!」

　ひたすらに土下座して詫わびる良晴。

「違ちがう！　美味いんや！　美味すぎて、思わず涙が」

「え？」

　いっせいに、試食を終えた面々が感動の声をあげる。

「ほんまや、これは美味い！」

「従来のたこ焼きとは違う次元の食べ物やけど、今まで味わったことのない美味さや！」

「外はカリカリ、中はあつあつね！」

「くすんくすん。とっても肥りそうです……でも美お味いしいです」

「あちあちあち。拙者、猫ねこ舌じたでござるよ相良氏！　でも、おいちいでござる！」

「……犬千代、おかわり。はむはむ」

「ふむ。南蛮風の天ぷらと、たこ焼きの融ゆう合ごうですな。一見すると非常識極まる創作料理ですが、実に素晴らしい」

　津田宗及までが、良晴の揚げたこ焼きを絶賛。

「たこ焼きを油で揚げるとは、奇き策さくも奇策。相良さまは料理の天才かもしれませぬな」

「いやいや。揚げたこ焼きは別に俺が考えた料理じゃねーから……いいのかな……」

　今井宗久も、

「これは、たこ焼きとは申せ、それがしのものとはまったくの別物。これならば納屋独どく占せんのたこ焼きを手放したという気にはなりませんな。いやさすがは未来から来たお人だけのことはある」

　と良晴を称たたえる。

　この予想外の成り行きに「えええええ」と驚いたのは、光秀だ。

「こここういう場合、さささ先に料理を出したほうが負けると決まってるはずです！　ししし信じられないです！」

　とりわけ耐たえ難いのは、

「ほんとに美味しいわね。サル、もう一個ちょうだい！」

「おう。食い過ぎるなよ」

「んもう。そのままじゃ熱いじゃない。ふーふーしてちょうだいよ」

「またか？　しょうがねえなあ」

「あ～ん」

　町まち娘むすめの吉に変装した信奈が、笑顔で良晴といちゃついていることだった。

「……あとはソースを塗ぬるだけ」

　光秀の屋台に戻もどってきた犬千代が気の毒そうに声をかける。

「そそそソースは中止です！　かくなる上は、あのあやしげなマヨネーズとやらに勝てる必殺の調味料を使うですっ！」

　嫉しつ妬とに悶もだえる光秀の目が、ぐわっと紅ぐ蓮れんの炎ほのおに燃え上がった。

「……そんなもの、あった……？」

「ありますですっ!!　これならば、絶対に信奈さまが大喜びすること間ま違ちがいなしですっ！」

　ど────ん！

　血迷ったか、十兵衛光秀！

　せっかく……せっかく技術と予算を惜おしみなく費やして極上至高の特製たこ焼きを完成させたというのに。

「さあさあ。これを喰くいやがれ、ですっ！」

「こ……これは……」

「なんちゅう……なんちゅうもんを……喰わせるつもりなんや……！」

　……たこ焼きの上に、たっぷりと。

　たっぷりと、三み河かわ名物の八丁みそをぶっかけて、会合衆の前に差し出した。

「八丁みその中でも特に熟成した最高級品を使ったです！　松まつ平だいら元もと康やすどのに頼たのんで取り寄せたのですっ！　さあさあ、遠えん慮りよせずにどうぞ召めし上がれですっ♪」

　……

　……

　……

「ふっふーん。感動して金かな縛しばりになったのですか？　遠慮しないで、冷めないうちにいただくですっ♪」

　言えない……。

　この、光秀の「鼻高々」「どうだ参ったかです」といわんばかりの得意げな笑顔を前に、「こんなものが食えるか」なんて、言えない……。

　一同が、震ふるえる手つきで「みそたこ焼き」を口に放り込む。

「うーん。まあまあいける……ことも……ない……ことも……」

「……苦い」

「たこ焼きとおみそ……味が合ってないです。くすんくすん」

「ぢ、滋じ養ようはつきそうでちゅな」

　美み濃の尾お張わりから来たみそ臭くさい面々ですら、いっせいに首を傾かしげるありさま。

　こんなの、勝かつ家いえぐらいしか喜ばねえぞ……と良晴。

　舌が肥えた会合衆に至っては、完食できる者すらいない始末。

　特製の熟成八丁みそは、通常の三倍は苦いのだ。

　八丁みそに慣れている光秀ならともかく、八丁みそじたいに馴な染じんでいない堺の面々にはこの味と匂においはきつすぎた。

「な……なんやこれは……」

「ほんまに……なんちゅうもんを……」

「あかん……わての舌が、舌がアホになってまう……」

　そして光秀に勝負を賭けていた津田宗及はたこ焼きを刺さした爪楊枝を、無言でこっそりと皿の上に戻していた。

「確かにこのみそは高級品。たこ焼きも完かん璧ぺきな仕上がり。料理じたいの完成度は、相良はんのものよりはるかに高みにある。そやけど、素材同士の調和がとれとらん。高級な素材がみな台無しや。どないかしておひぃさまに気に入られたいという焦あせりがそのまま、料理の出来にあらわれとる」

　今井宗久が、ぴしゃり、とダメだし。

「ええええええっ……だ、だ、ダメですかああああっ!?　そんな……まさか……！」

　光秀、がっくりと膝ひざを突ついた。

（こ、これで厨房係決定です……ううう）

　敗北を覚かく悟ごした。

「津田どの、申し訳ないです！　これで堺の代表は今井宗久どのに……」

「いや。勝負はふたを開けてみねばわかりますまい」

　そして……。

　しばしの休きゆう憩けいの後に行われた、会合衆による投票の結果は。

　光秀が、大差で。




　勝った。



















「やったですううううううう！」

「よろしいですな。これより、手前が会合衆の代表」

　やっぱり八丁みそは最高の食材です！　と大はしゃぎで飛び回る光秀、静かに茶を一いつ服ぷくする津田宗及。

　犬千代たちがいっせいに「……ぶーぶー」「やらせでござる！」「さては津田さまが会合衆の皆みなさんを買収したのでは」と抗こう議ぎするが、津田宗及の裏での買収劇に気づいていない光秀は「ふーん。負け惜しみですね。見苦しいです」と空気を読まずに一人で大いばり。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいでござる。拙者、京へ帰るでござる！」

「わたしもです。まさかこんな八や百お長ちよう勝負でほんとうに良晴さんを左さ遷せんしないでしょうね？」

「……むかついた」

　五右衛門、半兵衛、犬千代は怒ど気きを発してその足で京へと戻ってしまった。

「納屋さん、これも勝負というもの。今回は手前が勝たせていただきました、それだけのこと」

「これだけの票を買い取るとはかなりの大金を使いましたな、天王寺屋はん」

「もう少しいい勝負になると踏ふんでいたのですがね。八丁みそのおかげでかなりの痛手です。まあ、客に売る際にはみそを使わねばいいだけのこと──それより納屋さん、あなた、手前が皆を買収するのを黙だまって見過ごしましたね？　なぜです？」

「なにしろ、たこ焼きの独占権を手放すんや。あんたらが買いとらなんだ相良はんの『揚あげたこ焼き』は、それがしの独占物とさせてもらおう。異存は、おまへんな？」

　津田宗及が、「ぐ……」と詰つまった。それは困る、と言えば今井宗久は「この投票に不正あり」と言い立てるだろう。今井宗久はたこ焼きの独占権を手放した代わりに、今度は揚げたこ焼きの独占権を押さえたのだ。

「なるほど……名より実を取った、というわけですか。あなたと昵じつ懇こんだった相良さまを切り捨ててまで……食えぬお人だ」

「左様。会合衆代表の役職なんぞ、おひぃさまが今以上に大きくなれば、おのずとそれがしの掌てのひらに転がり込んできますからな」

「そうなりますかな？　京の公く家げ衆の間では、織田信奈さまの評判はすこぶる悪いとか。あなたも織田さまともども、足をすくわれぬよう気をつけねばなりませんよ」

　好敵手。津田宗及と今井宗久は静かに視線を交こう錯さくさせながら、互たがいの腹の内を探りあった。

　だが、ともかく名物勝負は、明智光秀の勝利に終わり。

　堺会合衆の新たな代表に、津田宗及が任命されたのである。




　　　　※




「この勝負は私の勝ちですね、先せん輩ぱい」と鼻たかだかの光秀。

「お、おかしいじゃねえか！」

「ぜんぜんおかしくないです」

「むっきー!!　人の勝ち星を横取りしやがって！　今井のおっさんに謝れ！」

「ふっふーん。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって票の不正があったとしても津田宗及どのがやったことで、私はぜんぜんあずかり知らないことです。勝負の世界は厳しいのです、相良先輩」

　今井宗久の屋や敷しき。

　信奈と今井宗久の前で、良晴と光秀はなおも口論を続けていた。

　良晴はぜんぜん納得がいかないし、光秀は「不正があろうがなかろうがこの十兵衛は知らぬことですし」とけろりとしている。

「お前、意外とせこいな……そこまでして信奈の第一の側近になりてーのかよ？」

　半ば呆あきれたように、良晴がつぶやいた。

　光秀は良晴のほうへと正座したまま向き直り、

「当然です」

　と凜りんとした声で言い放った。

「わが明智家は今でこそ見るも無む惨ざんに落らく魄はくしておりますが、元を正せば清せい和わの姫ひ巫み女こさまの血を引く清せい和わ源氏の一族。鎌かま倉くらにこの国最初の幕府を開いた源みなもとの頼より朝とも公もこの清和源氏から出たお方。名門中の名門です」

「お前が高貴な名家の出身だってのはもう聞いたよ！　だいいち、おでこを見りゃわかる！」

　なぜ、おでこですか！　と光秀が唇くちびるをとがらせる。

「くわえて、この十兵衛光秀は美濃随ずい一いちの神童。だが父は早くに戦せん没ぼつ。母上が落魄した明智家を切り盛りしておりました。貧びん乏ぼうな家ゆえに学問ができぬのは不ふ憫びんと、わが母上は私の教育のために寝ねる間も惜しんで内職を続けてくださいました。もともと病気がちだった母上はついに身体からだをこわされてしまいました。この十兵衛光秀を野に埋うもれさせず世に出したい、明智の家を再興させたい、その思いゆえに無理を重ねられたのです」

「……」

　光秀の表情が、真しん剣けんになっていた。涙なみだぐんでいるのも、噓うそ泣なきではないようだった。

　これは真ま面じ目めに聞いてやらなきゃダメだな……と良晴も姿勢を正す。

「十兵衛はその母上のお力ちから添ぞえあって、斎藤道三さまの目に留まり、一の小こ姓しようとして英才教育を受けた身です。他の武将とは頭の出来も覚悟も違ちがいます。残念ながら尾張には信奈さまの夢を理解できる武将などいないです。信奈さまが道三さまから継つがれた天下布武、そして世界制せい覇はという夢に誠せい心しん誠せい意いお仕えできる者は、この十兵衛だけです！」

　そういえば正しよう徳とく寺じの会見の時にも、こいつ、信奈が語った夢に生き真ま面じ目めに感動していたっけな……と良晴は思い出した。

「道三さまが美濃を追われた時、私は合戦には参加させてもらえず、道三さまから『今より京、堺へ出いでて見聞を広め、いずれは我が義娘むすめ、信奈どのを補ほ佐さするよう』とことづけをいただきました。私はそれほど道三さまに期待されていました。だから老いて病に臥ふせった母上を連れ、浪ろう人にんとなって旅を続けたのです。御ご所しよの公く家げと交際するには莫ばく大だいな金が必要です。時には恥はじを忍しのび、用心棒ふぜいのような真ま似ねまでして路ろ銭せんを作り、苦労して畿き内ないでの交友を広げてきました。津田宗及どのともその時からのつきあいです」

　ところが、私が畿内で苦労を重ねているすきに、どこからともなく現れた未来人とやらが信奈さまの側近の地位に就ついてしまったのです。

「未来から来たなどとほらを吹ふく男は信用できません。しかも、その男はどうも家臣のくせにこともあろうに信奈さまに下心を抱いだいている様子──とんでもない下げ克こく上じよう野や郎ろうです。私は、どんなせこい手を使ってでも信奈さまをお守りするために追い落とさねばならないのです！」

　下心なんかねえよ！　と良晴が脊せき髄ずい反はん射しやで反論。

「十兵衛ちゃんのまっすぐな志とか母親孝行の思いはわかったけど、俺はそんな悪い男じゃねーってば。誤解だぜ」

「誤解もなにもないです！　信奈さまの寵ちよう愛あいをうけるのはこの十兵衛光秀と以前から定められていたのに、それをお前は……いえ、相良先輩はただ未来から来たというだけで横取りして」

「しょうがねえだろ！　実際、未来から来ちまったんだから！」

「いーえ。そんな奇き天て烈れつな法ほ螺ら話ばなし、この知ち恵え者しやの十兵衛は容易に信じません。証しよう拠こを見せてください」

「証拠ったってなあ……学生服くらいじゃ証拠にゃならないし、ケータイはバッテリーが切れてるし……」

「ほーら。やはり相良先輩は詐さ欺ぎ師し野郎ですね」

　ずっと無言でこのやりとりを眺ながめていた信奈が、ぼそりと口を開いた。

「十兵衛がお家再興のために身を粉こにしてがんばっているのはわかったわ。でも今はとにかく、厨ちゆう房ぼう送りの件よ」

　こめかみがぴくぴく引きつっている。

　さあ来た、と良晴が身構える。

「勝負は勝負。まさかサルの干し首一個で勘かん弁べんしてもらえると思ってるわけ？」

　すさまじく不ふ機き嫌げんそうだった。

「いや……しかし……」

　今井宗久が「おひぃさま。それがしは津田宗及が票の買収をやっとると知っていながら『揚げたこ焼き』の権利を押さえるために見み逃のがしたんですわ。しかし実際には間ま違ちがいなく相良はんが勝っとりました。ここはそれがしの面目を立てるちゅうことで、なにとぞ寛かん大だいなお裁きを」と良晴をかばうが、信奈は「そうは言っても、約束は約束だし……」とため息いきをつくばかり。

　良晴は（あああ、俺って実は今井のおっさんに背後からブスリとやられてたのかあ!?）と今頃気づいて頭を抱かかえた。

「厳しいぜ……商あきないの道は、マジで厳しいぜ……思い知った……！」

　信奈はといえば、ほんとうは十兵衛を[image: しか]しかりつけたいのだが、十兵衛自身は票の買収の件を知らなかった身なので責めづらい。今井宗久がこれほど銭ぜににこだわるのも、自分に身代のすべてを傾かたむけて投資するためなのだとわかっているし。

　だが……もっと腹立たしいのは、このままでは良晴が左遷されてしまうということだ。

　いや、それがイヤだと言い出せない自分の気位の高さがいちばん腹立たしい。

「信奈さま。この勝負、私が勝ちました！　さあ、公正なるご沙さ汰たを！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で迫せまる光秀。

　空気読めない子、だった。

　この場で「左遷の罰ばつはなしで」という方向で丸く収めるつもりだった今井宗久が「ちょ。何を言いだすんや」と顔色を変える。

「そ、そうね……」

「さあ信奈さま。『サル、あんたは岐阜城の厨房係に降格！』と仰おつしやって下さい！」

「……う……で、でもね。得票数はあんな形になったけど、実際にはサルの『揚げたこ焼き』のほうが好評だったわ。ここは引き分けということで……」

「ですが、対決は私の勝ーちーでーすー！」

　目を伏せて、もごもご、と口ごもる信奈。

　あとひと押しです！

　光秀が目に涙をじわりとうるませて、自分の小指をかんだ。今度のは演技の噓うそ涙なみだである。

「な、なんということを……信奈さまは、もしかして……相良先輩がお好きなのですか？　なんだか先輩をえこひいきしているように、この光秀の耳には」

　ぼむっ。

　信奈の顔色が、一気に朱しゆに染まった。

「そ、そんなわけないじゃないっ！　こここいつはサルよ！　完全な、身分違いよ！　好きもなにも……そんな……！」

「そうですよね！　では、公正なお裁きを♪」

「う、う、う」

　それでも、「サル、あんたは厨房係に降格ね」とは言い出せない信奈。

　どうしてあんなこと言っちゃったのかしら……と後こう悔かいするが、後の祭り。

「まあ勝負は勝負だ。俺の負けだ。主君がいちど口にした約束を反ほ故ごにしちゃまずいぜ信奈。俺は岐阜城へ行くよ。これからは『織田信奈のシェフ』としてがんばるぜ！　相良良晴立志伝・第二部！　天下一料理人編の幕開けだ！」

「ちょ、ちょっとサル？　あきらめがよすぎるわよ？」

「納得しがたいが、これ以上内輪で揉もめている余よ裕ゆうは今の織田家にはないしな。揉め続ければ、敵に足をすくわれる。今はとにかく将軍宣下が最優先だぜ」

「それはそうだけれど」

「こ、これで終わったわけじゃねえ。未来料理の知識を駆く使しして、また一から這はい上がってみせるさ。お前のみそだらけの食生活を放置していると、高血圧で寿じゆ命みよう縮めそうだしな。まずは減塩ソースのレシピから開発だ、とほほ。そ、それじゃあな」

「さ、サル～!?」

　なかなか潔いさぎよいですね。そうです負けサルは去るのみです、と十兵衛が餞せん別べつのぶぶ漬づけを手て渡わたし、「道中お気を付けを～」と晴れやかな笑顔で良晴を見送った。

　良晴は「むきいいい！　ぶぶ漬けだとっ？　そんなにさっさと帰らせたいのかよ十兵衛めえ！」と歯ぎしりしながらも、身をひいて信奈たちの前から立ち去るしかなかった。岐阜城へ詰めることで武たけ田だ信しん玄げんがほんとうに上じよう洛らくするかどうかを直接確かめたいという思いもあったのだが、なんといっても文字通りの左さ遷せんである。

　秀ひで吉よしのおっさんへの道はまだ遠い、と良晴は泣いた。




　残された信奈は仏ぶつ頂ちよう面づらになったり、半泣きになったり、と忙いそがしい。

「……ああもう……ほんとうに美濃に行っちゃった！　なによあいつ、十兵衛に甘いんだから！　弱みでも握にぎられてるのかしらっ!?　納得いかないわ、サルのわたしへの忠誠心ってあの程度だったの？」

「おひぃさまがひどく苦く慮りよしとる姿を見て、潔く身を退ひいたんでっしゃろな」

「ふふん。勝負とはいえ、今井どのには申し訳ないことをしました。この十兵衛がツテに声をかけ、当座の資し金きん繰ぐりをなんとかいたします……利子はトイチでいいですか？」

　貧乏で苦労しすぎた十兵衛光秀、金にはいよいよせこかった。

「さて信奈さま。邪じや魔まなサル人間……いえいえ、相良先輩もいなくなりましたし、京も平へい穏おん無事。二人でゆっくり堺見物をいたしましょう。これからはこの十兵衛光秀が信奈さまのお供をいたします！」

「……うっさいわね、バカ！　きんかん！　なに一人で喜んでんのよ、空気読みなさいよっ！」

　とうとう、信奈が、爆ばく発はつ。

　光秀の手前、そして自分の気位の高さゆえにずっとたえていたが、どうやらたえきれなくなったらしい。

「……えっ……の、信奈さま？」

「サルを追いかけるわ！」

「ええっ？　待ってください、お一人では危険です！」

「十兵衛！　サルの好敵手を名乗りたいなら、これからは正々堂々と勝負しなさいよ！　宗久、馬を借りるわね！」

　言い捨てると、今井宗久の制止も振ふり切って馬に乗り屋敷を飛び出し、姿が見えぬ良晴の後を追いかけていった。




「……信奈さまが……信奈さまが、私をお[image: しか]りに……」

　信奈に激しく[image: しつ]しつ責せきされてしばし呆ぼう然ぜんとなり、今井屋や敷しきに一人取り残された光秀は、そのまま動けなくなった。

　あんな不本意な勝ち方をしてしまったというのに、はしゃぎすぎたのだろうか。

　光秀は一度物事に夢中になると、執しゆう念ねん深ぶかくその問題に集中してがむしゃらに働き続ける一方、周囲がまるで見えなくなる。

　道三からも、何度か指し摘てきされた欠点だった。「だがその欠点がそなたの美徳でもある。いずれ誰だれにもなせぬような大事をなすであろう」と褒ほめられてもいたので、気にかけたことはなかったが……。

「まあ、茶でも一いつ服ぷく」

　信奈の姿を見失って戻もどってきた今井宗久に気き遣づかわれ、目め尻じりを拭ふき洟はなをすすりながら宗久に泣いて謝った。

「……申し訳、ありませんでした」

「相良はんに対して、少々やりすぎましたな。それに……おひぃさまのみならず、前田はんたち同どう僚りようの怒いかりも買こうてしもうた。これでは明智はんは織田家中で孤こ立りつしてしまう。本日は勝ちを譲ゆずり、引き分けということで丸く収めるべきでしたな」

「……でも、出世競争の相手に甘い顔をしていては……」

「おひぃさまにとって、家臣団とはご自分の家族のようなもの。家臣同士で仲なか違たがいを繰くり返かえしとる三み好よし一党とは、そこが違います。そして、それこそがおひぃさまのもっとも大きな力」

「……この光秀にはわかりません。家族は、家族です。光秀の家族は、母上ただひとりです。家臣は家族とは違います。功名を競い合う相手となれ合うなど……」

　それはお心得違い、と宗久が岩のような顔を崩くずして諭さとした。

「それがし十年も前から先代信のぶ秀ひで公とつきおうておりました。思えばおひぃさまは、家族運のないお方。唯ゆい一いつの家族と言える信秀公は戦いくさが忙いそがしく、おひぃさまにほとんど構ってやれませんでしたわ。しかもその信秀公をはやくに喪うしない、第二の父とも兄とも慕したっておった南なん蛮ばんの宣教師もあえなく亡くなってしもうた。実の弟は、それこそ世よ継つぎの座を巡めぐる競争相手」

「信奈さまにも母上がおられるはずです。母上さえいてくれれば、たとえ父上がいなくても我が慢まんできます」

「……おひぃさまは、ご自分の母親に愛されておらぬのですわ。それどころかひどく嫌きらわれておられますんや。おひぃさまのあの激しいご気性ゆえか、あるいは母親の愛を得られなんだゆえにああいうご気性となられたのか……」

「そんな。あの……天才の信奈さまが!?」

「世の大多数の者にとっては、過ぎたる才はうつけにしか見えまへん。たとえ実の母でも」

「しかし、わが母上は……」

「明智はんの母上が、ご聡そう明めいだったまで。明智はんの天真爛漫な自信家ぶりを見ておれば、母上からぎょうさん愛されなすったんやなとわかりますわ。同じ天才でも、おひぃさまのように屈くつ折せつしとりません」

　そうだった。

　光秀は、やっと、思い出した。

　南蛮寺で、フロイスが言っていたではないか──良晴から聞いたという信奈の身の上話を。

　信奈は、素直な少女を演じて母親から愛されることと、うつけ者と笑われても天下布武を果たす夢とを秤はかりにかけて、母の愛を……あきらめたのだ、と……。

（……あの話が、まさかほんとうだったなんて……でも、信奈さまは、家臣の前ではそんな悲しい思いをしているだなんて態度、少しも見せずに……いつも、明るく、元気で……）

　先の桶おけ狭はざ間まの戦勝の折にも、信奈さまは喜び勇んで母上にご報告にあがりましたが『血に塗まみれた穢けがれた姿で母の前に現れるとはあさましい。それでも織田家の姫ひめか』と一いつ喝かつされ、部屋に入れてもらえずに追い返されたと聞きまっせ、だがこれは町人どもがささやく無責任な噂うわさ話ばなしゆえ他言無用、と宗久が痛ましげな声でつぶやいた。

「ゆえに、おひぃさまには、家族はいなかったも同然。家臣団こそがおひぃさまにとっての家族なのですわ。その家臣たちが互たがいに争い蹴け落おとし合う光景を見せられるなど、何よりも耐たえ難がたい筈はず。血を分けた弟君と家か督とくを奪うばい合った過去を思い出すのでしょうな。そのゆえに、あれほど激げき怒どなされたのでっしゃろ」

　京へ戻ります、と光秀が頭こうべをたれた。

　こぼれた涙なみだが、ぽろり、と手の甲こうに落ちた。

「おひぃさまを追いかけまへんのか？」

「……それは、サル人間の役目です。私はもう、信奈さまに嫌われてしまいました……」

「明智はんはまだまだ織田家では新参者、知らぬ事情も多々ありますがな。これから家臣団との和を心がければよいこと」

　だが光秀は後悔のあまり、しばし顔をあげられなかった。







　　　巻ノ五　京きようを守るは、明あけ智ち光みつ秀ひで







　良よし晴はるを追って単たん騎き、堺さかいの町を飛び出した信のぶ奈な。

　だが、なかなか良晴を見つけられなかった。

（速すぎる。もう美み濃のへと向かっているのかしら……）

　守もり口ぐちを通過して枚ひら方かたに入り、ひょうたんの水を飲みながら、京街道をひたすらに駆かけた。

　いにしえの文化教養に詳くわしい光秀と未来から来た良晴には、手を取り合って一いつ緒しよに活かつ躍やくしてもらわなければ困るのだ。性格的にも二人は、互いに欠けたところを補えるはずだった。生き真ま面じ目めでひとたび仕事にのめり込むと周囲が見えなくなる光秀と、女好きでスチャラカだが人とは違ちがう視点から思いもしない知ち恵えを出してくる良晴。

　いや、そんなことより、良晴にはもっともっと出世してもらわなければ、信奈自身が困る。

　もっともっと手て柄がらを立てさせて、押しも押されもせぬ織お田だ家の家老宿老格へ。

　やがては一国一城の主あるじに。

　さらには天下統一のために繰り出す地方方面軍をまるごと任せて、織田家による天下平定事業における最大の功労者に──。

　その暁あかつきには御ご所しよから高い高い官位を与あたえて、目もくらむような高みに良晴を昇のぼらせて……それでも足りなければ、どうやってもこの国が変わらないというのであれば、大きなガレオン船を造って一緒に七つの海へと乗り出せばいい。

　世界へと。

　狭せまい日本を飛び出して、広い広いこの〝地球〟へと。

　そうすればきっと──。

　きっと、この国のだれも、文句は言えまい。

　自分と、良晴との……。

　……

（……ちょっと待って。わたし、何を考えているのかしら。熱でもあるのかも）

　信奈は首をぶんぶん振りながら、街道を突つっ走ぱしった。

　着の身着のまま、町まち娘むすめ・吉きちの姿で飛び出してきたことが幸いし、まさかこの顔を真っ赤に染めながら「なんでわたしがサルの心配なんかしなきゃいけないのよ！」と馬上できーきー騒さわいでいる女の子があの織田家の姫大名だと気づく者はいなかった。




　だが。

　ただ一人、信奈の正体を見破ることができる者が、この京街道にいた。

　その者こそは、フロイスの南なん蛮ばん寺じに押し入ってきた傭よう兵へいたちを束ねる大将格だった男。

　種たね子が島しまを担かついだ、虚こ無む僧そう姿すがたの暗殺者。

　名を、杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼうという。

　その杉谷善住坊、街道沿いのあばら屋に隠れ、信奈を待ち受けていた。

　土間の片かた隅すみには、なんと、縄なわで縛しばられて転がされている相良さがら良晴。

「お前、堺の南蛮寺にも来たな？　いったい何者なんだっ？」

　良晴が顔中青あざだらけになっているのは、杉谷善住坊に捕とらわれる際に激しく抵てい抗こうし、さんざん殴なぐられたためだろう。

「どうせ貴様は死ぬ。教えてやろう。俺は杉谷善住坊。甲こう賀がの忍しのびさ」

「にっ、忍にん者じやだと？」

「忍びと言っても、俺の得物は種こ子い島つだ」

　使い込まれた鉄てつ砲ぽうの筒つつを掃そう除じし煤すすをはらいながら、善住坊がうそぶいた。

「甲賀者は銭ぜにによって主君を変える。今の俺は、さるお方に『織田信奈を殺せ』と依い頼らいされていてな。中立都市の堺ではさすがに殺やれなかったので、街道で待ち伏ぶせて殺すことにした」

「サルお方とは、誰だっ？」

「さてね。サルとはいえ、お前じゃないことだけは確かだな」

　編み笠の下で「くっくっ」と善住坊が暗い笑い声をたてた。

「戦なんぞしなくても、玉ぎよくを取れば勝ちってわけよ」

「やめとけよ。テロで歴史は変えられないって言うぜ」

　寺に歴史は変えられない……そうかもな。仏を拝んでりゃ極ごく楽らく往おう生じようできるんなら誰も苦労しねえわなと善住坊。

「だが、信奈がいつ京へ戻るかわからねえだろう？」

「いや、すでに堺を出ている。あの姫はどうやらお前を追いかけてるらしいぜ、サル」

「俺を？」

「くっくっ。せっかくのお忍び旅行だ。お前に、もうちょっとかわいがってほしかったんじゃねえのか？」

　てめえぇえぇ！　と良晴が足をあげて善住坊を蹴けろうとするが、きつく縛られていて身動きができない。

「サルを餌えさに、信奈をおびき寄せる。捕らわれた貴様を見たあの姫が慌あわてて近寄ってきたところを、ズドン、だ」

「こんなバカな真ま似ねをして誰だれが得するんだよ？　いったい信奈にどんな恨うらみが……！」

「お前にも織田信奈にも別に恨みはない」

「銭か？　銭なら、雇やとい主ぬしの三倍払はらう！　だから!!」

「ふん。俺の望みは、わが種子島の腕うでを天下に知らしめることよ。天下人に名乗りをあげた織田信奈を殺せば、この杉谷善住坊の名は甲賀どころか日ノ本中の忍びどもに鳴り響ひびく。そして俺は、いちど定めた的を外したことがない男だ」

「ふざけるな……！　そんな理由で、この国をめちゃくちゃにするつもりかっ」

「笑しよう止し。すでに、この国はめちゃくちゃになっている。それによ、今さら天下を統一などされては俺のような者が困る。殺し放題、盗ぬすみ放題のこの戦国乱世が楽しくて楽しくて仕方がない連中がな。ふははははっ！」

　生きつ粋すいの、暗殺者。

　日本全土がめちゃくちゃに乱れ民たみが苦しんでいる光景を見て喜んでいる、そんな男だった。

　いくら「人たらし」の良晴でも、こんな異常な性せい癖へきを持つ男を説得できるわけがなかった。

「そろそろ猿さる回まわしの姫が追いつく頃ころ合あいだ。さあ、楽しい暗殺劇の幕開けだぜ」

　街道の片隅にある茂しげみの中に、善住坊は棒を突き立てていた。

　あばら屋から引きずり出した良晴を縄で棒に固定し、自分はあばら屋へと身を隠す。

　まさしく、良晴は「餌」にされたのだ。

　このあたりの道はちょうど急な曲がり角から出てきたところで、しかもそこからは見通しのいいまっすぐな一本道。

　待ち伏せて種子島を撃うつには、絶好の場所だった。

（やべえぜ。五ご右衛え門もん抜ぬきで忍びに勝てるわけもなく、あっさり捕つかまっちまった！　俺が殺されるだけならまだしも、こともあろうにこの俺が信奈暗殺の餌にされるなんて……！）

　いっそ舌をかみ切って……とも思うが、ここで舌をかんで死んでも信奈は自分の姿を見つけたらやっぱりいちもくさんに駆かけ寄ってくるだろう。いや、俺が無ぶ様ざまな死し骸がいになっていたらあいつはますます取り乱してまんまと罠わなにかかるかもしれねえ。

　口は悪いし態度は素直じゃないしとんでもねえ姫ひめさまだが、それくらいは鈍にぶい俺にだってわかるぜ馬ば鹿か野や郎ろう。

　良晴は、声を張り上げて叫さけんでいた。

「信奈、これは罠だ！　単純すぎる罠だ！　来るんじゃねええええ！」

　種子島を構えて待ち受ける善住坊は、（自分で姫を呼びつけていやがる馬鹿なサルだ）と笑い飛ばす。

　そして、良晴の声に呼ばれたかのように。

　曲がり角の向こう側から、馬が駆ける音が鳴り響いてきた！

　町娘・吉に扮ふんしている、信奈だった。

　しまった！

　叫び声をあげるんじゃなかった！

　こいつ──俺が縛られている姿に驚おどろいちまって、俺の言葉をぜんぜん聞いてねえ！

「ちょっとサル！　あんた、なんでこんなところでさらし者になってるのよ？」

「わああああ！　来るな！　来るな来るな来るな！」

　馬に乗った信奈が、良晴のもとへまっしぐらに突き進んでくる。

「来るなバカ！　忍者が種子島でお前を狙ねらって……」

「え？　なに？　きぃきぃ叫ばないで、落ち着いてしゃべりなさいよ！」

　あとわずかばかりの距きよ離りへと縮まった、二人の鼻先に。

　硝しよう煙えんの臭におい──。

　そして。

　善住坊が引き金を引く音に続いて。

　種子島が火を噴ふく、大だい轟ごう音おん。




　　　　※




　その頃ころ、京では。

「信奈さまが見あたらないです……やはり相良先輩を追って美濃へ……」

　一人さびしく京に戻っていた光秀のもとに、堺の今いま井い宗そう久きゆうから信じがたい知らせが飛び込んでいた。

『大和やまとの松まつ永なが弾だん正じようがにわかに翻ほん心しん。今いま川がわ義よし元もとさまの首を狙ねらい、いっせいに京へと進軍中。津つ田だ宗そう及ぎゆうが弾正と何やら手紙でやりとりをしていた由よし。京がもぬけの殻からになっていると弾正に知らせてそれとなく煽あおったのやもしれませぬ』

　津田宗及の手紙の影響かどうかはともかく、松永弾正久ひさ秀ひでが謀む反ほんと下げ克こく上じようの常習者であることは間ま違ちがいなかった。なにしろ、天下の足あし利かが将軍を襲しゆう撃げきした人物である。

　仇きゆう敵てきの三み好よし三人衆は織田軍に追い払われて四国へ去った。しかもその織田軍が京にわずかな手勢と新将軍候補の今川義元しか残していないと知り、巻き返せる好機と見たのかもしれなかった。

（津田宗及どのは、自由都市である堺を織田家の傘さん下かにしたくないのかもしれないです。堺の商人あがりの松永弾正が京の主ならば、これまで通りに堺は独立を保っていられるです。だから津田どのは名物勝負にかこつけて代表の座を奪うばい取ったのかも──）

　ともあれ、津田宗及は武士にあらず。商人である。

　商人には、商人が守るべきものがあり、商人の戦いがある。

　だから光秀は、津田宗及のとった行動を恨まなかった。

「急ぎます！　清きよ水みず寺でらへ！」

　光秀は守備兵をすべてかき集めたが、京に残る手勢はわずかに八百足らず。

　駐ちゆう屯とん所じよから出発した時にはもうすでに、夜が更ふけていた。

　この時光秀ははじめて、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、竹たけ中なか半はん兵べ衛え、蜂はち須す賀か五右衛門がいつの間にか消えていることに気づいた。光秀が京に戻ってからまだ三人の顔を見ていない。

　左さ遷せんされて美み濃のへ戻った良晴に、ついていったのかもしれない。

　しかし、京を預かる自分に一言もなしに……？

（まさか、サル人間をずっこい手で左遷させたので、嫌きらわれたですか？）

　名物勝負での三人の怒いかり具合、良晴の同どう僚りよう家臣たちからの慕したわれ具合を考えれば、ありうることだった。良晴とケンカする手合いといえば、柴しば田た勝かつ家いえくらいである。

　おひぃさまにとって、家臣団とはご自分の家族のようなものである。

　今井宗久の言葉が再び光秀の胸を突いた。

　敵は一万を超こえ、味方は八百。

　その上、城塞ではなく、寺に籠こもっての防衛戦である。

　自分一人の知ち恵えなど、このような圧あつ倒とう的てきな戦力差を前にすれば何の力にもならない。

「まあまあ。光秀さん、頼たよりにしていますわよ！　お寺の周囲を完全に囲まれてしまいましたけれど、この程度の危機くらいあなたの知恵でなんとかしていただけますわよね？」

　松永の旗印が塀へいの外に乱らん舞ぶする中、奥おく座ざ敷しきで十じゆう二に単ひとえを着込んで風ふう雅がに和歌を詠よんでいる今川義元の声だけが、ご陽気だった。

　明智十じゆう兵べ衛え光秀は、瞼まぶたを閉じ、そして覚かく悟ごした。

「御ぎよ意い。京を守るは、明智光秀。この命に代えましても最後まで義元さまをお守りいたします」

　信奈は、光秀に京を守れ、と命じたのだ。

　同僚に見放されたのは、自業自得。

　ただ、信奈さまが京にいないことが不幸中の幸いですと光秀は思っていた。

　光秀はまだ、信奈があの杉谷善住坊の卑ひ劣れつな罠にかかって絶体絶命の危機に瀕ひんしていることを知らない。

　信奈が美濃から兵を率いてかけつけるまでの間、今川義元をなんとしても守りぬくと決意している。

　清水寺での籠ろう城じよう戦せんで時間を稼かせぐ。

　自ら前線に立ち、種子島を撃って敵の名だたる将を討うち取り、松永勢を怯ひるませる。

　それしかなかった。

　だが、援えん軍ぐんが来た時にはもはや、光秀の命はなくなっているだろう。

　信奈と良晴に謝る機会が永遠になくなったことだけが、心残りだった。

　それでももう、涙なみだは見せない。

　流る浪ろうのうちに習得した種子島を構えると、光秀は庭へと飛び降りていった。

　乱戦が始まっていた。

　一人でも多くを撃ち倒たおし、一刻でも時間を稼ぐ──。

　斬きり死にを覚悟した。

「明智十兵衛光秀、参ります」

　そんな光秀の目の前で、門が外側から破られた。

　敵兵が、どっと庭園へとなだれ込んでくる。

　その兵たちの先頭に立つ、一人の異国風の華か麗れいな美女。

「うふ──我が名は、大和は多た聞もん山やま城じよう城主、松永弾正久秀。以後、お見知りおきを。すぐに、末まつ期ごの別れとなりますけれど」

　松永久秀。

　十兵衛が、「この女が……!?」と思わず目を見開いた。

　そう。

　松永弾正久秀は──。

　妙みよう齢れい──三十歳ほどに見える、熟うれ頃ごろの美女であった。

　肌はだは褐かつ色しよくで、顔だちは彫ほりが深く、一見するとこの国の人間ではなさそうだった。

　父か母が、外国の者なのかもしれなかった。

　この時代の女性としてはめずらしく、清せい楚そな短たん髪ぱつ。

　その豊満な身体からだを包む衣装は、和服ではなく、唐から風ふうの真っ赤な派手なものだった。

　色町の遊女とみまがうそのいでたち、そして匂におい立つような女の色気。

　頭には、なにがしかの花をあしらった飾かざり物もの。

　鼻を突つくような、龍脳の香かおり。

　そして胸元は半ば見えていて、谷間が深い。

　まるで深海へとつながる海かい溝こうのごとく。

「槍やりは、宝ほう蔵ぞう院いん流りゆうにございます」

　そのたおやかな笑顔は楊よう貴き妃ひのごとく。

　そのあふれる母性は、衆しゆ生じゆうを救済する菩ぼ薩さつのごとく。

　とうてい、天下に名高い大悪人には見えなかった。

　そして久秀は、十じゆう文もん字じ槍、別名、鎌かま槍やりの使い手だった。

　槍の穂ほ先さきの左右から、三み日か月づきの如ごとく湾わん曲きよくした刃やいばが一いつ対つい、伸のびている。

　足軽同士の槍やり衾ぶすま戦では、長槍は相手を叩たたくために使われる。

　しかし個人戦となれば、槍はひたすらに前へと敵の急所めがけて直線的に突くばかりの武器となる。これでは、前後左右に変へん幻げん自じ在ざいの刀に対しては不利となる。

　だが大和の興こう福ふく寺じから生まれた宝蔵院流の十文字槍は、三日月形の刃を利用して薙なぎ刀なたのごとく敵の体を薙なぐことも可能であり、さらに槍を引けば鎌としても使える。

　光秀の顔色が変わる。

「〝槍は、宝蔵院流〟──もしや弾正どのは、興福寺のご出身でしょうか」

「ええ。そのとおりですわ」

「その信心深きお方が足利幕府を滅ほろぼし、奈な良らの大仏を灰かい燼じんに帰きし、今こうして織田家の天下布武をさまたげんとするのですか。仏の道を見失いましたか！」

「見失ったのは、人の道ですわ。わが主あるじ・三好長なが慶よしさまを失って以来、わたくし、自分が夢うつつの世界に迷い込んだように何もわからなくなりましたの」

　お前が三好長慶を殺したです！　と光秀が詰きつ問もんするが、久秀は「それは悪あしき者どもの噂うわさ。わたくしは長慶さまをわが子のように心底慈いつくしんでおりましたの。あのお方を失った悲しみの余り、つい、都も大仏も焼いてしまいたくなっただけのこと」と妖よう艶えんな笑みを浮かべている。

「今のわたくしはただ、織田信奈さまがわたくしの新たな主君として相応ふさわしいお方かどうかを、見極めたいだけ。人は、追い詰つめられた時にこそほんものの姿をさらけ出すのですわ……あなたご自身のほんものの姿も、これから、さらけ出される。うふ」

「私はただ、信奈さまを信じてついていくだけ。私は、あの方の夢におのが人生を賭かけたです！　夢うつつに惑まどっているような者に、私が斬れますか！」

「うふ。これ以上の議論は無む駄だですね……さあ、殺し合いましょう。あなたがたを混こん沌とんの世界へと、お連れいたしましょう」

　両軍が入り乱れた血と火か炎えんと喧けん騒そうの中、落ち着き払はらった松永久秀が、じりっ……じりっ……と近づいてくる。

　光秀の白い頰ほおに、汗あせが一筋、つたい落ちた。

　この女、槍を使わせれば並みの使い手ではない。

「宝蔵院流相手に種子島では勝負になりません。私も、剣けんを抜ぬかせていただきます」

　光秀は、種子島を捨てた。

　鉄てつ砲ぽうはしょせん、このような狭せまい場所での近接戦せん闘とうで使える武具ではない。

　弾たまをこめるうちに、伸びてくる十文字槍に喉のど元もとをかききられるという結末が見えている。

　腰こしの刀を、抜いた。

　名刀、明智近ちか景かげ。備び前ぜん長おさ船ふね長なが光みつの門下、近景の作。

　久秀が、細長い舌で自分の唇くちびるを舐なめながら、じりっ……とさらに間合いを詰めていく。

「ついに、抜きましたわね……気高く美しき姫ひめよ。冥めい土どへ旅立つ前に、名をお聞かせ願いたいですわ」

「われこそは清せい和わ源氏の流れを汲くむ土と岐き氏の末まつ裔えい、明智十兵衛光秀。剣は──」

「明めい智ちが光り、秀ひいでる。美しい名ですわ。あなたにこそ、ふさわしい名ですわ。しかし剣の腕うでは、どうでしょうか？」

　久秀がほくそ笑み、そして、十兵衛光秀は地じ摺ずり青せい眼がんの構えのままに突とつ進しんした。

「剣は──鹿か島しま新しん当とう流りゆう、免めん許きよ皆かい伝でん」

「えっ!?」

　十文字槍を構えて前ぜん傾けい姿勢を取っていた久秀が、ひらり、と後ろへと飛んだ。

　飛んで、光秀の初しよ太だ刀ちを避よけていなければ。

　槍を構えた二本の腕を、一刀両断されていたであろう。

　もしも光秀が馬ば鹿か正しよう直じきに己おのれの流派を名乗らなければ、確実に倒されていた。

「まさしく、今の太た刀ち筋すじは鹿島新当流奥おう義ぎ〝一ひとつの太刀〟ですわね」

「よくぞかわしました」

「信じられないですわ。その若さで、かの剣聖塚つか原はら卜ぼく伝でんの……高弟と仰おつしやられる!?」

「そうです。貴様らに京を追われた足利義よし輝てる公は、かつて塚原卜伝先生を二に条じようの御ご所しよに招き入れ、自ら剣けん術じゆつの修行を為なされました……」

「知っていますわ。かの将軍こそは剣けん鬼きと呼ぶに相応ふさわしい御ご仁じん」

「……そのおり、将軍側近であられた細ほそ川かわ藤ふじ孝たかどのの家に寄食していたこの十兵衛光秀も誘さそわれたのです。私は入門より一カ月で卜伝先生より免めん状じようを頂き、奥義・一の太刀を伝授されました」

　松永久秀が、はじめて、驚おどろいたかのように目を見開いた。

　種子島の名手である上に、あの剣けん豪ごう将軍・足利義輝に匹ひつ敵てきする剣士でもあるというのですか、この美しき娘むすめは──。

　まさに、戦国の世が生みだした奇き跡せき的てきな天才。

　織田信奈とやらは、このような天下をも狙ねらえる姫武将をおのが配下としているらしい。

　久秀は、「まだまだ天下は広いですわね。いそうにない英えい傑けつがいるものです。面白くなってきました」と微笑ほほえんだ。

「くすっ。あなたのようなすばらしい英傑に出会うと、わたくし、どうしようもなく──殺してさしあげたくなってしまいますの！　あなたが夢破れて散っていく刹せつ那なに見せる絶望の表情が、見てみたい！」

「面めん妖ようなことを！」

　じりっ……。

　じりっ……。

　二人の間合いが、息いき詰づまるほどに接近していく。

　しばし両軍の兵たちも戦うことを忘れ、かたずを飲んで、宝蔵院流の槍使いと少女剣けん士しの対決に見入ってしまっていた。

　だれも、声を発することができない。

　一歩。

　さらに、一歩。

　達人同士の立ち合いに、膠こう着ちやくも引き分けもない。

　勝負は、最初の一撃で決まる。

　初動の速度が、すべてを決するのだ。

　もはや、両者の身体の間に、回かい避ひ可能な距きよ離りは残されていなかった。

　敗れた側は。

　確実に、死ぬ。

　常識で考えれば、すでに奥義・一の太刀を見せてしまった光秀が、不利である。

　が、一説によれば一の太刀とは、臨機応変、変幻自在の妙みよう技ぎとも言う。

　だれも……松永久秀ですら、その奥義の真の神しん髄ずいを知るものはない。

「……」

「……」

　瞬まばたきひとつせずにらみ合う二人の呼吸音のみが、静せい寂じやくと闇やみの中から響ひびいてくる。

　そして。

　二人の腕が稼か働どうを開始した、その刹せつ那な──。

「そうそう。一つだけ、お教えしておきますわ」

　毒どく蛾がが、鱗りん粉ぷんを撒まき散らすかのように。

　久秀の厚い唇が、蠢うごめいた。

「噂うわさでは、甲こう賀がの杉谷善住坊が、織田信奈さまを京街道で待ち伏ぶせして撃うったそうですわ。あの者は百発百中の殺し屋ですから、信奈さまはもうお亡くなりになったんじゃないかしら？」

「……な……なんですと？」

　妙みようです……何か、怪しげな香かおりを嗅かがされているです……と光秀が気づくよりも早く。

　その忌いまわしい言葉が、光秀の心を捕とらえた。

　光秀の意識が、瞬しゆん間かん、飛んだ。

　自分の存在意義が、足下から崩ほう壊かいしたかのような、衝しよう撃げきだった。

（あの、信奈さまが……死んだ!?　相良良晴を追って……私の、せいで!?）

　悲鳴をあげそうになったところを、精神力でかろうじて持ちこたえる。

　ほんの瞬しゆん刻こくではあったが。

　隙すきが、生まれた。

　全身の神経を研とぎ澄すませて光秀の気を測っていた久秀が、その隙を見み逃のがすはずはなかった。

「……うふ。わが春しゆん花かの術に、かかりましたわね」

　瞬間。

　勝利を確信した久秀の十文字槍が、蛇へびのようにするすると伸びて。

「……しまったです……！」

　十兵衛光秀の、白い首筋へと──。




　だが光秀は、絶命しなかった。




「やらせるかああっ！」




　光秀と久秀の間合いの中に大だい胆たん不ふ敵てきにも身を躍おどらせ。

　十文字槍の穂先を、長槍の柄つかではねあげた者がいた。

　久秀がいきなり飛びこんできた第三者の出現に、舌を打つ。

「ぶしつけな。あなたは……？」

「織田家部将、相良良晴！」

「一いつ騎き打うちに割って入るとは、卑ひ劣れつですわ」

「お前が先にその舌先で騙だまされやすい十兵衛の気を乱したんだろうが！」

「あら、騙してなど。信奈さまのお命は十中八九、すでにこの世には……者ども！　狙うは今川義元の首一つですわ！　邪じや魔まする者は撫なで切ぎりにしなさい！」

　久秀は一騎打ちを諦あきらめ、乱戦へと持ち込んだ。

　いっせいに松永勢の足軽兵が槍やりを突つき上げ、刀を構えて攻せめかかる。

　再び、大乱戦が始まった。

「まずいな。総当たり戦となると、こっちが不利。多勢に無勢だ」

　十文字槍をかろうじて躱かわした相良良晴、頰に一筋の切り傷を負って顔を血に染めている。

　どうしてここに？　としばし立ちすくんでいた光秀が、良晴に声をかける。

「どうって、清水寺がピンチ……いやいや、危機だと聞いたから」

「サル人間！　こんなところに来ている場合じゃないでしょうに！　信奈さまが、杉谷善住坊に狙そ撃げきされて」

「信奈なら、ここに来てるぜ」

「え？」

「清水寺は俺たちに任せて、お前は美み濃のへ戻もどって兵を連れてこいと俺は止めたんだけどな。それじゃ間に合わないって来ちまいやがった。十兵衛を見殺しにはしないってさ」

「ど、どういうことですか？」

「話は後よ、十兵衛！」

　ドンッ！

　清水寺本堂の屋や根ねの上から、轟ごう音おん一発。

　種子島──。

「信奈さま!?」

　織田信奈だった。

「……あ……あ」

　生きていた。

　無傷だった。

　いかにして暗殺者の魔ま手しゆを逃のがれたのか、光秀には尋たずねている余よ裕ゆうはなかった。

　だが、五体に再び気が満ちてくるのがわかった。

「ちっ。間に合ったものの、やっぱり兵力差は圧あつ倒とう的てきね。絶体絶命だわ」

「信奈さま。かかる事態となったのは、すべて私の失策ゆえです。私を、おしかりには」

「そんな話はこの窮きゆう地ちを乗り切ってからよ、十兵衛！」

「……御ぎよ意い！」

「名物勝負の件はあとで決着をつけるでござる。生きられよ、あけちうぢ！」

　五右衛門の手引きで屋根に上ったらしき信奈は、三丁の鉄てつ砲ぽうを傍かたわらに並べて五右衛門に弾たまをこめさせ、次々と敵兵を撃ち続ける。

「──犬千代！　半兵衛！」

　京から姿を消していた前田犬千代と竹中半兵衛。

　その二人が、信奈の背後から「うんせ、うんせ」と屋根に上って顔を覗のぞかせた。

「……犬千代、参上。おなかすいた……」

「みそたこ焼きはやっぱり不ま味ずいですが、今は松永勢を追い払はらう時です！」

「十兵衛！　美濃まで戻る時間はなかったの。悪いけど、援えん軍ぐんは五人だけよ！」

「信奈さま」

　なぜ来たのです……と光秀がうめくが、信奈の表情は明るかった。

「十兵衛！　わたしがあんたの背中を守ってあげるから、思う存分戦ってみせなさい！　明智の桔き梗きよう紋もんを天下にひるがえらせる時は今よ！」

　だが、松永久秀が妖あやしくささやく声が、立ち尽つくしている光秀の耳へと侵入してくる。

　これは夢。

　夢まぼろしですわ。

　あなたは、ご自分が見たい夢を、ただ見ているだけ──。

　あるいは久秀の〝春花の術〟とは、心を操あやつる催さい眠みんの術なのかもしれない。

「そうです……これは。これは夢です。私はサル人間をいじめて、かかる失態を演じ、信奈さまに嫌きらわれた。前田どのも竹中どのも私を見捨てて京から立ち去った……こんな私のために、たった五人で信奈さまたちが助けに来てくれるわけがない。この十兵衛はきっと絶望のあまり夢を、幻まぼろしを見て……」

　光秀の隣となりで敵方の雑兵相手にゴンゴンと互たがいの長槍で頭をしばき合っていた良晴が、光秀の頰ほおを叩たたいて[image: しつ]しつ咤たする。

「痛いっ！　ななな、何するですかっ！」

「ああもう。あっさり催眠術にかかるなよ、十兵衛！　いいか、大坂から京へ向かう京街道の途中で杉谷善住坊は俺を捕らえ、人質にして信奈をおびき寄せたんだ！」

「そしてあえなく撃たれたのですね。サル人間、お前の正体は幽ゆう霊れい！」

「違ちがう！　犬千代たち三人があやういところにかけつけ、信奈を救ったんだ！　犬千代たちはお前を見捨てて京を出たんじゃねえ、なかなか京に戻ってこない信奈の行方ゆくえを捜さがしていたんだ！」

「そんな都合良く見つけられるわけないでしょう！」

「見つけられるっ！　犬千代はなあ、信奈の匂においを追いかけることに関しては、ほんものの犬なみに鼻が利くんだ！　善住坊が信奈めがけて撃った弾だん丸がんは、半兵衛ちゃんが鋼鉄並みに硬こう化かさせた護ご符ふを投げて間かん一いつ髪ぱつで防ぎ止めた！　善住坊は五右衛門に勝負を挑いどまれたが信奈を撃ち損じたことに驚おどろき怒いかり、『信じがたし。織田信奈には天の加護でもあるのか』と捨て台詞ぜりふを吐はいて遁とん走そうした！　その間、俺はずっと棒に縛しばりつけられっぱなしでぜんぜん活かつ躍やくしてねえが、とにかく信奈は無傷だったんだよ！」

「だからって、圧倒的に不利な清水寺にたった五人だけで舞まい戻るわけがないでしょう！　ここは京を守るこの十兵衛光秀に任せて岐阜城から兵を連れてくるのが常じよう道どう……！」

「ああ！　一応、五右衛門は反対した。義元を失うのは痛手だが、将軍候補ならまだ探せば出てくるはずだとな！　だが信奈は毅き然ぜんとしてその言葉を退けた。『明智十兵衛光秀は、ちょっとせこいところもあるけれど、わたしと夢を共有してくれると誓ちかってくれた大切な家臣。見捨てることはできない』とな！　『今後自分に万一のことがあれば、家いえ柄がら、才能、志のすべてを兼かね備そなえた十兵衛に後を託たくす』とも言ったんだぜ！　ったく、肝かん心じんのところで非情になりきれねえ奴やつだ。主君失格だな！」

「……噓うそです……そんなはずが……これは夢……」

　妖よう婦ふ・松永久秀が、そうですわこれはすべて夢……ただのまぼろし……と風に乗せて囁き続ける。

　素す直なおすぎてこのような暗示の術にかかりやすいのだろう、光秀の瞳ひとみのハイライトが、すうっ……と消えかける。

　だが良晴は、槍を振ふり回しながら光秀へ向かって叫さけび続ける。

「確かに人生はひとときの夢みたいなものだ。未来から来た俺だって、自分がほんとうに現実を生きているのかどうか、不安になることもある！　だがな十兵衛、少なくともこの世界は──この夢は、お前が一人で孤こ独どくに見ている夢じゃねえ！　俺たちみんなで見ている夢だ！　聞いてくれ、十兵衛」

　信奈は口は悪いし態度はひねくれているし人に誤解されるのが趣しゆ味みとしか思えない、あれこれ困った欠点がある奴だ。

　だから今後も自分の口からはお前に直接そんなことは言わないだろうけど、あいつはお前をそこまで高く評価している。

　あいつの途と方ほうもない夢を共有できるのは、たぶん天下に、未来から来たこの俺と、そして信奈と同時代に生まれたもう一人の天才・十兵衛。お前だけだ。

　だが、俺は未来から来た人間。家柄なんてものは持ちあわせちゃいねえ。

　だから、あいつに何かあった時に代わりに立てる奴は、お前だけなんだ。

　良晴は、なぜだろうか、涙なみだぐみながら必死に叫び続けていた。

　忘れるな。絶対に忘れるな。

「この国が、この世界がいま必要としている人間は信奈なんだ。四百年後の世界から来た俺が言うんだから、間ま違ちがいねえ。あいつはこの国にとって、民たみにとって、もしかしたら世界中の人々にとってかけがえのない存在だ。頼たのむ十兵衛、もしもこの戦いくさで生き延びて、それでも道に迷ったら、今この燃える清水寺の血に塗まみれた修しゆ羅ら場ばを思い出してくれ！　お前を救うために乗り込んできて、種子島を撃うち続けている信奈のあの姿を思い出してくれ……！」

　なぜだろう。

　なぜ、サル人間は、そんな哀かなしげな、祈るような目で自分を見つめてくるのだろう。

　この時の十兵衛光秀には、わからなかった。

　光秀はまだ知らない。

　信奈と京街道で合流した良晴が、「あいつはいずれ謀む反ほん人にんになる運命なんだ。このまま十兵衛を見殺しにしよう」と信奈に心を鬼おににして献けん策さくしかけたその言葉をすんでのところでぐっと飲み込んで、十兵衛光秀の運命も信奈の運命もどちらも摘つみ取るまいと心に決めて、「この俺が歴史を変えてやる」と決意したことを。

　良晴が、「本ほん能のう寺じの変」でほかの誰だれでもない明智十兵衛光秀自身が京の本能寺にて主君・織田信奈を襲おそい、信奈の体を業火に焼き尽くすという痛つう恨こんの未来をすでに知っているということを。

　だがなぜ、愚ぐ直ちよくに信奈を慕したう光秀がそのような謀反に及およぶのか、良晴には想像も付かない。

　良晴にも──現代人の誰にも、なぜ光秀が「本能寺の変」を起こしたかという理由が、21世紀になってなお、わからないのだ。

　ましてや。

　信奈を一いち途ずに慕う今の光秀に、わかるはずもなかった。

　ただ、ひとつだけ、光秀に理解できたことがある。

　相良良晴は、おべっか使いのお調子者ではない──と。

　信奈を想う気持ちは、自分にも負けていないのだ、と。

　しかし。

　なぜだろう。

　なぜ、良晴の燃えるような瞳に見つめられて、こんなにも胸むな騒さわぎが収まらないのだろう──。

「うふ……明智さまはわが術で心を操れる御ご仁じんと思いましたが、どうやらそのサル面づらの男の言葉のほうが力が強いようですわね」

　光秀を籠ろう絡らくできぬと知った久秀はいよいよ本堂に火矢を射かけさせ、義元も信奈もともどもに燃やしてしまおうとばかりに総そう攻こう撃げきを仕し掛かけた。

「ああ……織田信奈さま。よくぞ、善住坊の暗殺をしのがれました。今こそ、あなたのほんものの姿を見定めさせていただきますわ──わが生涯の主あるじにふさわしいお方かどうかを」

　光秀と良晴はやむなく庭園から退き、本堂の廊ろう下かを守る。

「このわたしを値ね踏ぶみするとはいい度胸だわ、松永弾正！」

　屋根の上から眼下に蠢うごめく敵兵の群れを見下ろす信奈が、左右に侍はべり弓を使っていた犬千代たちに「ここはわたしひとりで踏ふみとどまるわ。十兵衛とサルに加勢して」と目で合図。

「蜂須賀五右衛門、参上でござる」

　すっ……と音もなく廊下へ姿を現す五右衛門。あまりしゃべらないのは、こんな場面でいちいちかみたくないからだろう。

「前田犬千代利とし家いえ、参る」

　ど派手な朱しゆ槍やりを構えた犬千代が、屋根を滑すべり降りて乱戦が繰くり広げられている廊下へと着地。

「……ぜぜぜ前ぜん鬼きさん、後ご鬼きさん、よろしくお願いします！」

　半兵衛はよちよちと頼たよりない足取りで降りようとして屋根から廊下までごろごろと転げ落ち、「いたたた……」と涙目になりながらも式しき神がみたちを繰り出して、手勢を増やす。

　半兵衛が繰り出した式神たちが、いかなる妖よう力りよくでか、庭の地面に五ご芒ぼう星せい形の亀き裂れつを走らせ、地下から水を噴ふき出させて本堂の消火にあたる。

　この夜、松永久秀が真の妖婦の正体を現したのは、この半兵衛の活躍がきっかけだった。

「まあ、陰おん陽みよう師じさんですか。わたくしも、あやかしの術師として振る舞わねばなりませんね」

　松永弾正久秀は。

　最強最悪の、幻げん術じゆつ遣つかいだった。

　ふわり……。

　松永勢の弓兵が放つ業火と、式神どもが大地より呼び出す噴ふん水すいとが交こう錯さくする夜の清水寺。

　その渡り廊下へ、重力を無視して宙を飛んだ久秀が降り立った。

　目的は、けほけほと咳せきをしながらけんめいに護符を繰り出し続ける竹中半兵衛。

「一度お会いしたかったですわ。あなたが美み濃の菩ぼ提だい山やまの臥が龍りゆうさんですね？」

　半兵衛が久秀の全身から放たれる禍まが々まがしい妖よう気きに「ぴくっ」と身を震ふるわせ、前鬼と後鬼を呼び寄せる。

「……あなたは……ただの侍では、ないのですね」

「ええ。仏の道なども学び、今は松永久秀などと名乗っていますが、わたくしの出自は流る浪ろうの幻術遣い。陰陽師にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵ですわ」

「幻術遣い──奇き門もん遁とん甲こうとも真しん言ごん密みつ教きようともいっさい関わりのない、はるか異国のあやかしの技を為なす者ですね」

「うふ。わたくし、平安朝の昔よりうまくこの国に取り入っている陰陽師を見ると我が慢まんできませんの。わが術はその源流が定かでないゆえ、常に異い端たん。邪じや悪あく。鬼の術と恐おそれられてきました」

　知ち恵え者しやの竹中半兵衛ですら、幻術の起源は知らなかった。

　ただ、松永久秀がおそるべき術師であるということだけは本能でわかる。

「松永さま。陰陽師が公く家げ衆にもてはやされたのは、もう大昔の話です。御ご所しよを霊れい的てきに守護してきた土つち御み門かど家は没ぼつ落らくし、京を捨てて若わか狭さへと去りました。あなたに妬ねたまれる理由はありません」

「今の言葉はただの理り屈くつ。わたくしは、あなたのような強い陰陽師を見ると年とし甲が斐いもなく技比べがしたくなってたまらぬ性分ですの。それに、問いたいこともありますし」

「……なんでしょうか？」

「織田信奈さまは、神をも仏をも怨おん霊りようをも恐れぬお方。わたくしたちのような闇やみの者にとっては、信奈さまこそ真の大だい魔ま王おう。古代よりこの京の大地を貫つらぬく龍りゆう脈みやくを断つもの。あなたたち陰陽師の者どもが造り上げた京の怨霊封じの大からくり、その仕掛けを根底から破は壊かいするもの。あなたたち陰陽師に残された力は、京のからくりを壊こわされ龍脈を断たれた時に、幻まぼろしのように消え失せますわ。すなわち、陰陽師にとっては織田信奈さまこそが真の敵。あなたはちゃんとわかっているはず。それを、なぜ」

　それで、いいのです。

　半兵衛は、うっすらと微笑ほほえんだ。

「これ以上、わたしたちは薄うす暗ぐらい闇の秘術を用いてこの国を乱してはならないんです。もう、民たみを守れる力など残っていないのですから。あやかしの者はまばゆい日輪の光の前に静かに消えるべき時が来ているのですよ」

　現代人風に言えば、中世の闇は今こそ近世の光に払はらわれるべき時なのだ、という大意であろうか。

　半兵衛のその透とう明めいな笑顔、その凜りんとした声に。

「では──あなたは、もしや!?」

　久秀の声が、驚きよう愕がくと畏い怖ふの感情に震えた。

「まさか……あなたは、そのような覚かく悟ごをもって……！」

　半兵衛が隠かくしている真意、その覚悟、その想いのすべてを──。

　この時、同じあやかしの者である松永久秀だけが了りよう解かいした。

　それだけで、叡えい智ちに長たけた久秀にとっては、じゅうぶんだった。

　わたくしは織田信奈さまに負けた、と思い知った。

　今こそ、信奈さまに心から屈くつ服ぷくするべき時が来た、と久秀は悟さとった。

　だが、久秀が「蠍さそり」と呼ばれ恐れられるゆえんは、ここからだ。

　そうと知ればますます黙だまっていられない。より逆らいたくなるのが松永久秀という蠍の性分。

　久秀が指を鳴らすと同時に、黒い天空から次々と降ってくるものたちがあった。

　その数は、五体、十体、二十体、三十体……！

　幼く美しい、娘むすめたち。

　素す肌はだの上から遊女のような赤い着物を羽織っただけの姿。

　久秀自身の童女時代の姿を写しとったかのような──。

　が、その瞳に光は宿っていない。

「……傀儡くぐつ……!?」

　半兵衛が、護ご符ふを手に握にぎりしめて身構える。

　うふふ、と久秀が闇の中で嗤わらう。

「おわかりですか、かわいらしい陰陽師さん。幻術遣いの本分は、目くらましを見せることではありません。幻術の奥おう義ぎとは、波斯ペルシヤより伝わりし傀儡遣いの技」

「波斯……!?」

「神は西方にあり。大だい日にち如によ来らいも、阿あ修しゆ羅らも、波斯の最高神アフラ・マズダーが転生変化した姿なのですわ」

　これほどの術者がいたなんて……と半兵衛が初めて動どう揺ようした表情を見せた。

　理ことわりが、わからない。

　いかなる理をもって、術を為しているか……陰おん陽みよう道どうとはまったく異なる体系であり、かつ、密教でも奇門遁甲でもない、すなわち唐から国くに伝来の文化とは無む縁えんの異形の技なのだ。

　唐国よりもさらに西の彼方かなた──最果てと呼ばれるかの印イン度ドよりも西へ──波斯……！

　おそらくは、本国波斯では遠き昔に滅ほろび去った術なのであろう。

　それが、今この京に──長大なシルクロードの終着駅である京の都に、褐かつ色しよくの肌はだを持つ久秀の体に流れている波斯の血とともに、悪あく霊りようの如ごとく蘇よみがえっているのだ。

「あなたの式神とわたくしの傀儡。どちらが上か、勝負しましょう」

　いかに半兵衛といえども、まるで理がわからぬ術師相手では、分ぶが悪かった。

「わが主あるじ。ここは俺たちが防ぐ。お逃にげください」

　前鬼が囁ささやくが、自分が逃走すれば本堂はたちどころに業火に包まれると半兵衛は知っている。

　すでに形勢は一方的。

　屋根の上で一心不乱に種子島を撃つ信奈のもとにも、松永の兵たちが殺さつ到とうしつつあった。

（この人は、ぎりぎりまで信奈さまを見定めようとしているのですね。主君の三好長慶さまを失い、しかも自分が毒殺したと噂うわさされ、もはやこの世の誰も信じられなくなり、三好一党も将軍家も敵にまわし、夢うつつの世界をひとりでさまよっているのですね……！）

　半兵衛は、覚悟を決めた。

　どこまでも黒く蠍のようにねじ曲がった松永久秀の乱れた心を調ちよう伏ぶくするためには、自分が犠ぎ牲せいになるしかない──。

（ここで倒たおれることになるかもしれません……良晴さん、ごめんなさい）

　半兵衛は咳せき込みながら、最後の護符を手に握り、久秀めがけて投げた。

　だが、その渾こん身しんの式を、指先ひとつではじき飛ばされる。

　咳が。

　激しい咳が、唇から流れ落ちた一筋の鮮血が、半兵衛の気を弱めていた。

　なんだ、つまらない……やっと殺してもらえると……死ねると思っていたのに。

　もう、終わりなのかしら。

「だったら、皆みな殺ごろしにしちゃいましょう」

　久秀の落らく胆たんしたかのような一言が、合図だった。

　矢を射られても弾たまを喰くらっても死なない傀儡たちがいっせいに。

　廊下へ、あるいは屋根の上へと舞まい上がり、信奈主従にとどめをさしに来た。

「ちょ。何よこれっ？　なんで人形が襲おそってくるの？　幻でも見せられてるのっ？」

「違ちがう、こいつらは幻でも式神でもねえ！　実体がある！　逃げろ信奈……！」

　万ばん事じ、休す──！

「ちくしょおおお、清水寺で終わりだなんて史実と違うじゃねえかよっ！」

「だからすべての実を拾うことはできないと言ったでござる、ちゃがらうじっ！」

　槍やりで突ついてもまるで手応えのない傀儡が繰り出す怪かい力りきに取り押さえられ、首筋に短刀を添そえられた良晴の耳に、五右衛門の怒ど声せいが遠くから聞こえてきた。

「あきらめてはだめです！　最後まで！　……相良先せん輩ぱい！」

　無数の傷を負った光秀が良晴の首を取ろうとする傀儡の首を一いつ閃せんして刎はね上げ、さらにその腕うでを、胴どうを薙なぎ払う。

「あ～れ～。わたくしの部屋にまで、狼ろう藉ぜき者ものが……お助けになって、犬千代さんっ！」

「……義元も、弓を取る」

「犬千代さん？　わたくし、こう見えて弓は苦手ですの。蹴け鞠まりでしたらお手のものですが……おーほほほほ」

　義元と犬千代も、四方を槍やり衾ぶすまに囲まれて絶体絶命。

　信奈たちの命運は、尽つきたかに思われた。

　松永久秀は、自ら心を失った傀儡のように立ち尽くしたまま。

　次々と襲い来る傀儡の群れにまたしても押し倒された良晴は、（俺は「本能寺の変」を気にしすぎて、とんでもなく間ま違ちがった決断を信奈にさせちまった！　これは、光秀が将来信奈を裏切るかどうか、ってレベルの問題じゃねえ！　大将首を取られたらどれだけ兵力を残していようとも負けなんだ！　ぶん殴なぐってでも信奈の参戦だけは止めるべきだった！）と己おのれの選せん択たくを深く悔くいていた。

　傀儡たちから手刀や足蹴りを全身に打ち込まれながら、なおも光秀は良晴を救い出そうと戦い続けていた。

　だが、もう、良晴のもとへは辿たどり着けない。

　泣いている。光秀が自分へ向けて、何かを叫さけんでいる。

　喧けん騒そうの最中、その言葉は良晴には聞き取れなかった。

「十兵衛ちゃん。信奈。みんな……ごめんな」

　──しかし。

　天は……あるいは時代は、やはりまだ信奈という存在を必要としていたのだろうか。

　誰だれも想像すらしていなかった奇き跡せきが、起きた。

　夜の京に轟とどろく、新たな馬ば蹄ていの音。

「援えん軍ぐんだわ！」

　屋根の上で傀儡たちに囲まれ、名刀「圧へし切きり長は谷せ部べ」で果か敢かんに抵てい抗こうを試みていた信奈が、西の方角を指さして叫んでいた。

　はるばる、山やま城しろ・摂せつ津つから「清水寺が一大事」と聞き及およんで全速力で駆かけつけてきた、急行軍。

　しかし、山城・摂津に展開していた織田軍の主力はすでに美み濃のへと撤てつ退たいしていたはずだ。

　残していった守備兵はごくわずか。これほどの軍勢になるわけはない。

「いったい誰の軍勢だ……!?」

　良晴が、眼めを細める。

　援軍の先頭に立っていた南なん蛮ばん式しき甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった娘こそは、堂々と胸を張り、ヨーロッパから渡わたってきた白馬に乗った金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女──。

「フロイスちゃんっ？」

　そう。

　堺で、良晴に救われた宣教師、フロイスだった。

　むろん、神に仕える敬けい虔けんな宣教師であるフロイス自身は、兵など持ってはいない。

　だが、彼女には多くの味方がいた。

　それは、彼女の人徳にうたれてキリシタンとなった畿き内ないの人々である。

「ヨシハルさん！　畿内のキリシタンの方々をお連れしました！」

　胸に十じゆう字じ架かを掲かかげた男たちが、続々と名乗りをあげる。

「わが名は摂津高たか槻つき城じようの城主、高たか山やまドン・ジュスト！　これより生しよう涯がい、フロイスさまをお守りいただいた織田勢にお味方いたす！」

「堺会え合ごう衆しゆうの一人、小こ西にしジョウチン！　軍資金武具兵ひよう糧ろうのすべてを調達いたした！」

「敵味方の別なく怪け我が人にんを救うは京の医師、曲ま直な瀬せベルショールじゃ」

　さらに、「フロイスさまの受けたご恩、わてらがお返しします！」と口々に気勢を上げる名も無き町人、農民たち。

　一人ひとりの力は弱くとも、フロイスのもとに結束すれば巨きよ大だいな力となる。

　武将とはいえドン・ジュストこと高山右う近こんなど、本来は松永久秀に逆らえるような力の持ち主ではない。台風の前の芦あしのような存在なのだ。松永が動けば松永に、織田が上じよう洛らくすれば織田になびくことで家名をどうにか存続させてきたひ弱な武将にすぎない。

　それがまさか、フロイスという目の青い南蛮の娘を押し立てて、これほどの一大勢力としていっせいに織田方に加勢しようとは。

　波斯の幻げん術じゆつ遣つかいである久秀は、南蛮嫌ぎらいである。

　十字架にかけられた神を忌いみ嫌きらい、キリスト教などこれまで歯し牙がにもかけてこなかった。

　しょせん、波斯は波斯であり、日ノ本は日ノ本であり、南蛮は南蛮である。

　異なる文化、異なる神を頂く者同士。永遠に混じり合うこともなければ、わかり合えることもない。

　自分が悪女呼ばわりされるのも、この肌、この血のせいだ。そう信じて世を憎んできた久秀にとって「絶対に武器を持たないはずの伴ば天て連れんの宣教師が異国の姫ひめにすぎない織田信奈のために馳はせ参さんじた」というこの事態はまったく計算外であり、そして、これまで彼女が経験したことがない巨大な衝しよう撃げきだった。

　違う。

　この人は、違う。

　長慶さまとも──この国に現れては消えていった幾いく多たの英えい傑けつたちとも──他の誰とも、違う。




「松永久秀」は、武家に転身してからの名前だ。

　彼女のかつての名は、「多た聞もん丸まる」。

　京の都の片かた隅すみの川辺にあばらやを構え、傀儡師として生なり業わいを立てる家族や仲間とともに幸こう福ふくに暮らしていた。傀儡。奇き術じゆつ。呪じゆ術じゆつ。生まれながらに異国の幻げん術じゆつを用いる力を持ち、その力を夢とうつつの狭はざ間まを漂ただよう芸に昇しよう華かして生きる彼らは、武家や町衆たちとは異なる自由な世界を生きていた。

　だが京の戦乱は、彼ら傀儡師の一族の命をも容よう赦しやなく奪うばった。いわゆる「天てん文ぶん法ほつ華けの乱」が勃ぼつ発ぱつし、京で勢力を拡大していた法華宗の寺院と門徒たちが、いにしえより京の鬼き門もんを守護する叡えい山ざんの僧そう兵へいたちに襲しゆう撃げきされてほぼ全ぜん滅めつしたのである。法華宗門徒は商人が中心だった。新興の商人と、古くより隠いん然ぜんたる勢力を誇ほこっていた叡山。都を巡めぐる、新旧の勢力争いだった。「応おう仁にんの乱」の痛みから立ち上がろうと復興しつつあった京の都は、この乱によって半ば以上が焼失した。

　この騒そう乱らんに多聞丸の仲間も家族も巻き込まれ、多聞丸だけが奇き跡せき的てきに生き延びた。京の戦乱を避さけた多聞丸は、仏門を志し、奈良の興福寺を頼たよった。家族を失った怨おん念ねんと悲しみを仏道によって洗い流したかった。だが、そこでは多聞丸は肌はだの色が違ちがう異人の子として差別され、それどころか不ふ犯ぼんの戒かい律りつを破って「お前は日ノ本の人間ではないので戒律とは関係がない」と多聞丸の身体からだを穢けがそうとする一部の僧そうたちから身を守るために槍そう術じゆつや毒草術を習わねばならなくなった。

　叡山も興福寺も同じだった。「仏の道」を説ときながら、その裏で欲よく得とくを満たすために悪事を働く、そんなただの悪党よりもたちの悪い偽ぎ善ぜん者どもがはびこっていた。仏道を修めるどころか、人を殺す術と偽善に満ちた権力者たちへの憎にくしみだけを覚え、幻術を人々を喜ばせるための芸ではなくひ弱い己を守るための殺さつ戮りくに利用することを覚え、怒いかりに満ちて興福寺を飛びだした多聞丸は、異国人が多く在住する堺に流れ着き、商家に奉ほう公こうすることにした──堺は「公界」である。そこに武家も僧もない。肌の色を問われることもない。異国人の父を持つ、と言えばそれで済んだ。それに、銭ぜには人を裏切らない。銭じたいは、善でも悪でもない。人が、その使いようによって銭の善悪を決めるのだ。

　この堺で多聞丸は恋こいに落ちた。その恋の相手は、二は十た歳ちほど年上の京の商人。

　見ほれるような美男子であったが、その端たん整せいな顔に似合わぬ鋭するどい眼光の持ち主だった。まるで、蛇へびのような眼光だった。

　松まつ波なみ庄しよう九く郎ろう、と名乗っていた。

　彼は、多聞丸が奉公していた商家に、月に一度は顔を出して山やま崎ざきのえごま油を納入していた。

　油屋の亭てい主しゆである。妻の家に婿むこ入いりして、身代を乗っ取ったのだ。

　そして多聞丸とは、彼女が傀儡くぐつ師しの一家であった頃ころからの知り合いだった──松波庄九郎は傀儡師ではなかったが、彼女同様に、道々の輩ともがら。漂ひよう泊はくの民たみだったのだ。

　庄九郎はとにかく女おんな癖ぐせが悪い。女も好きだが、銭を集めていた。片かたっ端ぱしから金持ちの女を口く説どいては自分に出資させ、資金を貯ためていた。そんなだらしない暮らしをしているものだから、いずれ庄九郎は妻と離り縁えんすることになるはずだった。その時には祝言を挙げよう、そう誓ちかい合っていた二人だったが、二人には「野望」があった。ただ銭が欲しいのではない。「下げ克こく上じよう」という野望を持っていた。日ノ本の、都の戦乱を自らの力で収めるという野望だった。その野望ゆえに、堺で再会してすぐに意気投合した。男と女として、そして同じ野望に取り憑つかれた下克上の同志として。

　しかし──二人は同じ道を夢見ていたはずだったが、ほんの少しだけ、すれ違っていた。そのすれ違いが、別べつ離りを呼んだ。

　ある日の夜。

　堺で多聞丸と密会していた庄九郎が、

「そろそろ軍資金は十分に貯まった。俺は、京を去って東のかた、美み濃のへ行く」

　と言いだしたのだ。

　話が違う、と多聞丸は食ってかかった。

「庄九郎。銭を元手に、京の都を奪うのではなかったの。神仏や身分を盾たてに人々の生き血を吸っている叡山や興福寺の悪党どもを懲こらしめるのではなかったの。二度と、わたしたちのような孤こ児じを生まないために」

「多聞丸。お前の夢は私し怨えんさ。情ではなく、理り屈くつで考えればおのずと進むべき道が見える。京の都は、なにやら戦乱で死んでいった者どもの怨念に満ちている。都にこだわれば、いずれ俺も取り憑かれるだろうさ。そもそも今の都は、攻せめるに易やすく守るに難かたい。都を支配するには、基き盤ばんが必要だ。それが美濃だ。あそここそ日ノ本の街道の中心部、この国のへそだ」

　俺は美濃を奪い取り、一国一城の主あるじとなって都へ大軍で攻め上のぼる、と庄九郎は笑った。

　だが多聞丸は納得できなかった。

「美濃ですって？　復ふく讐しゆうにいったい何年かけるつもり？　わたしは今すぐに都に攻め上って叡山を焼き討うちしてやりたいのに！」

「俺はなにも復讐のために下克上を、天下を狙ねらっているわけじゃないぜ。天下万民のためだ。すでに末法の世、仏法はもはや民を救えぬ。銭の力と武の力によってのみ、乱世を平定して民を救うことができる」

「目の前のわたしを救おうともせずに、なにが万民よ！　やっぱりあなたって、そうやって甘い言葉を囁ささやいては女たちを食い物にしてきたのね！」

「多聞丸。たしかに俺は悪党さ。しかし私怨はもっちゃいない。女どもから金を調達するのも、天下万民のためだ。私怨を捨てろ。お前がどれほど憎しみをつのらせても、死んだ人間はもう生き返らないぜ。過ぎ去った死人との過去を生きるな。今を生きろ。明日あしたを生きろ。憎しみに対して憎しみで返していれば、お前もいずれは生きながらに怨おん霊りようになっちまう」

「あなたは強いし頭も切れるけれど、繊せん細さいさに欠ける人だわ。人は、理屈だけでは生きられないの。とりわけ女はそうよ。あなただって、今はそうやってうそぶいているけれど、情を捨てることはできない！　できるのならば、あなたはもはや人間じゃないわ！　ほんものの蛇よ！」

「ならばお前は、美濃へは来ないのか？」

「わたしは堺で生きると決めたの。都からも、大和やまとからも、離はなれない。叡山や興福寺に、わたしが受けた傷と屈くつ辱じよくを丸ごと返すまでは。わたしは、畿き内ないに巣くう悪党どもを業火の炎ほのおで焼き尽つくすの。わたしにはわかる。人は、怒りを、恨うらみをそう簡単には保ち続けられない。ひとたび都から離れてしまえば、この怨念と怒りは薄うすまってしまう。いずれ時が来たら都に戻もどると言い訳をしながら、安あん穏のんと年老いてそしてほんとうの目的を遂とげることなく人生を終えてしまうんだわ！　あなたもそうなるわよ、庄九郎！」

「……わかったから、そう騒さわぐな。六ろく条じようの御み息やす所どころじゃあるまいし、情に流されすぎだ。お前も根っこのところは、しょせんは女だな」

「だからなんだというの!?　庄九郎、わたしを蔑さげすむつもり？　あなたは、わたしからも銭を奪いたかっただけなの？」

「いや。だが、そこがいい、と続けようとしたんだ。そう怒おこるな。まったく、情のこわい女だ。俺は、お前の情に縛しばられるのは困る」

「だったら、わたしを置いて美濃へでもどこへでも行くがいいわ！　二度と堺には来ないで！」




　喧けん嘩か別わかれした後も、庄九郎がいずれ迎むかえに来る、謝りに来る、と多聞丸はどこかで期待していた。しかし庄九郎は戻っては来なかった。情が薄い男だったのか、それとも多聞丸への情に流されて周しゆう到とうに練り上げた美濃盗とりの計画を台無しにすることを恐おそれたのか。

　庄九郎が美濃へと去ったあと──。

　失意に沈しずんでいた多聞丸に、「商あきないに気乗りしないのならば、武家に奉公してみない？」と意外な人物から声がかかった。

　武芸、弁舌、茶の湯、あらゆる方面に秀ひいでた優ゆう秀しゆうな若い女商人がいるという噂うわさを聞いて、「三好家」の幼い少女当主が、「多聞丸を執しつ事じとして雇やといたいの」と誘さそってくれたのだ。

　堺と昵じつ懇こんの関係にある三好家は、四国に本ほん拠きよを持ち、管かん領れい細ほそ川かわ家の重臣として畿内で合戦に次ぐ合戦を繰くり広げてきた一族だった。

　だが、乱世である。三好家の先代当主・元もと長ながは、主君・細川晴はる元もとにその忠誠心を疑われ、またその絶大な権力を疎うとまれた。故に細川晴元の謀ぼう略りやくによって堺に追い詰つめられ、切腹させられて果てたのだった。細川晴元は、新興教団本ほん猫びよう寺じ門徒の一いつ揆きを煽あおって、自分の家臣である三好元長を攻せめ殺させたのである。

　管領が、新興教団を動かして自らの重臣を攻め殺させる──これで畿内が混乱しないはずがない。

　京の都を壊かい滅めつさせ、多聞丸から家族を奪った「天文法華の乱」も、元はといえばその細川晴元が、三好元長に代わる新たな脅きよう威いとなった本猫寺勢力を京から駆く逐ちくするためにこんどは法華宗門徒と手を組み、京の本猫寺勢力を壊滅させたことが原因である。

　細川晴元は、新たな勢力が台頭してくるたびに他の勢力を煽ってこれを叩たたかせるという陰いん謀ぼうを繰り返していたのだ。

　かくして本猫寺勢力を駆逐した京は、法華宗が支配する町と化した。その結果、京の守護者を任じる叡山の僧兵たちと法華宗門徒が、当然の如ごとく、京の覇は権けんを賭かけて激げき突とつした。最終的には僧兵たちが都を襲撃して、あの応仁の乱を越こえる大乱「天文法華の乱」となったのだ──。

　その意味で、多聞丸にとっても、細川晴元は仇かたきといえる存在だった。

　三好家とは、共通の敵を頂いている、と言っていい。

「わたしの名は千せん熊くま丸まる。亡き三好元長さまの嫡ちやく子し、三好家の当主。父上が堺で切腹した際に、幼かったわたしは四国へと船で逃にげて生き延びることができた。そして今、その四国から堺へと舞まい戻ってきたの。多聞丸、わたしの抑おさえがたい野望を支えてほしいの」

　幼いが、高い知性を持つ姫ひめ武将だった。武将としては表情が繊細すぎるほどだった。その瞳ひとみは、愁うれいに満ちていた。

「……野望？」

「毎晩、父上が切腹された時の光景が夢に出てくるの。わたしの父上を騙だまし討うちにして殺した、わが主君・細川晴元が、憎いの。あの男に復讐したいの。それだけを、四国で何年も考え続けてきたの。淡あわ路じ水軍の海運力とこの堺の銭の力を基盤にして、わたしは、あの男を管領の座から追い落としたいの」

　千熊丸は、他人を殺したいほどに憎ぞう悪おできる少女ではなかった。復讐の鬼おにになるには、あまりにも繊細すぎた。細川晴元を憎んでいると自分に言い聞かせてはいるが、その実、父の死という終わらない悪夢から醒さめたいのだ、と多聞丸はすぐに理解した。

「なぜ、商人のわたくしに？」

「武力一いつ辺ぺん倒とうでは、怨霊と陰謀と権けん謀ぼう術じゆつ数すうの魔ま都とである京とは戦えないの。三好家当主は呪のろわれている。父上も、わたしの祖父も、曾そう祖そ父ふも、みな畿内で細川家のために戦い、同じような非ひ業ごうの死を遂とげた。わたしも、都を目指す限り様々な陰謀と怨念に襲おそわれ続けることになる。だから、あなたの力が必要なの。傀儡の術に、毒草の術。あなたの幻術で、わたしのひ弱な心と命を守ってほしいの」

　勇気を奮い起こして四国から、因いん縁ねんの地・堺へと戻ってきたばかりの千熊丸は、すでに怯おびえていた。父が死んだ町である。しかもこれから、管領家をはじめとする妖よう怪かいじみた権力の化け物たちと戦わねばならないのだ。

　家族をすべて失い、神仏を信じられなくなり、同志であった松波庄九郎と決別し、孤こ独どくに沈んでいた多聞丸の情が、動いた。

　このひ弱で優しいお方を、誰だれかが庇ひ護ごしなければならない、と思った。

「千熊丸さま。承うけたまわりました。これより生しよう涯がい、あなたにお仕えいたします。わたくしが、悪夢を終わらせてさしあげますわ」

　しかし多聞丸の深い情は、ただ一人の相手にだけ注ぎ込まれる。己おのれの全てを、一人の人間に捧ささげるのだ。だから、他の者にまで注げる余よ裕ゆうは、もうない。

「とはいえ、戦いくさをする上でなによりも必要なものは武力です。呪じゆ術じゆつだけで戦に勝てるほど、戦国の世は甘くはありませんわ。千熊丸さまの手勢を今の四倍に増やしましょう」

「四倍に？」

「ご家族はおられますか。弟君ならば、なおよろしいです」

「いるわ。一かず存まさ。実じつ休きゆう。冬ふゆ康やす。みな武勇に優すぐれていて、姉想いのよき弟たちよ」

「それは重ちよう畳じよう。それぞれの弟君に、讃さぬ岐きの十河そごう家、阿あ波わの阿波細川家、淡路の安宅あたぎ家を乗っ取らせましょう。それで、精強な讃岐兵と阿波兵、そして淡路水軍のすべてを三好家の掌しよう中ちゆうに収めれば、三好家の兵力は四倍増」

「乗っ取る？　どうやって？」

「うふ。まずは弟ぎみを養子に送り込み、その上で当主を呪術、毒草術、幻げん術じゆつを用いて弱らせ引退させ、あるいは命を奪うばい、家か督とくを奪います。もしも当主が三好から養子を取らねば、問答無用で暗殺。それぞれの家の当主を、内々に始末してしまうのですわ……」

「そんな？　そ、それはいくらなんでも」

「管領家を倒たおすためです。今まで通りの愚ぐ直ちよくな戦い方を続ければ、あなたもお父上や祖父と同じように、細川に討うたれます。細川は昔から、自分では動かずに坊ぼう主ずどもや一揆勢、国人どもを煽って背後から討たせる卑ひ劣れつな搦からめ手が得意。三好家当主は三代にわたり、そうやって細川に討たれました。陰謀に対しては陰謀で対たい抗こうせねばなりません」

「それは……わが父上も、細川晴元のために出しゆつ陣じんしていたところを、一揆勢に背後を襲われて……そしてその一揆勢を煽ったのは、他ならぬ細川晴元自身だったの……」

「ええ。あれは化け物の一族です。わたくしの家族はみな天文法ほつ華けの乱で死にましたが、あの法華宗と叡山の争いももとはといえば、細川晴元が一揆衆の本山だった山やま科しな本猫寺を煙けむたがって、法華宗の連中に焼かせたことが発ほつ端たんですわ。一揆衆を煽ってあなたの父上を殺しておきながら、その一揆衆を法華宗に討たせる。それが細川晴元のやり口。武家というよりはもはや貴族ですわね。京に長居すると、権力者はみな化け物になってしまうみたい」

　その細川晴元ですら、叡山の僧そう兵へいどもまでは操あやつれず頭を悩なやませておりますけれどもね。やつらのために京は応仁の乱以来の焼け野原になってしまいましたもの、と多聞丸は笑った。

「……わたし、四代にわたって同じことは繰り返したくないわ。多聞丸。たしかにあなたは、わたしに、三好家に欠けていたかけがえのない智将。でも、あなたは平気なの？　それほどの悪謀を実行して、心は壊こわれないの？」

「わたくしはなんとも感じませんわ。主君のためでしたら。よいですか千熊丸さま。細川晴元に勝つには──管領だの幕府だの叡山だのといった古き権けん威いの亡ぼう霊れいどもに勝つには、なによりも圧あつ倒とう的てきな兵力と、その兵を養う兵へい站たん地ちが必要なのですわ。淡路と四国は畿内に隣りん接せつしており、かつ海によって陸の兵どもからは隔かく離りされている。畿内を窺うかがうための根こん拠きよ地ちとして最適です。それらをすべて、三好家が奪い取るのです」




　三好長慶の三人の弟たちはかくして、久秀の陰謀によってそれぞれ一国一城の主あるじとなった。

　讃岐の十河一存。阿波の三好実休。淡路の安宅冬康。

　三好家再興のため、細川晴元への復ふく讐しゆうを果たすため、主従の戦いがはじまった。

　千熊丸はいくつかの名を名乗った後、「三好長慶」と名を改めた。

　多聞丸は武家となり「松永久秀」と改名した。後に弾だん正じよう忠ちゆうの官位を得てからは「松永弾正」とも呼ばれるようになる。

　三好一族の武の力と、松永久秀の謀略の力、堺の銭ぜにの力とが一体となり、三好家は畿内に覇はを唱えるまでに成長していった。

　管領家の従順な家臣を演じながら裏で着々と復讐の準備を続けた三好松永主従は、管領・細川晴元をついに江え口ぐちの合戦で粉ふん砕さい。

　大敗した細川晴元は、足利将軍親子を連れて近江おうみへと逃とう亡ぼう。

　ここに三好長慶は、管領細川家に代わって京の都の新たな支配者となり、畿内を中心として山城・摂せつ津つを含ふくむ九ヶ国を治める「天下人」となったのだった。

　そしてその「天下人」の実権は、長慶の片かた腕うでであり分身である松永久秀のものだった。久秀は（やはり美み濃のへ去った庄九郎は間ま違ちがっていた。案の定、庄九郎は美濃一国を切り盛りするので精せい一いつ杯ぱいで、身動きが取れないでいる。あの様子では、上じよう洛らく軍を興おこすなど夢のまた夢。寿じゆ命みようが先に尽きようとしている。わたくしは庄九郎に勝った。もはや、京をどうしようがわたくしの意のまま──）と信じた。あの庄九郎との恋こいは、捨てて正解だったのだ、これでよかったのだ、と。

　しかし、ついに父親の死という悪夢から解放されて京を支配した三好長慶が心身に変調を来きたしたのは、「天下人」となってまもなくのことだった。

　三好家当主として父の敵かたきを取らねばならないという重荷から解放されるとともに、三好長慶はもとの繊せん細さいでひ弱な少女の素す顔がおに戻もどってしまったのかもしれなかった。

　戦に次ぐ戦が、繰り返される人の死が、父の死を経験して以来本心では合戦を好まない長慶の心を病やませてしまったのかもしれなかった。

　三好家という四国から来た成り上がりの天下人を望まない古い勢力──もっと言えば「松永久秀」などという氏うじ素す性じようもわからない得体の知れない妖よう将しように京を明け渡わたしてはならないと怯え憤いきどおる勢力の度たび重かさなる陰謀も、長慶を苦しめた。近江の六ろつ角かく承しよう禎ていが要人暗殺による一発逆転を狙ねらって放つ、幾いく多たの甲こう賀が忍しのびたち。松永久秀の魔ま手しゆから、管領家や将軍家、あるいはやまと御ご所しよを守護するために、叡山や興福寺、高こう野や山さんの坊主どもが密ひそかに行っている、呪じゆ詛そ──。

　やはり、数百年の人々の念をことごとく溜ため込んできた京の都には、禁断の魔力のようなものがあるのだ。しかもその魔力は、三好長慶が信任する絶対的な宰さい相しようであり実質的な天下人である久秀ではなく、三好家当主の三好長慶に降りかかっていた。幻術と毒草術に精通し、天地に恐れるもののない久秀にはいかなる刺し客かくも毒も呪術も通じなかった。しかしその分、体と心が繊細な長慶に、すべてが流れ込んだ。

　これでは、久秀が天下人として君臨するために、長慶を生け贄にえにしているも同然だった。

　その矛む盾じゆんに気づいた松永久秀は「なにをおいても長慶さまをお守りし、病を癒いやさなければならない」と思い詰つめた。彼女は、この世の何物をも信じようとしないが、いったん心を許し信じた者に対しては、あまりにも情が深かった。

　だが長慶は、これ以上の戦乱を望まなかった。久秀が訴うつたえる強きよう攻こう策さくを採らず、将軍家・管領家との争いを平へい和わ裏りに終わらせようと動き、潜せん伏ぷく先さきの近江で病死した父から将軍位を継ついだ若き新将軍・足利義輝を都へ迎むかえて和わ睦ぼくしたのだった。長慶の父の敵・細川晴元は管領位から退けられたが、大方の予想を覆くつがえし、その命を救われた──。




「長慶さま。細川晴元をいつまでも生かしておいてはなりません。生きている限り、長慶さまを陰謀にはめようと暗あん躍やくする男です。殺しましょう。むろん、将軍・足利義輝も殺すべきです」

　その日も、病びよう床しようの三好長慶に、松永久秀はけんめいに説いていた。

　長慶は天下人としては優しすぎた。

　代々細川家に裏切られ続けていながら、下げ克こく上じようを決行することを常に避さけた。細川晴元の命を許し、流る浪ろうの足利将軍を都へ呼び戻した。だがやはり長慶は人が良すぎたのだ。その結果、細川・足利両家は再び策動をはじめ、三好政権は瓦が解かいしようとしていた。畿き内ないの各地で、三好家に対する反乱が起きていた。

「……弾正。それはできないわ。わたしには、下克上は無理だったみたい……良心がとがめるの。細川晴元を殺したり将軍を討ったりすれば、また新しい悪夢を毎晩見るようになるだけ。わたしは……斎さい藤とう道どう三さんにはなれないのよ、弾正。主君からすべてを奪って追い払はらうことはできない」

「道三など！　わたくしはあなたを道三の身代わりにしているのではありません。ともに、家族を殺した権威に、権力者に、細川晴元に復讐を果たすという約束を守るために」

「……わたしたちはそのために、どれほどの陰いん謀ぼうを重ね、どれほどの合戦を続け、どれだけの人の命を奪ったの？　わたしは、三好家を呪い続けてきた復讐と怨おん念ねんの連れん鎖さを、わたしの代で終わりにしたいの」

「若き剣けん豪ごう将軍・足利義輝は、将軍家復興の野望に燃えております！　あなたがどれほど忠誠を尽つくしても、決して相あい容いれることはございません。長慶さま。天下人は二人も要いらないのです。畿内を掌しよう握あくしてしまった以上、もはやあなたご自身が将軍になるしか生き延びる道はないのです」

　長慶は首を縦に振ふらなかった。

「わたし自身が主殺しの汚お名めいに耐たえられないし、そんな命令を与あたえたら弾正、あなたは未み来らい永えい劫ごう悪女としてこの国の歴史に汚名を残してしまう」

「わかりました。せめて、叡山を焼き討ちいたしましょう。叡山の坊ぼう主ずどもは間違いなく、長慶さまに呪じゆ詛そを。また、京に巣くった怨おん霊りようどもが天下人、すなわち長慶さまの心身に害を為なしていることはもはや明白。これらの怨霊を祓はらうためにはわたくし個人の幻術では限界があります。都の鬼き門もんの守護者たる叡山を破は壊かいせねば──」

「叡山の天てん台だい座ざ主すは姫ひ巫み女こさまのご一族。この上、やまと御所にまで下克上をしろと？　できないわ」

「あなたのお命のためです！　そもそも、叡山の坊主どもなどに生きる資格は……」

「売僧まいすや破は戒かい僧そうや僧兵だけではない。叡山だって一部には、高僧もいる」

「それが、奴やつらの手です！　限られた高徳の僧を看板に押し立てておいて、山を攻せめれば仏ぶつ罰ばつが降りかかり世間から悪名を着せられる、と歴代の天下人たちを脅おどして、やりたい放題にやってきたのです。それに高僧などと言っても僧兵や売僧どもを放置して俗ぞく世せの民たみを顧かえりみない者ども。玉石ともに砕くだくのです！」

　叡山は焼かないわ、と長慶はやんわりと、しかしきっぱりと言い張った。

　叡山の結界を破壊できぬとすれば、どうやって長慶の身体からだを病びよう魔まから守ればよいか──この病は呪によってもたらされているもの、薬師では効かない。曲直瀬道どう三さんであっても。

　大和やまとの東とう大だい寺じに、長慶さまをお救いできるものが一つだけある、と久秀は気づいた。あれを手に入れれば……しかしそのためには、東大寺の権威と興福寺の僧兵たちを叩たたき潰つぶさねばならなかった。

「わかりました長慶さま。わたくしはこれより大和一国を平定いたします」

「大和を……あすこは、興福寺が支配する神仏の国よ？　武力だけで決着がつけられるような土と地ち柄がらではないわ」

「はい。それゆえに、大和を切り取れる武士は、この三好家にはわたくししかおりません」

　この件については、長慶に真相を明かすつもりはなかった。明かせばまた「それはいけないわ」と久秀を制止するだろうから。

　しかし、三好家を震しん撼かんさせているもうひとつの件について、久秀はどうしても長慶に告げなければならなかった。

「三人の弟君が、長慶さまにご謀む反ほんを企たくらんでおられます」

「……まさか。なにかの間違いでしょう」

「いえ。せっかく畿内九ヶ国の覇は者しやになっておきながら流る浪ろうの将軍・足利義輝さまを京にお戻しになったことを、三好一族の多くが憤いきどおっておられるのです。長慶さまが、天下を放り投げた、と。このままでは三好家はまたしても主君に裏切られ討うたれると。三人の弟君が、その謀反の中心に。将軍を武力排はい除じよする際に、間違いなく反対されるであろう長慶さまを押し込めて隠いん居きよさせようとお考えです」

「そんな……将軍を弑しいするなんて、いけないわ。許されない……それこそ、三好家は大逆人の一族として各地の大名を敵に回し、攻め滅ほろぼされてしまう。三人を説得して、弾正」

「……残念ながら、わたくしはあの三人に疎うとまれております。卑劣な謀ぼう略りやくで国を奪わせた女ですから」

「いいから、急いで止めて。お願い」




　長慶を天下人とするために次々と謀略で人を殺あやめてきた久秀は、もはや、猛もう毒どくを放つ「蠍さそり」となっていた。

　長慶の容態は日に日に悪化していた。

　早く謀反人を処しよ罰ばつしなければ。

　早く長慶さまのお心を楽にしなければ。

　その瞳ひとみに狂きよう気きの色を宿しながら、久秀は、毒を、振ふるった。

　長慶の三人の弟たちはついに、謀反劇を実行できなかった──。

　十河一存、にわかに謎なぞの病を発して倒たおれ、療りよう養よう先さきの有あり馬ま温泉にて急死。

　三好実休、戦場にて唐とう突とつに「気分が悪い」と悶もだえはじめ、流ながれ弾だまに当たってあえなく戦死。

　安宅冬康は、長慶のもとを見み舞まいに来た際に、久秀の命令によって鳥とり兜かぶとの毒を手て渡わたされ、「上意討ち」となった。

　それどころか、三人の弟たちが「長慶の次の当主に、そして初代三好将軍に」と推おし立てる予定だった長慶の幼い養子・三好義よし興おきまでが、全身に黄おう疸だんを発して謎の怪かい死しを遂とげた──。

　長慶の身体からだが病やみ果てて朽くちる前に、長慶の心が、もたなくなった。

　長慶は、久秀がただひたすらに自分を守るために一族をことごとく謀殺したのだ、と病床で気づいてしまった。

　息を引き取るその日。

　長慶は、憔しよう悴すいしきってもはや幽ゆう鬼きと化していた久秀だけを寝しん室しつに呼び、その手を握にぎりしめながら最さい期ごの別れの言葉をかけていた。

「……長慶さま。天下は魔ま性しよう。京の都はやはり、怨霊の巣そう窟くつでしたわ。わたくしはずっと長慶さまを生け贄にえにして自分だけが無事でいる、と気に病んでおりました。しかし、ほんとうに怨霊に惑まどわされて己おのれを見失っていたのは、長慶さまではなく……わたくしだったのです」

「もういいの、弾正。今まで、よく仕えてくれたわ。ありがとう……」

「……あなたの大切な家族を、ことごとく、わたくしが奪うばったのです。お詫わびの言葉もありません」

「……天下を奪っていなければ、弟たちと対立することもなかったのだから……元はといえば、わたしが父上の復讐を遂げようと志したことが……このわたしが、間違っていたの。わたしは復讐者でありながら、自分へのさらなる復讐返しに怯おびえ続けて、暗殺者や呪詛者の影かげを一人で恐おそれて、勝手に自分の命を削けずってしまったのよ」

　長慶は、言った。

　生きながらに化け生しようの者となってしまった久秀を、諭さとした。

「弾正。もう三好家の宰相でなくてもいいの。もう、三好家を守らなくてもいいの。あなたはこれから、自分のために生きて」

「できません。もうわたくしには、自分などないのですから。すべて、あなたに捧ささげ尽くして」

「生きて、己の生きる意味を見つけるの。主あるじがいなければ生きられないというのならば、あなたにふさわしいまことの主を探すのよ」

「わたくしの主は、長慶さま。あなたしかいません」

「いいえ。そうではないわ。わたしは、下克上を果たす勇気を持てなかった。名分や世評に怯えて、あなたの志を遂げさせてやることができなかった……あなたの怨念は、まるで晴れていない。叡山も。東大寺も。興福寺も。わたしに保護され、まるで打だ撃げきを受けていない。わたしはあなたを利用して、自分の怨念を晴らしただけだった……ごめんなさい」

「やめてください。謝らないでください。すべては、わたくしの罪です！　わたくしの、際限もない日ノ本の権けん威いすべてへの怨念など、この身体に流れる異い邦ほう人じんの血への憤りなど、あなたに仕えると決めたその時に捨ててしまうべきだったのです！」

「……泣かないで、弾正。あなたの故郷を、波斯を目指して、大海へ繰くり出しましょう……」

　長慶は、久秀の腕うでの中で息を引き取っていた。




　夢とうつつの境目を久秀は、見失った。

　長慶さまは、もういない。

　だから、なにもかも燃えてしまえばいい。

　足利将軍を殺す。幕府を焼く。東大寺も焼く。興福寺も焼く。三好家も、長慶さまの思い出とともに滅びてしまうがいい──。

　そう惑って、しかしそれでも、懸けん命めいに仕えるべき主君を探し続けてきた。久秀という「毒」をもその強きよう烈れつな光によって浄じよう化かし取り込んでしまえるような、そんな主君を。長慶との夢の続きを。主君にすべてを捧ささげるつもりが主君のすべてを奪い取ってしまった自分に、もういちどだけ、現世の生をやり直すことを許してくれる運命の相手を。だが足利義輝も三好三人衆も東大寺も、その器ではなかった。久秀という「毒」を浴びると、あっけなく瓦が解かいした。だがここに、久秀をまるごと飲み込んでしまえるような、破格の姫武将が、英えい傑けつが現れた──。

　尾お張わりのうつけ。

　久秀がただ一人異性として愛した男、松波庄九郎の、義娘むすめ。

　斎藤道三が見つけた夢の続きを、わたくしが、受け取る。それが縁えんというものだったのだろうか。




　信奈にあらがい続けてきた蠍は、この時、ついに。

　自らの完全敗北を、認めた。




　　　　※




　深夜──。

　半ば焼け落ちた清水寺。

　床しよう几ぎに腰こし掛かけた信奈の前に、一人の武将が平へい伏ふくしていた。

「この松永弾正久秀、今度こそ心より信奈さまに降こう伏ふくいたしますわ」

「デアルカ」

　信奈の隣となりに侍はべっている良晴は、はじめて至し近きん距きよ離りから久秀の匂におい立つような美び貌ぼうと肢し体たいを目まの当たりにして、ついつい前まえ屈かがみになってしまった。

「うおおお！　エキゾチック美人っ！　オリエンタル美女っ！　すげぇ色気っ……！　胸が……胸が、ぷるるんと揺ゆれて……おうっ!?」

　若すぎる良晴は、この種の大人の女性に耐たい性せいがない。

　むくれた信奈にグーで顔面を殴られた。

　信奈は、なぜか自分を裏切って殺そうとした久秀が気に入ったらしい。

　光秀が「この者は裏切り常習犯です。いずれまた裏切ります。斬きりましょう」と勧すすめるが、信奈は聞いていない。

「サルときんかんは気にしないでいいわよ、弾正！　よくぞわたしに帰順したわ。今度こそは本気のようね。頭がいい武将は好きよ！」

「わたくし、心の底ではこのような結末を望んでおりました。わたくしよりも強いお方に、屈くつ服ぷくさせられることを。ですから信奈さまに降伏する証あかしといたしまして、あらかじめ大和より名物〝九十九髪つくも茄な子す〟を持って参りました」

　茶器を、すすっ……と信奈の前へと差し出す松永弾正。

　おうっ……なんていい匂いがするお姉さんなんだ……と股こ間かんを押さえる良晴。

　信奈に今度はチョキの指先を左右の眼球にぐさりと突き立てられた。

「いてええええ～っ!?」

「いちいち発情してんじゃないわよ、このエロザル！」

「うふ。この九十九髪茄子こそはかの足利義よし満みつ公秘蔵の唐から物もの茶入れ、天下三茄子のひとつにして、銭二万文もんを積んでも手に入れられぬ天下の大名物です。まさしく天下人の証あかし」

　茶の湯に詳くわしい光秀が、つい身を乗り出して「はぁ」「ほぉ」とため息を漏もらした。

　久秀が可お笑かしそうに口元をゆるめながら、口上を述べた。

「信奈さま。日ノ本の文化の中心たる京を治めるためには、武力だけではままなりません。公く家げや堺衆と交際するために、これからはあなたさまも今風の茶の湯に通じなければなりませんよ。僭せん越えつながら尾お張わりの茶の湯程度では……」

　どこか、まるで信奈の母親を自任しているような口調だった。温かくて、優しくて、そして厳しい。

「これだけの名物をもらっちゃってはね。大和やまと一国を安あん堵どしてあげるわ、弾正！」

「うふ。ありがたき、幸せ」

　ええっ、と光秀が声を上げた。

「信奈さま。重ねて申し上げますが、この者は有名な謀む反ほんの常習者。われら全員、あやうく討ち取られるところでした。かような毒を喰くらうのは危険かと思います。斬りましょう」

「いいじゃない。毒も用いようによっては薬になるわ」

「しかし。この十兵衛光秀、謀反人は許せません。斬りましょう」

「んも～、しつこいわね！　わたしが許すと決めたんだから、従いなさいよ」

「ぎょ、御ぎよ意い」

　光秀がようやく引き下がる。

　だが、まだその表情は納得していない。

　これほど謀反人を憎にくむなんて、なんだかんだ言っても真ま面じ目めな子だなあ……この世界では本能寺の変は起きないだろうな、と良晴は安心した。

　信奈は、久秀に再び向かい合う。

「ところで、弾正。あんたには聞きたいことがあるの」

「なんでしょうか。もう一つの名物〝平ひら蜘ぐ蛛も〟は命より大切なものゆえ、譲ゆずれませんわ」

「譲れと言ったら？」

「さあ。平蜘蛛を抱だいて爆ばく死ししましょうかしら」

　ほんとにこの人、平蜘蛛を抱いて爆死するんだよな史実では……と良晴は思った。

「弾正。あんたはほんとうに、主君だった三好長慶を毒殺してはいないのね？」

　久秀は、「ひどい」と瞳ひとみを潤うるませながら信奈に強く抗議する。

「まさか。わたくし、長慶さまを毒殺などしておりませんわ！　それは京の口さがない方々が立てた、ただの噂うわさ！　あのお方は子のないわたくしにとって、実の娘むすめのようなかけがえのない存在でしたのに！」

「そうなの？」

「わたくしはただ、長慶さまに従わない弟たちや不忠の息子に鳥とり兜かぶとの毒を一いつ服ぷく盛ったまでのこと！　長慶さまには誓って何もしておりませんわ！」

　盛ってるんじゃねーかよ！　と信奈以外の全員から突つっ込みが入った。

　言われてみれば、弾正の頭の髪かみ飾かざりは、紫むらさき色いろに染まった鳥兜の花ではないか。

「なにもかも、長慶さまのおんため！　あやつらはみな、お優しい長慶さまをないがしろにしておりましたのよ！　捨て置けば長慶さまは暗殺されていましたわ！　それなのに……まさか、やっと三好家中の不ふ穏おん分ぶん子しを始末したと思った矢先に、長慶さまがお隠かくれになってしまわれるなんて……どうして」

「──わかったわ、要は長慶亡きあと、あんたが仕えるに足る新たな主君が欲しかったってことなんでしょ、弾正」

「その通りですわ。わたくしは長慶さまを超こえる器を持った主君を求めております。わたくしがすべてを捧ささげるにふさわしいお方を。そのために、足利義輝公をはじめとするあらゆる英えい傑けつを襲しゆう撃げきして試してきたのです。人間は、追い詰つめられた時にほんとうの姿を見せるものですもの。そして、わたくしの眼鏡めがねにかなったお方はあなたお一人です、信奈さま。陰おん陽みよう師じにあれほどの覚かく悟ごをさせ、伴ば天て連れんに剣けんを持たせるその大きな器……あなただけが、この国で忌いみ嫌われてきた波斯の幻げん術じゆつ遣つかいであるわたくしを受け入れてくださるお方」

　信奈が、笑顔でうなずく。

「いいわよ。わたしがなってあげるわ！」

「……え？」

「このわたしが、あんたが仕えるに足る主君になってあげるって言ってるのよ！　わたしは畿内を治めるだけでは終わらないわよ！　これから日ノ本を、そして世界を相手に天下布武の戦いをはじめるの！　長慶に仕えるよりも面白そうだと思わない？　あんたの主君としては不足はないはずよ！」

「……信奈さま……♡」

「わたしも、あんたが気に入ってるの。だってあんたが潰つぶしてくれなければ、このわたしが自分の手で足利幕府を潰すつもりだったもの！　日ノ本どころかこの京すらろくに治められないくせに、あんな無力な将軍家なんて不必要だわ！　弾正！　わたしと一いつ緒しよに、この国を大おお掃そう除じして新しく生まれ変わらせましょう！」

「……ああ……ああ、わたくしをほんとうに理解してくださるお方が、ここに……」

　感極まったのだろう。久秀が、袖そでで目を拭ぬぐった。

　新時代を目指す秩ちつ序じよ破は壊かい者しやと、主君のためなら何でもやる秩序破壊者。

　どうやら、「破壊者」という一点で馬が合っているらしい。

　そういえば信奈も放ほう火か魔まだしな、と良晴は思い出した。

　だが、ほんとうにこんな危険なお姉さんを飼い馴らせるのか。この人、ちょっとばかりヤンデレ入ってそうだぜ……ただの悪人よりも扱あつかいづらい……と良晴は不安になってきた。

「ただし弾正。いいこと、織田家の家臣に一服盛ったら許さないわよ！　サルにもね！　わたしの家臣はみんなわたしのものなの、あんたが毒殺してもいいいわれはないわ！」

「はい、御意です。これからは、〝白弾正〟として生まれ変わりますわ」

　久秀が、晴れやかな笑顔で平伏した。

　その童女のような笑顔があまりにもきらきらと輝かがやいていて、（心配だ……すげぇ心配だ……）とかえって良晴の胸むな騒さわぎは収まらなかった。
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「このわたくしの全身からあふれる人徳が、危き地ちを救ったのですわ！　おーほほほほ。信のぶ奈なさん、新将軍にふさわしい二に条じよう城じようの造ぞう営えいを急いでくださいます？」

　夜が明け、朝日が昇のぼった。

　清きよ水みず寺でらの急変を知った美み濃のの柴しば田た勝かつ家いえと丹に羽わ長なが秀ひで、さらに近江おうみの浅あざ井い長なが政まさが大軍を率いて再上じよう洛らくした時にはもう、信奈は半はん壊かいしてしまった清水寺にかわる今いま川がわ義よし元もとの新たな居城・二条城の突とつ貫かん工事を陣じん頭とう指し揮きしていた。

　南なん蛮ばんのマントを羽織り、腰こしに虎とら皮かわを巻いたうつけ姿で馬に乗った信奈は、片手に種たね子が島しまを持ち、もう片手には鞭むちをしならせ、不ふ埒らちな者がいればばんばんと容よう赦しやなく足下の地面を打って怖こわがらせている。

　信奈自らが陣頭指揮すると、どんな工事も通常の三倍の速度で進むのだった。

「姫ひめさまああっ！　姫さまの危機にこの勝家が間に合わず、申し訳ありませんっ！」

「幸運にも命拾いしましたが、今後このような危険な真ま似ねはお慎つつしみください。三十点です」

「そうね。サルにもめちゃくちゃ[image: しか]しかられちゃった。家臣と主君の命のどっちが大事かくらいわかるだろうが、とかなんとか。殴なぐられるかと思っちゃったわ」

　ああっサルに[image: しか]られたと話す姫さまの顔がとても嬉うれしそうだ、あたしがいないうちに二人の仲はもうそこまで！　あああああっ！　と勝家が思わず涙目に。

「んもう、六りくってどうしてこう無む駄だにうるさいのかしら……ところで万まん千ち代よ。美濃の防備はいいの？」

「はい。川かわ中なか島じまより撤てつ兵ぺいした武たけ田だ信しん玄げんは当初『美濃へ攻め入る』と称しようしておりましたが、それはわれらを畿き内ないから撤兵させるための虚きよ報ほうだったようです。信玄は、今川家と手切れして駿する河がを攻めようとしております。北ほう条じよう家けの後押しを得てなおも駿河に籠こもる今川の残党を追い払い、かねてより望んでいた駿河の海を奪うつもりのようです。海をまず押さえねば、上洛作戦はままならないということでしょう」

「信玄が駿河を併へい合ごうするまでが、織お田だ家に与えられた持ち時間ということね。北条が信玄を邪じや魔ましてくれるはずだけれど、時間の問題だわ。畿内とその周辺国の掌しよう握あくを急がないと」

「それにしても今回は危なかったです。もしも松まつ永なが弾だん正じようどのと三み好よし一党が裏で手を結んでいれば、三好一党は芥あくた川がわ山やま城じようであと少しねばっていたはずで、そうなればおそらく姫は弾正どのと三好一党に挟きよう撃げきされて完全に詰つんでおりました。相変わらず、姫には天運がございます。八十点です」

「天運などを頼たよりにしていてはつまずくわよ、万千代。もしも、新たな主を求めて見境なく暴れていた弾正の謀反までを予想して、わたしを滅ぼすための策の中に組み込んでいた者がいるとすれば二十点よ。でも、それって杞き憂ゆうじゃないかしら。津つ田だ宗そう及ぎゆうも結局、商売敵がたきの今いま井い宗そう久きゆうに勝ちたいのと、堺さかいの権益と独立を守りたい一心で弾正をそそのかしただけだそうで、いくら調べても杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼうとは無関係だったわ。そもそも弾正だって、津田宗及の手紙などまともに読まなかったそうよ」

「では誰だれが杉谷善住坊を雇やとって姫を暗殺しようとしたのでしょう？　それぞれの策の実行者には全体像を知らせぬまま、姫を追い落とそうとする何者かが小さな策を二重三重と蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらせている、ということも考えられますが」

「単にわたしを邪魔だと思っている者が都とその周辺にたくさんいるだけじゃない？　それこそ、半はん兵べ衛えが言っていた『日ノ本への呪のろいがある限り戦乱は続く、人間の力ではどうしようもない』という都の人々の気分。でも、黒幕がいようがいるまいがどちらでも構わないわ。いかなる策、いかなる敵が現れようとも、ひとつずつ撃うち破るのみよ」

「御ぎよ意い」

「ともあれ十二万貫文は調達できたし、義元はぴんぴんしてるし、松永弾正をけしかけた津田宗及も震ふるえ上がって『今後は今井宗久どのを堺の代表とします』と詫わびを入れてきたしね。将軍宣下の儀ぎ、そろそろね」

　いよいよですね義あ姉ね上うえ、と笑顔の長政。

「しかし姫さま、謀む反ほん常習者の松永弾正にはおとがめなしですか？」

「いいのよ六」

「しかしっ、あのような信用ならぬ者をおそばに置くのは……」

「心配いらないってば。確かに弾正は猛もう毒どくだけれど、使いこなしてみせるから」

「ところで姫さま。サルはいつ、岐ぎ阜ふ城じようの厨ちゆう房ぼう係がかりに？」

「その話は、流れたわ」

「ええええっ？　えこひいきです、姫さまあっ！」

　ともあれ、絶体絶命の危機は脱だつした。

　フロイスが畿内のキリシタンに呼びかけてくれたために、信奈たちは命を拾ったのだ。

「あれだけ持ちこたえられたのは生き真ま面じ目めに清水寺を守りぬいた十じゆう兵べ衛えの功績。でも、フロイスの件は悔くやしいけどサルのお手て柄がらね。あの二人の勝負は引き分け。厨房係への左さ遷せん話は、なしにしてあげたわ。ふふっ」

「くきぃいいぃ！　おのれおのれぇ。あの女たらしめ、伴天連までかどわかしたかっ！　サルめ、サルめぇ！」

「勝家どの。大工どもが嗤わらっております、三点です」

「ふむ。妙みように勝家どのは相良さがら良よし晴はるにつっかかる。惚ほれているのではありませんか？」

「ええええっ？　ななな長政っ!?　ヘンなこと言うなよっ！　あたしはサルが憎にくくて憎くて仕方がないだけだってばっ!?」

「さて。かわいさ余って憎さ百倍と申しますよ。げに恋こい心ごころとは不可思議なもの」

　女たらしと評判の長政にそう言われると、単純な勝家、思わず頰ほおが赤らんでくる。

「……ええええええええっ!?　そんな、そんなあっ？　あたしが、サルに恋をっ……!?　そういえばあいつのことを考えるとイラッと頭に血が上って、むしょうにかっかしてくる……もしかしてこれって恋っ!?　うああ、いやだあああ！」

「ほーんとに単純よね、六って」

　そこに、光みつ秀ひでの乗った白馬が、しずしずと近づいてきた。

　光秀の背中には、馬を苦手にしている良晴が抱だきついている。

　二人とも昨夜の激げき闘とうで傷を負ったのだろう。手や足に包帯を巻いていた。

「おーい信奈。フロイスちゃんを連れてきたぜ～」

「相良先せん輩ぱいは道中、私の背中にもたれて半分寝ねていただけではないですか。この十兵衛光秀が、フロイスどのをお連れいたしましたのです」

「おいおい。堺へ帰ろうとしていたフロイスちゃんに〝二条城へ来ないか〟と声をかけたのは俺だぜ」

「そうかもしれませんが、ここまで案内したのはこの十兵衛光秀です。相良先輩は道順すら知らなかったではないですか！」

「まあ、そういうことにしておいてやらあ」

「ふん。いつもそんなふうに、はじめから潔いさぎよく負けを認めればいいんですぅ」

「負けたなんて言ってねえ！」

　あんたたち、ケンカしてたんじゃなかったっけ？　妙に仲良くなってない？　と信奈が少し不満げに唇くちびるをとがらせた。

　光秀と良晴に導かれてきたフロイスが、馬を下りた。

　昨夜は高たか山やまドン・ジュストたちに「弾たまが当たれば大変です」「ぜひとも防備を」と強引に迫せまられ、純白に輝く南なん蛮ばん騎き士しの甲かつ冑ちゆうに身を固めていたが、戦いくさが終わった今では清せい楚そな修道女の衣服に着き替がえている。

　フロイスが〝クイーン・オブ・ジパング〟と呼ぶ織田信奈と直接対面して言葉を交わしたのは、この二条城普ふ請しんの現場が最初だった。

「はじめまして、ノブナさま。ポルトガルより参りました、ルイズ・フロイスと申します」

　なによこの子、なんでこんなに乳がでかいのかしら。六よりもはるかにでかいじゃないのと信奈は好こう奇き心しん半分、やっかみ半分でフロイスの胸をまじまじと見つめながら馬を下りた。

　そして、いきなりフロイスの背後に回り手を伸のばして、むぎゅっとつかもうとした。

「乳を触さわらせなさい。それ、詰め物なんでしょ？」

「きゃうううっ？　ちっ、違ちがいますっほんものですっ!?　のののノブナさまあっ？」

「なにこれ、でかすぎてつかみきれない……なによこれ。どうなってるのよ。しかも、六のおっぱいを見ても『牛だなあ』としか思わないのに、フロイスの胸には妙な劣れつ等とう感かんを覚えるのはなぜ？　十兵衛、サル、説明しなさいよ！」

　慌あわてた光秀が「お、おやめください信奈さま」とフロイス救出を敢かん行こう。

「はあはあはあ。ありがとうございますアケチさま。びっくりしました……」

「次は裸はだかにむいて観察しなきゃ。自分の目でほんものかどうか確かめないと、ちょっと信じられないわね」

「好奇心丸出しなのもいーかげんにしろってば信奈！　フロイスちゃんの胸に触るの禁止！」

　俺だって我が慢まんしてるのにきぃ悔しいうらやましい、と良晴が歯をむいて騒さわぐ。

「ちっ。ここではエロザルの目もあるわ。今度わたしと一緒に温泉に入るのよ。フロイス」

「は、はい……あのう、わたしの胸以外のことで何かご質問はないでしょうか、ノブナさま」

「そうそう。パードレに会うのは十年ぶりよ。いろいろ聞きたかったことがあるの」




　信奈は、海の外の世界に子供のような憧あこがれを抱いていた。

　まるで幼子のような瞳ひとみ……とフロイスは吸い込まれそうになった。

　年ねん齢れいはいくつ？

　ポルトガルから日本に来て何年になるの？

　日ノ本にキリシタンの教えが広まらなかったら、ポルトガルに帰っちゃうの？

　どうして命をかけてまで、こんな航海をして日ノ本に来たの？

　フロイスは、飽あくなき好奇心を隠かくさずに目を輝かせる信奈の質問に、誠心誠意答えた。

「神の教えを広めてこの国の民たみの心を救うこと以外に、目的はありません。わたしは、二度とポルトガルには戻もどりません。このジパングで死ぬ覚かく悟ごです」

「デアルカ」

「ぜひノブナさまに、京での布教再開をお許しいただきたいのです」

「いいわよ」

　それは神事を司つかさどる御ご所しよの許可を得ませんと……と長秀が進言するが、信奈は「やおよろずの神を祀まつる姫ひ巫み女こさまが今さら南蛮の神が増えたくらいで反対するわけないでしょ。既き得とく権益を奪うばわれることを恐おそれた寺社と公く家げどもが邪じや魔ましてるだけよ」と平然と言い放った。

「公家衆なんてほっときゃいいの、事後承しよう諾だくさせればいいでしょ」

　フロイスが、「僭せん越えつですが……」と申し出た。

「堺の小こ西にしジョウチンどのよりノブナさまへ、銀十本を進しん呈ていしたいと……」

「はるばるポルトガルから海を越こえてこの国に来たパードレから金を受け取ったりしたら、わたしは後世まで物笑いの種になるじゃない！　その銀は、京に南蛮寺を建てるための資金に使うといいわ」

「……オブリガーダ（ありがとうございます）」

　この南蛮帽ぼう子しだけ貰もらっておくわね。

　そう笑って、信奈はフロイスの手から孔く雀じやくの羽根をつけた羅ら紗しや地じの南蛮帽子を受け取ると、自分の頭にかぶってみせた。

　二条城の石いし垣がきの裾すそ。

　互たがいに相対して椅い子すに座った信奈とフロイスが、はにかむように微笑ほほえみあった。

「……堺の南蛮寺を壊こわさなくてよかったです」

　光秀がはじいるようにフロイスへと頭を下げ、フロイスが「いえ。お気になさらず。神は決してあなたを罰ばつしたりはしません」と光秀に笑顔で答えた。

　俺は今、歴史的な瞬しゆん間かんを間近に目もく撃げきしている……とつぶやいた良晴が、鳥とり肌はだを立ててぶるると震えていた。

　が、ここから先──フロイスが少し影かげを帯びた表情になって信奈へこのような言葉を伝えた事実については、フロイス自身が後に書き残した長大な歴史書『日本史』にも記されていない。




「ノブナさま。実は、どうしても申し上げたき議が」

「……何なの？　いい話では、なさそうね」

「わたしたちドミヌス会の宣教師たちは、ただひたすらに神の教えを世界に広めることのみを目的として活動しています。しかし、わたしのような無一文の修道女が船に乗ってはるばるジパングまで来られるのには、理由があるのです」

「理由？」

「ポルトガルとイスパニアは、通商のために航海路を広げ、各国に拠きよ点てんを作っています。わたしのような者は、国王のご厚意によって貿易船に無む償しようで乗せていただいているのです」

「それは知っているわ。それが、どうしたの？」

「……残念なことですが……競い合って船団を世界中に派は遣けんしているポルトガル・イスパニア両国の王様には〝植民地を広げる〟という裏の目的があるのです」

　植民地。

　戦国時代の日本にはない言葉だった。

　信奈はかつてある人からこの「新造語」を聞かされたことがあった。

　しかしこの重大な情報を自分に伝えようとしているフロイスの決意と覚悟を信奈は汲くみ取り、フロイスの言葉を遮さえぎらなかった。「聞かせて」とうなずいた。

「植民地政策とは、海外の領土を武力で奪い取り支配することです。たとえばアメリカという大陸にはアステカ帝国やインカ帝国という偉大な国があったのですが、今はイスパニア軍の重火器攻撃によってことごとく滅亡の危機にあります」

「イスパニアやポルトガルがこの国をも武力で征せい服ふくしようとしている、というの？」

「わかりません。幸い、ジパングのサムライの方たちはみなとてつもなく強く、職人の方々はみな手先がおどろくほど器用で頭も良く、わずか数年で南蛮鉄てつ砲ぽうを自国で大量生産するほどの高度な技術を身に付けています。しかし、火薬の原料となる硝しよう石せきは……」

　信奈の整った眉まゆが、ぴくり、と動いた。

「……硝石は日ノ本国内では生産できないわ、フロイス」

「もしも硝石の輸出を差し止められれば、火力では抵てい抗こうできなくなります。それと、考えたくないことなのですが、彼ら軍人がキリスト教の布教活動を悪用して……」

「日ノ本国内をキリシタン勢力とそうでない勢力との二つに割る……内戦にかこつけてイスパニア・ポルトガルが武力介かい入にゆうし、そしてこの国を事実上の植民地に？」

「確証はありませんが、他の国でも何度も繰くり返されてきたことなのです。わが師・ザビエルさまも晩年には『自分がなしたことは他国侵しん略りやくの手助けになってしまったのではないか』と苦く悩のうしておられました」

「ザビエル……」

　ほんの一いつ瞬しゆん、信奈が固まったかのように見えた。

　しかし、すぐに口を開き、フロイスとの対話を再開する。

「フロイス。ポルトガル人のあんたがどうして日本人のわたしに、そんな話を」

「この美しい〝黄おう金ごんの国〟を、善良で賢かしこきジパングの人々を、愛しているのです。それに神は、決して他国を武力で侵略し支配するなどといった悪あしき行こう為いを許されません。布教と侵略とはまったく反対のものです」

「でも人によっては、どちらも同じだ、キリシタンの教えも知らない野や蛮ばんな原住民は自分たちが支配してやったほうがいい、と考える奴やつもいるかもよ。宣教師の中にもね」

　フロイスが、唇をかみしめてうなだれる。

「……はい。残念ですが、現実にはそうです……」

「わかったわ、フロイス。言いにくいことを教えてくれて、ありがとう。辛つらかったでしょう」

　信奈が、うなずいた。

「……わたしがノブナさまにお伝えしたかったことは、伝えられました。これでこの国から追放されても、悔くいはありません」

「何を言っているの、フロイス。あんたにはキリシタンの教えを広めるという使命があるんでしょう？」

「え？　でも、ノブナさま？」

「誰だれがどんな神仏を信じようと、その者の自由よ。わたしのような武家が現世のまつりごとを為なすだけでは、民の命は守れても心までは救えないもの。わたしが許さないのは、民の信しん仰こう心しんを利用して戦いくさを仕し掛かけたり私腹を肥やそうとするような生なま臭ぐさ坊ぼう主ずどもなの。あんたはそうじゃないでしょ、フロイス？」

　フロイスは、信じられない言葉を、その耳で聞いた。

「あんたの神の教えがこの国を滅ほろぼす元げん凶きようになどはならないという断固とした信念があるのなら、この国をよりよきものにしていけると信じるなら、遠えん慮りよせずにいくらでも広めなさい！　資金が足りないのなら、わたしが出すから」

　椅子から颯さつ爽そうと立ち上がり、馬に飛び乗って去っていく信奈の姿が、朝の日にち輪りんに吞のみ込まれていく。

　フロイスは、瞬間、この極東の島国に人の肉を得て降こう臨りんした主しゆの姿を見たかのような、そんな錯さつ覚かくを覚えていた。

　まだうら若き乙女おとめでありながら。

　このお方こそは、戦乱の続くジパングの民を救うために生まれてきた女王ではなかろうか。

　いや。もしかしたら、ジパングだけではなく……。




　　　　※




「な、な、な……善住坊も松永弾正も、織田信奈を討うち損じたのでおじゃるかっ？　信じられぬでおじゃる！　なんと、畿き内ないのキリシタンどもが信奈を救ったとなっ!?」

　やまと御ご所しよ。

　信奈が擁よう立りつした今川義元への将軍宣下を望まない関白・近この衛え前さき久ひさが突つきつけた「十二万貫かん文もんの奉ほう納のう金きんを納めよ」という無理難題。

　一週間の猶ゆう予よを与あたえたのが甘かった。

　まさか信奈がこの難題を解決してのけるとは。

　その間、武田信玄と上うえ杉すぎ謙けん信しんの休戦による東国情勢の激変、杉谷善住坊による信奈暗殺未み遂すい事件や、松永久ひさ秀ひでによる清水寺急きゆう襲しゆうという試練が、信奈の身に次々と降りかかってきた。

　にもかかわらず、信奈主従はやってのけた。

（おのれ織田信奈。麻ま呂ろがこれほど陰いん謀ぼうの蜘く蛛もの糸を張り巡めぐらせたというのに……悪運が強いでおじゃる！）

　そう。

　上杉謙信を川中島から撤てつ兵ぺいさせ、武田信玄を対上杉戦から解放したのも。

　暗殺者・甲こう賀がの杉谷善住坊を顧やとい堺へ送ったのも。

　堺の津田宗及を動かし、織田家に内紛をもたらした松永久秀に謀む反ほんをそそのかしたのも。

　すべてはこの近衛前久が企くわだてた策さく謀ぼうなのであった。

　信奈の野望を阻そ止しするべく、近衛前久は二重、三重の罠わなをしかけたのだ。

　だがもはや近衛前久にもこれ以上信奈に抵抗する大義名分はない。

　ついにこの日、信奈はやまと御所へと参さん内だいしてきた。

　御所側からは関白・近衛前久や太だい政じよう大だい臣じんのみならず、御み簾すの向こうに姿を隠しているとはいえ姫巫女までが参加している。

　むろん、信奈はこれ以上はないという正装である。道どう三さんとの会見以来だった。

　しかも。

　この場に自分の配下の明あけ智ち光秀と、そしてなんということであろう、氏うじ素す性じようも定かではない相良良晴を連れてきたではないか。

　頭に公家風の冠かんむりをかぶり、ちんちくりんの着物を着せられた良晴は「似合わねえ……これじゃほんとうに猿さる回まわしのサルみてぇだ」とぼやいている。

「織田弾だん正じよう大だい弼ひつ信奈、参内つかまつりました」

　三人は御簾の正面に正座し、一礼。

　儀ぎ礼れいに通じた信奈と光秀がやる通りに、良晴も見よう見まねでお辞じ儀ぎをする。

（うわ、なんだかすげえ緊きん張ちようしてきた）

　さすがの脳天気で剛ごう胆たんな良晴も、この御簾の向こうの姫巫女さまってもしかしたら俺の時代で言うところの……超ちようやべぇ！　そそうをしたら切腹ものだぜ！　と震ふるえている。

　もはや近衛前久は、「このような者を姫巫女さまの御ご前ぜんに……ああ、世も末でおじゃる！」と半ば失神しそうになっている。

　光秀と良晴が姫巫女の御前に参内するには、それなりの官位が必要である。

　ゆえに信奈は前もって御ご所しよに根回しし、明智光秀に「惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ」という新たな姓せいと官位を、良晴に「筑ちく前ぜんの守かみ」という官位を与えさせていた。

　しかし、二人の主君である信奈がかねてより名乗っていた官位の「上かず総さの介すけ」は実は自じ称しようであり、信奈自身は参内するこの日の土ど壇たん場ばまで無む位い無む冠かんだった。

　これもまた、近衛前久にとっては許し難がたい非礼であり横暴であった。

　まさか、無位無冠の武家を姫巫女の前に参内させるわけにはいかない。

　だから前久は（なぜ麻呂が……）と腹の底で泣きながら、このたび、大おお慌あわてで信奈に「正四位下・弾正大弼」という高い官位を与えねばならなくなったのだ。

　それなのに信奈は「弾正って言えば松永久秀じゃない。ややこしくなっちゃうわ。いやねえ……」とちっとも喜んでおらず、いよいよ前久は怒いかり心しん頭とう。

　ともあれ、今川義元への将軍宣下の時は来た。

　関白として近衛前久が「こほん」と咳せき払ばらいをしながら信奈にしぶしぶお褒ほめの言葉をかけようとした、その時──。




「おだだんじょう。たいぎであった」




　御簾の向こうから、幼い子供の声。

　姫巫女自身が、言葉をかけたのであった。

　まだ幼いのであろう、たどたどしい口調ではあるが、理知的な響ひびきを持つ涼すずやかな音色の声だった。

「ひ、姫巫女さま！　ならぬでおじゃる！　この場はこの関白、近衛前久が」

「なぜじゃ、このえ」

「これらの者はつい先日まで血に塗まみれ戦をしておった者ども！　姫巫女さまが穢けがれまするでおじゃる！」

「このえ、だまっておれ。ちんは、おだだんじょうとはなしがしたい」

　黙だまっておれと姫巫女に言われては、前久はそれ以上口出しできない。

　今までこの麻呂の言いなり……いや違ちがったでおじゃる。従順だった姫巫女さまが、いったいいかがなされたのでおじゃろうか？

　動どう揺ようする前久の前で、姫巫女と信奈が御簾ごしに言葉を交わす。

「おだだんじょうのはたらきは、ぶけのほまれ。せいいたいしょうぐんににんずる」

「いえ。将軍職は、二条城で宣下を待ちわびている今川義元に」

　これ姫巫女さまは勘かん違ちがいしているだけでおじゃる、黙ってうなずくでおじゃる、と前久が信奈を[image: しか]しかりつける。

　だが、話は意外な方向へ。

「〝おうにんのらん〟いらい──すでに、あしかがけには、しょうぐんとしてのちからはない。いまがわけもおなじこと。おだだんじょう。これからはそなたが、このくにをおさめよ」

「姫巫女さまっ？　なんということを仰おおせでおじゃるか────っ!?」

　前久は自分の胸を押さえながら、はあはあぜえぜえと息を荒あららげた。

「織田信奈は平へい氏しでおじゃるっ！　せ、せ、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんには、源げん氏じの血筋の者しかなれぬという決まりをお忘れでおじゃるかっ!?」

「そうか、このえ。ならば、おだだんじょうよ。かんぱくとなってこのくにを──」

「ひいいい！　関白はこの近衛前久でおじゃるーっ！　そもそも藤ふじ原わら氏でなければ関白にはなれぬでおじゃる───!!」

「では、だいじょうだいじんとして、このくにを──へいしならば、だいじょうだいじんになれるであろう。たいらのきよもりが、そうであった」

　このような南なん蛮ばんかぶれのうつけが太政大臣などもってのほかでおじゃる！　前久が必死に叫さけんだ。

　悪夢でおじゃる。これまでお人形のように御簾の奥に鎮ちん座ざしているだけだった幼き姫巫女さまが、これはいったいどうなされてしまったのでおじゃるか？

「恐おそれながらこの織田信奈は、官位など望みません。弾正の位を授かったのは、ただ姫巫女さまの御前に参内する資格を頂くため」

「これっ！　姫巫女さまのお言葉に逆らうでおじゃるかーっ！」

「あら近衛。わたしが太政大臣になってもいいというの？」

「よ、よ、よくないでおじゃる……！　しかし姫巫女さまのお言葉に逆らってはならぬでおじゃる！　とはいえ、太政大臣になどならせはせん！　ならせはせんでおじゃるー!!」

「いったいどっちなんだよ」

　思わず良晴が一言、突っ込んだ。

　くすり、と御簾の向こうで笑い声がもれた。

「姫巫女さま！　なぜに、織田信奈などをそこまで信任されるでおじゃるかっ？　戦を生なり業わいとする穢れた武家にまつりごとを委ねたばかりに、この国はこれほど乱れたでおじゃる！　公く家げ衆がまつりごとを行っていた平安朝の昔に戻もどすべきでおじゃる！　足あし利かが幕府が倒たおれた今こそ、大政を御所の手に取り戻す時でおじゃる！」

「ちんは、なにもうばわれておらぬ。だいだいのひみこは、うつしよのまつりごとをおとうと〝すさのお〟にまかせ、みずからはしんじのみをつかさどってきた。これからも、そうじゃ」

「されど……〝すさのお〟に代わって現うつし世よのまつりごとを司つかさどってきた五ご摂せつ家けは、身分卑いやしき武家に実権を奪うばわれたままでおじゃる」

「それはそなたらが、ぶけのものどもに〝けがれ〟をおしつけ、じぶんたちのかわりにいくさをやらせたためであろう──うつしよのたみをまもるしごとは、〝けがれ〟ずしてはおこなえない。なんびゃくねんものあいだ、みやこにこもり、〝けがれ〟をいみきらい、たみくさをまもるどりょくをおこたってきたそなたらには、もはや、うつしよのまつりごとをとりしきるしかくは、ない」

　近衛前久、ぐぅの音も出ない。

　まだ子供だと思っておったが、なんたる英明なお方であったことか、と舌を巻いて頭こうべを垂れるばかり。

　しかし、ここで信奈の意のままにさせてはならない。

「姫巫女さま。有り難きお言葉。なれど、征夷大将軍はどうか今川義元にお与えください」

「姫巫女さま。騙だまされてはなりませぬぞ！　このものは御所の権けん威いを認めておらず、日ノ本に南蛮の教えを広め、この国を南蛮夷い狄てきに売り飛ばそうとする売ばい国こく奴どでおじゃる！　官位をいただき御所に縛しばられるのを嫌きらうは、不忠の証しよう拠こ！」

「はぁ？　売国奴はわごれのほうでしょう、近衛!!!!」

「……わ……わごれ……!?　げ、げ、下品な……な、な、なんたる……このような連中を信じてはなりませぬぞ、姫巫女さま！」

　ああもう。せっかくちんまりとおすまししていたのに、とうとう信奈の地が出てしまったぜ、と良晴が嘆たん息そくする。

　光秀も、「関白さまに〝わごれ〟とは」と顔色を青くして冷や汗あせを流している。

「このお歯黒が無礼なんでしょう！　なにが関白よ、姫巫女さまをこんな御簾の奥に閉じ込めて。自分たち公家衆で姫巫女さまを独どく占せんすることでいばり散らして生き延びてきた連中だわ！　わたしを種子島で狙ねらった暗殺者の件も、実はあんたが裏で糸を引いてるんじゃないの？」

　図星だったが、相手は傲ごう岸がん不ふ遜そんの織田信奈。認めたら命が危ない……前久は噓うそ泣なきしながら姫巫女に迫せまる。

「ひどいでおじゃるううっ！　麻呂は、麻呂はかかる侮ぶ辱じよくに耐たえられぬでおじゃる！　姫巫女さま、なにとぞ、織田信奈におしかりの言葉を……！」

　だが、姫巫女の言葉は、またもや意外なものだった。

「おだだんじょうのこころのうちはわからぬが、そこにはべる〝さがらよしはる〟は、よきもの」

「──ええっ、俺っ？　なんでっ？」と良晴が叫んだ。

「さがらよしはるは、おんなずきであるが、よきもの。はるかかなた……ずっとずっととおきところより、きたりしもの。てんが、このくにのたみのなげきをききいれ、つかわされたもの」

「ま、ま、まさか姫巫女さま、このサルに触さわられたのでおじゃるかっ？」

「どういうことよ、近衛？」

「初代の姫巫女さまは、相手の目を見るだけでその者の心のすべてを読み取ったと言われているでおじゃる。その霊力は時代とともに少しずつ弱まっていったでおじゃるが、今上の姫巫女さまにもその力は……相手に触ふれれば、その者の心を読み取れるのでおじゃる！」

「……なるほど。それであんたたちは、姫巫女さまをずっと御所に押し込めて誰だれにも触れさせずにきたってわけね。その上、自分たちにも触れられないように御み簾すの向こうへと」

「ええっ？　俺の心を……」

　良晴は、気づいた。

　ちょっと待て……まさか、御所を警備している時に抱だき上げてあげたあの子が……？

　しかも、俺の心を全部、読まれてしまっていた、だって？

　と、いうことは。

　まさか!?

「ま、待ってくれ。違うんだ。誤解だ、姫巫女さま。俺はこんなみそ好きの乱暴女のことなんぞほんとうにぜんぜんどうでもよくって……！」

　さがらよしはるは、よきもの。

　姫巫女が、たどたどしい口調で、繰くり返した。

「そのさがらよしはるが、おだだんじょうにあれほどのあつきおもいをいだいているのであれば、ちんは、うつしよのまつりごとを、おだだんじょうにゆだねたい」

　うああああ姫巫女さまそれ以上妙みようなことを口走らないでくれえ！　いや、口走らないでくださいませお願いいたしまする！　ああっやんごとなき方への敬語の使い方がわからねえ！　と大慌ての良晴。

　だが、光秀に「ちょ。先せん輩ぱい。非礼です」と取り押さえられて、身動きできない。

「ただし、そのものは、とてもとても、おんなずき。あたまのなかは、おんなのこのことでいっぱい。おだだんじょう、ようじんせよ」

「お言葉、しかと承うけたまわりました」

　信奈が苦笑しながら、平へい伏ふくする。

　光秀に組み敷しかれた良晴はもう、言葉も出ない。かろうじて……かろうじて、姫巫女が幼い子供だったゆえに、良晴のいちばん知られたくない……信奈に聞かれたくないほんとうの気持ちについては完全には理解していなかったことだけが唯ゆい一いつの救い。

「──いまがわよしもとを、しょうぐんに。ばてれんの、みやこでのふきょうをみとめる。また、ごしょのしゅうりには、じゅうにまんかんもんもいらぬ。にまんかんもんを、ごしょのしゅうりひにあてる。のこり、じゅうまんかんもんは、おだだんじょうにかえす。てんかへいていのしごとに、つかうように」

「有り難がたき、幸せ」

　まさしく、怪け我がの功名。これだけ潤じゆん沢たくな軍資金があれば、畿き内ないを一気に平定できそうだ。良晴がほっと胸をなで下ろした。

「おだだんじょうは、いまがわばくふの、ふくしょうぐんか、かんれいとなるよう」

「それはご遠えん慮りよ願います。わたしが望むものは、〝自由〟です」

「じゆう……みみなれぬ、ことば」

「この国の人々から、生まれながらに決められ生しよう涯がい縛しばりつけられる身分というものをなくしたいのです。己おのれの立場は、己自身の努力と才覚によってつかみ取るべきもの！　むろん人間には、自らの役割というものがあります。姫巫女さまには、姫巫女さまにしかなせない神事を司る才があります。しかし、役割や才能と身分の貴き賤せんとは別です。人に、生まれながらの貴賤などありません。わたしは、自分自身の生き様によってそのことを天下に知らしめたいのです！」
















　おおおおお、身分を、血筋を認めぬじゃと？　いずれは姫巫女さまをも滅ほろぼすと言うでおじゃるか、この謀む反ほん人にん……と前久がほとんど卒そつ倒とうしそうな勢いで悶もだえるが、信奈と姫巫女は前久の悲鳴などを聞いてはおらず、御み簾す越ごしに互たがいの目を見つめ合っていた。

「よくわかった、おだだんじょう。だがなぜ、このくにから〝みぶん〟をなくしたいとおもうのか？」

　信奈の後ろで光秀に押さえられている良晴には、見えなかったが。

　この時、満面の笑みを浮うかべた信奈の瞳ひとみは、太陽の如ごとくきらきらと輝かがやいていた。

「──わたし自身の、夢のために！」




　姫巫女は、ささやくような小声で、つぶやいていた。

「ちんも、いのろう。そなたたちふたりの、ゆめがかなうことを」







　　　巻ノ七　金かねヶが崎さきへ







「兄さま！　京での留守番中、女遊びは厳禁ですぞ！　このねねが見張りますぞ！」

　なんでお前が京にいるんだよ……と良よし晴はるがうめくが、ねねは「姫さまから兄さまのお目付役を仰おおせつかっていますぞ」とどこふく風。

　京の仮住まい、妙みよう覚かく寺じ。

　ここは斎さい藤とう道どう三さんが子供の頃ころに修行していたという寺で、その縁えんあって上じよう洛らくした信のぶ奈なになにかと親切にしてくれる。

　良晴は、織お田だの全軍を率いて若わか狭さ攻ぜめに出発した信奈から京の留守居役を申しつけられて、この寺で久しぶりに骨を休めていた。

「こほ、こほ……ご心配をおかけして、申し訳ありません」

　竹たけ中なか半はん兵べ衛えは、清きよ水みず寺でらでの合戦中に熱を出して倒れ、それ以来臥ふせっていた。

　信奈は、「若狭攻めはすぐに片付くから、あんたは半兵衛を看みてなさい」と良晴に言い残し、美み濃の尾お張わりの守りを義父・斎藤道三に一任。自らは柴しば田た勝かつ家いえ・丹に羽わ長なが秀ひで・明あけ智ち光みつ秀ひで・松まつ平だいら元もと康やす・前まえ田だ犬いぬ千ち代よ・そして松まつ永なが久ひさ秀ひでを引き連れ、北のかた若狭方面へと出兵していったのだ。

　今いま川がわ義よし元もとが正式に征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに任じられ、足あし利かが幕府を直接継けい承しようする形で「今川幕府」が京の二に条じよう城じように発ほつ足そくしてから約一カ月。

　諸国の大名から、続々と今川幕府（というか、義元を擁ようする信奈）への祝賀の使者が訪れ続けていた。とくに京からほど近い畿き内ないの諸将は、ここで使者を出さなければ信奈に討とう伐ばつされても文句を言えない立場となる。

　だが越えち前ぜんの大名・朝あさ倉くら義よし景かげと、越前の隣りん国ごく・若狭の武たけ田だ元もと明あきだけは使者を送ってこなかった。

　そこで信奈は「若狭を攻める」と称しようして三万もの大軍を動員し、出しゆつ陣じんしたのだった。

「しかし、どうして俺が留守番役──京きよう都と所しよ司し代だいなんかをやらなきゃならねえんだよ。俺は格式張った公く家げ衆なんかとつきあえねえぜ。こういうのは十じゆう兵べ衛えの仕事だろうが」

「くすっ。良晴さんの京都所司代役は、あくまで一時的な任務です。光秀さんが戻もどり次第、お役交代となりますよ」

「だといいけどなあ」

「光秀さんは今回、道案内役を務めるそうです。越前朝倉家の食しよつ客かくをしていた経験もある人ですから、越前・若狭の地理にも通じているんですよ」

　良晴に手ずからおかゆを食べさせてもらいながら、半兵衛が笑う。

「マジかよ。ほんとに、なんでもできる奴やつだな……俺も、うかうかしちゃいられねえ」

「兄さまは桶おけ狭はざ間ま以来、一日も休まずに働き通し。たまには息いき抜ぬきさせてあげようと姫さまはおぼしめしなのですぞ」

「相良さがら氏うじはあちこち怪我しているでござる。いい骨休めでござる」

　ねねと五ご右衛え門もんも、畳たたみの上にのんびり寝ねそべっていた。

　いつも天てん井じよう裏うらに張りつく五右衛門が畳の上に寝てる光景はレアだな、と良晴。

「しかし半兵衛ちゃん、体のほうは大だい丈じよう夫ぶなのか？　清水寺で急に倒たおれちまって、なかなか回復しねえ。心配だぜ」

「はい。これから名医の曲ま直な瀬せ道どう三さん先生に診みていただきますので、数日中には起きられます」

　道三？　清水寺では、ベルショールとか名乗ってなかったかあのジジイ……と良晴が首を傾かしげていると。

　ふぉっふぉっふぉっ。

「はいはい。診てさしあげますぞい」

　良晴たちのもとに、ふらり、と「神医」曲直瀬ベルショール道三が、姿を現した。

「わしこそが、先の将軍・足利義よし輝てる公のお抱かかえ医を務めた神医・曲直瀬道三。昨年、フロイスちゃんのお体を診しん察さつした折に洗礼を受けてキリシタンになってのう。わが洗礼名は、ベルショールぢゃよ」

　曲直瀬ベルショールは、いかにも仙せん人にんといった風ふ情ぜい。白いヒゲを伸のばし、頭から長く伸ばした白髪しらがで目は隠かくれ、これまた白い道服を着込んでいる。

　歳は六十をはるかに過ぎているはずだが、背筋は伸び、血色もいい。

「爺じいさん、えらく若いな」

「養生法を心得ておるのでな。わしゃ百まで生きるよ」

「養生法？」

「ふぉっふぉっふぉ。掌てのひらを生き娘むすめの素す肌はだに当ててな、〝悶もん気き〟を吸い取るのじゃよ……おっと、今のは秘中の秘であった」

　なんかあやしいジジイだ……と良晴が眉まゆをひそめるが、半兵衛は「先生は、いぢめませんから」とすっかり警けい戒かい心しんを解いている。

　初対面の男に対してはとりあえず式を打ったり小刀を投げたりしていぢめっ子かどうかを試す半兵衛がすぐになつくとは、さすがは日ノ本一の神医。

「ふぉっふぉっふぉ。めんこい子じゃのう。ここか。ここか。ここが痛いんか」

　曲直瀬ベルショール、眼を細めて半兵衛の枕まくら元もとに腰こしを下ろすと、いきなり「えいやっ」と半兵衛が着ていた寝間着を肩かたからひんむき、枯かれた手であんなところやこんなところを触さわりはじめた。

　良晴、うっかり半兵衛の白い素肌と愛らしい生胸を見てしまい、鼻から血をふきだした。

「きゃあああ！　ま、曲直瀬先生っ？」

「ふぉっふぉっふぉっ。これはただの診察。よいぞ、よいぞ。めんこいのう、めんこいのう」

「やいやいこの変態め！」

「これこれなにをする、男の肌と触ふれおうても〝悶気〟は得られぬて、ふぉっふぉっふぉっ」

　激げき怒どした良晴、神医を取り押さえ、頭にゴンッと一発。

「ひいいい。命ばかりはお助け、お助け！」

「やめるでござる、ちゃがらうじ」

「兄さま、このお方は神医さまですぞ！」

「そうじゃとも。決していやらしいことをしようとしたのではないぞ。患かん者じやをはだかにするのは熱気を冷ますため。患者の肌にさわさわ触れるのは、ええと、その、南なん蛮ばん風ふうの触しよく診しんというものじゃ！」

　触診なあ……理り屈くつは合ってるけどなあ……としぶしぶ引き下がる良晴。

「ちょ、ちょっとはずかしいですが、曲直瀬先生はこの国一の名医となりながら、さらには南蛮の最新医術にも魅みせられ、ついにはキリシタンにまでなられた真ま面じ目めなお方。あ、でも、良晴さんはあんまり見ないでください……きゃっ」

　そうだった悪かった！　と良晴が後ろを向く。

　命拾いした……と安心した曲直瀬ベルショール、「むん」とふんぞり返っていばりだした。

「ふぉっふぉっふぉっ。小こ僧ぞう、少しはわしに感謝せい。ええもん、見せてやっとるがな」

「このジジイ、女の子に触り放題なので南蛮医に転向したとしか思えねえな……」

「半兵衛ちゃん。しばらく、そのままはだかんぼうでおるのじゃぞ。はだかになって、うんと熱を冷まさねばのう」

「わ、わかりました……で、でも、その、はずかしいです……」

「さあ。はずかしがらずに、その小さな掌をおっぱいからどけるのじゃ」

「……いやです。先生の手つきが、なんだかいやらしいです……くすん、くすん」

「どけるのじゃ、どけるのじゃ。ふぉっふぉっふぉっ」

　えいっ、と半兵衛が小こ太だ刀ちをベルショールの額にぶんなげ、ベルショールが「ぐはっ」と仰向けに倒れた。

　良晴はあずかり知らないが、実際、この曲直瀬ベルショール、色の道を研究している松永久秀と組んで閨けい房ぼう術じゆつの書を記している。

　松永久秀に「女の最大の武器はこの肉体の美しさ。永遠に美しく若くいたいですわ」と持ちかけられた時、「ふぉっふぉっふぉっ。おなごが若くあるためには、男と閨ねやで接する際に〝悶気〟を吸い取ればよい」とあれこれ恥ずかしい性の秘術を口く伝でんしたという。
















　もっとも、その後「ふぉっふぉっふぉっ。口伝だけではきちんと伝わるまい。どれ弾だん正じようちゃん。わしが直接そなたの体に閨房の秘術を仕込んで差し上げよう」と迫せまったベルショール、「爺さんは嫌きらい」と久秀に芥け子しの毒を一服盛られて痺しびれさせられ、多た聞もん山やま城じようからゴミと一いつ緒しよに捨てられている。

「あの時は、あやうくカラスの餌えさになるところであった……ふぉっふぉっふぉっ」

　むくりと起き上がったベルショールが、懐かしそうに笑い声をあげた。

　おい小太刀が額に刺ささってるぞ爺さん、と良晴が声をかけるが、「脳には到とう達たつしておらぬ」で片付けるとはさすが神医。

　まあ、こういうジジイなので半兵衛に対しても下心ありありだったが、それでも医師としての腕うでは日本一……いや、南蛮医学と東洋医学の双そう方ほうを究きわめているので、もしかすれば世界一の名医かもしれなかった。

「どう見てもエロジジイでござる、相良氏」

「いやまあ、南蛮医学は進んでいるからな……爺さん、半兵衛ちゃんを頼たのむぜ！　この子は生まれつき体が弱いんだ、金ならいくらでも出す！」

「ふぉっふぉっふぉっ。お代は、将軍じゃろうが町人じゃろうが一律じゃよ。いや、めんこい半兵衛ちゃんならタダでよいぞ、よいぞ。むふふ、むしろわしのほうが回春させてもろうたぶんのお代を払はらいたいくらい……げふうっ!?」

「よ、良晴さん。神医さまをボコっちゃだめですよ。けほ、けほ」

「おうしまった、体が勝手に」

　ともあれ、曲直瀬ベルショールの診察は終わり、半兵衛は薬をいくつか渡わたされた。

「あのう……いつまで、はだかでいないといけないんでしょうか……」

　そろそろ胸を隠している手が疲つかれてきました、と半兵衛。

　が、ベルショールは「よいぞよいぞ」の一点張り。

「こちらが漢方の薬、こちらは南蛮の薬じゃよ。じゃが半兵衛ちゃんは虚きよ弱じやく体質というやつでの。この病には栄養を付けるのが一番、これからは進んで肉を喰くうことじゃな」

「お肉ですか……生なま臭ぐさくて苦手です。獣けものさんを殺すのはかわいそうですし。くすん」

「やれやれ。仏教がこの国に入ってきてからというもの、御ご所しよの公く家げどもはみだりに獣を殺せつ生しようしてはならんと言いだして民たみの肉食を禁じよった。そのせいで人間の寿じゆ命みようが短くなってしもうたのじゃよ。かつてこの国では、誰だれもが鹿しかや猪いのししやたぬきを喰うておったというのにのう」

「そうなのでしょうか、良晴さん」

　半兵衛に尋たずねられた良晴は、答えた。

「ああ。俺の時代の日本人は、ほとんどが肉食だ。戦争してないから男が長生きできるとか、公衆衛生が発達して赤ちゃんが死ぬ確率が下がったこともあるが、男女とも平均寿命が戦国時代の倍くらいに伸びていると思う。体も大きくなったし、女の子のおっぱいもでかくなった」

「そうなんですか……胸が大きく……」

　掌で隠していたちんまりした自分の胸元をちらりとのぞき見て、半兵衛が「それは……」とめずらしく目を吊つり上げた。

「た、食べます！　でも、栗り鼠すさんや猫ねこさんは無理です、ダメです」

「あーいや。未来の食肉といえば、牛と豚ぶたと鶏にわとりだな。栗鼠や猫なんてさすがに喰わねえよ」

「ふぉっふぉっふぉっ。いかん、いかん。幼い女の子の胸はつるぺたがよいぞ、よいぞ。やっぱ、肉食禁止じゃ半兵衛ちゃん」

「うるせえよロリコンジジイ！」

「して良晴どの。そなた、未来人というのは本当かの？」

　南蛮好きの曲直瀬ベルショール、良晴にも興味を抱いだいているらしい。

「おう。約四百年先の日本から来た。あんまり言いふらすなよ」

「なるほど。破格の出世の裏には、そのような秘密があったとはの。未来の医術には詳くわしいかの？」

「……いや……とても医学部に行けるような成績では……ま、まだ高校生だったしなあ……え、英語を多少たしなんだくらいかな？」

「ほう、英語とは？」

「イングランド語のことだ。今は南蛮といえばイスパニアとポルトガルだが、もうすぐイングランドとオランダが強くなる」

　なるほど……しかし、あまり未来の話を他言せぬほうがよいぞよいぞ、と曲直瀬ベルショールが忠告してくれた。

「そちの切り札じゃ。それにな、歴史ががらりと変わってしまえばそちの千里眼も役に立たなくなるじゃろうが」

　それはわたしも少しだけ心配しています、と半兵衛。

「良晴さんは、すでにあれこれと歴史を変えてしまっています。桶狭間で討うち取られるはずだった今川義元さんを助けましたし、長なが良ら川がわでは斎藤道三さまも助けました。お二人とも、良晴さんが知っている歴史ではあれらの合戦で命を落としていたといいます」

「なるほどの。じゃが、キリシタンの教えには、〝すべては神の御み心こころのままに〟という考え方もある。人間の世界での出来事にはあらかじめ神の定めた運命というものがあって、この小僧一人が何をしようが、歴史の大おお枠わくは変わらない、変えられないという可能性もあるわいて」

　そういえば……と良晴が手を打った。

「俺が戦国ゲームで覚えた歴史では、三み好よし三人衆と松永弾正は足利義輝を殺していたはずなんだ。で、織田家が上じよう洛らくした際に将軍位に就けたのは、今川義元じゃなくて足利義輝の弟・義よし昭あきだった。ところが……」

「──足利義輝公は生き延びられ、妹の義昭さまとともに明みんへお逃のがれになられたとか。本来、将軍になられるはずの義昭さまが歴史の表おもて舞ぶ台たいから退場されたことになります。これは、死ぬはずだった今川義元さんが生き延びてしまったために、歴史の流れのほうがあとから帳ちよう尻じりを合わせたからだとも考えられないでしょうか」

　歴史が帳尻を合わせる……って、誰がどうやって合わせるんだい半兵衛ちゃん、と良晴。

「わたしにはわかりかねますが、あるいはキリシタンが〝デウス〟とか〝神〟と呼ぶところの大いなる意志が──ということかもしれません」

「信奈と同じで、俺はそういうものは信じねえんでな。だいいち、そんなものがあるとすれば、俺がこの時代に来た意味がなくなっちまう。仮に〝天意〟があるとしても、そいつは俺に仕事をさせたがっているはずだぜ。信奈を補ほ佐さするって仕事をな」

　むむっ難しい話ですな兄さま！　舌がかみかみになりそうでござる！　と、ねねと五右衛門が悲鳴を上げたので、この話題はこれで終わりとなった。

「歴史を変えると言えば、今回の若わか狭さ攻ぜめは、良晴さんの知らない未来だったようですね」

「ああ。信奈は、てっきり越えち前ぜんの朝倉を攻めると思っていたんだけどなあ」

「ほう。若狭ではなく、越前でござるか？　しかし朝倉を攻めれば、朝倉家と同盟ちている浅あざ井い長なが政まさがこまりまちゅぞ」

「そうなんだ五右衛門。俺のゲーム知識では、そうなるはずだった。越前の奥深くまで侵しん攻こうしたところをいきなり背後の浅井長政に裏切られ、織田軍は京への退路を断たれて絶体絶命。これが『織田信のぶ長なが公の野望』の超ちよう有名イベント──〝金かねヶが崎さきの退のき口〟ってやつだ」

「背後を任せた浅井に裏切られれば袋ふくろのネズミですな！　考えただけでおそろしいですぞ！」

「大丈夫だよ、ねね。なぜかこの世界では信奈は若狭を攻めているんだし」

　寝間着を着ようとしていた半兵衛が、掌で胸を隠かくすことも忘れて、「そんな……大変です」と声を上げた。

「若狭攻めは、偽ぎ装そうです！　家臣団にも隠し通した信奈さまの真の狙ねらいは、若狭入りと同時に東へ反転して、越前の朝倉義景を急きゆう襲しゆうすることです！」

「……なんだって……!?」

「けほ、けほ。ごめんなさい、良晴さん。わたしが〝金ヶ崎の退き口〟という未来を知っていれば、すぐにお教えできていたものを……！」

「どういうことですか、軍師どの？」

「たいへんでござる」

「信奈さまは老大国・朝倉家は新政権に協力しないと見切っていて、畿き内ないを早期統一するために奇き襲しゆう作戦で越前を平定するおつもりです！　しかし浅井長政さまに前もって相談すれば長政さまが織田・朝倉両家の間で板いた挟ばさみになりますから、長政さま抜きで越前攻めを終わらせるおつもり……」

「……まさかっ……!?　それじゃ、浅井長政は信奈との同盟を破は棄きして裏切るぜ！　まさに、俺が戦国ゲームで覚えた通りの展開に！　いや、でも、あの長政が信奈を裏切るはずは……」

　あいつの信奈を見る目は、以前とはまるで違ちがっていた！　ほんとうに信奈を義あ姉ねとして慕したっているようにしか、俺には見えねえ！　と良晴が悲鳴のような声をあげる。

「長政さまはとても親孝行な方です、そんな長政さまがすでに一度、お父上の久ひさ政まささまを島流しにして強引に家か督とくを奪うばっています。おそらく、もう二度とお父上には逆らえません」

「そんなバカな。長政ほどの武将が……そんな理由で……そんな……」

「人には、人それぞれの価値観があります。長政さまの天下人としての器が信奈さまに一歩及およばないのも、その〝親孝行〟という美徳ゆえ。美徳はまた、その人の弱点にもなるのです」

　半兵衛の頭脳が急激に回転し、冷れい徹てつな現状分ぶん析せきをたちどころに完成させる。

「西にし近江おうみ路じより若狭へ進軍した織田軍は、おそらくすでに東の越前領へと反転侵攻中。金ヶ崎城の攻こう略りやくにかかっているでしょう。金ヶ崎を越こえれば木きノの芽め峠とうげ。越前の本城・一いち乗じよう谷だにまで一直線です。信奈さまの軍勢は敵地へ深入りしすぎです。もしも北近江の浅井長政さまが今、信奈さまを裏切れば──」

「……裏切れば……」

「前方よりは越前朝倉軍の本隊二万以上、北近江からは一万五千の浅井軍に挟きよう撃げきされ、京への退路である西近江路も封ふう鎖さされます。そうなれば、織田軍は三方ふさがりの完全な死地です！」

　全ての武将が、すべての足軽兵が、全ぜん滅めつの危機に瀕ひんします、と半兵衛が咳せき込みながら語り終えた。

「……俺の油断だった……！　ちくしょう……！」

　良晴は顔面蒼そう白はくになって、立ち上がった。

「長政がどう出るか、確かめなきゃならねえ！　俺は今すぐ小お谷だに城じようへ行く！」

「けほ、けほ。わたしも参ります……」

「半兵衛ちゃんはまだしばらく寝ねていないとダメだ！　だろ、爺じいさん？」

「ふぉっふぉっふぉっ。そうじゃのう。あと一月は安静にしとらんとのう」

「でも、わたしは良晴さんの軍師……」

「いかん。絶対に無理は禁物じゃ！」

　曲直瀬ベルショールが、意外にも厳しい口調で断言した。

　わかりました……と半兵衛がうなだれ、良晴は（もしかして半兵衛ちゃん、ほんとうは重い病なんじゃ……）と不意に不安になってきたが、今はともかく一刻も早く小谷城の動向を探り、長政が裏切ったとわかれば何を措いても信奈のもとへ直行しなければならなかった。

「それでは、ねねがついていきますぞ！」

　良晴は頭の上に乗って「がんばりますぞ」と気勢を上げるねねの体を抱き上げて、畳たたみの上に降ろした。そして、ねねの頭をくしゃっとなでる。

「危ない仕事だぞ。俺の代わりに、金の勘かん定じようを頼たのむ」

「おう、了りよう解かいです兄さま。金勘定は、ねねの得意技ですな！」

「というわけで五右衛門、いつも悪いが同行を頼む」

「承知でござる」

「では、わたしの代わりに前ぜん鬼きさんをつけましょう」

　半兵衛がうなずいた。




　　　　※




　小谷城。

　浅井長政の寝しん室しつ。

　甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ、若い娘が着るような淡あわい桃もも色いろの湯ゆ帷子かたびらを着た長政が、こちらは男ものの浴衣ゆかたを羽織ったお市いち御ご寮りよう人にんに膝ひざ枕まくらをしてあげていた。

　長政のほうがぽっと頰ほおを赤らめ、お市のほうが「はっはっは」と扇子せんすで扇いで笑っている。

　知らぬ者が見れば、夫ふう婦ふが逆転しているかのようである。

「姉上は悪運が強いねえ、清水寺の変を聞いた時には焦あせったよ。猿さる夜や叉しや丸まる」

「……さ、猿夜叉丸と呼ばないでほしい……それは、男のふりをするために貰もらった名で……」

「では、長政」

「その名前も、男のようでかわいくないと言っている……」

「ははは、冗じよう談だんだよ。わかっているさ、お市」

「……はい」

　そう。

　女装が得意な貴公子・勘かん十じゆう郎ろう信のぶ澄すみと、こちらは趣しゆ味みでやっているわけではないが男装の麗れい人じん・浅井長政。

　あの、温泉での一件以来──。

　いつしか、互たがいに恋こい焦こがれる仲になっていた。

　信澄は信澄で、これまでの遊び癖ぐせが噓うそのように長政一筋だし。

　男性との色いろ恋こいに疎うとい長政は、信澄に献けん身しん的てきに尽つくす娘になっていた。

　長政はだらしなく半分目を閉じている信澄の耳を掃そう除じしながら、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「生まれて初めて、私は自分を取り戻もどせたかのよう。すべて、そなたのおかげ」

「いやあこちらこそ。夫婦というものがこれほど風流なものだとは、思いもよらなかったよ」

「いずれ父にことの真相を打ち明けて、私は女性に戻ろうと思います」

「大だい丈じよう夫ぶかな。久政どのはちと、頭がお堅かたい」

「いずれ二人の子が生まれます。その時には、父も折れてくれます」

「生まれるかなあ？　ぼかぁ子供を生めない体なのだけれど」

「はい。こうして仲むつまじく暮らしていれば、生まれますとも」

「やあそうか。君のほうが産むわけだね。ははは」

「ふふ」

　良晴相手に信奈を奪い合っていた頃ころとはまるで別人のように、女らしく柔にゆう和わな表情になった長政。

　今の長政は心中に燃えさかっていた野心の炎ほのおがかき消え、信奈を義姉と慕う忠実な弟分──いや、妹分であった。

　だが、これでいい、と長政は思っている。

　もちろん、戦国武将としての矜きよう持じを捨てたわけではない。

　野望が、夢になった。

　独りきりで抱いだいていた天下盗とりの夢を、大勢の仲間とともに抱くことになった。

　捨てたはずだった個人としての夢も──姫ひめとしての幸福も、ともに、手に入れた。

　至福の時間を、今、長政は味わっていた。

「いずれこの近江で、武たけ田だ騎き馬ば隊、あるいは越えち後ご兵との決戦がありましょう。その時にはこの長政、義姉上とともに戦場を勇ゆう躍やくし、〝日ノ本一の兵つわもの〟と呼ばれたいものです」

「しかし、ぼくの前ではかわいいお市姫だ」

「はい」

　二人は、幸福な時間を満まん喫きつしていた。

　だが──。

　この直後。

　長政は、父に呼び出された。




「長政。すでに織田信奈は我われらとの約定を破って越前へと攻め入り、敦つる賀がの手て筒づつ山やや城じようを落とし、金ヶ崎城へと攻めかかっているという。だが未いまだにこの浅井家には一本の知らせも来ない」

　小谷城の大広間。

「息子むすこ」である浅井長政が織田家から姫を迎むかえ、信奈の良き「弟分」として織田家の天下盗りに熱心に協力し続けているさまを苦々しく見ていた父・浅井久政が、ついに長政と家臣一同を集めて「今すぐ兵を起こして織田と手切れし、朝倉家を救え」と唱えはじめたのだ。

「ま、まさか父上。それだけは、ご容よう赦しやを！」

　戦いくさに弱い凡ぼん庸ような男ではあるが、それでも長政にとっては父である。

　長政は、苦く悩のうした。

　家臣たちも、朝倉派と織田派とで意見が割れている。

　このままでは、浅井家は分ぶん裂れつしてしまうかもしれない。

　そうなれば、父を相手に戦わねばならなくなる──！

「父上。すでに織田家と浅井家とは縁えん戚せき関係。織田に叛そむいて、お市をいかがいたしますか」

　久政が、長政の耳元に顔をよせて密かに耳打ち。

「何を言う長政……まさか織田の姫に骨ほね抜ぬきにされたわけでもあるまいに」

　お市さまほどの美人は日ノ本におらぬ。長政さまはお市さまに夢中なのであろう……と家臣たちがささやき合うが、お市の正体をまだ知らない久政は「女同士で夫婦など、遊びのようなもの」と思い込んでいる。

　だが、長政と信澄の二人はゆえあって人前では男女の衣装を交こう換かんしあう奇き妙みような仲とはいえ、いまや固い男女の愛によって結ばれていた。

　信奈を裏切るということは、信澄が敬愛する義姉を裏切ることになる。

　しかも、浅井がここで兵をあげれば、越前に深入りしている織田軍を討うち滅ほろぼすことは赤子の手をひねるように容易たやすい。

　信奈は、万に一つも、助かるまい。

「お聞き下さい父上。お市姫は、実は」

「黙だまれ長政よ。敵国の姫のことなど、金こん輪りん際ざい聞かぬぞ！」

　お市は実は男なのです、などとこの場で打ち明ければ、かえって久政は「信奈め我らを謀はかったか」と激げき怒どしそうだった。長政は、唇くちびるをかんだ。

「ならば父上、お教え下さい。織田信奈を倒たおして、その後、この国をいかがいたします」

「いかがもなにもない。足利家は絶えた。ならばこれより今川将軍家を皆みなで盛り立て、この国の秩ちつ序じよを元通りに戻すまでじゃ」

「秩序など、応おう仁にんの乱によってすでに壊こわれておりまする！　今は、信奈どのがこの乱れに乱れた国に新しき秩序を作り上げようとしている、いちばん大切な時！」

「あの者はこの国を破は壊かいしようとしている魔ま王おうぞ！　関かん白ぱく近この衛え前さき久ひささまを〝わごれ〟呼ばわりし、畏れ多くもかしこくも姫ひ巫み女こさまの御ご前ぜんで〝この国の人々から身分秩序をなくす〟と宣言したという！　あれはきっと崇す徳とくさまの生まれ変わり！　おそるべき謀む反ほん人にんぞ！」

「あの方特有の、言葉の綾あやでございます！」

　なおも反はん抗こうする長政に、久政は言い放った。

「そなたに譲ゆずった家か督とく、しばし返してもらう」

「父上!?　なんとおおせられる!?」

「者ども、長政の狂きよう気きが落ち着くまで竹ちく生ぶ島しまに幽ゆう閉へいせよ」

　以前、家臣団が惰だ弱じやくな久政に代えて長政を当主として担かつぎ上げた時、久政はしばらく琵び琶わ湖こに浮かぶ竹生島に軟なん禁きんされたことがあった。

「織田信奈を討ち取った暁あかつきには、家督をそなたに返し、わしは今度こそ出家しよう。恨うらむでないぞ長政。これでわしとそなたは、五分と五分ぞ」

　心ならずも家督を継つぐために父をかような島へと押し込めた。長政はその時の親不孝を、未だに悔くいている。

　それゆえ、この時、長政はどうしても久政に逆らえなかった。

（だめだ。一度ならず二度までも父上に不忠を働くことはできない……ふたたび逆らえば、今度は父上の首を取らねばならぬ。実の父にそのような真ま似ねはできぬ。悪名高き甲か斐いの武田信しん玄げんですら、父を追放したのは一度だけだ）

　ついに長政は、抵てい抗こうできなかった。

　家臣たちに連れられ、護送されていく長政に、久政は一言、言い残した。

「わしは、織田信奈ではなく、そなたに天下人になってもらいたいのじゃ。このような好機は二度とない。許せ、長政よ」

　もし今の私が信奈どのであれば、血けつ涙るいを流しながらも自らの父を一刀のもとに斬きって捨てただろう。天下に安あん寧ねいをもたらし、永遠に続くかと思われているこの戦国の世を終わらせるという人々の夢のために。そこが私と信奈どのの器の違ちがい、覚かく悟ごの違いだ……父上にはなぜそれがわからぬのか、と長政は落涙した。

　家臣団に囲まれ、肩かたを落として廊ろう下かを渡わたる途と中ちゆう。

　お市が──信澄が、顔色を変えて飛び込んできた。

「いったい、これは……!?」

　家臣たちが「御寮人、いけませぬ」と二人の間に割って入る。

「……このままでは、姉上は……！」

「勘十郎！　ここで信奈どのが討たれれば、天下はさらに乱れまする。もはや南なん蛮ばん諸国の武力に抵抗できぬほどに……あとを、頼たのみます」

　勘十郎とは誰だれだ、どこにいる？　と家臣たちが左右を見回している隙すきに、お市──勘十郎信澄は長政の意志を汲くみ、即そく座ざに駆かけだしていた。

　越えち前ぜん金ヶ崎城へと向かうために。

　だが──。

　艶あでやかな姫姿で小谷城下の今いま浜はまの町へ飛び出し、馬を走らせる信澄に、追っ手が次々と迫せまってくる。

　町の人々は、お市さまはいったいどうなされた？　と驚おどろくばかり。

　誰もまさかお市……信澄が実は男だとは気づいておらず、女装した美少年特有の、楊よう貴き妃ひともみまがうあやしげな美び貌ぼうに目を奪うばわれ、「ありがたや」と手を合わせたり「お市さまがわがものになるならば死んでもええ」と泣いたり伏ふし拝おがんだりで、「誰か助けてくれえ」と信澄が悲鳴をあげても聞いていない。

「ああ、美しすぎるのも罪だなあ……って、自分に酔よっている場合じゃない！　ここでぼくが捕とらわれれば姉上は……！」

　しかし、信澄は武家の長男でありながら、馬も弓も苦手。

　今浜を出て越前へ連なる街道を駆ける途中で、ついに落馬し追い詰つめられた。

「お市さま！　それだけはなりませんぞ！」

「長政さまのもとへお送りさせていただきます！」

「来るなあっ！　ああ、尾お張わりならば親衛隊が駆けつけてくれたのに……！」

　ついには勇気を奮い起こして斬り死にを覚悟するも、今の信澄はお市御ご寮りよう人にん。腰こしに刀を差していなかった！

「やあ、しまった」

「ご無礼つかまつる！」

「ご免めん！」

　もはやこれまで、と信澄が覚悟したその刹せつ那な。

「蜂はち須す賀か五右衛門、ただいま参上つかまつったでござる！　にんにん！」

　ぼむっ！！！

　一いち撃げきのたどんとともに、黒装束のちびっこ忍にん者じやと、そしてその背後で馬の首にしがみついて「やべえ、馬に酔っぱらった」と呻うめいている若侍が加勢に現れた。

「おお。乱らつ波ぱくん、サルくん！　どうしてここへっ？」

「説明は後だ！　そっちこそ、どうしてこんなところに？　もしかして、もしかするのかっ？」

「もはや委細を説明している暇ひまはない、これを姉上のもとへ……！」

　五右衛門と追っ手たちが接近戦をはじめる中、信澄は袂たもとから前後の口をきつく縛しばった小豆あずき袋ぶくろを良晴の手へと放り投げた。

　良晴は、その小豆袋に見覚えがあった。

　かの戦国ＳＬＧの最高傑けつ作さく、『織田信長公の野望』の重大イベント〝金ヶ崎の退き口〟に登場する、有名な小豆袋だったからだ。事態は、最悪の方向に進んでいた。

「わかった！　五右衛門、後を頼むぜ！　悪いが、追っ手を食い止めてくれ！」

「一人では危ないでござるよ、相良氏！」

「仕方がねえ！」

　良晴が馬を再び走らせると同時に。

　俺がいる、と笑いながらいきなり天から舞まい降おりてきた者がいた。

　公く家げ風のいでたちに、細面の白い顔──。

　狐きつねの化身のごときこの貴公子は。

「前鬼か！　助かる！」

　半兵衛の影かげ武む者しや、前鬼。貴族然とした白面のイケメン男だが、これでも陰おん陽みよう師じが召しよう喚かんする〝式神〟である。清水寺でも、庭の地面から地下水を掘ほり出して本堂の炎を消火したり、半兵衛を傀儡くぐつの群れから守ったりと大だい活かつ躍やくだった。

「主あるじより、お前のおもり役を頼まれたのでな」

「お前のようなチートキャラがいれば、安心だ」

「いや。京では俺は無敵だが、越前では俺の力は弱まる。そもそもあの鉛なまり弾だまというやつを喰くらえば倒れるさ。一度倒れれば、出てこられぬぞ」

「そっか。半兵衛ちゃんがいねえと、再召喚できねえんだな」

「お前のサル語はよくわからん言葉が多いが、まあ、そういうところだ」

「狐にサルと言われたくはねえな」

「越前には、たぬきもおるぞ」

「虎とらの皮をかぶった小犬もな。誰も、死なせやしねえ！」

　サルくん姉上を頼む！　乱波くんは、ぼくと一いつ緒しよに長政ちゃんを救い出してくれえ！

　信澄の叫さけび声を背に浴びながら、良晴と前鬼を乗せた馬は、駆けた。

　運命の、越前へ──。




　　　　※




　越前金ヶ崎城を落とした織田軍三万は、怒ど濤とうの勢いで木ノ芽峠へと向かっているところだった。

　この木ノ芽峠を越こえれば、越前の朝倉義景は本ほん拠きよ・一乗谷城に孤こ立りつする。

　一カ月どころか、一週間で越前平定は成りそうだった。

　北国から京への通り道である越前を奇き襲しゆう作戦で押さえることで、越えち後ごの軍神・上うえ杉すぎ謙けん信しんに備える。それが信奈の真の目的だった。

　日ノ本最強の武勇を誇ほこる両家、かつ互たがいに仇きゆう敵てきである武田信玄と上杉謙信が休戦した。

　もしも、戦いくさのために生まれてきたようなあの軍神に越後から越前まで一気に進撃されれば、信奈は近江おうみの平野で謙信の軍を正面から迎むかえ撃うたなければならなくなる。そうなれば、いくら浅井・松平という頼もしい同盟軍がいるとはいえ、日ノ本最弱の尾張兵を率いる信奈に勝ち目など万に一つもない。

　それゆえ、越前討とう伐ばつを急いだのである。

　越前朝倉家は伝統と格式を重んじる旧家で、足軽たちは地味な昔ながらの具足を身に付けていた。そこに、めいめいが思い思いのかぶいた軍装で着き飾かざっている華か麗れいな尾張兵が大挙して押し寄せたので、朝倉勢はみな戦う前から「あれが戦をする者の恰好か」と驚き呆あきれ、やはり都を支配する天下人の軍勢は違うと恐おそれ、「尾張兵は実は日本最弱」という事実に気づかぬままに次々と降こう伏ふくしていく。

　漆しつ黒こくの名馬「利り刀とう黒ぐろ」に乗って進む姫ひめ大将の信奈はといえば、まばゆく輝かがやく金きん襴らんの南なん蛮ばん具足、頭にはフロイスから譲られた華か美び絢けん爛らんな南蛮帽ぼう子し。

　さらに、小こ姓しようの犬千代たちに、巨きよ大だいな南蛮渡と来らいの振ふり子こ時計を担がせて「わっせ、わっせ」と運ばせている。

　フロイスが献けん上じようしてくれたもので、信奈は最初「こんな精せい巧こうなものを貰もらっても、わたしたちには動かせないわ」と返へん却きやくしようとしたのだが、良晴が「俺ならなんとかできる」と言いだしたのでそのまま貰うことにした。

　以来、宝物として大切にしているものであるが、よもや戦場にまで運んでくるとは犬千代たちも予想していなかったし、田舎いなか臭くさい朝倉勢は「奇き怪かいな。堺さかいの新兵器か」「鉄てつ砲ぽうの数も異常に多い織田勢のこと、あれは鉄砲よりも凄すごい南蛮の武器かもしれん」と顔色を失っている。

　越前にて織田軍が通るところ、行く手を遮さえぎる者はなかった。

「くすっ。わたくしが浅井長政でしたら、今こそあなたさまを裏切ります。さすれば越前勢と浅井勢に前後を挟まれた我らは完全に窮きゆう鼠そ」

　ただ一人、松永久秀だけが不ふ吉きつな言葉を口走るが、久秀にとって裏切りは日常茶飯事のようなもの。誰も気にかけていなかった。

　だがその破は竹ちくの行軍の途中で、織田勢は木ノ芽峠を前に進撃を停止しなければならなかった。

　陣じん中ちゆう、主立った諸将が居並ぶ中に、馬を飛ばして相良良晴と竹中半兵衛の影武者・前鬼が駆け込んできたからである。

「浅井家が、謀む反ほんした。織田軍は今、この小豆袋のように京への退路を断たれている」

　息を切らして這はいつくばり、前後の口をきつくしばった「小豆袋」を差し出してきた良晴の言葉を、最初、信奈は信じなかった。

　というよりも、良晴が何を言っているのか、まるで理解できなかったらしい。

「サル、何を言ってるの？　長政はどういうわけか勘十郎と仲良くしているじゃない。最近じゃ人ひと柄がらまで丸くなっちゃって。今いま頃ごろは朝倉の旧恩と織田との同盟の間で板いた挟ばさみになっているだろうけど、天下布武のためには謙信より先に北陸を固めておく他に道がないことはわかってるでしょう。見て見ぬふりをしてくれるはず──」

　俺がうかつだった……と良晴はうめいた。

「越前を攻めればこうなることは俺には最初からわかっていた。ただ、俺は……どうしようもないバカだった！　お前が言葉通りに若狭を攻めると思いこんでいた！　俺の手て抜ぬかりだ！　お前に越前を攻める意志があるかどうか、前もって確かめておくべきだったのに……！」

　あのサルが涙なみだを浮うかべている……？

　相良どのの雰ふん囲い気き、ただごとではありません。一点です。

　諸将が、ざわめく。

「……でも……どうしても、信じられないわ」

「信澄は城を抜ぬけ出して、その小豆袋をお前に渡すつもりだった。途中で追っ手に追いつかれ、俺が受け取った。隠いん居きよした浅井久政がしゃしゃり出てきて、長政を幽ゆう閉へいしてしまったらしい。俺たちが浅井家に無断で朝倉を攻めたと憤いきどおっているんだろう」

「いくら久政が愚ぐ物ぶつでも、そんな愚おろかな真ま似ねを、まさか」

「信奈。有り得ないことなんかじゃない。久政は、お前の親父おやじとはまるで出来が違ちがう」

　織田信奈は、ここに生しよう涯がい最大の窮きゆう地ちを迎えた。

　いや、信奈一人ではない。

　ここに布ふ陣じんしている全軍が、死地に取り込まれていたのである。

　信奈は、姫大名であるから、自分一人が降伏して出家すればもしかすれば命だけは拾えるかもしれない。

　だが、信奈に「降伏」という言葉はない。

　天下布武の夢が潰ついえる時が、自分が死ぬ時だと思い定めている。

　そうでなければ、将兵たちに「わたしに、みんなの命をちょうだい」などと爽さわやかに唱えることなど、できない。

　まして、自分の油断のために、多くの仲間たちを死地にさらしてしまっていた。

　万まん千ち代よ──竹たけ千ち代よ──六りく。十兵衛。犬千代。弾正。

　そして、サル。

　このままでは、皆みなが屍しかばねをさらすことになる。

「そんな。噓うそよ。全部、噓だわ……」

「信奈！　今すぐ撤てつ退たいしろ！　ここで前後から敵を受けて戦えば、全軍玉ぎよく砕さいするしかないぞ！」

　良晴が叫ぶ。

　そうだったわね、と信奈が夢から覚めたように目をしばたたき、そして床しよう几ぎから立ち上がった。

「わたし自身が囮おとりになる。しんがりをつとめて──」

　丹羽長秀が、その言葉の続きを制止する。

「なりません姫。この退たい却きやく戦せんのしんがりは、全軍玉砕する他はありません！」

「でも。わたしには、みんなが必要なのよ。一人も死なせたくない……！」

「駄だ目めです。清水寺の愚ぐは二度となりません。姫の身み柄がらが敵の手に落ちればすべてが終わります」

「じゃあ。降伏……降伏を……このままじゃ、みんな討ち死にしちゃう……！」

「それはなりません、姫！　天下布武を諦あきらめなさるおつもりですか？」

「だって。だって、みんなが……みんなが……」

「お聞きあれ。これだけの卑ひ劣れつな裏切りをやってのけた以上、敵方は復ふく讐しゆうを恐れ、決して姫を助命しますまい。姫大名が出家すれば殺してはならじという戦国の世の習わしを無視し、問答無用で姫の首を取ります。零れい点てんです」

　丹羽長秀が首を横に振り、松永弾正が「仰おおせの通り。不ふ慮りよの事故、家臣の暴走、毒殺。姫大名を闇やみに葬ほうむる手段はいくらでもありますわ」と微笑ほほえむ。

「姫。この織田家は、いえこれからの日ノ本は、姫なしには立ちゆきません。家臣の一人に、その手勢の足軽どもに、しんがりの役目を……死を、賜たまわりますよう。天下布武の大号令を発した以上、犠ぎ牲せいは出ます。お覚かく悟ごを！」

　つとめて毅き然ぜんと振る舞っていた信奈の顔が、歪ゆがんだ。

「……そんな命令……できるわけが……！」

　選ばせては、ならない。

　姫さまに、そんな負い目を生涯負わせてはならない！

　いっせいに、家臣団が「自分がしんがりを」と名乗りをあげようとした。

　しかし、相良良晴が「ここは当然俺だろ！」と立ち上がって大声であげた名乗りが、誰だれよりも早かった。

　この越前へ乗り込んでくる途と中ちゆうで、自分がしんがりをやろうと思い定めていたからだ。

　誰もが、言葉を失った。

　相良良晴は、そこまで……！

「俺は知っての通り、未来から来た風ふう来らい坊ぼうだ。この世界には家族もいねえし……まあ、ねねがいるけどさ……要は、もともと存在しなかった人間。いてもいなくても同じような奴やつだ」

　信奈は、良晴の言葉が耳に入っていないようだった。

　涙に濡ぬれた目で、呆ぼう然ぜんと良晴の顔に見入っている。

「信奈。お前に会ってなけりゃ、俺はわけのわからねー戦国の世に一人ぼっちで放り出された衝しよう撃げきで、とてもじゃねえが今日まで生きていられなかったと思う。織田信奈に天下を盗とらせ、大船で七つの海へ出発させる──こんな大それた夢を抱いだけたからこそ、ホームシックに悩なやんだり運命を呪のろったりせずに前を向いて生きてこられた。お前がここで死んだら、俺の戦国の世での人生も終わるってことだ！」

　南なん蛮ばん時計の調整役ができなくなるのは残念だが、代わりにこれをお前にやる。

　震ふるえている信奈の掌に、良晴は自分の形見の品を握にぎらせた。

　この戦国時代にタイムスリップしてきた際に学生服のポケットに入れていた、携けい帯たい電でん話わ。

　よくあるスリム型ではなく、ずしりと大おお振ぶりな分厚いスマートフォンだった。

「もう電池が切れて、使えない。だけどさ信奈、これはお前がフロイスから貰った南蛮時計よりももっとずっと新しい、最新式の未来の時計だ。ほんとうは〝電話〟なんだけどな。時計としても使えるし、写真も撮とれるし、手紙も出せるし、その上、サバゲーやる際にも持ち歩ける強化仕様で、水につけても建物の窓から投げ落としても壊こわれないって特別品だ。もともとは工事現場用でさ。海外に渡わたってあちこちの都市にテナントビルを建ててる俺の親父から貰ったんだ」

　未来の世界にお父さんがいるのね、と信奈は消え入りそうな声でつぶやいた。

「信奈。お前ががんばらないと、俺たちの未来なんてなくなるんだ。今ここでお前が倒たおれたら、この国はきっと南蛮諸国の植民地にされてしまう。疲ひ弊へいした中世のしきたりを破は壊かいして、新しい近世の扉とびらを──未来への扉を開くことができるのは、お前だけだ」

　ぱんっ！

　良晴は、頰ほおに激しい痛みを覚えた。

「……噓つき」

　信奈が涙と鼻水でぐしゃぐしゃに顔を汚よごしながら、良晴の頰を張り飛ばしていた。

「わたしの夢をかなえるまで、一いつ緒しよにいてくれるって言ったじゃない！　まだ、何もかなえていないくせに……噓つき！」

「聞いてくれ。他の奴にしんがりをやらせれば、確実に死ぬ。だが俺だけは、絶対に死ぬと決まったわけじゃない。なぜなら藤とう吉きち郎ろうのおっさんは、〝金ヶ崎の退き口〟を生きのびた！　もしもほんとうに、この俺がおっさんに成り代わってお前を助けるためにこの時代に呼ばれたのなら、俺はまだ死なない！」

　さらに、頰を連続で殴なぐられる。

「死ぬわよ！　死んじゃうに決まっているでしょう！　五右衛門も半兵衛も連れてこないで、どうやって生きのびられるっていうのよ！　わたしが、わたしが……に、なったひとは……みんな、死んじゃうんだから……！」

　信奈は、泣いた。

　家臣団の前だということも、ここが絶体絶命の死地だということも忘れて、子供のように泣きじゃくった。

　わたしの初はつ恋こいのひとは、十年前に父上が連れてきてくれた南蛮の宣教師よ。

　そのひとも、死んだわ。

　父上も、死んだ。

　わたしを育ててくれた平ひら手てのじいも、死んだ。

「ちょっと待てよ。道三は死んでねえだろうが！　確かにあの爺じいさんも長良川で死ぬ定めだったさ。だがこの俺が、助けたんだ！　そうだろう？」

「……わたしは……」

「俺は、お前の運命を変えるために、この世界に来た」

　良晴は、顔を覆おおって泣き続けている信奈の体を、抱だきしめていた。

　初めて、その腕うでの中に。

　柔やわらかくて、炎ほのおのように熱くて、いい匂においがした。

　もう誰も、「身分違いです」と止める者はいなかった。

　不意にこのまま、信奈を連れて逃にげ出したくなった。

　こんなかぼそい女の子に天下統一の事業なんて重荷すぎる、信奈は誰にもわたさねえ、と。

　だが、それは許されないことなのだ。

「信奈。俺はお前と同じで、神なんて信じていない。だが、俺は自分で自分に誓ちかったんだ。お前のためにこの時代に来たんだと、そう自分で決めたんだ。お前を悲しませるようなことは、絶対にしない。約束する」

「……うん」

「お前が無事に京へ帰り着いて、そして俺が生きて戻もどってきたら……今度こそ、天下一の恩おん賞しようをよこせ」

「……うん」

「今度会う時には、キスさせてくれ」

「……鱚きす……？」

「接せつ吻ぷんさせろ、って言ってる」

「……うん。わかった」

　こくり、と信奈が小さくうなずいた。

　良晴は、信奈の体を、手放した。

「それじゃ、わたし、行くね」

「ああ。京で、また会おう」

　良晴は、微笑ほほえんでいた。

　ここでみっともない泣き顔など、見せられるものではない。

　生しよう涯がい、信奈に「あの時のあんたって、見ちゃいられなかったわ」とバカにされる。

　もしも、これが今こん生じようの別れだとしても、最後の最後にサルみたいにくしゃくしゃになった泣き顔なんぞ見せたくはなかった。

（男は顔で笑って腹で泣くってのはほんとうだな）

　信奈が、母親のような慈じ愛あいに満ちたまなざしの松永久秀に肩かたを抱かれ、付き添そわれて、馬で陣じん中ちゆうから駆かけていく。

　諸将も、無言のまま、次々と出しゆつ立たつの準備にかかる。

　だが、慌あわてふためいて逃げ出そうとする者は、陣中にはいない。

　一人ひとり、順番に良晴の手を握りしめながら、最後の言葉を交わしていく。

「……サル……お前……」

　勝家は、こんな時に気の利いた言葉が出てこない。

　良晴の指を折りそうな勢いで固かたく手を握って、ただ顔を紅潮させ、ぽろぽろと涙なみだをこぼすばかりだった。

「……あたしたちの手勢から、しんがりを志願した兵を預けていく。餞せん別べつだ……」

「おう、ありがとうな」

「……姫ひめさまのために、生きて……」

「勝家。お前のおっぱいを見てると、この世に未練がわいてくる。もう行け」

「……バカ。い、い、生きて戻ってきたら、いくらでもあたしの胸に触さわらせてやるっ。約束してやる！　だ、だから……」

「いいって」

「……死なないで……お願い……」

　勝家が洟はなをすすりながら去った後、長秀と挨あい拶さつを交わした。

　なにがあろうとも常に温厚で笑顔を絶やさない長秀が、この時ばかりは嗚お咽えつを押し殺すこともできず、ひたすらに良晴の手を押し頂いて頭を下げ続けていた。

　長秀さんも泣くんだ……と、良晴はちょっとめずらしいものを見た気がした。

「……相良どの。こんなことになるのでしたら……こんな結末になるとわかっていれば、せめて一度だけでも、あなたと姫さまを……」

「いやいやいや！　信奈のことなんて俺はほんとにぜんぜんなんとも思っちゃいねーから。気にしないで！」

「……私は、家老として、零点でした」

「長秀さんは満点だよ。アホの勝家一人が家老じゃ、立ちゆかないだろ織田家は」

「……ごめんなさい……」

「ちょ。長秀さん！　やめてよ。ほんとに、なんとも思ってねえから！」

　やべえ、なんだかここで死なないといけねぇ気がしてきた……今さら生きのびてみんなの前に顔出したら「あの木ノ芽峠でのことは忘れろ」と全員にいじめられそうな……。

　次は犬千代。

「お前にはうこぎ長屋時代からさんざん世話になったな。ありがとうな」

「……」

　こいつは相変わらず無表情だな……さすがだ、と良晴は少し安心した。

　しかし犬千代、ぎゅーと良晴の体にしがみついて、てこでも動かない。

「……」

「ちょ。犬千代さん？　お前、お小こ姓しようだろ？　信奈を追いかけろよ、はやく！」

「……離はなれない」

「駄だ目めだってば！　げげっすげえ力、逃げられない……誰か犬千代をはがしてくれ！」

「……いやだ」

「わかってくれよ！　いいか、死地にいるのは俺だけじゃねえ、信奈だって命がけの撤てつ退たい戦せんなんだぜ！　俺を守ってるうちに信奈がやられちまったら意味ねえだろうが！」

「……」

　やっと、離れてくれた。

「……」

　一筋、顔を上げた犬千代の頰に光るものがあった。

　良晴は、一いつ瞬しゆん、言葉を失う。

　どう、言葉をかければいいのか、戸と惑まどった。

　やっぱり、死んじゃ駄目だ……最後の最後まで、生きるために戦ってやる……。

「……さよなら。またね、ばいばい」

「おう。生きて、再会しようぜ」

　……

　やれやれ。これで全員、陣じんから撤退したな……と良晴は一息つき、信奈の残した床しよう几ぎに腰こしを下ろす。

　温かかった。

　信奈の体温だ……あいつの体、ほんとうに熱かったな……。

　俺はただの戦国ゲーム好きで、ほんとにあいつのことなんて女の子としてはどうでもいいんだけど。

　一度でいいから……。

　キスぐらい、しておきたかった、かな……。

（まだ……死にたく、ねえなあ）

　ふと顔をあげると。

　未いまだに居残っている武将が、二人もいた。

　松平元康。

　明智十兵衛光秀。

「ちょ。お前ら、こんなところで何やってんだよ？　早く逃げろよっ！」

「サル晴さん。吉きち姉さまを連れて、駆け落ちすればよかったですのに」

「は、はあ？　何を言ってるんだよ元康？」

「えへっ。いずれ徳とく川がわ家いえ康やすという、素敵な名前に改めるつもりです～」

「俺、その名前あまり好きじゃねーんだよなあ。より田舎いなか臭くさくなってるっていうか」

「がーん。ダメ出しされました……」

「元康どのは三み河かわ者ものですから、感覚が古いです。その点、私の新たな名前は最高にかっこいいですよね。〝惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ〟！　この高貴なる響ひびき、ぞくぞくするです」

「それって人間の名前なんですかぁ？　訳がわかりません～」

「〝明智十兵衛光秀〟がどこにも残ってねえよ！　って十兵衛、だからお前がどうしてここにいるんだよ？」

　ふん、と光秀が鼻で笑いながら、胸を傲ごう然ぜんと張った。

　ったく信奈がいないと偉えらそうだよなあ……と良晴。

「よわっちぃ相良先せん輩ぱいがしんがりだなんて、一瞬で全ぜん滅めつ確定ではないですか。それじゃしんがりの意味がないので、しぶしぶ先輩を援えん護ごしてあげます」

「私もです～。半はん蔵ぞうから、聞きました～。私が三河で独立できたのも、サル晴さんの策のおかげだと～。今こそ、そのご恩をお返しするときです～」

　ああなんて律りち儀ぎなたぬ耳っ子なんだ……。しかし十兵衛ちゃんはいったい何を企たくらんでいるのだろうか？

「ともかく先輩、一いつ緒しよにしんがりをしてやるから覚かく悟ごしてください」

「光秀さん。感謝してください、の間ま違ちがいです～」

「いえいえ。この十兵衛光秀、背後から相良先輩に銃じゆう弾だんを撃うち込むかもしれないですよ？」

「ダメダメ。お前らもはやく逃げろ！」

　良晴は、しっしっ、と手を邪じや険けんそうに振ふった。

「まったく相良先輩は生意気ですねっ！　ここは黙だまって恩に着ておけばいいんですっ！　いずれ十倍にして返して貰もらいますからっ！」

「受けたご恩は返す。それが、たぬきさまを始祖と崇あがめる松平家の家訓ですから～」

「聞けよ。お前ら二人は、信奈の天下平定事業にとって絶対に欠かせない存在なんだ。おそらく、信奈はこの国を統一したあと、国内のまつりごとは元康に任せるつもりだ」

「私に～？」

「ああ。元康は律りち儀ぎだし、守りに入ったらこれほど辛しん抱ぼう強づよい奴やつもまたといない。あの戦国最強の武田信玄が隣りん国ごくにいるというのに、お前は絶対にへこたれないし、信奈を裏切って武田に寝ね返がえるなんて考えたこともないだろ？」

「……はい～。吉姉さまにたぬき汁じるにされるくらいなら、信玄さんと戦うほうがまだましなので……ぶる、ぶる」

「元康には信奈のような革新性はぜんぜんないけれど、内を固めることに関しては日本史上でも希まれな忍にん耐たい力りよくの持ち主だからな」

　なにしろ良晴が習った歴史では、徳川家康、つまり松平元康が開いた江戸幕府は、約三百年に亘わたる平和を築き上げることに成功したのだ。もっとも、日本は平和と引き替かえに「鎖さ国こく」という大きな代だい償しようを払はらったわけだが、もし信奈が生きていれば日本いや世界の歴史はぜんぜん違っていたはずだ。良晴には、信奈にも元康に内をまかせる構想があるはずだという確信があった。

「そして十兵衛、お前は信奈や俺とともに、いずれ九州に信奈が築き上げる拠きよ点てんから船に乗って世界へと繰くり出すことになる」

「世界へ、ですか？」

「ああ。船団を率いて海に出たい、広い世界をその目で見たいというあいつのほんとうの夢を理解できるのは、俺とお前だけだ」

「ふ、ふん。先輩はまたそうやって私をたばかろうとしているんでしょう！」

「間違いねえってば！　いいか。信奈は、苗みよう字じや官位なんかにはぜんぜんこだわらない奴だ。だけどな。九州の大名武将たちがみなお前に従うよう、信奈はお前をわざわざ『日向守』に就任させ、さらに〝惟任〟という九州の名族だけが名乗れる苗字まで与あたえたんだ。わかるか。日向国には、高たか千ち穂ほがある。やまと御ご所しよの──日ノ本の発はつ祥しようの地だ！　明らかに、お前一人が特とく別べつ扱あつかいだろうが！」

「……信奈さまは、私に、そこまで」

「ああ。噓うそじゃねえ」

　良晴は、光秀の手を取ってかき口く説どいた。

　あいつはそこまでお前に期待しているんだ。

　ここでもし俺とお前がともに討うち死にしたらあいつはひとりぼっちになっちまう。

　それにあいつが海に繰り出した後、日本に松平元康がいなけりゃ国内は再び空中分解してしまう。元康の他に、日本国内をひとつにまとめられる政治力を持った奴はいないとあいつは考えているはずだ。

「わ、私、そんな大それたものじゃないです～。どうして、わかるのですか～？」

「俺は、千里眼だ！　信じろ！」

「相良先輩。それでは先輩自身がこの戦いくさで死なないという未来も、見えるのですか？」

「……それは見えない。自分の未来はわからねえからな。だいいち、未来ってのは見えるもんじゃねえ、自分の手で作るものだ。そうだろう？」

　光秀は、押し黙った。

　沈ちん黙もくが続いて、そして。

「……わかりました。相良先輩に、しんがりを任せてあげます。ただし、条件をつけます」

「なんだよ」

「私の虎とらの子この鉄てつ砲ぽう五十丁を、貸してやります」

「いや、それは。お前自身の撤退戦に必要だろう？」

「しのごの言わずに借りやがれ、です！　後で倍返ししろ、です！」

　こんなところで先輩に犬死にされたら、私との勝負の決着が永遠につかなくなります！　どちらが信奈さまの一のご寵ちよう愛あいを受ける資格があるか、いずれ白黒つけるまではしぶしぶ協力してやります！

「……先輩がこんなところであっけなく死んだら、しょせんこの十兵衛の好敵手ではなかった、と大声で嗤わらってやりますからね！」

　目を真っ赤に腫はらした光秀が、一礼しながら、陣を後にした。

　俺に対してだけだが、もしかしたらあいつがいちばん素す直なおじゃないのかもなあ……と良晴は思った。

　最後に、元康が良晴の手を握にぎり、一礼した。

「五右衛門ちゃんのかわりに、半蔵をつけます～。どうか、ご無事で」

「いいのか、元康。お前も忍しのびなしじゃこの撤退戦、きついだろ？」

「半蔵も、自ら志願していますから～」

　松平元康が微笑ほほえみながら、良晴のもとを去っていった。

「……やれやれ。人間どもは涙なみだもろくて面めん倒どうだが、そこが面白い。この俺も仕えがいがあるというものよ」

　どこかに姿を消していた前鬼が、いつの間にか良晴の隣となりに立ってにやにやと笑っていた。

「前鬼、よろしく頼たのむぜ」

「ああ。俺は死なぬからな、気楽なものよ」

「お前っていちど消えてもまた召喚されてくるよな。永久に消しよう滅めつしないってことか？」




「さあて。京を流れる龍りゆう脈みやくが断たれれば、この俺とて、もとの塵ちり芥あくたに戻もどるのであろうよ」

「龍脈、か。龍ってのは、古代の神さまだよな……」

「式神とは、神だ。神とは、すでに人ではなくなったもののことよ。生きては、おらぬからな」

「いや、お前は生きてるだろ？　死なないこと以外、俺たち人間とかわらねえ」

　前鬼は大空を飛ぶ鳥を眺ながめながら、「相良。お前は、いい男だ」とつぶやくと、くすりと笑い声を漏もらした。

「おい待て。俺にはそういう趣しゆ味みはねえぜ」

「安心しろ、俺にもない」

　二人で笑い合っているところに──。

「久しぶりだな相良良晴。さて、朝倉は総軍を率いてすでに木ノ芽峠へと殺さつ到とうしてきた。この絶体絶命の危機を、どう乗り切る？」

　忍び部隊十数名を率いる服部はつとり半蔵が、音もなく馳はせ参さんじる。

　半蔵と顔を合わせるのは、桶狭間以来だった。

　思えば、この男とは縁えんが深い。

　さらに、目を怒いからせ、あるいは涙を流し、決死の形ぎよう相そうで集つどってきたしんがり志願兵、総勢五百人。

「俺たち五百人の足軽兵、しんがりを志願しやした者たちですみゃあ！」

「みな、相良さまのために死ぬ覚悟を固めてますみゃあ！」

「わしらは金で雇やとわれた日ノ本最弱の尾お張わり兵なれど、相良さまの勇気と忠義の心に感動しましたみゃあ！」

「絶対に、相良さまを生きて姫ひめさまのもとへ……！」

「これ以上あの愛らしい姫さまを泣かせたらいかんみゃあ、相良さま！」

　きっとこいつら、この戦いでほとんど全員死んじまうんだな……これが、戦国の世の定めってやつなんだな……そう思うと、良晴は自分の命のことも忘れて身も世もなく「わっ」と泣き出したくなったが、ぐっと踏ふん張ばって空からいばり。

「はははっ！　見事なまでに男ばかりだな！　俺のモテモテの夢が、どこでどう間違ったのか」

「しんがりに志願したおにゃのこたちは、残らず追い返しましたみゃあ！」

「もとより命を捨てた仕事。尾張一の女好きと評判の相良さまを悲しませたくねえでみゃあ」

「ここにいるみな、姫さまに憧あこがれ、恋こい焦こがれている男たちですみゃあ。じゃが、しょせんは身分違ちがい……結ばれるはずもないととうに諦あきらめておりますでや」

「しかし相良さまだけは違うでや！　もしかしたら……もしかしたら、ありえない奇き跡せきを起こしてくれるかもしれん……！」

「相良さま、おみゃーさんはわしらの希望の星だでや！」

　良晴は、うなずいた。

「その通り、俺は天下一の女好き。俺が向かうところ、かわいい女の子はぜんぶ俺のもの！　たとえそいつが姫さま大名であろうともな！」

「「「「おおおおー！」」」」

「行くぜ、野や郎ろうども！」

「おおー！」




　日本史上最大の撤てつ退たい戦せん。

〝金ヶ崎の退き口〟が、今、はじまる。

























　　　あとがき




　この三巻は、序じよ盤ばんで織お田だ家の上じよう洛らくが成り「畿き内ない編」がはじまって、やまと御ご所しよや堺さかいの商人衆、南なん蛮ばんの宣教師に黙もく示し録ろくのびぃすとたちがどっと登場し「信のぶ奈な」の世界観が一気に広がったということと、終しゆう盤ばんで「金かねヶが崎さき編」に入って「信奈」のテーマと向かうべき路線が固まったということ、二つの意味でとても思い出深い一冊です。良よし晴はるは一巻の冒ぼう頭とうでタイムスリップとも異世界召しよう喚かんとも言える形で信奈の世界に来るわけですが、三巻で上洛することで信奈とともにさらなる異世界召喚を経験し、そして「金ヶ崎」で完全に「信奈」世界の住人になれたと思うのです。

　この巻で新登場したキャラクターの中では、みやまさんのかわいいデザインも相まって梵ぼん天てん丸まるがすごく気に入っていまして、後で単体の外伝を書かせてもらったくらいに愛して止やまない姫ひめ武ぶ将しようです。こんな娘むすめがうちにいたら……と思わずにはいられません（実際にいたら毎日家の中ではるまげどんが勃ぼつ発ぱつしてとても困りそうですが）。一巻からちらちらと登場していた明あけ智ち光みつ秀ひでも本格的に良晴に絡からむのはこの三巻からですし、浅あざ井い長なが政まさの正体が発覚しますし、九州相良さがら家の伏ふく線せんも登場しますし、松まつ永なが久ひさ秀ひでも好き勝手に暴れるしで、とにかく詰つめ込みすぎなくらいに詰め込んでいます。それほどに一刻も早く信奈を上洛させたかったのですね。一巻・二巻とエネルギーを溜ため込んできて、ついにこの巻が来た！　頭の中で「信奈」世界のビッグバンが炸さく裂れつした！　という感じでした。

　なお、堺の町のイメージは、堺の商人を主人公として描えがいたＮＨＫの大河ドラマ「黄金の日々」から多くを負っています。杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼうはぜんぜん違ちがいますが（笑）。本編では良晴は織田家の武将として生きるわけですが、良晴が堺の商人になるというようなＩＦルートがあってもいいなあと思ったんですね。

　異形の武将・松永久秀が実は波斯ペルシア人の末まつ裔えいであるという設定は、宇う月つき原ばら晴はる明あき先生の戦国伝でん奇き小説「黎れい明めいに叛そむくもの」に登場する久秀が「波斯暗殺術の使い手」だったという奇き想そう天てん外がいな設定へのオマージュなのですが、宇月原先生がいったいどこからそういう設定を思いつかれたのかはいまだにわからないのです。おそらくは初期の司し馬ば[image: りょう]りよう太た郎ろう作品が波斯の幻げん術じゆつ師しや秦はた氏の謎なぞといった伝奇的な題材を扱あつかっていたことから来ているのではないかと思うのですが。ただ、海に乗り出して「西の彼方かなた」へ向かおうとする信奈と、海の向こうから「東の果て」へと来た異い邦ほう人じんたち……それもヨーロッパ人のフロイスのみならず、波斯から来た久秀が出会う。信奈が行こうとしている「世界」とはただヨーロッパだけではないという展開に、魅み力りよくを感じたんですね。

　そもそも信奈を「女の子」として描こうと閃ひらめいたきっかけのひとつが、宇月原先生の小説第一作「信長 あるいは戴たい冠かんせるアンドロギュヌス」に登場した「両性具有の信長」に生しよう涯がい忘れられない雷らい撃げきのようなショックを受けつつも「『女の子』の信長が天下盗とりの合戦を戦う物語も読みたい！」と思ってしまったことでした。つまりは、自分がずっと読みたかったものを書かせていただいたわけです。

　今回の改かい稿こうにあたっては、本筋はほぼ元の物語を踏とう襲しゆうしているのですが、本来三巻の冒頭に入る予定だったのがお蔵入りになっていた「良晴の家に光秀が迎むかえに来る」シーンを初収録しています。また、（今回もやられ役ですが）三み好よし三人衆の出番を追加し、そして三巻で鍵かぎを握にぎる役回りを務めた松永久秀の過去を新たに描えがきました。興福寺で久秀がなぜ信奈に心服し帰順したのかを明確にするためです。京の戦乱で孤こ児じになったこと。斎さい藤とう道どう三さんと恋こい仲なかだったこと。主君・三好長なが慶よしとの出会いとそして別れ。三好家の崩ほう壊かいと久秀自身の崩壊。久秀帰順の大きなきっかけとなった、竹たけ中なか半はん兵べ衛えが叡えい山ざんの結界を破る「決断」をくだすシーンも書き起こしています。本来は三好長慶と久秀の物語には剣けん豪ごう将軍や近衛このえ前さき久ひさ、上うえ杉すぎ謙けん信しんたちも絡んでいるわけで、この件、もっともっとページを費やしたいところですが、どうやらそろそろ紙面も尽つきて参りました。今宵こよいはここまでに致いたしとうござりまする──。





春日かすがみかげ
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　　　　１




「というわけで五ご右衛え門もん。今日は丸一日休みだ。二人でどこかへ遊びに行こうぜ」

「は、はあ？　いったい何を言いだすでござるか、相良さがら氏うじ」

「考えてみれば、五右衛門。お前は俺のいちばん最初の家臣だよな？」

「……相棒でござる」

「なのに、二人きりで過ごしたことがあまりないだろう」

「そうでしたかな？　拙せつ者しや、多た忙ぼうゆえに覚えてないでござる。ちょもちょも、ちゃがらうぢがむせっそーなおにゃのこずきのせいでちぇっちゃ、いちゅもいちゅも」

「長なが台詞ぜりふをしゃべるとかむぞ。もうかんでるけど」

「あうううっ！　相良氏への愚ぐ痴ちは三十文字では語り尽つくせぬのでござる！　いつもちぇっちゃのけいこくをむちちて……うにゅにゅぅ！」

「というわけで五右衛門。話を戻すが、二人で遊びに行こうぜ！」

「ふんっ。拙者は相良氏のおかげで忙いそがしいでござる」

「あっ。おーい、五右衛門！　……行っちまった」




　時は戦国時代。

　戦国ゲーム大好きなごく普ふ通つうの高校生・相良良よし晴はるは、ある日、気がつくと戦国時代のまっただなかにさまよいこんでいた。

　それから良晴はこの戦国時代で尾お張わりの姫大名『織お田だ信のぶ奈な』にお仕えしているのだが、仕官のきっかけを作ってくれたのはおよそ三十文字以上の長台詞をしゃべると舌がもつれてかみかみになる子供忍にん者じや・蜂はち須す賀か五右衛門だった。

　見たものをはっとさせる赤い瞳ひとみと長い睫まつげが印象的な五右衛門は、いつもクールな忍者マスクで鼻と口を覆おおい、小こ柄がらな身体からだを忍しのび装しよう束ぞくにつつみ、そして背中には忍者刀。

　どこからどうみてもれっきとした忍びの五右衛門だが、美み濃の・尾張一帯で暴れていた川かわ賊ぞく「川かわ並なみ衆しゆう」の親玉でもあった。

　そんな五右衛門が、相良良晴を全力でサポートすることを誓ちかったのだ。

　良晴が五右衛門に命を救われたことは、一度や二度ではない。

　だが五右衛門はいかにも忍びらしく、あまり自分のことを語らないので、いろいろと謎なぞが多かった。

　信奈が美濃を盗とったあと、織田家の家臣はみな尾張から美濃の岐ぎ阜ふ城じよう下へと屋や敷しきを移したが、五右衛門だけは岐阜城下に屋敷を構えようとせず、あいかわらず夜になると良晴の屋敷の天てん井じようにぺたりと張はり付いてすぅすぅと寝ねている。

　とにかく今日の良晴は、そんな五右衛門にめずらしく個人的な用事があったらしい。




「あーあー。いきなり『二人で遊びに行こう』なんてあやしい誘さそい方をしたのがまずかったかな」

　五右衛門に逃にげられ、自分の屋敷でひとりきりになってしまった良晴が畳たたみの上にごろりと寝ね転ころがる。

「五右衛門って、懐なつかない猫ねこみたいなところがあるからなあ」

　尾張に続いて岐阜でも良晴のお隣となりさんになった同どう僚りようの前まえ田だ犬いぬ千ち代よが、うこぎで覆われた塀へい越ごしに声をかけてきた。

「……とうとう、良晴が五右衛門にまで魔ま手しゆを伸のばしはじめた」

　なんとなーく犬千代の冷たい視線を感じた良晴は、

「違うって！　そういうんじゃないよ！」

　とあわてて弁解する。

「なんだってぇ？　相良良晴！　てめえ、俺たち川並衆の永遠の偶ぐう像ぞうである親分にちょっかいかけようっていうのか？　おう？」

「ああほら。面めん倒どうな奴やつに聞かれちまった」

「おう小こ僧ぞう。神聖な親分のお肌はだに指一本でも触ふれてみろ、すまきにして木き曾そ川がわの急流に放り投げてやるからよ！」

「かんべんしてくれよ……」

「そのあと俺らも入じゆ水すいして団体で心中する！　親分がサルの手に汚けがされちまった世界になんて、これっぽっちも未練はねえからな！」

　いつのまにか相良家の庭に入ってきて縁えん側がわにどっかと腰こしをおろした男は、川並衆を束ねる五右衛門の副将格・前まえ野の某なにがし。

　川賊あがりの筋骨たくましい荒あらくれ野や郎ろうだが、ひたすらに幼い五右衛門を崇め奉たてまつり、五右衛門がかんだら「親分がかんだあ！」と狂きよう喜き乱らん舞ぶする、そんな救いがたいレベルのロリコンであった。

「むくつけき野郎どもの集団入水か……見たくないなあ」

「小僧、親分にいったい何の用があるんでえ？」

「いやまあ、たいした用事じゃないんだけど。この屋敷は次から次へと客が来て騒さわがしいからなあ。お隣の犬千代も俺を疑いの目でみはってるし」

「……良晴は稀き代たいの女好き。疑われて当然」

「いや犬千代、五右衛門はまだ子供だろ？」

「だからあぶねえんじゃねえかよ、小僧！」

「『だから』の使い方がおかしくね？」

「……このお犬さまはいっこうに手をつけられないのに、より幼い五右衛門に食指を動かされるとは……乙女おとめとして屈くつ辱じよく……」

「いや犬千代もまだ子供だろ？」

「……違ちがう。立派な前田家の当主」

　胸を張る犬千代だが、その胸はみごとなまでにつるぺただった。

　前野某が「ぽっ」とがらにもなく照れて目を伏ふせているのはなぜなんだ。

「小僧。そんなに親分に会いたいなら、蜂須賀村に行けや。親分の屋敷があるぜ」

「住所を知らないんだよ」

「木曾川を筏いかだでくだっていけばすぐだぜ。俺が案内してやらあ、へっへっへっ」

　五右衛門を変態の魔手から守るためだけに生きていると言っても過言ではない前野某が、どうした風の吹ふき回しか、良晴を五右衛門の屋敷へ連れて行ってやると言いだした。

　明らかに、悪事を企たくらんでいそうな黒い笑顔で。

（へへっ。親分には手を出させねえぜ。モノホンの忍者屋敷で真の恐きよう怖ふを味わってこいや小僧）

　そう。前野某は良晴を「忍者屋敷」という名の恐怖の館に放り込むつもりなのだ。

　五右衛門の屋敷に素人しろうとがうかつに入れば、まず無事には出てこられない。

　そんな前野某の企みに気づかない良晴が「そうだな。たまには俺のほうから五右衛門の屋敷へ行ってみるかあ」とつぶやいていると、さらなる来客が二人、こんどは玄げん関かん口ぐちから入ってきた。

「サル、五右衛門に用があるなんてめずらしいじゃない！　わたしも一いつ緒しよに行くわ！」

「姫ひめさまとサルを二人きりにすると危険だから、あたしも行くよっ」

「って、信奈と勝かつ家いえじゃねーか」

　一人は、休日らしく久々に「うつけ姿」の織田信奈。

　良晴が知っている歴史では「織田信のぶ長なが」に相当する戦国大名だが、この世界では（口さえ開かなければ）天下一の美少女である。良晴調べ。

　片手には愛用の種たね子が島しま、肩かたには鷹たか、腰にはひょうたんをいくつもぶらさげている。

　右肩から小こ袖そでを半ば脱ぬいでいるので、剝むき出しになっている黒い見せブラが実にまぶしい。

　もっとも、まぶしがっているのは良晴だけで、前野某は（ああ胸がふくらんだ女はダメだぜ、ほんとうにおっかねえや）と残念がっているが。

　もう一人は織田家最大のおっぱいと膂りよ力りよくを誇ほこる猛将、柴しば田た勝家。

　信奈の貞てい操そうを守るためにいつも良晴を目の仇かたきにしている、お年とし頃ごろの姫武将だった。

　お休みだというのに、武ぶ闘とう派はらしく今日も甲かつ冑ちゆうをつけている。

　甲冑のバストの部分だけが不自然なまでにふくらんでいて、思わず良晴は（この甲冑を脱がした下には、たゆんたゆんでぱつんぱつんの勝家のおっぱいが……）と生なま唾つばを飲みこみ、そして男に免めん疫えきがない勝家に「みみみ見るなっ！」とグーパンチで殴なぐられた。

　自分の首の骨がへし折れたかのような不ふ吉きつな音を良晴は聞いた。

「えーと、お二人はちょっと……本日、親分の屋敷へ連れて行くのは小僧だけで……」

　言い出しっぺの前野某がなぜか焦あせっているが、信奈と勝家はすっかり旅行気分。

「忍者屋敷って、いろいろ謎がありそうじゃない？　いちど行ってみたかったのよね！　ほら行くわよサル！　六りく（勝家）も犬千代も来なさい！」

「楽しそうですよね！　どこまでもお供します姫さまっ！」

「……犬千代も行く」

「おいおい。こんな大人数で押しかけられても、五右衛門が困るんじゃ……俺も困るし……」

「うるさいわねサル。この戦国の世では今日ほどおおっぴらに遊べる休日なんてなかなかないんだから。今すぐ忍者屋敷訪問旅行へ行くわよ！」

「はいっ！　姫さまの仰おおせのままにっ！」

「……ういろう、持っていく」

「困ったなあ……五右衛門と二人きりになれなきゃ、行く意味ないんだけど」

「五右衛門と二人きりになって何をするつもりなのよ？」

　信奈がぎろりと良晴を視線で殺しにかかってきた。

（はあ。最近の俺って、「女難の相」が発動しっぱなしというか、信用ねえなあ）

　良晴はため息をつき、そして前野某は「……やべえぜ……」と青ざめていた。
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　美濃から尾張へと流れる木曽川の急流を筏でくだって、小一時間。

　川のほとりに茂しげった森の中に、五右衛門の屋敷はあった。

「それじゃ俺はこれで！　文句は相良の小僧に言ってくだせえ！」

　前野某は、信奈たち一行を川岸におろすと、まるで逃げるように筏をこいで大急ぎで去っていった。

「船頭が行っちゃったわ。帰り道、どうするのよー？」

「姫さま。あやつ、どこか態度が妙みようでしたね」

「そう？　最近流は行やりの、幼い子供しか愛せない『露ろ璃り魂こん』の病にかかっているんでしょ？　六の牛みたいにでかいおっぱいに怯おびえていただけじゃないの？」

「姫さまあっ！　ああああたしの胸は牛みたいじゃありませんっ！」

「そうかしら。いつ見てもまるで乳牛みたいにでかいけど？　六が着ている特注の甲冑って、おっぱいの部分だけふくらんでいてすごい迫はく力りよくよねー」

「それ以上、あたしの胸の話はおやめください姫さま！　サルが興奮します！　うきぃと興奮してあたしたちに襲おそいかかってきます！」

「あ。それもそうね。サルには人間のような理性はないものね」

「俺にだってその程度の分別くらいあるよ！」

「……屋敷に入る」

　木々に覆い隠かくされたかのようにひっそり建っている五右衛門の屋敷はちんまりとしたものだったが、どことなく外見が風変わりだった。

　門構えからして妙だ。

　左右の扉とびらに一個ずつ丸い覗のぞき窓まどが開いていて、窓にはまったギヤマン越ごしに外を覗けるようになっているのだが、その丸い二つの窓が人間の目のように見える。

　扉を閉めるかんぬき部分は、まるで人間の鼻のような形をしていた。

　少し離はなれた位置からよくよく見ると、門そのものが、まるで人間の顔のようだった。

　さらに、門の向こうに建っている屋敷は、あちこちから何に使っているのかわからない塔とうが伸びていたり、無む駄だにでっぱっている窓があったり。

　建物の中央部分から、高い柳やなぎの木がにょきっと伸びているのはどういうことだろう。

「ねえサル。こうして外から見ているだけで、なんとなーく不安になってくるわね。さすが忍にん者じや屋や敷しきだわ！」

「バランスが悪いというか、建てたあとから何度も改築増築してごちゃごちゃになっているみたいだな」

「きっと中はもっとおもしろいわよ！　入りましょう！」

「もしかして中は迷路じゃねえか？　迷子にならないようにしろよ信奈」

「サルじゃあるまいし、家の中で迷子になったりしないわよ」

「でも姫さま、五右衛門はほんとにここにいるんでしょうか？」

「六。サルの屋敷にいないんだから、こっちにいるんじゃないの？」

「まるで人が住んでるような気配がしないんですが……どことなくお化け屋敷のようで不気味です……あたし、お化けとか苦手なんですっ」

「まあ別に五右衛門がいなくてもいいのよ、わたしは忍者屋敷を見物したいだけだもの」

「信奈お前、いつかその無駄な好こう奇き心しんで身を滅ほろぼすぜ」

「……とりあえず門は開いている……犬千代が先頭を行く」

「犬千代、がんばってわたしたちを先導してね。はい、ういろうをあげるわ」

「はむはむはむ」

　犬千代は、信奈から大好物の餌えさを与あたえられて元気百倍。

　信奈一行は、忍者屋敷ツアーの記念すべき第一歩を刻んだ！

　門をくぐり、なぜか右側に傾かたむいている玄げん関かんの扉を強引に開くと、そこは──。

「いきなり仏間だわ！　さすが忍者屋敷、意味不明の間取りね！」

「でも飾かざられているのは仏像じゃないです、姫さま」

「……これは、招まねき猫ねこの像」

「猫だな。五右衛門って実は本ほん猫びよう寺じ門徒だったのかな？」

　戦乱が続くこの世界では、猫を拝む「本猫寺」という謎なぞの教団が大流行しているのだ。

「どうかしら。流は行やりものだから、とりあえず飾ってるだけじゃないの？」

「巨きよ大だいな招き猫の左右に、狐きつねと狸たぬきの置物がある。単に動物が好きなだけなんだな……たぶん」

「右と左に廊ろう下かが続いているわね。どっちに行く？」

「俺はなぜかこの巨大な招き猫に心ひかれたので、お賽さい銭せんを入れていく」

「サル、俸ほう禄ろくが少ないからってお賽銭泥どろ棒ぼうしちゃダメよ？」

「するかっ！　そもそも雇やとい主ぬしのお前がケチなんだろっ」

　良晴は「右と左どっちへ行く？」と相談している信奈たちに背を向けて、東とう大だい寺じの大仏のようにでーんと座っている巨大招き猫へと近づいていった。

　だが、どこにも賽銭箱が見当たらない。

　良晴が足下を見ると──。

「うん？　床ゆかに賽銭箱が埋うめ込まれている？　ヘンな屋敷だなあ」

　どうして床に？　と思って賽銭箱へと近づいた。

　がくん！

「あれええ～っ!?」

　気がつくと床の板がいきなり開いて、良晴は落とし穴へと落ちていた。

　良晴に背を向けていた信奈たちは気づいていない。




「……いててて。さすが忍者屋敷、こんな罠わなを仕し掛かけていやがった！」

　良晴が落ちた落とし穴の下は、四よ畳じよう半はんの狭せまい小部屋だった。

「ひでえ罠だな。お賽銭を入れようとする熱心なにゃんこう宗徒だろうが賽銭ドロだろうがお構いなしじゃねーか」

　良晴は立ち上がって、落ちてきた穴から這はい上がろうとした。

　だが。

　ぱたん、と穴が再び板でふさがれてしまい、良晴は戻もどれなくなった。

「げっ？」

　叩たたいても突つついても、いちど閉じた板はもう開かなかった。

「しまったぁ、いきなり迷子になっちまった！　おーい信奈！　犬千代！　勝家！　誰だれかあ、俺を助けてくれ～！」

　……

　返事がない。

　まさかこの俺さまを無視するつもりかっ？　良晴は焦った。

（そうだ。あいつら揃そろいも揃って短気ものだから、怒おこらせれば床を突き破やぶって俺をお仕置きに来てくれるはずだ）

　まさにサル知ぢ恵え。

「信奈あああ～！　俺さあ！　実は昨日、干してあったお前の見せブラを盗ぬすんでくんくんと匂においを嗅かいでしまったんだ～！　ついでに見せブラを頭にかぶろうとしたけど、サイズが小さすぎてかぶれなかったぜ！　俺さまの理想のおっぱいにはまだ遠いな！　てばさきばかりかじっていないで、もっと牛乳を飲めよ！」

　……

　……

　おかしい。打ち首ものの大暴言を吐はいたのに、反応がない。

　しまった、信奈は怒いかりのあまり金かな縛しばりにあってしまったのかもしれねえ！　言い過ぎたか！　ごめん今の話は噓うそだ、と今さら弁解しても手て遅おくれか！　だったら、確実に突とつ進しんしてくる脳筋娘むすめのほうを激げき怒どさせるのみ！

「おーい勝家！　実は今朝、お風ふ呂ろにつかっているお前のおっぱいをばっちり覗き見してやったぜ、はっはっはー！　でかすぎてこのままじゃ垂れそうだから、こんど俺さまが自らデザインした特大サイズのブラジャーをプレゼントしてやるぜ！　もちろん白黒ツートンカラーのホルスタイン柄がらだ！」

　……

　……

　ヘンだ。突進してこない。アホの子・勝家のことだ、外来語を使いすぎたので俺さまの台詞せりふの意味が理解できなかったのか？　しかし、バレバレの噓でも「風呂を覗いた」と俺に言われれば即そくギレして俺を殺そうと襲ってくるのが勝家の習性だったはず……。

　良晴はここで、やっと気づいた。

　どうやら、いくらこの地下の小部屋で叫さけんでも一階の仏間にまでは声が届かないらしい、と。

「うーん、まあいいか。別に死ぬわけじゃないしな。むしろ信奈と勝家に殺されるリスクを回かい避ひできた。探せばどこかに出口があるだろう」

　仏間に戻るのをあきらめた良晴は、別ルートで小部屋から出ようとした。

　だが、探しても探しても、どこにも出口がない。

　入り口はあるのに出口はない小部屋──閉へい鎖さ空間である。そう気づくとふいに息苦しくなってきた。

「あ、あれ～っ？　もしかしてこのままここで干からびるのか、俺っ？　一年後にはサルのミイラのできあがりっ!?」

　忍者屋敷、おそるべし！

「前野某めえ～、ここがこういうヤバい屋敷だと知ってて俺を放り込んだな！」

　やっと気づいたがもう手遅れだ。

「待て、落ち着け俺！　伊い賀がの忍にん者じやテーマパークに遊びに行った時の記き憶おくを思いだせ！　忍者屋敷にはいろいろなからくりが仕掛けられている。この部屋のどこかに、『隠し扉』とか『秘密のなわばしご』があるはずだ！」

　とりあえず、妙に耳が丸いあやしげなネズミの絵が描えがかれた掛かけ軸じくをめくってみた。

　あった！

　壁かべに、朱しゆ色いろに塗ぬられたボタンを発見！

『穴へ落ちたお客さまへ──危ないでござる。このでっぱり、決して押すべからず』

　という注意書きが壁に記されていたが、良晴は「これを押されると部屋から脱だつ出しゆつされてしまうので、こんな子供だましの脅おどし文もん句くを書いてるんだな。五右衛門って、なかなかかわいい奴やつじゃねーか」と一人で納得。

「さすがは歴史に詳くわしい俺さまだぜ、あっぱれ未来人！　これを押せば隠し扉が開いて、この部屋から出られるはずだ！」

　ぽちっとな！

　ボタンを押すと。

　ゴゴゴゴゴ……。

　妙みような機械音とともに──部屋の天てん井じようが、ゆっくりと落ちてきた。

　いわゆる『吊つり天井』の仕掛けだった。

「ギャー！　部屋から出るどころか、天井に押しつぶされるううう！　この俺としたことが、まさか五右衛門の屋敷で人知れず屍しかばねになってゲームオーバーだなんてえええ！　イヤだあああ！」

　どすん！

　速度を増して落ちてきた天井を良晴は両りよう肩かたで支えた。

　だが、なおも天井は下がり続ける。

「いててて！　このままじゃ、ぺちゃんこにされちまう！」

　ああ、相良良晴はここで終わってしまうのか。

　車にひかれた蛙かえるのように、真っ平らになってしまうのか。

　三次元から奥行きのない二次元へと進化を遂とげてしまうのか。

　こんなふうに追い詰つめられた良晴が無意識のうちに叫ぶ台詞は、いつもひとつ。

「たっ、助けて～！　五右衛門～！」

　ドラ○もんに救いを求めるの○太のごとき情けない少年の悲鳴が、吊り天井の小部屋に響ひびき渡わたった。

　そして。

「にんにん。忍しのびの屋や敷しきに無断で押しかけてくるからでござるよ」

　てれれれってれ～！

　畳たたみの裏からぴょんと飛び出てきた五右衛門の姿が、良晴の目にはほんもののドラ○もんのように見えた。あとで仏間の招き猫像の耳を取っておこう……そして像全体を青く塗るんだ。それが俺の五右衛門への感謝の気持ち！　と良晴は誓ちかった。

「サンキュー、五右衛門！　命拾いしたぜ！　やっぱり持つべきものは相棒だなあ！　おお、わが心の友よ！」

　五右衛門登場とともに吊り天井の下降は止まった。助かると同時にあっさりジャ○アン化するあたり、良晴の肝きもっ玉たまは現代っ子とは思えないほどに太い。

「とりあえず五右衛門に感謝のハグ！」

「だきちゅくな、だきちゅくなあ！　うにゅうう！」

　ぐさっ。

「いてぇ！　いきなり十字手しゆ裏り剣けんを俺の頭に突き立てるなよ、死ぬだろ！」

「……いきなり入り口で賽銭箱の罠にひっかかるとは、さすが相良氏うじ。守しゆ銭せん奴どでござるにゃ」

　俺はお賽銭を入れようとしたんだよ！　と良晴が弁明するが、五右衛門は良晴から身をかわして「あーあー聞こえぬでござる」と澄すまし顔。

「しかし、いったい何をしに来たでござる、姫ひめたちまで連れてきて」

　畳の隅すみを両足で踏ふみ踏みして吊り天井を元の位置へと上じよう昇しようさせながら、五右衛門が不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

　顔が真っ赤なのは、良晴に抱だきつかれてテンパったからだろう。

「悪かった五右衛門。ほんとうは俺一人でくるつもりだったんだけど、信奈たちが面白がってついてきちまったんだよ」

「もうわかったでござろうが、忍びの屋敷に素人しろうとが入ったら危険でござる。わがやには、いろいろなわにゃがありまちゅからな」

「あっ？　もしかして俺とはぐれた信奈たちも危ないんじゃねーのか？」

「むろん危ないでござるな」

「まずいぜ。罠にかからないように助けてやらねーと」

「その前に、いちど懲こりさせるでござる。勝手にわが家に忍び込まれては、ちぇっちゃ、こまるでござる」

「悪かったよー。でも俺は五右衛門にちゃんと用があったんだぜ？　信奈たちは見み逃のがしてやってくれねーか？」

「いーや。相良氏と同じく、ひどいめにあわにゃいと懲りないめんめんでちゅからな」

　まあそれは一理ある、と良晴は納得した。

「わかったよ。でも信奈たちを怪け我がさせたりしちゃダメだぜ」

「痛がらせたり怪我させなくても、懲りさせる方法はあるでござる」

「ふうん。どんな方法だ？」

　怖こわがらせるのでござる、と五右衛門が小声でつぶやいた。

「にんにん。相良氏、これより拙せつ者しやの指示に従っていただくでござる」

　ふふふ、と目を猫ねこのように細めた五右衛門がマスク越ごしに笑い声を漏もらした。

　いつものクールな笑い方と違ちがってめずらしく子供っぽい笑い声だな、と良晴は首をかしげた。
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「おっ。こんなところにも隠かくし部屋が！」

「しーっ。抜ぬき足、差し足、忍び足で移動するでござるよ相良氏」

「ラジャーだぜ。で、どうするんだ」

「この中二階にある隠し部屋からは、『客人の間』をこっそり覗のぞけるのでござる」

「ふうん。忍者ってやっぱり変わり者だよな。家に客を招いておいて、わざわざ覗くなんてな」

「きゃ、客人が間かん諜ちようかどうかを見定めるためでござる！」

「か……浣かん腸ちよう……？」

「何かヘンなことを考えているでござるな相良氏。あんまりくっちゅくな、でござる」

「だって狭せまいんだもん、この部屋」

「うにゅう～」

　五右衛門が地下室の床とこの間まに隠されていたどんでん返し扉とびらを開いて「隠し階段」を出現させ、良晴をのぼらせた先には、またも新たな「隠し部屋」があった。

　広さ二畳じようほどで立ち上がれないほどに天井が低い。

　そんな狭すぎる部屋の一角を障子が占しめている。

「相良氏。この障子に穴を開けて『客人の間』を覗いてみるでござる」

「……おおっ、こ、これはああああっ!?」

　良晴は、目をみはった。

『客人の間』では、一人ぼっちになっていた勝家が、

「あ～ん、どうなってるんだよこの屋敷は！　結局迷っちゃった～！　姫さまが心配だなあ～」

　とべそをかきながら、

「甲かつ冑ちゆう姿で走り回ったせいか、暑いな。サルもいないし、いったん脱ぬぐかぁ」

　甲冑を外して、一糸まとわぬあられもない姿になり、手ぬぐいで汗あせに濡ぬれた肌はだを拭ふきはじめた！

　特に大きすぎるバストの下の部分、良晴用語で「下乳」と呼ばれるあたりが汗びっしょりらしく、念入りに拭いている。

「うおおおおおおおおっ!?　なんて素敵な光景なんだ、生きててよかった！」

「しーっ、しーっ。相良氏、騒さわいだら聞こえてしまうでござる」

「おう、そうだった。でも、どうして勝家はあんなに汗かいてるんだ？」

「甲冑を着込んでいるからただでも暑いのでござるが、この『客人の間』の床ゆか下したには火ひ鉢ばちがちかけられていて、へやをあちゃちゃめているのでござる。ぎゃくに、へやをちゃむくすることもできまちゅぞ」

「サウナ風呂みたいなものか～。でもなぜそんな仕し掛かけを？　サービスか？」

「客人をこの部屋で裸はだかんぼうにすれば、暗器や毒などを持ち込んでいるかどうか、わかりまちゅからな」

　質問してみたものの、五右衛門の説明を聞いている暇ひまは良晴にはなかった。

　勝家の裸ら身しんのみごとなこと。ぼん、きゅっ、ぼんっ！　神秘と奇き跡せきのパーフェクト・プロポーション。片手ではとてもつかみきれないミサイルおっぱいを二個も実装。牛、牛と言われているわりには実は腰こしがばっちりくびれているところも素す晴ばらしい。そして桃もものように丸い安産型のお尻しり──。

「うーん。これでもう少し乙女おとめらしい姫さまキャラなら天下をも盗とれたものを」

　良晴は鼻血を流しながら裸の勝家に向かって「ありがたやありがたや」と手を合わせた。

「いやあ忍にん者じや屋や敷しきって最高だなあ、五右衛門！　ぜひこの部屋に、の、の、のぶ……」

「姫はまた別の場所で迷っているでござるよ」

「そ、そうなのか。べ、別に俺は信奈の裸を覗きたいわけじゃねーぞ。ご、誤解するなよ。俺はただ、ケチケチ魔ま王おうにちょっとした仕返しをしてやりたいだけで……あ、あ、あいつは勝家ほどおっぱいでかくねーからな！」

「はいはいでござる。さてと相良氏、たっぷりと堪たん能のうしたでござるか？」

「堪能しました！」

「では……お二人に恐きよう怖ふを味わわせる頃ころ合あいでござるな」

「ん？　何のこと？」

「えいっ、でござる」

　五右衛門が天井から伸のびている紐ひもを引っ張ると同時に、中二階の隠し部屋全体がゴゴゴゴと動き出して突とつ然ぜん90度傾かたむいた。まるで沈しずみゆくタイタニック号の客室のように、たちまち水平だった床ゆかが垂直に立ってしまった。障子がばぁんと飛び散り、隠し部屋から転がり落とされた良晴は、気がつけば『客人の間』の中央に這はいつくばっていた。

　ふと顔をあげると、素すっ裸ぱだかの勝家が、腕うで組ぐみして仁王立ちしている。

　組んだ腕のあいだからは、大きすぎるおっぱいがこぼれ落ちて飛びだしている。

　ビューティフル……などと感かん嘆たんしている場合ではない！

　阿あ修しゆ羅らだ。阿修羅の炎ほのおが、勝家の全身を燃やしている！

「サルぅううううぅ！　ずっと覗いていたのか！　きっ、貴様という奴やつはああああっ！」

「いやこれは五右衛門の手引きで……ちょっと待って！　五右衛門はどこっ!?」

「問答無用！　よくも乙女の裸身を覗いたなあああっ！　今日こそ死んでもらうっ！」

「おい勝家、待てってば！　とりあえず隠せ！　胸と股こ間かんだけでも隠してっ！　目のやり場に困る！　お願いっ！」

「……ああっ、そうだった！　きゃああああっ！　いやああああ！」

　勝家が泣きながらうずくまっている隙すきに、良晴は廊ろう下かへ飛びだした。

「待てえええ！　絶対に逃にがさない、今日という今日はぶち殺すからっ！」

　勝家の声を背に、良晴は廊下を進んで逃げようとする。

　だが、長い廊下を進んだ先は──白い壁かべだった。

　行き止まりだ！

「勝家に殺される！　五右衛門、なんてことするんだ！　どこにいるんだ出てこい～！」

「相良氏、こっちでござる」

　白い壁が右側にすうっと開いて、斜ななめに曲がった隠し廊下が現れた。

　五右衛門が天てん井じようから「ぴょこん」と逆さにぶらさがった姿で出現し、良晴を隠し廊下へと招き入れた。

「おお。壁と見せかけて、実は扉だったのか！」

「単純なれど、単純であるがゆえに効果的なのでござる」

「しかしひどいじゃないか、いきなり俺を死地に突つき落とすなんて！　マジ殺される！」

「ふふ。柴田氏を懲こりさせる必要があったでござる」

「うかつに五右衛門の屋敷に忍び込むと、俺に裸を覗かれる……たしかにあいつはもう懲り懲りだろうけど……俺の命をなんだと思ってるんだよっ？」

「相良氏にも、怖い目に遭あってもらわねば反省しないでござるからな」

「反省だけならサルでもできるが、このままじゃ生きて屋敷を出られないぜ俺……どうするんだよ。阿修羅と化した勝家のお怒いかりを鎮しずめてくだされよ五右衛門さま！」

「ふふっ。そこはぬかりないでござる、にんにん」

「サルっ、そこにいたのか！　待てえええええ！」

　見つけられた！　勝家に追いつかれる！

「来たっ！　勝家が来たああ！　甲冑着てる暇がなかったのか、白しろ装しよう束ぞくだ！　あれで頭に鉄輪でもかぶったら、完全に俺を呪のろい殺そうとしている鬼おに娘むすめだ！」

「にんにん」

　五右衛門が、落ち着き払はらって白い壁の扉を閉じた。

　勝家が「あーっ、どこへ逃げたサルうううう！」と壁の向こうで叫さけんでいる。

「相良氏。次はこちらでござる」

　五右衛門は良晴を先導して隠し廊下を進んでいく。

「勝家はいいのか？」

「追っては来られぬでござる」

「あいつのことだ、壁くらい体当たりで平然と破は壊かいするぜ」

「ふふっ。忍しのびの屋敷は何重もの仕掛けを施ほどこして敵の侵しん入にゆうを防ぐからくりやちき。にゃにももんだいないでごじゃるにょ」

「おっ。五右衛門が思いっきりかんだ！　前野某じゃねえけど、ふいに聞かされるとなかなか乙おつなもんだな」

「……うるさいでござる」




「たしかにこの壁が扉になっていた！　サルめえ、よくも乙女の裸を堂々と覗いたなあっ！　今日という今日は絶対に生かしておかないからなっ」

　白装束の勝家が、良晴の姿を隠した白い壁に張り付く。

「どうやって開けるんだろう、この壁？　引いても押しても動かない」

　いっそあたしの鉄てつ拳けんで砕くだいちゃおうか、と勝家が思案していると──。

　ずずっ、と白い壁が横方向へと動いた。

　ただし、右側にではなく、左側へと開いたのだった。

　五右衛門が開いた時とは逆の方向だ。

「なあんだ、横に開く仕掛けだったのか。ふっふっふ、サルめ。姫ひめさまがいない今のうちに干し首にしてやるから！」

　勝家は、隠し扉の向こうに続いている曲がりくねった廊下を走って、良晴を追った。

　だが、いくら走っても良晴の姿は見えず、またしても行き止まりに。

「あ、あれえっ？　おかしいなあ？」

　がくん。

　首をひねっていた勝家の足下の床がいきなり開いて、勝家は深い落とし穴へと真っ逆さまに落ちていった。

「きゃああああっ？」




「勝家が追いかけてこないな。いくらアホの子でも、白い壁のからくりをばっちり見ていたはずなのに」

「こちら側の廊下には入れないように隠かくし扉を閉じておいたでござる、にんにん」

「というと？」

「あの隠し扉は、半分しか開かないのでござる」

「ほう、それで」

「右側に開くとこちらの廊下につながるのでござるが」

「うん」

「左側に開けば、また別の廊下につながっているのでござる」

「へええ。じゃあ勝家は今、ぜんぜん違ちがう場所を走っているのか。ははは、笑えるな」

「いーや。笑えなくなるくらいの恐怖を体験していただくでござる」

「恐怖ならさっき、もう体験しただろ……許してくれよ」

「忍者屋敷の恐怖はまだこれからでござる」

「だいたい勝家は恐怖なんて感じてなかっただろ。激げき怒どしてただけだろ？」

「柴田氏うじは今いま頃ごろ、すさまじい恐怖を味わっているでござる。ふふっ」

「……マジかよ……」

　からくり扉とびらを使って勝家を振ふり切った五右衛門と良晴は、新たな小部屋へと到とう着ちやくしていた。

　これはまた、ずいぶんと狭せまい。

　さっきの小部屋よりもさらに狭い上に、天井が右から左へと傾いている。

「こんどは、こんな狭いところへ入るのか？　部屋というよりも納屋だな」

「うにゅう。く、くっつくにゃ、でござるよ」

「無茶言うなよ五右衛門」

「拙せつ者しやの胸を相良氏の手がつかんでいるでござる！」

「え？　胸って……あ、悪い。背中だと思ってた……」

　がーん。

　五右衛門の赤い瞳ひとみが、うるうると潤うるんだ。捨てられた子こ猫ねこのように。

「うにゅうううう！　屈くつ辱じよくでござる！　これでは触さわられ損ぞんでござる！」

「こらっ、火薬玉だまを取りだすな！　火をつけるな！」

「拙者、乙女としてかかる屈辱を受けた以上は、この場でこっぱみじんになるちょぞん」

「忍びの女の子ってさ、そういうこと気にしないんじゃないの？　むしろ、エロっちい『くノ一の術』を使って男をメロメロにして籠ろう絡らくするのが特技じゃないの？　五右衛門って、そういう術ぜんぜん使えなさそうだよな」

「一流の忍びはそんなことしないでござる！　相良氏は未来の世界で『こみっく』とやらをよみちゅぎでござるな！　いやらちい！」

「くノ一と言えば捕とらわれてエロエロな拷ごう問もんをされるという立ち位置がアキバ界かい隈わいではお約束でさ……って、そんなことはいいから導火線の火を消せ！　ふーっ、ふーっ！」

　良晴は大おお慌あわてで導火線の火を吹ふき消し、五右衛門と一いつ緒しよにバラバラ無理心中させられるという危機を回かい避ひした。

「ふう。今のがいちばん怖こわかったぜ……」

「今のは本気だったでござるからな」

「なあ五右衛門。もうたっぷり反省したから、屋や敷しきから出してくれない？」

「まだ姫と前田氏を怖がらせてないでござるよ、にんにん」

「信奈はそう簡単には恐怖なんて感じないと思うぜ？　打ち首だの焼き討うちだのと大おお騒さわぎして人を怖がらせるのは得意だけどさ」

「相良氏が協力してくれれば、ばっちりでござるよ。あ、二人がきたでござる」

「うん？」

　良晴が耳を澄すますと、たしかに聞こえた。

『ねえ犬千代。サルと六はどこに行っちゃったのかしら？』

『……はぐれてしまった』

『ういろう三個あげるから、匂においを追って見つけ出して』

　信奈と犬千代の声だ。

　体操座りして隠し部屋に詰つめている良晴と五右衛門の頭の上から、響ひびいてきた。

「ちと狭いでござるが、斜め天井を見上げるでござる」

「お……おおおおおおっ!?」

　良晴が見上げた斜め天井は──。

　信奈と犬千代がのぼっている階段の、真下だった。

　しかも階段は木の板ではなく、格子状の鉄の棒で組まれている。スケルトン状態だ。だから階段の下にある隠し部屋からは信奈と犬千代の足下、そして日ひ頃ごろは着物の下に隠されている乙女おとめの部分が丸見えになっていた。

　この日の信奈は南なん蛮ばんものの純白のパンツをはいていたが、かなりサイズが小さいらしく「ぷにっ」とやわらかそうなお尻しりに食い込んでいる。

　この光景を見てしまっただけで良晴は失神寸前に追いやられたが、さらなる追い打ちがあった。

　かぶきものでいつもは南蛮ものの半ズボンをはいている犬千代だが、今日はたまたま和風の着物姿だったのだ。

　しかも、犬千代は──パンツをはいていなかった。

　はいていなかった。

　大切なことなので二度言いました。

　はいていなかったのだ！

　三度言いました。

　はいてなかったんだよおおおお！

　何度言っても言い足りない！

　まったく心の準備ができていなかった良晴は、そんな二人の乙女のあられもない秘所を、至し近きん距きよ離りからまじまじと見てしまったのだ。

「こほん。こちらからは階段の上が見えるでござるが、階段をのぼるもにょからは」

「うおおおおおおおおお……」

「真下にひそむわれらの姿は見えぬでござる。なぜならば」

「……おおおおおおおおおおおお……」

「階段の下は必ず日ひ陰かげになるように設計されており、姫たちの足下は真っ暗」

「……おおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！」

「これぞ侵入した敵を討つための仕し掛かけで、って相良氏？　聞いてくだちゃれ！」

「今の俺はそれどころじゃねええええええ！」

「相良氏、顔がほんもののサルになってるでござるよ」

　良晴は雄お叫たけびをあげすぎた。

　あたかも、類るい人じん猿えんが初めて「道具」を手にした時に思わず感動のあまり咆ほう哮こうしたかのような、原始の雄叫びを。

　当然、階段をのぼっていた信奈と犬千代にその原始の雄叫びは丸聞こえ。

『ちょっと犬千代、野生動物が階段の下に隠れているわ！　槍やりで仕留めて！』

『……お肉……鍋なべにして煮に込こむ』

　二人は、野生の猿さるか猪いのししが階段の下にいると思い込んでいる。

　犬千代が、ずぶり、と槍で良晴を突ついてきた。

　良晴はかろうじて身体からだをひねって皮一枚で避よけたが、狭い室内。次々と襲おそってくる槍をかわしきれない。すぱすぱと着物を切られていく。

「ぎゃあああ！　あぶねえええええ！　五右衛門、助けてえええ！」

「これで相良氏も恐きよう怖ふを味わったでござるな、にんにん」

　静かにしている五右衛門には槍がふってこないので、涼すずしい顔。

「味わったから、助けてえええ！　ここから出してくれ！」

『犬千代、動物じゃないわ！　サルよ！　サルがわたしたちを覗のぞいていたんだわ！』

『……サルも動物。ひっとらえて煮込む』

『きゃああ！　よく見てこの階段、スケスケじゃない！　わたしたちの恥はずかしい部分が丸見えよ！　殺やっちゃって！』

『……承知……犬千代はもうお嫁よめに行けない。さようなら、良晴』

『もう許せないわ、このエロザル！　油を撒まいて焼いちゃいましょう！』

『……煮込み鍋もいいけど、丸焼きもいいかも』

「待て、待ってくれえええええ！　さっきから恐怖を味わってるのは俺一人じゃねーか、五右衛門！」

「仕上げまであと少しでござる、にんにん」

　五右衛門が足下のハンドルをくるりと回すと、いきなり階段に隣りん接せつする壁かべががらがらと崩くずれ落ちて、目映まばゆい日光がさしてきた。

　屋敷の中央にある、柳やなぎの木を生はやした中庭があらわになったのだ。

「きゃっ？　いったい何なの？」

「……驚おどろいた」

「ドリフのコントみたいにみごとに壁が崩れたなあ」

　信奈、犬千代、良晴は思わず、まぶしい中庭のほうに視線を奪うばわれていた。

　柳の木の下には、古ぼけた井い戸どがひとつ、あった。

　いかにも井戸の底から何かが出て来そうな不ふ吉きつな光景──。

　まさか、とつぶやいた良晴は、見た。

　非合理な怪かい異いを信じない信奈も、犬千代も、はっきりと見た。

　見てしまった。

「うううぅうううぅううあぁあああぁ……」

　奇き怪かいなうめき声をあげながら、井戸をゆっくりと這はい上がってくる、真っ白い死に装しよう束ぞくに身をつつんだ若い女の幽ゆう霊れいを──。

「うううぁああぅううぅぅうううう～……」

　濡ぬれた長い黒くろ髪かみで顔を覆おおったその幽霊は、うらめしげなうめき声をあげながら井戸をのぼりきり、さらに、ずる、ずる、と信奈たちのほうへと這って迫せまってくる。

　ずるっ……ずるっ……。

「うぁあぁあああぁ……」

　その怨おん念ねんと絶望と恐怖に満ちたうめき声は、明らかにこの世のものではない！

「……お～の～れ～さ～る～、末代までぇ、たたってやるうぅ～……」

「きっ……きゃああああああああああっ!?　いやあああっ!?」

「………………（立ったまま気絶している犬千代）」

「うわあああああああああああああ！」

　信奈と良晴の悲鳴が、屋敷中に響き渡わたった。

　そして良晴は、なぜか階段の上からいきなりあたたかい水がふってきて自分の頭と顔をぐっしょりと濡らしていることに気づき、「ぎゃああああああ！」といよいよ悲鳴をあげた。

「こ、これはちと薬が効きすぎたでござる……困ったでござる」

　二人の悲鳴と幽霊のうめき声が交こう錯さくする中、五右衛門がめずらしくあわてる声。

　……

　……

　……




　　　　４




「結局、階段の上からふってきたあのなまあたたかい水は何だったんだろう」

「あまり追及しないほうが身のためでござるよ、相良氏うじ」

　良晴と五右衛門は、縁えん側がわで瓜うりをかじりながら夕日を眺ながめていた。

　信奈と犬千代はまだ失神したまま、隣となりの部屋で寝ねている。

　二人の隣には、白装束の女幽霊……かと思われていた勝家も突っ伏ぷしていた。

「俺たちを追って落とし穴に落ちた勝家が、死ぬ思いで屋敷の地下道を這って中庭の井戸からやっと出てきた。ずぶ濡れになっていたのはもちろん井戸につかっていたから。這っていたのは、さすがの勝家も水の冷たさと寒さで体力切れだったから。俺への怒いかりの言葉は、すっかり気力体力が尽つき果てたので、幽霊の呪じゆ詛そにしか聞こえなかった。とまあ、そこまでは五右衛門のかみかみの説明を聞いて理解できたんだけど」

「ま、まあ、命が惜おしくばそれ以上は追及してはいけないでござるよ」

「最後にあの階段の上から降りかかってきたあたたかい水はいったい……あれがいちばん怖かったんだけど」

「拙せつ者しやも恐おそろしいので、あの件は忘れることにするでござる。ぶるぶる」

「五右衛門がふるえている？　もしかして、あれだけはガチの怪かい奇き現象だったのか？　おっかねえええええ！」

「……生理現象でござる」

「え？　なに？　聞こえなかった」

「な、なんでもないでござるよ」

　五右衛門が本気で怯おびえているので、良晴はそれ以上の謎なぞときをあきらめた。

　真っ暗い井戸に落とされて、文字通り死ぬ思いをした勝家。

　井戸から這い上がってきた勝家を幽霊だと勘かん違ちがいして失神した信奈と犬千代、そして腰こしを抜ぬかした良晴。

　これで、自分の屋敷に無断で入ってきた四人全員を恐怖に震ふるえ上がらせるという、五右衛門が目もく論ろんでいたとおりのオチがついたはずなのだが……。

「……ぶるぶるぶる。拙者は何も見なかったでござる……」

（うーん。どうして五右衛門がいちばん怯えているんだろう。謎だぜ）

　まあいいか。この瓜、やけにうまいな。

　良晴は沈しずみゆく夕日を見つめながら、瓜に再びかじりついた。

「ところで相良氏」

「ああ」

「姫ひめたちが、面白がって忍しのびの屋や敷しきを見物しに来たのはわかりまちたが」

「おう。これに懲こりて信奈も少しは用心深くなってくれるんじゃないかな」

「相良氏は、拙者にいったい何の用だったのでござる？」

「ああ、そうだった。あまりにもいろいろあったんで忘れてたぜ！」

「ふん。しょせん、忘れる程度の用事だったのでござるな」

「そうじゃないそうじゃない！」

　良晴はかぶりをふって、袂たもとから小さな木箱を取りだした。

「五右衛門にはこの世界に来た時からお世話になりっぱなしだからな。プレゼントを渡そうと思ってたんだよ」

「ほう。風ぷ呂ろ全ぜん湯とうとは何でござるか？　いやらちい響きでちゅな」

「何か勘違いしてそうだけど、開けてみればわかる」

「……あ」

　五右衛門は、良晴から受け取った木箱を開いてみた。

　中に入っていたものは、小さな椿つばきの髪かみ飾かざりだった。

「いつも髑どく髏ろの髪飾りしてるだろ、五右衛門は。忍びらしいといえばらしいけど、休みの日くらいは女の子らしいお洒落しやれも楽しんでみていいんじゃないかな？　けっこうかわいいと思うぜ、この髪飾りをつけた五右衛門はさ」

　ぼむっ！

　五右衛門の顔が、一いつ瞬しゆんでゆだった。

　たこ焼きの具に最適なほどに、真っ赤にゆだった。

「……にゃ、にゃ、にゃ……」

「あれ。五右衛門が本猫寺門徒になった」

「にゃんでちゅか、こりぇはっ！　こ、このはちちゅかぎょえもんは、なくこもだまるかわなみちゅうのおやだまでごじゃるにょにっ！」

「待て五右衛門。一文字目からかみかみで何を言ってるのかわかんねー」

「こここにょよーな、おおおおとめのかみかじゃりにゃど、しのびにはむよーでごじゃ、ごじゃ、ごじゃ……」

「さっそく、つけてみようか」

「うにゅうううう！」

「だいじょうぶ。信奈たちはみんな寝てるんだから、誰だれも見てねーよ。そう照れるなって」

「ちゃちゃちゃちゃがらうぢがみているでごじゃる！　あうううっ……！」

　暴れる五右衛門の髪かみの毛に、良晴は椿の髪飾りをつけてあげた。

「ほら、手鏡だ。俺のセンスってけっこういいだろ？」

「……手鏡は扇子せんすではないでござる」

　手鏡を手にして髪飾りをつけた自分の姿を眺めながら、五右衛門は思わず目を潤うるませた。

「いつも俺を助けてくれてありがとうな、五右衛門。これからもよろしく頼たのむぜ」

　返事はない。

　五右衛門は、ぷいっと良晴に背中を向けてしまった。

　小さな背中が、ふるふるとふるえている。

　良晴は瓜をかじりながら、「買ってきてよかった」とご陽気にうなずいた。

「ああそうだ、前野某たちには俺がこれをプレゼントしたことは言うなよ？　あらぬ疑いをかけられて木曾川に叩たたき込まれたら困るからな」

「……うにゅ。あらぬうたがい、でござるか。あらぬ、のでちゅか。ふんっ」

　ぼむっ！

「うわっ？　五右衛門、いきなり煙えん幕まくを張るなよっ！　おーい、どこだっ？」

　煙けむりにつつまれた良晴の視界から、五右衛門の姿はいつのまにかかき消えていた。

「ま、いいか。五右衛門は隠かくれていても、いつだって俺を見守ってくれてるんだからな」

　この直後、目覚めた信奈にいきなり蹴けり倒たおされ、そのまま井戸に突つき落とされて蓋ふたをされるという不条理な悲運が待ち受けていること、そしてなぜか頼みの綱つなである五右衛門がぜんぜん助けに来てくれないということにまったく気づいていない、ご陽気な良晴であった。
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